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I. 沿革と概要

1. 沿 革

東京大学生産技術研究所は，昭和 24年 5月 31日公布の国立学校設四法に悲づき，生

産に関する技術的語問題の科学的総合研究と，研究成果の実用化試験を行なうことを目的

として同日付で千葉県千葉市に設罰された

その後，研究所の東京移転が実現し，昭和 37年度より東京都池区麻布新竜土町に本部

および各研究部位四を変夏した．なお，千葉市には，千葉実験場として 101,487m2 (約

clO, 700坪）が同敷地内に設けられた．

部門数は，設立当初 15部門で，以後昭和 25年度に 10部門， 26年度に 10部門，計

35部門となり，その後，部門増として， 32年度 1部門， 35年度 1部門， 36年度2部門，

37年度2部門， 38年度 1部門が認められたが， 39年 4月1宇宙航空研究設骰に伴い，

39年度中に 2部門を同研究所に移し， 40年度に 1部門増が認められ，現在41部門となっ

ているが， 41年度には，さらに 1部門が追加され42部門となる予定である．

本研究所は次表に示すような 5部に分かれ，それぞれの部において表示されたような専

門分野を担当している．

所長は，瀬篠象二，兼璽党九郎，足合正治，谷 安正，福田武雄，脳高周平に続いて，

昭和 39年 3月 31日より岡本舜三が就任している．

第1部（払 礎）ー一応用数学・応用光学・ 音曹工学・ 固体材料学・流体物理学・応

用霞子物狸学・放射線工学・材料力学・応用弾性学・ 動的材料

強弱学

第 2 部（機械・船舶）ー~機械力学・機構学・伝熱工学· 熱原動機学・流体機械学・化学

機械学・ 切削工作学・ 非切削工学・精密加工学・ 溶接工学・ 板

金および船休構造学・船体連動学

第3部（富カ・通信）ー一電気回路学・電力機器学・電力工学・電気制御工学・電子管工

学・通信機堺学・超短波工学・応用定子工学・電子演卵工学・

マイクロ波工学・ 情報処理工学

第4部（化学・ 冶金）—無機工業化学・応用電気化学および光化学· 有機工業化学第

ー・有槻工業化学第ニ・有機工業化学第三・化学工学・無機工

業分折学・有機工業分析学・鉄鋼製錬工学・非鉄金属製錬工

学・金屈加工学・金屈材料学・放射性同位元素工学

第 5 部（土木・建築）—-土質工学・土木構造学· 交通路工学・水工学・ 測紐学・建築構

造学・建築環境学・建築装備学・建築生産学・生産施設防災工

学・ 建築配岡および機能学・生産技術史

ー



2. 研究所の位置・敷地・建物•配置図

A. 東京大学生産技術研究所（麻布庁舎）

a. 位置

東京都港区麻布新竜土町 10番地

国電信濃町駅下車，都電 33番線竜土町下車，西南へ約 100m

b. 敷地・建物（面積）・配置図（凸版参照）

敷地総面絞 51, 428. 157 m2 (16,605. o坪）
（道路 2,504.4628記別，ただし物性研と共用）

建物数本館 1棟，別棟12棟

建物延面放 29, 199. 0736 m2 (8,831.95坪，物性研共用分含む）

本館 26,783. 4710 m2 (8, 102坪）

別棟 2,431. 6330 m2 (735. 569坪）

本館面積 26,783.4710記のうち，利用面積は 24,927.6099記で内訳は次表の

通りである（未利用面軟 1,755.8611記は未改装部分）．

l地階 cm')I 1階 (m')l 2階 cm')I 3階(m')I屋上 cm')I 計 (m')
- - -

第 1部 819. 8347 1,880.9917 915. 7024 687. 6033 4,304.1321 

第 2部 1,990.0826 816. 5289 945. 4545 928. 9256 4,680.9916 

第 3部 390. 0826 998. 3471 899. 1735 641. 3223 2,928.9255 

第 4部 625. 2024 1,557.0247 1,553. 7190 1,200.0000 4,935.9461 

第 5部 1,341.2322 1,047. 9338 796. 6492 796. 6942 3,982.5094 

試作工楊 177. 7500 177. 7500 

事務部 614. 8760 664. 4628 1,920, 6111 433. 0578 3,633.0577 

共 通

゜ ゜ ゜ ゜
284. 2975 284, 2975 

計 15,959.0605 I 6,965.2890 17,031.3597 I 4,687. 6032 I 284. 29751 24,927.6909 

c. 主な建物とその用途

建 物 名 一 構 造 部属eJT 
-
P
-

秘面↓jm
 

片
(
-

利

本 館旦配，ン、1.s贔24,727. 60991各部
別棟1 鉄筋平屋廷 353. 7190第 1部

,, 2 I懇髯丘クリー
// 3 鉄骨平屋建

II 4 

// 5 I懇髯丘クリー
II 6 プロック平屋建

7

8

 

”
”
 

376. 8595第2部

142.1487第3部

178. 5123第3部
第 4部

178. 5123第 4部

112. 3966第4部
第5部

185.1239第 5部

主な用途

所長室，会議室，各部研究室，実験室，試作工
場，居室，事務室，図書室，霊話室，受屯室等

材料実険室

動力実験棟（自動車，内燃機関，ガスタービ
ン，水力機械）

高屯圧実験室

暖房実験室，発酵実験室

RI実験室

高圧化学実験室，サッシ実験室

音唇実験室（無菩室，残密室，測定室）

48. 82641 " I送風機室'

2
 



建物名 i梢 造
i 利用面拭
I (m')・I所屈部I 主な用 途

,, 9 鉄筋コンクリー
ト平屋建 49. 5867第5部 防火実験室（地下）

II 10 II 99. 1735 II 床阪試験室

II 11 鉄骨平屋建 26. 4462事務部 門衛所

II }2 鉄筋造平屋建 664. 2975試作工坦試作工場

d. 水道・電気・ガス・電話

水道は現在都営水道ならびに自家袷水を行なっており，使用伍は月平均 12,000m3であ

る．

電気は東京電力株式会社と自家用の契的をし第 1変屯所 400kVA, 第 2変屯所 500

kVA, 屋外変電所 367kVAの設価を有し， 各部に送霞している． 電力使用鼠は月平均

90,000 kWHである．

ガスは東京瓦斯株式会社と契約，消費足月平均 21,500面である．

雷話は青山局に 50回線加入し，私設交換装岡はA型自動交換機で 500回線の容鼠をも

ち，物性研究所と共用している．なおそのうち木所は内線300回線を使用している．

B. 生産技術研究所千葉実験場

a. 位置

千葉市弥生町 1番地

国霞西千菜駅東口下車，約 250m

b. 敷地・建物・配置図（凸版参照）

敷地面団 約 101,487m2 (約 30,700坪）

建物数 24棟，計 8,928. 451 m2 

c. 主な建物とその用途

下表の通り 21棟である．

建地物区所i番在号，i ！ 構 迩
延而積

I 主 な 用 途
(m') 

A ' 1 I呼I鉄骨，建スレート・ 476. 0330 植村研，山田研

II 2 鉄屈筋コンクリー 13.1500 煽発実験装四椅蓋

" I 3 39. 6644 計測室

" I 4 II 

’’ 観測ロケット・小型テストスタンド

// 5 II " 推莱製造室

B 1 木造・ニ階建 1,289.2561 江上研，観測ロケット，山田研，事務室

II 2 " 1,024, 7933 研岡本・北川研， 山田研， 丸安研， 三木
，藤高研

" I 3 木造•平屋建 717. 3553 倉庫

,, I 4 木造・ニ階建 509, 0909 福田研，河添研，野崎研

,, I 5 木造•平屋建 191. 7355 菊池研，後籐研，野崎研

旧名称

試験工場

新 営

’’ 

” 

‘’ 
東 10号鉗

II 9 II 

II 8 II 

II 7 II 

// 11 II 

3 



建物所在
構造

地区滞号

延面積
(m') 主な用途

C 1 木造・ニ階建 120. 6615 池辺研，館研 東 6号館

II 2 木造•平家建 353. 7190 館研 // 4 // 

” 
3 鉄リ骨ー，ト鉄•平筋屋コ建ンク 317, 3553 " 

特験室殊吹緒実

II 4 木造•平屋建 1,213. 2231 宿舎 東 5号餡

D 1 ” 
641. 3223 平尾研，柴田研 " 13 11 

” 
2 " 360, 3305 平尾研 11 14 " 

” 
3 平鉄屋骨，建スレート・ 36. 3636 受屯室

E 1 木造•平屋建 191. 7355 野崎研，浅原研，井口研 ,, 12 ,, 

” 
2 ’’ 128. 9256 ボンプ室

” 
3 プロック造• 平 36. 000 野綺研 新 ‘宵中’ 
屋建

,, 4 II 60. 000 " ’’ 

I旧称名

4
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IL 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

わが国における工学と工業とは，その発逹経路において，必ずしも相互に密接に連絡さ

れていたとはいいがたいこの欠陥にかんがみ，本研究所は，生産に関する技術的諸問匙[

の科学的総合研究に重点をおき，研究成果の実用化試険を行なうことによって，工学とエ“

業とを結びつけ，わが国工業生産技術の水準を高め，世界文化の進展に寄与しようとする

ものである．このため生産の現場と緊密な連絡を保ち，生産技術の実態を知って，適切な

研究計画を立てるとともに，現場から寄せられる技術的諸問題に対しても，実際的な解決

を図ることを重要な使命としている．

本所の研究員は，それぞれ自己の屈する専門分野の進歩発逹のために研究を進めている

が，研究所としてもある具体的な問題を採り上げたり，あるいは適当と認める外部からの

研究委託を引き受けたりする． これらは問題によって関係のあるいくつかの恵門分野の人

人で，研究班を組織するしくみになっている．本所がほとんど工学全般にわたる専門分野

を持つため，このような総合研究態勢をとりうることが容易であり，また常務委員会の議

を経て決定するのでその機会が常に機動的に用怠される．

砧礎研究の成果が打ち出されると，一歩前進して，技術上，経済上の面から工業生造化

への可能性を立証しようとしてこれを別個の研究組織に移し，中間規模の試作または試!Jwt

をも行なっている．中間試験研究として行なう研究は，受託研究によって行なわれる場合

と，所内に設けられた特別研究審議委員会が，毎年特別にいくつかの研究課題を，所内各

研究部から申請を受けて決定する方法とがある．後者は，先年から紬礎的研究でその発展

が十分期待される研究も同時に採り上げて特別の研究費を注ぎこむようになり，昭和 40

年までにその件数 249を数え，その研究成果は，工業界への寄与の動脈となっている．

本所の受託研究は，本所の自主的計圃をさまたげない範囲で行ない，また短期間に糸占呆

を求める目先のことばかりに力を注ぐことにならないよう注意されているまた，受託研

究の研究成果の公表，発明特許の生じた場合の処岡等については，国立研究所としての立

場と，委託者機関の利冑的立場とが互いに考慰されねばならないので，話し合いの上研究

成果の公表を 2カ年以内待つ約束をしたり，発明特許の実施は，委託者に優先的に許；若す

ることができるようにする一方，委託者外の第三者に利用させる余地を失なわないよう取

扱いの方針を定めている．

本所は東京大学大学院の工学等の教育の一部を担当し，ほとんどの教官が指専教官とし

て唐門教育に当たっている． これらは本学の本郷学域において講義を行なうほか，本所j-/こ

おいて研究，実験ならびに演習等の実地教育を行なっている．現在本所教官の指報を受：け

る大学院学生は 40年度は 143名で，課程として修士・博士の 2課程5年間である． こ
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れらのうち一部は後継者として残り，一部は高級技術者として社会に送り出される．

高級技術者の旋成は，本所の使命の一つで，大学院制度によるもののほか，文部省の定

める受託研究員，研究生等があって，現場研究機関からの依託によって指芍することがで

きるようになっている．その他文部省内地研究員および私学研修員の制度によるものがあ

り，また各研究室には，技術員または技術補佐員として，研究室の実験を助けつつ技術を

修得し，社会に送り出される人もある．

行政組織は，後章に記すとおり，所内に，教授会，教授総会のほか，所長の諮問機関と

しての常務委員会を設け，また各種の連営委員会を設隠し，相当数の教授・ 助教授がこの

委員に選ばれている．そのほか所外に対しては生脱現場と提批し，生産技術の実態を把握

して研究の使命を達成するため，昭和 28年以来財団法人生産技術研究奨励会が設立され，

その評議員として 170余名の学識怪験者，産業界代表技術者に参加を顧い，定期会合は節

年 2回行なっている．また宇宙航空研究所とは連絡会議をもち，意見の交換を行なうこと

になっている．

2. 昭和 40年度の研究の現状

研究の形態と特色

基礎研究，実用化研究，総合研究と各個研究について

大学の研究が，研究主を単位とする各個研究の方法で学問の韮礎研究を行なうことは，

長い歴史に見られるとおりてある．戦後は，科学の進歩に伴い一つの問題をいくつかの研

究室が共同して総合研究的に行なうことが多くなったことも周知のとおりである． このよ

うな研究傾向に対し一研究所に各屯門分野があって総合研究の態勢をとりうることが容易

である機関は少ない． この点本所には特色があって，たとえば微分解折機の試作研究に，

応用数学と機械工学とが協同し，試験溶鉱炉の研究に，高周波加熱やアイソトープ技術を

投入したり，テレメータ用大パラボラ・アンテナの製作に，電子工学と構造力学が恵門を

分担したり， レーザの研究に屯気と光学との両而から開発を進めたり，ロケット製作に高

張力鋼の研究から始まり，構造力学と推薬エンジンおよび空気力学の諸分野が合体して作

り上げるまで，問題に対して縦買的にあるいは多而的に研究が行なわれてきているのであ

る．総合研究態勢の実施には，単にいろいろな専門分野があるというだけではなく，所内

に常務委員会や各種運営委員会があって， これらを結びつける機構が備わっていることに

よって，より特色的となる．

実用化研究は，初代所長がとくに強調され，本所の設立趣意書にも記されている研究所

の使命の一つで，大学の研究が工業技術として役立つために極めて重要なものの一つであ

る．基礎研究と工業生産との間を満たすものが戦前の多くの大学研究では欠けていたので，

本所では，これを中閻試験研究あるいは中間試作研究という名のもとに設立以来実施して

いる．この研究の選定は，所内の委員会で毎年選定し，経常的研究費とは別に特別研究費

を支出している．それらの中には， 2年あるいは 3年以上継続実施して完成する研究もあ
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る．

近年は，特別研究として，上記の中間的研究以外の研究で，拡礎研究が相当進み，その

完成が近く期待される段階にあるものを，同様に毎年選定し，特別の研究費をつぎこんで

達成させることも行なっている． この他，総合研究ないし共同研究を活発化するため各研

究グループに研究既を交付する共同計圃推進制度を設け 39年度から実施している．

また，各研究課題の設定は研究成果進展の背骨をなすものであるから，各研究者は最初

にも述べたように，それぞれ，その許想と開発に努力を傾けて広汎多莉な研究をなしつつ

あり，その期待は大きい．

A. 中間試験研究• 特別研究

1. 光弾性装置大型レンズおよび偏検光子
-Large-Aperture Lenses, Polarizer and Analyser for Photoelastic Experiment一

教授岡本舜三

光弾性材料としてのゼラチンゲルは，その超高光弾性感度のため重力による応力の解折

に有利であり，またその低弾性率のため弾性波の伝播辿度が遅いので動的実験解折にも有

利な材料と思われる．

しかし材料固有の性質から多くの問題点があるためか広く普及していないが，さきに二，

三の重力場の例題を用いゼラチンゲルの光弾性材料としての有用性を例証し得たので， さ

らに勁的解析における材料の価値を検討し，広い普及と応川に努めるように大型光弾性笈

四により勁的実険を遂行中である．

2. レーザ干渉顕微鏡
-Laser Interference Microscope一

教授久保田広・助手朝企利光

レーザ光の高輝度とコヒーレンスがよいという性質は干渉計の光源として最も望ましい

ものである． レーザ光の光学機械への応用研究の一環としてこの研究を行なった．生物物

体の位相差屈折率等を定紐的に測定するための干渉顕微鏡にレーザを用いると光路長の補

正等の必要がなく，機構を大幅に筒単化できるが干渉顕微鐙としての結像刊：能には幾多の

問題が残るので実際に装置を試作しその性能の実険的研究を行なっている．

3. 過渡的熱応力の測定法に関する研究

-A  Study on Measurement of Transient Thermal Stress— 
教授大井光四郎・助手小倉公逹

過渡的熱応力を測定する目的で，新しい型のゲージを試作し，また試験片，加熱装四お

よび応力測定部から成り立っている検定装四を製作した．新しい型のゲージは 2または 3

種類の抵抗線を一つのゲージに組み込んで，その抵抗変化を別々に計測し，これから叶罫

7 



により熱応力を求めようとするもので，従来行なわれて来ているような熱電対などにより

物体の温度を測定して補正する方法よりも受感部の熱的過度特性に差が少ないので信頼性

のある測定値が得られた．

4. 光電式無接触型動変位測定装置の試作
-Optical Dynamic Displacement Tracer with Monitaring Picture一

助教授柴田 碧

この動変位測定装四は振動体の動的変位をテレビジョン撮像器を利用し画面上に指定し

た垂直線に沿った物体の画像の変位として捉え電圧に変換し検出するものである．在来ア

メリカのオプトロン社製のオプトロンという装四があったが，これは画像を見ることがで

きず本装置のように計測位置をモニタ画像上でたやすく指示することができないまた本

装四は通常の画像を捉えその濃淡の変化のあるレベルを任意に設定して画像輪かくを出す

ので，光線の条件がかなり悪い場合にでも測定することが可能である， レンズ系はニコン

F系のものを用いているので，顕微鏡視野下のものから望遠レンズ系による遠距離物体の

測定まで可能となっている．主要特性は次のとおりである．

走査線数： 500本 (525本）

画像数（サンプル数）： 25, 100, 300 fram/sec 

出力電圧： p-p 10 V 

直線性： 0.5% 

最小像幅： 3本

最小コントラスト：チャート 2段

椋準レンズ：ニコンF用 50mm, F2. 0 

5. 工作機械の動剛性に関する研究

-A  Study on Dynamic Stiffness of Machine Toolー

助教授佐籐壽芳

工作機械の構造体としての各種振動特性を知ることは，その性能向上をはかるために重

要である．これまでの多くの研究では，加振機を用いこれを測定することが行なわれてき

た．一方本研究ではできあがった機械については，加振機を用いなくとも，無負荷連転時

の微動を測定解析することにより，これを知ることができることを明らかにした．さらに

この方法をもとに工作精度との関連，この点からみた合理的な設計方法等について総合的

に研究をすすめている．

6. 符号化変調方式による時分剖超多重伝送方式に関する研究
-Research on a Time-Multiplex Transmission System by 

Ultra High Speed Code Modulationー

助教授安田靖彦
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符号変謁方式を用いれば伝送路をより有効に使用できる最近米国およびわが国におい

て実用化に入った近距離市外局間の 24チャンネル PCM伝送方式はこの考えによるもの

である．次の段階として従来同軸ケープルあるいはマイクロ回線にアナログ伝送を行なっ

ていた長距離市外局間中継に符号変調を適用すれば同様の効果を期待できる． しかし， こ

れを実現するためには技術上種々の困難な問題を解決しなければならない．本年度はこれ

らの問題点の把握とその解決法の思考実験を行なった．

7. ガス・レーザの周波数安定化の研究

-Frequency Stabilization of Gas Laser一

助教授藤井陽一

将来のガス・レーザを利用した，通信および計測への応用の悲礎として，発振周波数の

粕密に安定化されたガス・レーザを試作した．そのガス・レーザについて，周波数を変化

させる外的な原因について検討をくわえたまた，周波数の精密制御システムを試作した．

また，超高速度の光電子増倍管の周波数応答を測定し，計鍔値と比校した．

8. イオン交換膜における異常電導現象の研究（継続）

-Studies on Anomalous Conduction in Ion-exchange Membranes— 
教授山辺武郎・助手（特別研究員）妹尾 学・技官山県和子

イオン交換膜ー電解質溶液系で起こる異常電芍現象に対し，却礎的知見を深めるために，

膜ー液境膜における水の解離過程を，遷移状態を用いる方法によって追求している．境膜

の微分容紐の測定，電流形成と関係する反応の追跡が進められている．

9. プラズマ溶融装置
-Plasma Arc Melting Furnace一

助教授明石和夫

移送式直流プラズマトーチを利用したボタン溶解炉で，高融点金属の溶解，高融点合金

試料の謁製，炭化物，窒化物，ハロゲン化物などの遠元による単休金腿の製造，プラズマ

溶射被悛など柿々の目的に使用できる．

10. 交通現象の調査解析

ー Studyon Traffic Behavior— 
教授星埜 和・講師越 正毅・助手金子 既

交通現象の調査に際して，地点速度の測定が必要な場合が多いので， レーダースピード

メーターを購入した現在測定機の調整を行ないながら試験使用中である．

，
 



11. 金属およびその表面処理層の超薄膜切片作製による研究
ー Studies on Metals and its Surface Layer by Making Ultra Thin Sections— 

教授松永正久・助手萩生田善明

近時の霞子顕微鏡および電子回折装置による研究の迎展にともない，試料の超切片を作

製することが望まれてきた． この目的のためにライツ社製のウルトラ・ミクロトームを購

入し，さしあたり，無電解メッキ刑を垂直切断し，そのメッキ機構を研究している．

12. 試験溶鉱炉の自動化設備
-Equipments for Automation of Experimental Blast Furnace一

教授雀部高雄・助教授館 光・助手巾根千宮・ ほか 15名

高炉製銑プロセスの総合自動化の前提として，装入諸原料の整位，水分調節のため，半

自動粉砕ふるい分け・貯蔵設備と巾性了水分けを，また炉頂ガスの連続分析のため赤外線

ガス分析計を新設した．

13. フォノンメーザ装置に関する研究

-Studies on Phonon-Maser Apparatus— 
教授島飼安生・助教授根岸勝雄

ジャイアントパルスレーザの発する強力な光による誘祁プリリュアン散乱を利用したフ

ォノンメーザ装i簡に関する研究である． レーザ装附は回転プリズム方式によるQスイッチ

型ジャイアントパルスレーザで， ｝レビー菜子は 10紗mmxlOOmm, ランプはヘリカル型

クセノンランプで入力 4,000ジュー）レ， レーザ出力は 10-20MW,パルス幅は 3'0Nsec, 

波艮は 6943Aである．出力光を液体または同体に照射すると，超高周波超音設が媒質内

に誘起されると同時に誘尊散乱光が発位するので，この散乱）'C;をファプリーペロー型干渉

計を用いて測定することにより超高周設超音波の性質を知ることができる．本年度は本装

置の製作と調整を行なった．

14. 自動車の試験台による走行性能の研究
-Research on Automobile Dynamics by means of Test Stand— 

教授平尾 収

自動車の操縦性能，安定性能，保舵性能など， 自動車が実際路上で走行する状態を再現

して自動車の走行時の抽礎的な資料を得るための実験を行なっている．道路上を走行する

場合との力学的相似性も得られることができたので人間ー機械系としての自動車の応答特

性試験，また微分ハンドルを用いる場合の最適条件をきめるための実験を行なっている．

15. パターン認識による人工の指の自動制御研究

ーStudieson Automatic Control by Artificial Fingers using Pattern Recognitionー

助教授森政 弘・講師梅谷陽二

助手合田周平・大学院学生山下忠
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当研究室にて別途研究中の人工の指や IMICTRONの研究をもとに現在の自動制御に

生体の神経系よりヒントを得た情報処理系 (IMIC—系）を用いる研究を行なっている．目

下 IMICTRONによる情報処理装四を試作し，これの情報処理機構や制御系における

Modulatorとして重要性を研究中である．また，パターン認識を羽入し，これらの一体と

なった装四の自動制御はもとより，他の自動制御への応用についても具体例とともに研究

中である．

16. イオンポンプを用いた多段多撃蒸着装置（設備）
—Ultra High Vacuum Evaporator for Multiple Purposes— 
主任担当者教授安逹芳夫・教授尾上守夫

助教授浜崎殷ニ・助教授藤井腸—

高性能の各種薄膜電子部品を試作するための蒸舒装置で精密仕上をしたマスクを備えて

いること，多図蒸若が可能であること，イオンボンプ系と油拡散ポンプ系の比較が筒便に

できることなどに特長がある．

17. 高層建築および地下施設の排煙に関する研究
-Removal of Smoke in Multi-Storied Buildings and Underground Constructions— 
教授勝田高司・教授足野昌ー・助手寺沢逹二

表記に閃し防火，避難上の叶圃にもとづき，モデルにより安全区圃の排煙機構を究明し

ようとするもので，実験研究のために超音波風辿記録計およびデータレコーダなどを設四

した．

18. 直記式電磁オシログラフ
-Photocorderー

教授沢井善三郎

本装四は超高圧水銀灯の光ビームにより 3500c/s以下の現象を記録する直記式屯磁オ

シログラフで，賠室操作が不要である．各稲の測定器がプラグイン方式に組み立てられ，

12現象の同時記録が可能である．

B. 総合研究

1. 地下構造物に作用する地霊力に関する研究
ー Studieson the Seismic Force acting on Underground Structures— 
教授岡本舜三・教授久保度三郎・講師伯野元彦

助手加藤勝行・助手吉田 裕

地下構造物，とくに地下埋設大口径管が地震時にいかに振動するかを知るため，実在埋

設管に地震計をすえ，観測を行なっている．
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2. エクスパンダ加工法の研究（継続）
-Studies on Tube Expanding Process— 
主任教授鈴木 弘・教授大井光四郎

教授山田嘉昭・所外 26名

資材を板に固定し，かつ気密を保たせるための最適エクスパンダ加工条件を明かにしよ

うとするものであって，ェクスパンダ加工に影翌する諸要素（形状・寸法・物性）を広筍

囲に変化して実験的研究を行なうとともに，弾塑性問題としての解折的研究を行ない，エ

クスパンダ加工の機構を研究し，さらに作業規準の確立も併せて目的としている．

目的の第一段階を完了して，目下成果の公表のため報告書糧集の段階に入っている．

3. 自動車の試験台による自動車系の研究
-Research on Handling Characteristics of Man-Automobiles— 
教授平尾 収・教授亘理 厚・教授大島康次郎

教授石原智男・助教授森 政弘

自動車試験台により，人間ー機械系としての自動車の応答の研究，すなわち進路を椎持

するための操舵を加えた場合の安定性の問題，外乱のあった場合に操舵を行なったときの

安定性の問題などについて述礎的実験を行なっている．

4. 大型機械構造物の耐霊に関する研究（継続）
-Asseismic Studies of a Big Size Machine Structure and a Pipe Workー

教授亘理 厚・助教授柴田 碧・助教授佐藤壽芳

機械および配管類を含む構造物の耐震設計のため，却準地震力の決定，機械構造物の振

動特性の解析ならびに動的な観点からする設計法の確立などを目椋とした研究である．な

おこれに関連して不規則振動を受ける機械系の振動解折ならびにその統計的処理法の研究

をも行なっている． （一部科学試験研究費）

5. 非定常過程に関する研究
-Study on the Non-Stationary Random Process— 

教授亘理 厚・助教授柴田 碧・助教授佐藤壽芳

機械系に多く経験される非定常不規則振動について，その分散およびパワースペクト）レ

の時間的変動を求める計罫法，それらに対する機械系の応答の解析などの研究を行なって

いる．

6. 船舶の耐航性に関する研究（継続）

-Research on Seaworthyness of Ships— 
部会長教授田宮 真・助教授高栢幸伯• 助手小畑和彦
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船舶の耐航性に関する某礎研究として，荒天時航走中の船舶について，気象海象などの

外界条件とこれに対する船舶の応答の実船計測および各種計測および解析装四の開発研究

なども行なっている． （日本造船研究協会研究毀）

7. 大電力系統の信頼度に関する研究
-Research on the Reliability of Large Electric System一

教授 )i暴高周平・所外 11名

電力需要の上昇に伴い 50万Vの超高圧送這幹線が計圃されている．本研究はかかる大

系統の安定性に関する構成各部の信頓性の悲礎的研究である．すなわち事故発生状況の把

握，それに伴う信頻度の考察等各方面からの研究を他大学の分担研究者と協同して総合的

に推進している．

8. 精製糖工程における計測制御に関する研究（継続）

-System Development of Sugar-Plant Instrumentation and Control― 
教授沢井善三郎・ 助教授森 政弘

助教授山口楠雄・講師梅谷陽二

精糖工程の総合自動化を目的として，これまでに行なった各種プロセスの調査解析，計

測および制御装四の開発ならびに自動管理方式の開発等の研究を悲礎にして精製納工程の

自動制御システムの設計を行なった． この結果建設された新工場は他に例のない自勁化工

場となり運転人員が約 3分の 1に減少しただけでなくその連転状態もほぽ満足すべきもの

であることが分った． しかし，各プロセスのさらに有効な制御，管理而の完全自動化およ

びこれらによる運転コストの低下をめざして研究中である．

9. 結晶体を基盤とした高性能マイクロ波電磁回路の研究
-High Performane Microwave Circuits Using Dielectric Crystals— 

助教授浜崎裏ニ・教授今岡 登・助教授藤井腸一

マイクロ波回路の小型軽磁化と安定性の向上，霞磁界以外のエネルギーとの結合を応用

した回路の開発のため，結品誘電体を韮盤としたマイクロ波回路の研究を行なっている．

水晶を辿盤としたストリップ線諸素子の開兒を行ない直流より 15GCまでの周波数帯に

おける測定を可能としたまた水晶を悲盤とした空胴共振器を試作し，結合方式の検討，

結合係数の測定を行ない 102-105の範囲の資料を得た．さらに超伝遅金屈を壁面に利用

することにより極めて高いQ (105-10りが得られることを確認した．引き続き， この空

胴を利用した超急峻遮断炉波器の試作水晶腿盤回路の安定性の検討を進めている．

（文部省機関研究毀）
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10. 放射性同位元素の工業への応用（継続）
-Application of Radioisotopes to Industry— 
教授加藤正夫・教授藤高周平

II 松永正久・ II 森脇義雄

II 高木 昇・ " 福田義民

” 菊池真ー・
N 永井芳男

" 浅原照三・ II 一色貞文

II 松下幸雄・ II 雀部高雄

‘’ 安逹芳夫・ " 山辺武郎
II 宮永五郎・助教授後藤信行

助教授館 充• ’’ 河添邦太朗

II 河村逹雄・ " 高羽禎雄

助手佐藤乙丸•助手井上 健

II 竹内 漉・ 研究員小林昌敏

本年度行なった研究は次のとおりである．

1. 海底漂砂追跡に炭する実険（継続）（加藤• 佐藤）

2. 多チャンネル型被高分析器に関する研究（継続）（森脇• 河村・高羽）

3. 時間分析器の商辿化に関する研究（高羽）

4. 小型溶鉱炉への RIの応用（継続）（雀部・加藤・館）

5. 高分子化合物への RIの応用（継続）（永井・浅原・後藤）

6. 水中放射能の直接検出法に関する研究（加藤• 佐藤• 井•上）

7. 複合物質屈によるガンマ線の散乱の挙動に関する研究（継続）（加藤• 佐藤）

8. 鉄鉱石の遠元反応機構の研究（加藤• 松下・雀部）

9. イオン交換操作研究への RI の応用（河添• 竹内）

10. RI 利用による金屈表面処理の研究（浅原• 河添）

11. アイソトープ利用霞池に関する調査研究 Oi蒻高• 加Jiぶ• 松永• 安達• 富永）

12. 放射化トレーサ法ないし，放射化分折法による金屈の腐食の研究（加藤• 小林• 井上）

13. 活性炭吸若法による放射性廃棄物の処理（河添• 竹内）

14. RI 利用による多孔質体内の有効拡散係数の測定（河添• 竹内）

15. イオン交換膜透過機構の研究（山辺）

16. 河川における汚濁水の拡散に関する研究（加藤• 井上• 佐藤）

17. 環式系物質の放射線効呆（永井・後藤）
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11. 光化学反応を初期過程とする高分子化の研究

ー Studyon Polymerization by Photochemical Reaction as First Step一

主任教授菊池真ー・教授永井芳男

教授浅原照三・教授野綺 弘

教授山辺武郎・助敦夜武鰐義一

助教授早野茂夫

最近人造絨揺プラスチックスなど高分子化合物はますます広く用いられ，その反応に

も各種あるが， ここには光化学変化を初期過程とする反応を研究することにした. PVA 

桂皮酸，メクアクリルなどを主体としたものをまず取上げた． この研究は昭和 39年度機

関研究四を交けた，

12. 高炉の総合自動化に関する基礎的研究
-Fundamental Studies on the Automatic Control of 

Blast Furnace Process— 

教 授江上一郎・教 授沢井善三郎

教 授一色貞文・教 技雀部高雄

教長（工学部）吾妻 潔・教授（工学部）五弓勇雄

教 授加峠正夫・教 扱松下幸雄

助教授武藤義ー・助教投庶 政弘

助教技河添邦太朗・助教技館 充

研究旦大野 t方教

高炉製銃プロセスの自動化の証促的諮問四．すなわち装入原料の水分の管理と測定，炉

頂ガス成分の連続分祈および熱粕節の連続化とこれによる炉熱の安定化などに関する邸靡

研究を行ない，かつ試険高炉の操業のさいその適用に閃する諮問屈を検討した．

高炉製銑プロセスの自動化の是礎的諸間図，すなわち一方ては装入原料の水分の管理と

測定法炉頂ガス成分の連続分析に関する研究，また他方では出銑岱やコークス比の送風畠

による変化のような箭特性の謁査を行ない，原料の半自動処理貯蔵設俯，中性子水分叶．

赤外祝ガス分l斤計などの新鋭設俯を屹えた．

13. エレクトログラフ分析法の実用化

-Application of Electrography to Technical Analysis— 
助教授武藤義ー・助教校早野茂夫・所外2名

エレクトログラフ法は従来は特殊な合金や鉱石の鑑定用として用いられるにすぎなかっ

たので，これを定絨分折に応用するとともに，自動的に合金の成分を鑑定できる自動金属

分折器の試作に関する詰礎的検討を行なった．そのために試料中の目的成分を電解溶出し

て誼出分雌したスポットに有機試葉を加えて呈色させ，その反射光度を光霞測光する装

附を試作して，韮本的な数種の金屈について分折を行ない，また自動化の研究も行なった．
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（科学試験研究骰）

14. 環式化合物の放射線効果（継続）
-Studies on Radiation Chemistry of Organic Cyclic Compounds— 

教授永井芳男・助教授後藤信行

環式化合物に Co601.6X10℃ 線源で 1-2Xl08radを照射すると新化合物が得られ，

その物性は価値の高い性能を示す． この研究は本学理学部の藤原鎖男教授，本学工学部の

雨宮綾夫教授との協同研究であり，それぞれ，合成，物理化学的構造決定，物性探究の面

で寄与する真の総合研究である．従来までの研究成果では注目すべき半甜性物買が得られ

ており，放射線化学界に大線磁照射に対する新しい興味をよびおこしている．

15. テロメル化反応の反応機構および速度論的研究
-Studies on the Chemism and Reaction Kinetics of Telomerizationー

主任教授浅原照三・教授山辺武郎・教授中村亦夫

助教授後籐信行・助手（特別研究貝）妹尾 学

テロメル化反応は高分子物質の中間体を生成する反応としてきわめて重要であるが，生

成物の重合度分布のコントロールを行なうことが困難なため，工業的利用が遅れている．

本研究はこの問題を解決するため，種々の開始剤，辿鎖移動剤，および添加剤を用いて反

応をイオン的， ラジカル的に進行させ，反応構構および反応の動力学を明らかにし，これ

により反応条件の規制を行なうものである． （文部省科学研究毀）

16. 電解的に発生する遊離基を用いる重合反応の研究
ー Studyon Polymerization Induced by Electrolytically Produced Free Radicals— 
教授浅原照三・教授山辺武郎・助教授早野茂夫

助手（特別研究貝）妹尾 学・所外1名

電極反応によって生成する遊離基が，高分子単益体の重合を開始するための条件を明ら

かにし，電解による重合反応の方法を確立し，さらにその有機合成反応，高分子生成反応

への応用を図っている． （科学研究費試験研究）

17. 関東ロームを材料とした盛土の研究
-Study on Construction Methods of Kant6 Loam Embankment— 
研究代表者助教授三木五三郎・教授星埜 和・教授丸安隆和

教授久保慶三郎・助教授小林一輔

関東ロームを材料とした盛土は，その施工に際してのトラフィカビリティー，成形され

たものの高圧縮性など多くの問題があるので，土質工学的，土木構造学的など土木の各種

専門分野からの総合的な検討を行なって，合理的・経済的な設計・施工方法の確立を試み

た． （文部省科学試験研究費）
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18. 土砂のせん断試験法の研究
-Study on Shear Test Methods of Soils and Sands— 
教授星埜 和• ほか 10名

粘土および砂のせん断抵抗を測定する方法のうち，従来広く用いられている直接せん断

試験法と三軸せん断試険法について，大がかりな比校試験を実施し， これら試験法の得失

と問題点を研究した． （土質工学会せん断試験法委員会費）

19. 模型実験による大スパン構造の研究（継続）
-Experimental Analysis on Large Span Structures by Models 

教授坪井苦勝・助教授田中 尚・講師川股重也

研究員川口 衛• 助手名須川良平・助手高梨晃一

高肘化巨大化の傾向を示す最近の構造物にとっては，その経済性が最も重要視されるが，

このためには構造部材の塑性域までも考磁した設計を行なう必要がある． このために次の

各項目に関する研究をおこなっている．

(1) 二点支持 H.P.シェルの研究

鉛直等分布荷重をうける 2点支持の H.P.シェルに対し，鉄線モルタル製校型による

弾性域の挙動を調べ理論値と比較検討し，また破壊槻構を究明した．

(2) 大スパン架構の弾塑性安定に関する研究

桂・梁の構成要索である平阪の塑性域における最大耐力，変形能力に関して各種の辺長

比，幅厚比をもった板について実験し，理論値と比校検討した．

(3) 純吊屋根構造に関する鯉論的実験的研究

各種の双曲放物曲面の解折，および実験を行ない，部分荷重について初張力甜入が非常

に有効であることを把握し，さらに解折の某礎理論をなす F.K. Schleyer理論の有効性

を明らかにした．

20. プレキャスト壁式鉄筋コンクリート構造に関する研究（継続）
-The Studies on Precast Reinforced Concrete Wall Constructionー

教授坪井善勝・助教授田中 尚・講師川股重也

研究嘱託末永保芙• 所外6名

住宅公団，その他によって実用化され，住宅建設の工業化に大きな役割を期待されるプ

レキャスト壁式鉄筋コンクリート構造の（璧，床の単位を工場生産して組立てる方式）耐

震性について，各方面より検討した．

1) 弾性応力の解析（壁式ラーメンおよび壁版の応力解析）

2) 弾性変形測定（アクリ校型のモワレ法による変形解折）

3) 準実大構面の破壊実験（各種構面の耐力の確認と解折）

4) 準実大位体構造の破壊実験（完成形に組立てた場合の耐力）

5) 中型校型による破壊実験（弾塑性性状および相似則の検討）
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6) 接合部実験（プレキャスト阪接合部の菌力の検討）

以上の各項目の実施により，現行の構造方式が地震力に対して高い耐力をもつことを確

認し，高尼化への裏付けを得た．

21. 空気調和用吹出口の応用に関する研究（継続）
-Application of Air Di恥 sersfor Air Conditioning of Buildings— 
教授勝田高司・助手寺沢逹ニ・研究員石川英般

ディフューザ，小型空気調和機などの気流および竪音特性を求め，高団ビ）レディング窓

側ゾーンの空気分布など設計上の諸問題を考究する．

22. 送風時におけるダクト系統の顆音特性に関する研究（継続）
-Research on Air-Flow Noise of Ventilation Duct System― 
教授勝田高司・助敦投石井聖光・ 研究員後応 滋

本所の音苦実験施設により，建築に用いられる各種のダクト系について，送風時にダク

タ内で発生する嬰蚤音の発生原因とその防止対策の研究を行なっている．すなわちダクトの

形状，風速，それにともなってダクト内で発生する渦，ダクト壁の振勁および吹出口の形

状などと騒音との関係について検討をしている．

C. 各個研究

第 1 部

1・1 電磁流体力学の研究
-Studies on Magnetohydrodynamics— 

助教投成瀬文雄

前年度に引き続き，電底流体力学の研究，とくに，

1) 強磁場中における電気伝蔚性浣体の流れ： half-jetの場合に現われる方程式の性質

および特別な境界条件のもとに，これら方程式の解の存在を調べた．

2) ホール効果があるときの電離気体：よどみ点付近に現われる方程式の解法を研究，

方程式に現われるパラメータが種々の坦合についての詳しい計邸を行なった．

1• 2 Navier-Stokes方程式の数値解法の研究
-Studies on Numerical Solution of Navier-Stokes Equations— 

助教授成瀬文雄・ 助手金子幸臣

Na vier-Stokesの方程式に坦われるパラメーター， Reynolbs数が数十程度のときに，な

るべく早く収緻するような解法を見出すため，無限に続く一様流幅に 2次元円柱がおかれ
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たときを選び，研究中である．

1・3 ・ 情報理論の光学への応用
-Application of the Information Theory to Optics.-

敦長久保田広• 助教授小瀬輝次

助平朝食利光・助手高島松雄

光学系の結像理論に通信情報理論を遅入すると，光学系は空間周波数の伝送系と考える

ことができる この新しい観点に立ってレンズ註能評価の研究を行なっている，

1) 白色光レスボンス関数の測定と計鍔

2) 物理的レンズ性能評価法の研究

3) Marechal収差許容絨の評価への応用研究

4) スポットダイヤグラムを用いた解像力の理論的研究

1・4光学系の回折像の研究（継続）
ー Studyon the Diffraction Image of Optical System-

敦授久保田広•助手朝倉利光

光学系の開口に不均ーな位相，振幅分布のフィルターをかけた場合の回折像を組織的に

研究している．

1) 不均一振幅分布フィルターの写真レンズヘの応用研究

2) ヘリオメータ型開口の研究

3) ランダム位相物体（スリガラス）の回折像と空間的コヒーレンスの研究

1・5 レーザ光の光学的性質に関する研究（継続）
ーStudyon Optical Character of Laser Beamー

教授久保田広・助教授小瀬輝次

助手朝倉利光・助手高島松雄

レーザ光の3¥'.;学的性質と光学機械への応用の研究を行なっている．

1) レーザ光の空間的コヒーレンスの研究

2) レーザ光を用いたシャリング千渉計の研究

3) レーザ干渉顕徽鐙の研究

1・6 光学情報の処理（継続）
-Processing of Optical Informationー

教授久保田広• 助教授小瀬輝次

助手朝倉利光・助手高島松雄

情報の光学的処理法の研究の一環としてホログラムによる像再生の研究を行なっている．

1) ホログラムの結像性能の研究
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2) ホログラムの応用研究

1・7 超音波音場に関する研究（継続入
-Study on Ultrasonic Fields— 

教授鳥飼安生

前年度に引き続き，円形ヒ°ストン音源に関する理論的研究を行ない， とくに Lommel

関数分布の数値計卵を詳しく行なった．

1・8 強力超音波の工業的応用に関する研究（継続）
-Studies on the Industrial Applications of Intense Ultrasonic Waves— 
教授鳥飼安生・助手藤森聰雄・研究生朴 鎮黙・ほか2名

前年度に引き続き，強力超音波の工業的応用に関する研究として，溶接棒フラックス押

出時における超音波の効果，金屈凝固時における超音波の作用，ならびに摩擦に対する超

音波振動の影態に関する研究を行なった．

1・9 超音波工業計測に関する研究（継続）
-Studies on the Industrial Measuring Devices Utilizing Ultrasonic 

Waves— 
教授鳥飼安生・助手藤森聰雄・技官李 孝雄

研究生朴 鎮黙• ほか 1名

超音波を用いた応力解折に関する研究，および超音波を用いた溶融金属の測定に閃する

研究を行なった．

1・10 誘尊プリリュアン散乱による超高周波超音波に関する研究
-Studies on Hypersonic'Naves・by Stimulated Brillouin Scatteringー

教授鳥飼安生・助教授根岸勝雄

ジャイアントパ｝レスレーザの強力な光を液体または固体に照射すると，超高周波の超音

波が媒質内に誘起され，また誘器散乱光が発生する． これらの測定から超高周波超音波の

性質を知ることができるが，本年度はこのための測定装四の製作，調整を行なった．

1・11 極超音速気流の実験的研究（継続）
ーExperimentalStudies on the Hypersonic Air Flow一

教授玉木章夫

ガン・タンネルによって極超音速気流を作り，この中に諸種の軸対称物体をおいて，そ

のまわりの流れの測定および物体にはたらく空気力の測定などを行なっている．

（一部科学研究費）
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1・12 油分子の吸着の研究（継続）
ーStudieson the Adsorption of Oil Molecules by the Molecular Beam 

Methodー

教授富永五郎・助教授辻 泰•技官小林正典

超高真空装四の排気にさいしては，器壁に残っているわずかな有機物の排気効率が到逹

真空度や排気時間を決定する重要な因子である．また有機物分子の固体表面に対する吸脱

首は，多自由度分子の吸脱許の問題として，吸許機構一般を考察する上に大切な手がかり

の一つである． この研究はこのような観点から，超高真空領域における油分子の固体表面

における吸着状態をしらべ，真空技術に関する拡礎資料をうると同時に，実際の固体表面

における吸許現象の研究開発を目的としている．

1・13 非定常流による油分子の吸着時間の測定（継続）
-Studies on the Adsorption Time of the Oil Molecules by the 

Non・Staionary Flow Method— 
教授宮永五郎・技官小林正典・技官金 文沢

油を用いたボンプを使う超高真空系では，系内における油分子の振舞をしらべることが

きわめて大切である． このような知識をもとにすれば，使用している油の飽和蒸気圧以下

の真空空間を液体窒索などのコールドトラップなしにつくることも可能となる． しかしこ

のような油の挙動を決定する因子である． これら分子の固体表面での物理吸粧時間につい

ては，従来何らの測定も行なわれていないわれわれはガラス管内での油蒸気の非定常流

のおくれ時間の測定より吸着時間および吸培状態の測定を行なっている． それによると，

完全に清浄なガラス表面への油分子の吸舒はきわめて大きなエネルギで行なわれ，吸許分

子の自由度は相当に制限をうけているなどであり，各種の油類の離脱の活性化エネルギな

どの正確な測定も同時に行なわれている．

1・14 極高真空の実現（継続）
-Production of Extreme High Vacuum-

教授富永五郎・助手鈴木邸文

現在実際に利用されているのは >l0-10Torrの真空であるが，それ以下の圧力空間が

得られない理由はない筈である．あらゆる方法を駆使して極高真空を実現することにより，

極高真空の測定技術を確立するとともに，到逹圧力を限定する因子を明らかにする．

1・15 極低圧における吸沿現象の研究
-Studies on the Adsorption Phenomena at Very Low Pressures. — 

助教投辻 泰

10-5 Torr前後の極低圧において，気体の吸許現象をしらべ，固体表面の不均一性の吸
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着におよぽす影唇を研究する．そのため極低圧における窒索，アJレゴンのアルカリハライ

ド単結晶への吸着等温曲線を求める装四と，低エネルギ電子線による吸着気体の離脱の測

定装詮および ThermalDesorptionによる吸将エネルギー測定装四を整備している． ま

た 10ー12Torrに到達することを目標とした水銀ボンプ系，スパッタイオンボンプ系を作り

排気特性を比校した．

1・16 微小部X線分折装磁の応用に関する研究
-Applications of X-ray Microanalyzer for Industries— 

教授一色貞文・ 講師本間禎ー・助手山沢富雄

微小部X線分折装四を工業的に利用するためには，実用材料のような多成分系の定凪分

析が簡便にできることが必要である． このような要求から，現在多成分系試料1こついて測

定値の補正が簡単に行なえる測定条件と補正計邸方法を研究している．

また並行して，セラミックス焼結材の徽細構造，耐磨耗性銅合金中の分散相の分折，化

学拡散挙動の研究などが応用研究として行なわれている．

1・17 X線透過写真に関する研究（継続）
-Studies on the X-ray Radiography— 

教授一色貞文・技官片岡邦郎・ほか 1名

アJ.レミニウム合金鋳物のX線透過写真像に現われる異常模様の成因に関して研究し， こ

れらが主として結晶集合組織の主要結品面による回折現象であることを知り，その金屈組

織との対応，結品粒径，偏折， X線波長範囲，結品粒の歪みなど諸因子の異常像に対する

彩態を検討し，撮影方法，フィルターなどによる防止法を研究している．

1・18 高温における酸化物の結晶格子欠陥の研究
-Study on the Crystal Imperfections in Oxides at High Temperatures— 

教授一色貞文・講師本間禎一

金属の高温酸化やセラミックスの高温焼結のような現象は酸化物の拡散が律速過程にな

っている． ところで，この拡散は構造敏感性なので結晶の格子欠陥によって影密を受ける．

現在， これらの拡散過程を含む現象を解明するために拡礎研究として，高温における結晶

格子欠陥の存在挙動を遷移元索の酸化物について研究している．

1・19 耐震工学の研究（継続）
-Earthquake Engineeringー

教授岡本舜三

前年度に引き続き振動工学，特に耐震を目的とする振動工学を研究している．振動問題

に関しては，土木構造物，とくに地下構造物の地震時性状に関する研究を行なっている．
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1・20 塑性接触と摩擦に閃する研完（継続）

ー Studyon the Contact and Friction between Plastic Solids-

教技山田嘉昭

塑［生体の接触を力学的に研究し，金屈の榮竹の模構，塑性加工における摩擦と潤滑の特

性，潤滑の効呆などを明らかにしようとするものである．接触圧力におよぼすせん断力の

彩菩を理論的に研究するとともに，精度の高い引抜き式の摩擦試険装置を試作し，潤滑の

速度幼呆，高分子被膜の潤帽特性について実険を行なっている．

1・21 金属板材の成形性に関する研完（継続）

-Study on the Formability of Sheet Metals— 
教授山田嘉昭

昭和 31年度および昭和 34年度の中間試険研究費によって試作した“博板深絞り試険機”

および"高速深絞り試険機”を主体とし，材料の異方性の影密，潤滑の速度効果などに直

点をおいて研究を進めている．理論的研究においては，ひずみ増分理論による成形性の問

題の解析，加工における塑性不安定問題，切欠き引張り試験片の応用などを董要な諜四と

している．

1・22 プレス機械の強度と動特性に関する研究（継続）
-Strength and Operating Characteristics of Presses— 

教授山田嘉昭・助手輪竹千三郎

プレス機械について，その強度と動的特性，加工時における動力の配分，振動とその対

策などを研究し，プレス機械の性能向上に資することを目的とするものである．わが国に

おける代表的プレスについて試験を行なっている．

1・23 材料の高速試験に関する研究（継続）
-Study on the High Speed Testing of Materials— 

教授山田嘉昭• 助手輪竹千三郎・技官山本昌孝

高速度• 高エネルギーの全ガス圧式試験機，ガス油圧式の高速引張り試験機の試作と，

高速度のもとにおける材料の力学的特性，衝撃強さ，塑性波の伝ぱ，崩擦の速度依存性な

どの研究を目的とするものである．すでに容屈 4500kg-m, 最高速度 40m/sの全ガス圧

式試験機および容拡 5t, 最高速度 25m/sの高速試験用油圧ユニットの試作を完了し，

Hopkinson棒による圧縮試験，引抜き法による府擦の試験などを実施している．

1・24 疲れき裂に関する研究（継続）

-Studies on Fatigue Cracks— 
助教授北川英夫•技官堀内正明
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疲れき裂の発生・成長等の挙動を各種の方法によって調べると同時に，これらのき裂の

挙動と材料の力学的諸特性との関係を求めるための研究を行なっている．昭和 40年度は，

腐食疲れにより発生し，ある段階まで成長したき裂を有する軟鋼の疲れ強さについて研究

した．

1・25 アルミニウム合金の強度に関する研究（継続）
ー Studieson the Strength of Aluminium Alloys— 

助教授北川英夫

構造用アルミニウム合金材料の強度その他の機械的特性およびその試験法を研究してい

る．昭和 40年度は耐食アルミニウム合金 5083-0材の溶接部の疲れ強さの研究，および

それに関連して，円筒形突起による切欠き係数を求める研究を同じく 5085-0材について

行なった．

1・26 疲れ試験方法の研究（継続）
-Studies on the Method of Fatigue Testingー

助教授北川英夫

新しい疲れ試険方法の開発，従来の疲れ試験方法の検討と改良を行なっている．昭和40

年度は，昭和 39年度に完成した線材専用疲れ試険機の改良を行ない， これを使用して疲

れ寿命のばらつきの統計的検討を行なっている．また，断続荷重をかける動クリープ疲れ

試験機の試作，異種材料からなる合成材（たとえばア）レミニウム合金にニッケ）レ被覆をし

たもの）の疲れ試験方法の検討，不規則荷重に対する疲れ特性の求め方の予備的検討など

も行なった．また，形状係数図表の整理を行なった．

1・27 超遠心分離機の強度に関する材料力学的研究（継続）
-Researches on the Strength of Super-Centrifuges— 

助教授北川英夫•技術員長谷川勝

強く腐食を受ける高速の辿心分離機の強度と，かかる機械に適する材料の開発の研究を

している．昭和 40年度は階段状変化荷重および断続荷重による動クリープ特性および応

カ腐食われ特性を求めるための研究を行ない，かつ，そのための装骰を 2種試作した．

1・28 疲れ特性におよぽす腐食とふん囲気の影轡に関する研究（継続）
ーStudieson the Influence of Corrosion and Atmosphere on 

Fatigue of Metals— 
助教授北川英夫・技官堀内正明

鋼構造物・機械の疲れ事故がその證かれた環境と重要な関係を持つことが知られている

ので，この問題を疲れき裂の挙動におよぽすふん囲気の影密の面から研究している．
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昭和 40年度は，昭和 39年度に引き続き，高周波焼き入れによる腐食疲れ防止効果に

おける残留応力の影菩を，中空試険片による疲れ試験とX線による残留応力測定を併用し

て研究した．

1・29 欠陥を有するレー）レ溶接部の強度に関する研究（継続）
-Studies on the Strength of Welded Rails with Defects— 

助教授北川英夫•技官堀内正明

昭和 39年度に引き続き人工的に各種等級の欠陥を与えたレール溶接部の疲れ強さ・衝

躯強さ• 静的強さなどの総合的研究を行なった．

1・30 ノズ）レを持つ圧力容器の強さに関する研究（継続）
-A  Study on Strength of Pressure Vessele with Nozzles— 

教授大井光四郎・助手小倉公逹

円筒形のノズルが円筒形の圧力容器に取りつけられているときの応力分布の問屈は理論

的取り扱いが困難な問題である．内圧のみを受ける場合には従来からボイラなどの経険に

より一応の設計韮準ができているが，ノズJレ部に外力が作用している場合に対しては系統

的データはほとんどない．このような場合に関するデータを得るために，重凪 ltの鋼製

校形について各種の外力および内圧を加えて応力分布の計測を得て，応力集中の状況など

を謁べた． （原子力平和利用研究委託毀）

1・31 抵抗型ひずみ計による衝撃応用の測定に関する研究（継続）
-A  Study on Measurement of Impact Stress by Resistance 

Type Strain Gauges— 
教授大井光四郎・助手小介公逹

抵抗型ひずみ叶は衝撃応力の測定に適していることは広く認められているが，どの程度

早い現象にまで忠実に過従しうるか明らかでなかった．本研究により理想的な階段状弾性

波に対するひずみ計の応答は立ち上り時間が， 0.5+L/cμsより大きくないことが判った．

ここにLはゲージ長， Cは被測定体内の弾性縦波の速さである．

1・32 構造物の振動に関する研究（継続）
ー Vibrationsof Light Structures— 

教扱森大吉郎

軽構造物の振動特性について理論と実険の両方面より研究を行なっており，また起振器，

小型歪計，振動測定装四などの各種測定謡の試作研究を行なっている．また，アナログ計

卵機およびディジタル計卵機を用いて，航空機・ 飛しょう体・塔状梢造物などの構造の振

動と強度の研究を行なっている．
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1・33 塔状構造物の強度と振動の研完
-Structural Analysis of Tower-Constructionー

敦授森大吉郎

煙突・ロケットなどの塔状構造物が，横凰・推力の偏心・点火および切離しの衝撃・エ

ンジンの振動・スピン開頭などの各団の荷菫条件におかれた際の塔状構造物の縦方向およ

び曲げに関する強度と振勁につき，理論と解肝，校型および実物を用いた実験による研究

を行なっている．

第 2 部

2・1 非線型振動の研究（継続）
-Research on Non-Linear Vibrations— 

教授亘理 厚

機械振動系において非線型復原力および非線型減衰力の作用する場合の理論および実険

的解折を行なっており，主として摩擦振動，工作機械のびびり振動，回転軸系の自励的ふ

れ回り連動などの研究を行なっている．

2・2 吸振ならびに防振の研究（継続）
-Ri,search on Vibration Absorption and Preventionー

教授亘理 厚•助手立石泰三

工場に発生ずる振動問題の対策として，吸振ならびに防振の理論および実験的解折を行

なっている． このため現場における振動問図の調査診断のほか，対策としての機械の防振

支持あるいは吸振器，緩衝器などの特性の解折ならびに設計を行なっており，とくに自動

車，水車，工作機械，通信機器などの振動防止の研究を行なっている．

2・3 自動車の高速における安定および振動問題の研究（継続）
-Problems of Stability and Vibration of High-Speed Automobiles— 

教授亘理 厚・技官西山正一

自動車の高辿化にともなって発生する安定性および高次振動の問題の解折を行なってお

り，これに関連して騒音の解折および対策の研究，乗心地向上のための懸架機構の制御方

法の研究などを行なっている．

2・4 ばねの設計および理論の研究（継続）
ー Studyon Theory and Design of Springs— 

教授亘理 厚

菫ね板ばねやコイルばねの静的特性のほか，板間J祖擦，大きな変形，つる巻き角および
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右効在数などの影告を検討し，とくにこれらを自動車用サスペンションばねに用いたとき

の動的特性を解折して設計資料を求めるとともに自動車の乗心地によい影聾を与えるばね

の設計法ならびにii加叫役構の研究を行なっている．

2・5 高性能空気圧サーボ役構にI見する研完（継続）

-Research on High Performance Pneumatic Servomechanism-

数長大島康次郎・助手荒木献次

空気圧サーボl袋構は従来も各所に利用されていたが，これらは応答が遅く，油圧サーボ

機構の応答と比べると逸かに劣っていた．本研究は空気圧サーボ機構の性能向上を目椋と

して，それに適した空気圧サーボ弁，空気圧モータなどの制御索子の開発を当面の目的と

している．将来はガス圧サーボ機構まで研究を展開する予定である．現在，高圧空気；、原を

整罰し，空気圧サーボ弁の特性について韮塁J'J'.、J研究を実施している．

2・6 微小位四決めサーボ搬構に閃する

---:Research of Fine Servomechanisms— 
数長大島康次郎・助手荒木凪次

トランジスタボンディング用微小位置決めサーボ炭構の実用的方式を開兒すべく砧説的

研究を実施している．また，工作搬間性袖賃用籾密油圧サーボ機構への応用を目的として

圧力製御サーボ弁の聞発研究を行なっている． （科学試険研完殴）

2・7 レーザの工作l炭印IJ御への応川に即する研究
-Application of Laser to Machine Tool Controlー

数長大島康次郎・研究旦；；；叶寸浩哉

大形工作機スビンドルの自王による批みを補正するのにレーザ光を砧準とした精密油圧

サーボ様構を応用すべく開発研究を実胆中てある． （受託研完毀）

2・8 流体培幅匹に閃する研究
—Research of Fluid Amplifierー

教 只大島康次郎・助手荒木献次

サーボ股構その他への応用を目的として流体培帽罪の某礎的研究を実施している．現在

主に研究の対象としている素子は壁効果を利用した空気圧フリップフロップである．

2・9 工作械械の数俯制御に関する研究（継続）
-Research of Numerical Control of Machine Tools— 

数長大局康次郎・研究員木村浩哉

ディジタル・アナログ結合方式による工作搬自励位四決め用数値制御装凶を試作完成

し，その横中ぐり聾への応用を目椋として実用化研究を実施している． （受託研究殴）
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2・10 プロセス計卵機制御に関する研究（継続）

-Research of Process Computer Control— 
教授大局康次郎・ 研究員宮成 襄

プロセスの特性認知によるアダプテイプ制御を記［衣装四として磁気ドラム，演邸，制御

回路にダイオード， トランジスタを用いた計罫機によって実現すべく，このような特殊計

焚式万能自動制御装四を試作中である．

2・11 化学現象の回路素子への応用研究（継続）

-Application of Chemical Phenomena to Circuit-Elements— 
助教授森 政弘・講師梅谷陽ニ・助手合田周平

化学反応過程は分子の水準における一種の情報処理過程と見なすことができる． したが

って，各種の化学反応のうち回路索子として用いることのできる反応を詳細に調査検討し，

実用化をはかろうとしている．その第一として，酸化遠元反応を応用した 3極管の試作を

行ない，その他二，三の化学現象応用の具体的な方法を研究している．なお当研究室で

研究中の新情報処理素子IMICTRON実現のための手法としても，この化学的手法を応用

することを研究中である．

2・12 軟体機械とその制御方法の腿礎研究（継続）
-Fundamental Research of Mechano-Chemical Systems and Their 

Control Method— 
助教授森 政弘・講師梅谷陽二

助手（特別研究員）妹尾 学（第4部）

塩濃度， pHなどの変化による高分子電解質ゲルの伸縮効果を利用する，小形強力で応

答辿度のはやい機械的操作装四を作るための韮礎研究として，高分子電解質ゲルの合成方

法とその伸縮機構の研究を行なっている．とくにメカノケミカルヒ°ストンの特性をほぽ明

らかにすることができた．

2・13 汎用シーケンス自動制御装直の研究（継続）

-Development of General Purpose Automatic Sequential Controller一

助教授森 政弘

シーケンス自動制御装置は，現状では，単能機であって，一品一品異なった仕様に応じ

て受注生朋されているが．近年シーケンス制御の規校が大となるにつれて，その制御装殴

も大形化し，このままではシーケンス制御装四の生産性にゆきづまりをきたすおそれが生

じてきた． これを打開するためプログラム記憶方式を採用してシーケンス制御装置の汎用

化をはかり，その設計を完了したまた専用ディジタル電子計卵機のシーケンス制御への

応用を実際に行なった．
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2・14 指の構造の機能論的研究（継続）

-Research of Mechanical Functions of Human and Animal Fingers— 
助教授森政弘・大学院学生山下忠

人間の動作を代行するオートメーション機構での操作端の悲礎的研究としての研究であ

る．指の構造はこれまでは，解剖学的，生理学的にしか研究されていないので，現在のと

ころオートメーション操作部の設計悲礎データはまったくない．

指の本数，自由度，構造などと，その機能の関係を定最的にしらべ，また指の能力図を

創案してこの間の法則を発見した．

2・15 回分式晶折プラントの制御と特性に関する研究（継続）

-Study on the Control and Characteristics of a Batch Crystallizer. — 
助教授森 政弘・講師梅谷阻二

結品化プロセスの自動制御とそれに必要なプロセス特性に関する研究である．なかでも

回分式の結晶プラントはプロセス全体の自動化を大きく妨げているので，高い次元に立っ

て研究を進めている． （一部科学研究所費）

2・16 粉粒体のハンドリングの制御工学的研究
-Study on Automatic Handling of Powders— 

助教授森 政弘・大学院学生山下 忠

粉粒体のハンドリングを円滑に行なうためには，粉粒体の運動性を高めることが必要で

あることに舒目し，流動化法を応用する研究，円筒容器からの粉粒体の流出動特甘：などに

関する問題を理論と実験面とから研究している．

2・17 人工神経細胞としての IMICTRONの研究

-Study on IMICTRON as Artificial Neuronー

助教授森 政弘・助手合田周平

生体の情報伝逹および処理は TimeInterval Modulation Information Coding (IMIC) 

の系よりなるとの考えをもとに， J情報系に関係あるとみられる．生理学的条件をできるだ

け多くとり入れた神経細胞，ニューロン・モデルを IMICTRONとよび，サンプル値系

で工学的に解析し入出力関係を明らかにしたまた，それを用いた視箕モデルを作成し，

計邸機による解折などを行ない．目下 IMICTRONを実現しそれによる情報処理・制御

系を研究中である．

2・18 プロセス制御実験用小型自動ボイラー（継続）
-A  Small Automated Steam Boiler for the Process Control Experiment一

助教授森 政弘・講師梅谷 I蜀二三
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本ボイラーはプロセス自勁制御実険用としての汎用設価である、本機は蒸気を用いるあ

らゆるプラントの制御性と勁特性とを研究するために使用されるが，現在は真空結品缶の

臼動制御研究のために稼動中である．本恨の特徴は小型で自動操作が可能な点にある．

（概略仕様）巴ボイラー（株）製，竪型水管式，最大蒸発鼠： 100 kg/hr, 最大使用圧力

: 4 kg/cm2・G, 汽］］詞怪： 500mmゆ，高さ： 1, 350mm, 軽油専焼．

2・19 プロセス特性の熱力学的解析法（継続）
-Analysis of Process Characteristics Based on the Nonequilibrium 

Thermodynamics— 
講師梅谷附二

化学プラントの動的な特性を解折する手段として非可逆熟力学の適用を試みている． こ

の手法は，複雑な反応系および流動系を合むプロ七スの解t斤に有効であり，プロセス制御

の一つの手法的却礎を与えるものである．

2・20 がん患者の最適治療決定に校］する研完（継続）
-Study on Decision of Optimal Treatment for Cancer一

助手合日周平

特定ながん患者についての過去のデークをもとにした統計的取扱いで，条件つき確率よ

り斜来がん息者の 1年間の生存可能な確率を決定し，それをもとにダイナミック・プログ

ラミングなどの制御狸論を尊入し，状態ベクト）レ的にがん患者についての最適処四を順次

袂定するもので，さらに学習効果をもたせることなどを研究中である．計邸機の併用とと

もにがんのような原因不明の病状についての治療方針決定に大きく役立つものである．

2・21 超高速度写真撮影装附に閃する研完

-Research on Ultra-High-Speed Photographic Instruments— 
助教授植；l寸恒義・助手伊藤買治

技官山本芳孝・大学院学生篠山伸弥

超;:は辿度現象の解祈研究のため各利の扱彩装四の設計試作研究を行なっているが， ドラ

ム式忽高速度カメラとしては先に M-3型， M-4型カメラを完成した．なお回転反射鐙方

式とドラム式を組み合わせたカメラを研究中であるが，本格的カメラとして毎秒 50万コ

マないし 100万コマ以上の性能を有する MLD-3,4型カメラを設計試作中で， 3型カメ

ラを完成した. 3型カメラは新技術開発事業団で開発テーマに選ばれ， 日本光学工業KK

により製品化された．

なお紺秒 600万コマ以上の性能を有する超高速度カメラ MLD-7型をほぼ完成した．

（辿続 1800コマ，明るさ f:10. 5, 圃面大きさ 4.5x8 mm) 

核憑合反応，放電現象等の解析に使用する流しカメラとして SP-1型超高速度流し写真

扱影装四を設計製作した． この装四は 8面体反射鐙を使用し，最高掃引速度毎秒 5,OOOm 
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の性能を有する．

また，露出時間 1ないし数μ 秒の Faraday効果を利用した瞬間写真用電気的シャッタ

装霞各種閃光放電管式瞬間写真装四ならびに各種付屈装四の研究を行なっている．

2・22 高速度写真の応用に関する研究（継続）
-Applications of High-Speed Photography for Industries— 

助教授植村恒義・技官山本芳孝

技官田中勝也• ほか 2名

前記の各種高速度写真装置を単独または数種併用して工業界における種々の高速度現象

を撮影解析し，その改良研究を行なっている．たとえば，電気雷管の爆発機構，甜爆線の

伝爆機構，時計の脱進機構，流体の空胴現象，電話機用電気機器作動機構，猟銃弾の運動

解折，材料の破壊機構，繊維機械の糸の高速運動，印刷機械の運動機構，各種写真用シャ

ッタの作動特性，高電圧用遮断器の作動特性，避雷器の放電機構，ガラスの破壊機構，電

気雷管によるメタンガス管火機構，輪転機の運動機構，その他である．

2・23 材料の破壊機構に関する研究（継続）
-Research on Fracture Mechanism of Materials— 
助教授植村恒義・技官山本芳孝・大学院学生宮崎俊斧

シャルピー，アイゾット衝撃曲げ試験の破壊機構を究明するため瞬間写真，高速度映画

撮影装骰を使用し軟鋼，硬鋼，黄銅等の金屈材料の破壊状況を撮影解祈し，その破壊過程

の相迩を究明研究している．

また， MLD-3,4型超高速度カメラを使用し，爆発成形の変形機構の解析研究を行なっ

ている．その他金屈高速切削機構の解折研究を三菱金屈KK大井工場と共同研究で行なっ

ているが，吹鋼，硬鋼，ステンレス鋼，鋳鉄の 4種につき，切削速度 20m, 50 m, 200m/分

についての切削機構を各種高速度写真装罰ならびに切削抵抗測定装府を用いて，撮影解析

し種々の質重な成果を得た．

また，｝レビー・レーザによる加工機構ならびにエレクトロン・ピームによる加工機構の

解析研究を日本屯氣KK柚礎研究所と共同で行なっている．

2・24 高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究（継続）
助教授植村恒義・研究員菅谷勝彦・技官山本芳孝

技官田中勝也・技官金沢和夫•技官喜久里殻

ほか2名

ロケットなどの高速飛しょう体の運動特性を各種光学的追跡装四，高速度カメラ，扇形

画面特殊カメラ，ロケット・ボーン・カメラ等を使用して解折研究する． これらの研究は

観測ロケット研究班の一員として行なっており，昭和 30年度より引き続き， 40年度は

カッパ8型， 9型，ラムダ型など 30数機の光学的追跡を行ない，また， ミュー型エンジン
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の地上燃焼の光学的測定を行ない，所期の成果をおさめたまた，高性能の光学的追跡装

置の試作開発を行なっている．

2・25 光学機照の性能に関する研究（継続）
-Research on Optical Instruments— 

助教授植村恒義・研究員菅谷勝彦

助手伊藤寛治・技官山本芳孝

映圃用撮影機，映写機の運動機構の解析研究，撮影機と電気露出計の連動機構の研究，

高速度写真用露出計の研究，写真用陰画を圃接陽画に反転する投影装置の研究，シャッタ

の作動特性の研究などを行なっているまた，宇宙開発用光学機器の開発研究を行なって

しヽる．

2・26 超高速回転体に関する研究

-Research on Ultra High-Speed Rotors— 
助教授植村恒義・助手伊藤買治・大学院学生吉沢徹

超高速度カメラ用回転反射鏡や超遠心分離機等の超高速回転体の却礎的諸問題をとりあ

げ，種々の実験ならびに解折を行なっている．反射鐙用タービンとしては 30万rpm以

上の回転に成功しており，また超高感度バランシグ・マシンの研究，回転抵抗の測定，駆

動方式，潤滑方式，振勁等の問題の究明を行なっている．

2・27 高速度写真によるスポーツの運動解折に関する研究（継続）
-Motion Analysis of Sports by High-Speed Photography— 

助教授植村恒義・ほか 2名

高速度カメラ，繰り返し閃光放電管装四等を使用して各種スポーツの一流選手のフォー

ムを撮影解折し，個々の差迩，特徴を分折し，記録向上を計ることを目的とする．現在ま

でに水泳，ゴJレフ，スキーのジャンプ等の解折研究を行なった．

2・28 噴流を受ける面の沸騰を伴う熱伝達（継続）
-Boiling Heat Transfer of the Surface Attacked by a Liquid Jet— 

教授橘 藤雄・ 大学院学生謝 批明

高温物体に液体咬流を吹きつけたときの熱伝逹の研究の一部として，而上で沸騰を生じ

る場合の研究を行なっている．

2・29 沸脆熱伝達におよぽす伝熱面の振動の影轡（継続）

教授橘 藤雄・助教授棚沢一郎

-Boiling Heat Transfer from Vibrating Surfaces— 

伝熱面に振動を与えることによって，プール沸騰熱伝逹にどのような彩啓があらわれる
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かを研究している．

2・30 焼入れ液の研究
-Study of Quench Liquids— 

教授橘 藤雄・大学院学生塩治震太郎，

焼入れ液の伝熱特性について研究を行なっている．

2・31 滴状凝結の研究
ー Studyon Dropwise Condensationー

教授橘 藤雄・大学院学生岩瀬敏彦

滴状凝結発生の条件，その熱伝逹特性について研究している．

2・32 小型熱交換器の研究（継続）
-Development of Compact Heat Exchangers— 

助教授棚沢一郎

小型の熱交換器，特に回転密熱型熱交換器を実際に設計するために必要な悲礎叶符を行

ない，同時に熱的・流体力学的特性を知るための実験を行なっている．

2・33 粉体・粒体の伝熱工学への応用に関する研究
-Research on the Heat Transfer Characteristics of Fine Particles— 

助教授棚沢一郎

粉休・粒体を媒体として用いた伝熱機僻の開発に必要な砧礎データを得るための実験を

行なっている． （科学研究殷）

2・34 液体金屈 MHD発玉の悲礎研究
-Design Considerations for a Liquid Metal MHD Generator— 

助教授棚沢一郎

MHD (霞磁流体）発霞機の作勁流体として，液体金屈を用いることの可能性を検討す

るため悲礎的な理論解折を行なっており，また水銀を使ってのモデル実験装四の設計にと

りかかっている．

2・35 高速自動車の研究（継涜）
-Research on High-Speed Motor. Vehicles— 

自動車研究グループ

教授平尾 収・教授亘理 厚・教授石原智男

自動車の実用辿度向上につれ，低辿度のときは問題にならないかまたは重要でなかった

33 



問題に関して解決すべきことがたくさん出てくる．たとえば機関や動力伝逹機構からの振

動，騒音，タイヤの不均合力やノイズ，また舵のすわりや車体の尻振りなど操縦性，安定

性に関すること，あるいは走行抵抗，動力性能に閃し検討すべき問題が多い．これらの検

討には高速で走れる試験路や広いスキッドパンが必要となるが，自動車試験台を使用して，

実験室内にて解明することも可能である．生研においては昭和 37, 38, 39年度の機関研

究喪によって，自動車の運動性能研究のための独特の設計の自動車試験台を設備して，こ

れによって上記の問題に関する研究を行なっている．

2・36 ディーゼル機関の性能に関する研究（継続）
-Research on Performances of Compression Ignition Engines— 

教授平尾 収・研究嘱託徐 錫洪

ディーゼル機関では大気状態が出力におよぼす影密は現在でも合理的な結論が得られて

おらず，標準状態における性能を求める場合に種々の問題が生ずる．最大負荷と排気煙濃

度燃料消費率の関係，またこれにおよぽす大気状態の影愕なども統一的な立場から議論す

ることも困難な状態である． これらの問題はシリンダ内の燃焼の状態と密接な関係にある

はずのものであるから， この方面から検討を加えていく必要がある． ことに副室を有する

燃焼室においてはガス流動と関連して燃焼の問題はなお解明しなければならないものがた

くさんある． このような考えから副室付燃焼室内のガス流動を含めた燃焼の問題の研究を

行なっている．

2・37 自動車用ガソリン機関の研究（継続）
ー Investigationon Petrol Engines for Motor-Vehicles— 

教授平尾 収・技官嵯峨定夫・研究生金 英吉

自動車用ガソリン機関の性能を支配する諸要索のうちガス交換と燃焼の問題が特に重要

であるが，これらを統計的な問睦として測定し，取り扱っていくことが必要となっている．

すなわち一つのシリンダについてはサイクル毎の諸現象の変動，多気筒機関1こついては気

筒毎の統計的なバラッキの問題として研究を進めている．

2・38 大型気球に関する研究（継続）
-Research on Large Sized Balloonー

教授平尾 収• 助手岡本 智

本所が SR研究班の一部門としてロクーン班を設けて研究の中心となったのが昭和 33

年の秋であるが，それ以来昭和 34年から 35年にかけて生研内，埼玉県の本庄市，茨城

県の館野高層気象台および青森県の六カ所村の尾駿海岸において合計8回の総合的な実験

を実施した結果，約 40kgの重羅のシグマ 4型ロケットを吊るして安全に放球し得るよう

になった．また地上からの無線による指令によってロケットの発射方向を定めることも可

能となったため，ロケットの落下予想水域も非常に小さく算定できるようになり，上層大
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気の風向，風速分布による制約が少なくなった. 36年 6月には約 6kgの観測機器を搭載

したシグマ 4型ロクーンロケットで 105kmまでの高度の大気の餞測を実施することがで

きた．

現在は高性能大型気球の製作および新しい放球方法の開発に関する晶礎的諸問題の研究

に菫点を置き研究を進めている．

2・39 ラジアルタービン用高膨張比ノズ）レの研究（継続）

-High Expansion Ratio Nozzles for Radial Inflow Turbines— 
教授水町長生・助手遠藤敏彦・技官鉢嶺消彦

ラジアルガスタービンに用いられる円周ノズル内の流動状況を明らかにし，ノズルの縦

横比， ヒ゜ッチ，粟型などが，ノズJレからのガス流の偏向角や損失などにおよぽす彩密を明

らかにするものであって，比較的に低膨張比の場合についてはすでに研究を行ない，その

成果は発表したので，引き続き高膨張比の場合について目下研究中である．

2・40 ターボ過給機の研究（継続）
-A  Study on the Radial Flow Turbocharger一

教授水町長生・助手遠籐敏彦・技官鉢嶺消彦

往復型内燃機関に用いられるターボ過給機のタービンは従来軸流タービンが用いられて

おり，最近ラジアルタービンが用いられ始めた．当研究室で今までに得られたラジアルガ

スタービンに関する研究成果を用いてラジアルタービンを使用する高性能ターボ過給機に

ついて，その設計方式を確立すべく研究中である．

2・41 ラジアルタービンの非定常流特性の研究（継続）
-Research on the Performance at Non-Steady Flow in Radial Turbines— 

教授水町長生・助手遠藤敏彦・技官鉢嶺清彦

内燃機関の排気ラジアルタービン内におこる非定常流を理論的および実験的に解析し，

排気タービン用のラジアルタービンの設計資料を求めつつある．

2・42 ラジアルガスクービンの研究（継続）
-A  Study on Radial Gas Turbines— 

教授水町長生・助手遠藤敏彦・技官鉢嶺消彦

ラジアルタービンのノズ）レおよび動閃の流体力学的特性を各種の幾何学的形状の場合に

ついて明らかにするために，実験用ラジア）レクービンを試作し，主として実験的に研究中

である．
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2・43 膨張タービンの研究（継続）
Research on the Radial Inflow Type Expansion Turbines— 

教授水町長生・助手遠藤敏彦・技官鉢嶺清彦

寒冷空気発生用および除湿用の膨張タービンにラジアルタービンを用いる楊合について

研究中である．

2・44 高性能卜）レクコンバータおよび流体継手の研究（継続）
-Research on Hydraulic Torque Converters and Fluid Couplings— 

教授石原智男・助手古屋七郎

トルクコンバータおよび流体継手の性能向上に関する資料をうるため，回路形状，羽根

形状等を系統的に変化させたものの試作実験を行なっている．これに関連して哭列試験を

実施中である．さらに卜）レクコンバータおよび流体継手の非定常特性に関する理論解析な

らびに実験を行ない，その結果からこれらを含む軸系の捩り振動の解明に寄与する資料を

まとめつつある．

2・45 油圧伝動装置の研究（継続）

-Research~n Hydrostatic Transmissions— 
教授石原智男・研究騒託山口 涼

主動力の伝動装置として用いられる差勁型油圧伝動装四の理論解折を行ない，設』方法

を確立した．その結果を確認する実験研究を行ない，性能におよぽす諸因子の影膀を明ら

かにした．さらに，高性能化をはかるため，プランジャ・ポンプ，同モータの高圧，高速

化の辿礎研究，ならびに変辿コントロールの研究を行なっている．

2・46 斜流ポンプの研究（継続）
-Research on Mixed-Flow Propeller Pumps— 

教投石原智男・研究員井田富夫

斜流ボンプ内の流れの状態や水力損失に関する質斜をととのえ，その合理的な設叶法を

確立するために各前の羽根車や案内羽根を試作し，現在実験的に研究を行なっている．な

お実験と併行して性能に与える各種水力祖失係数の影曹および羽根車出口の流れの状態に

ついて理論的に検討を続けている．

2・47 油圧バ）レブの研究（継続）
-A  Study of Oil-Hydraulic Values— 

教授石原智男・大学院学生小111「；英一

油圧回路の動特性を把握するためには，その構成要素である油圧バルプの動特性を知る

必要がある．そこで，各種バルプの過渡性能試験装四を完成させ，まずボペット・バルプ
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の詳細な性能試験を行ない．振動，騒音の主因を調査し，次いでスプー）レ・バルプに関し

て同様な試験を行なっている． さらに理論的ならびに実験的裏付けのもとに，これら振動，

騒音の対策を研究中である．

2・48 切削理論に関する研究（継続）
-Research on the Theory of Machiningー

教授竹中規雄・ほか1名

金屈材料の切削機構を解明する一つの方法として，二次元切削の場合の切削抵抗の 2分

力と切削温度を測定し，これらと金屈材料の性質とを関係づける研究を進めてきたが， さ

らに各種の切削剤を用いた場合の切屑と刃物間の見掛の岸擦係数を測定して，その切削機

梢における役割について検討を行なったまたエ具磨耗，とくに境界摩耗について実験的

研究を行なっている．

2・49 研削温度に関する研究（継続）
-Research on the Surface Temperature of Works during Grindingー

教授竹中規雄・ほか 1名

研削作用に伴う工作物仕上面の諸欠陥，とくに表而の焼け，研削割れなどの現象を品礎

的に研究するために，円筒研削における研削抵抗，工作物表屈の温度分布などに及ぽす砥

石の性質，研削条件の影密を実険的に研究している．

2・50 油膜すべり面上のテープルの迎動に関する研究
-Studies on Dynamic Behavior of Table upon Oil Film-

教授竹中規雄・ 助教授佐聡壽芳

油膜すべり面上のテープルが摺動する燦の運励について基礎的な研究をすすめている．

2・51 工作機械の動的特性と猜度の関係に関する研究

ーStudieson the Dynamic Characteristics of Machine Tool and the 

Composite Precisionー

助敦長佐胚壽芳• 技官武藤敏昭

無貞荷迎転時の工作機械各部の徽小振動をスペクトル解折することにより，その固有振

動数を求められることを明らかにし，切削時におけるその変化・回転梢度や表面粗さなど

との関係について研究をすすめている．

2・52 1幾械系の地震応答に関する研究

ー Studieson Response of Machine Structure to Earthquake一

助教授佐藤寄芳

建築構造物系に非線型特性が入ったときそれに付加されている機械系の応答に関する各
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種頻度分布などの統計的特性等について，応答計罫，統計的計冥をおこない理論的実険的

立場から検討をすすめている．

2・53 心無研削法に関する研究（継続）
-Research on Centerless Grindingー

教投小川正義

工作物に生ずる歪円の理論的解析を行ない，かつ工作条件との関連を実険的に求めてい

る．工作物の絶対真円度を記録させる測定機を試作したなお歪計を用いて工作時のプレ

ードの状況の測定をも行なっており，これから心無研削盤の設計貧料も得られることにな

る．

2・54 ブルドン管圧力計に閾する研究（継続）
-Research on Bourdon Tube Pressure Gauge一

教授小川正義・ 研究員古川 浩

プルドン管の加工は今日でも単に経験的技術に頼って行なわれており，索材パイプの引

き抜きや熱処理，その後の成形加工などがプルドン管の性能にいかに影密するかの品本研

究が欠けている． これを明らかにして，ムラの少ないプルドン管の製法を見出すため，試

作成形ローラーにより，ひずみ硬化とその分布および低温焼能効果を研究している．

2・55 重鍾型標準圧力計に関する実験的研究（継続）
-Experimental Research on Pressure Gauge Testerー

教授小）II 正義

一般圧力計の検定に用いる標準圧力計の中での圧力の分布状況を実験的に求め，それが

定検の精度にどんな影態をもつかを研究している．

2・56 金属材料の塑性変形抵抗に関する研究（継続）
ー Studieson the Resistance to Plastic Deformation of Metals— 

教授鈴木 弘・ ほか 1名

金屈材料の塑性変形抵抗は，加工辿度と変形温度の両者の関数である． この現象は定性

的には知られているが，この関数関係の量的内容がまだ明らかでないため，圧延・押出・

引抜•鍛造などの塑性加工作業の基準を決定する合理的根拠が欠けている． このため落槌

型衝撃試験装置カム・プラストメータなどの特殊試験機を試作し，一般に広く用いられ

る実用金属材料の変形抵抗について実験的研究を進め，さらに熱間圧延実験も並行して行

ない変形抵抗と圧下力，圧延トルクなどとの関係についても研究を行なっている．
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2・57 剪断絞り加工の研究（継続］
-Studies of Shear Spinningー

教 授鈴木 弘・ほか 1名

Shear spninningは“へら絞り”加工と似た点もあるが，剪断変形によって肉厚を大き

く変えるため，変形内容は根本的に異なるものである最近その応用は急速に広まってい

るが，悲礎的な研究はまだほとんどないので，ア）レミおよび銅について，加工条件が加工

力と変形過程におよぼす影密を研究している．

2・58 金属材料の変形能に関する研究（継続）
-A  Study of Deformability of Metals— 

教授鈴木 弘

金屈材料の変形能は金属加工の限度を表わす値であり，実際の加工作業においては変形

抵抗とともに重要な値であるが，研究も少なく全く未知の問題といって差し支えない こ

のため捩り試験による変形能の推定とともに，変形抵抗，実際の圧延における変形能と関

連をもたせつつ総合的に変形能の実験的研究を行なっている．

2・59 連続圧延の塑性力学的研究（継続）
ー Studieson Continuous Rollingー

教授鈴木 弘

タンデム圧延機による連続圧延問題を材料の肉厚と長さの変化を対象とする二次元問題

として取り上げて，各スタンドの圧延条件とモータの動特性とを組み合わせた総合問頌と

して一般解を求める．さらにロー）レのたわみにもとずく材料の幅方向の肉厚変化をも考殿

に入れて，最適圧延条件を求める方法を確立することを目的としている．

5・60 圧延理論の研究（継続）
ー Studiesof Three Dimensional Deformation due to Rollingー

教授鈴木 弘・ほか 1名

在来の圧延理論は二次元問題として解く方法で体系づけられているので，理論的に取り

扱えるのは広幅の板の圧延の場合に限定されている．圧延中の歪と応力との分布を三次元

的に取り扱い，棒材・型材などの圧延の理論的取り扱いを求めようとしている．

2・61 圧延加工のシミュレーションに関する研究
-Studies on Sim;,lation of Rolling Processes and Rolling Mills— 

教授鈴木 弘• ほか 1名

1) 圧延加工における多数の圧延条件要索と圧延荷重および圧延動力との関係， 2)多

スタンドのタンデム圧延機における圧延作業の総合特性の両項目に関するアナログ型のシ
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ミュレータを設計製作して，圧延機のコンビュータ・コントロールの数学モデルの把握を

行なうとともに，圧延作業の計邸センターを確立しようとするものである．

2・62 熱風キュボラ用蓄熱型熱交換器の研究（継続）
ー Investigationof Regenerator Type Heat Exchanger for Cupola— 

教授千々岩健児

熱風キュポラ用の熱交換器として蓄熱型のものを試作し，その性能を研究中である． こ

の型式は耐火煉瓦を密熱材とした回転型のものである. 1回転のうち半分ではキュボラ排

ガスで蓄熱材を加熱し，残りの半分では冷風を加熱する方式である．熱交換器の耐久性と

採業の安定性とをはかったものである．

2・63 連続造塊法の研究
-Studies on Continuous Castingー

教授千々岩健児

合せ板の連続鋳造法について研究をおこなっている．現在小型の鋳遥機を試作し，鋳造

時に問四点となる各種の条件の決定について謁査研究中てある．

2・64 高真空巾の摩擦．磨耗および潤屑の研究（継続）
ー Studieson Friction, Wear and Lubrication in High Vacuum-

教授松永正久・大学院学生星本健一

詞真空中におけるJ翡擦，摩耗および潤屑の機構を研究するため，真空序擦装i匹を試作し

た．ボンプは 20l/minのイオンボンプを用い，真空度は試験時において 10-8Torrを目標

にしている． これによってまず屈状固体の真空中の摩擦特性を検討する予定である．

2・65 加工面の変質屈に閃する研究（継続）
-Studies on Surface Layer of'Worked Metals— 

教授松永正久

加工面（ラッピング面・軍解研磨面・放軍加工面・バレ）レ研摩而・ 1店耗面など）に生ず

る物理的・化学的変質門を微小硬度・雷子回折・霞子顕徴鏡．接触電気抵抗などの而から

実険的に検討し仕上機構・摩耗機構などを研究している．さらに加工面のみでなく，その

他の表面処理面についても検討し，上の検査法以外の表面物性値の測定法も研究している．

2・66 潤屑機構の研究（継続）
-Studies on Mechanism of Lubricaticnー

教授松永正久• 助手萩生田善明

各種の極圧添加剤・屈状固体などの潤滑性・極圧性に及ぼす影密を腐食試験機・座擦試
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験機などによって，検討するとともに表面生成物と極圧性との関連を電子顕微鏡・電子回

折法などを用いて研究している．これによって各稲条件における最適潤滑油・潤滑条件を

見いだそうとするものである．

2・67 バイブレータ研摩に関する研究（継続）
-Study on vibratory Barrel Finishingー

教授松永正久• 助手萩生田善明・技官内藤 敏

バイプレータ研厚の研磨機構をしらべるため，バレル内の異なった仕上区域の研J恨凪お

よび動圧力を測定分析した．その結果，振動数，振幅，ならびにメディア選定の適正な条

件が明らかにされ動圧力分布からバレル形状設計の賓料が得られた．

2・68 溶接材の切欠靱性に関する研究（継続）
ーStudieson the Notch Toughness of Materials for Weldingー

教授安藤良夫

低温容器用鋼材およびAl合金材，原子炉用高張力鋼， ロケット用高張力鋼，一般用高

張力鋼，船用鋼材およびそれらの溶接部について切欠靱性の研究を行ない，残留応力，熱

応力がII危性破壊におよほす彩密についても研究した．

2・69 黒鉛の接合に閾する研究（継続）
-Studies on the Brazing of Graphite一

教授安iiぶ良夫

日本原子力研究所と協力して鉄系， Ti系ろう材系によるろうづけの研究を行ない，応

月j研究として抵抗発熱体，霞解用電極について，黒鉛と金屈を接合する研究を行なった．

2・70 薄板の北げ，振動，座屈に閃する研究（継続）
ー Studieson the Structural Mechanics of Thin Elastic Plates— 

助教授川井忠彦・助手吉村信敏

昨年度の研究によって確立されたエネルギー法による平板の燒界値問題および固有値問

題の一般的解折法を応用して，矩形，梯形，平行四辺形，三灼形，桁円形，有孔矩形板等

各種形状の平板の問題を，各種組合せ災界条件の下において，振励閻四を中心に解祈し，

既知の研完結果や実験値との比餃検討を行ない，本解折法の実用性を確かめた． この方法

を用いて設社質料を集禎する一方，その非線形問題への拡張を研究中である．

2・71 薄肉開断面材の曲げ捩り，振動および座屈に関する研究（継続）
-Studies on the Structural Mechanics of Thin-Walled Elastic Beams— 

助教授川井忠彦
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真直で断而一様な薄肉開断面材の構造力学的挙動を任意の荷璽条件，境界条件下で求め

る一般的方法を確立し，多くの具体的な問題に応用してすでにいくつかの成果が得られて

いる．そこで設計の辺認礎となる資料を集軟し， さらに空間的に予め曲りかつ振れている薄

肉梁が任意の外荷重を受ける場合の悲礎方程式とその解法を研究中で，各種スプリングな

らびにアーチ橋その他への工学的応用がそのねらいである． （一部科学研究費）

2・72 溶接構造物の残留応力分布ならびに変形に関する研究（継続）
-Studies on the Deformation and Residual Stress Distribution of ¥Velded 

Structures— 
助教授川井忠彦・助手吉村信敏

船舶，柏梁，圧力容器などの溶接構造物においては溶接作業などによって生ずる残留応

カの存在がしばしばその破壊強度や，疲労特性に重大な影惣をおよぽすことは周知のとお

りであり，またそれによって生ずる変形の問題も工作法の精度を肛接支配する菫要な問題

である．そこでまず， 1枚の平板に溶接あるいは熱塑性加工を加えた場合に生ずる残留応

力場や変形の様子を実験的に観察し，一方平板の曲げ理論や“咬い迩い理論”による理論

的研究との相関性を調べ，逐次複雑な構造物の場合に入っていく．また一方殻構造におけ

る“喰い迩い理論”の展聞を試みる． （一部科学研究費）

2・73 骨組構造の塑性解析ならびに最小重菫設計における電子計卵機の

応用に関する研究（継続）

-Studies on the Application of Electronic Digital Computers to Plastic 

Analysis and Minimum Weight Design of Complex Framed Structurses— 
助教授川井忠彦

まず平面門形骨組t叡閾造について最終荷重計憐［ならびに特にその最小菫屈設計解を上界定

理によって求める組緞的方法を考察し，大型の電子計卵機による解析の自動化にほぽ成功

し，現在実用的なプログラムを開発中である．また，さらにこの原理の空間骨糾構造への

張を試みている．

2・74 複雑な立体構造物の応力解析に関する研究
-Studies on the Finite Element Analysis of Complex Structures— 

助教授川井忠彦・助手吉村信敏

近年欧米において急速な進歩を遂げつつある有限要索解折法の基礎理論について，従来

のエネルギー法との比較検討を行ない独自の立場で薄板あるいは殻構造応力解折の甚礎と

なる闇性マトリックスおよび大形軍子計卵機による解折プログラムの開発研究を行なう．
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2・75 非対称横揺れに関する研究（継続）
ー Studieson Unsymmetrical Rolling of Ships— 
教授田宮 哀・助手渡辺弥幸・技官石井善一

船舶の重心位置が，左右にかたよっている場合，初期復原力が負の場合などにある傾き

のまわりに動揺を行なう． この場合従来の線型理論では予測しえない現象力ゞあらわれるこ

とを実験的に見いだしたので，実験的，理論的に研究継続中である．

2・76 特殊水槽性能調査（継続）
ー Investigationinto the Characteristics of the Ship Experiment Tankー

教授田宮 真・助手渡辺弥幸・技官石井善一

風洞付特殊水槽の造波特性と，風速分布の測定を完了した．風速分布の均等性をますた

めに，台直に遮風板を設置した．この調査で，風のあるときに造波機による波の高さが変

化すること，波のあるときに風速が波と同じ周期で変動することが見いだされた．

2・77 横波，横風をうける船体の連動
ー ShipMotions in Beam Seas and Windー

教授田宮 真・助手島渡辺弥幸

横波と横風をうけるときの船体の横揺れ，平均傾斜，横襟流速度について計測を行ない，

波と風との作用がかならずしも単純な重岱原理に従わないことを見いだした．

（一部科学研究毀）

2・78 高応力疲れ試験（継続）
-Low Cycle Fatigue Tests of Ship Structural Steels— 

助教授高桐幸伯• 助手小畑和彦

弾性限を超えた高応力の繰返しによる，造船用各種鋼材の低サイクル疲労試験を行なっ

ている．材料試験機を改造した繰返荷重装四を用いて，板材の引張り片振りおよび部分片

振り試険を行ない，動クリープ現象に及ぼす荷重繰返し速度，荷重波形および平均応力の

影密などの検討を行なっている． （一部日本造船研究協会研究費）

2・79 波浪衝撃強度に関する研究（継続）
ー Studiesof the Impulsive Sea Wave Load on Ship Structures— 

助教授高稿幸伯

高速船における船底衝撃水圧または甲板上の打込み海水による衝撃荷重と，これに対す

る船体構造要索の強度に関する基礎的研究を，水塊落下装置または油圧式衝撃試験装四な

どを用いて行なっている．
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2・80 プラント内における不規則変動荷重と機械要素の信頼性の

関連についての研究

-Basic Study on Effects of Random Load on the Reliability of Machine 

Elements in Plants— 
助教授柴田 碧

化学工学プラントなどの災害の原因の一つに，それを構成する機械要素の破損がある．

これらには熱応力はじめ各種の変動応力が加わり，その結果として破損するのである． し

たがって全体の設計にあたって系の信頼度を高めるには，どのように不規則荷菫を扱い，

振勁応答を求め許容応力を定めるか，という一連の作業を均衡をとって考えることが必要

となる．本研究でこの点を採り上げて，悲本的考え方を検討するものである．

2・81 鉄道車両の高速集軍に関する力学面の焔礎的研究（継続）

-Basic Study on the Kinetics of Current Collection of Electric Rolling 

Stocks— 
助教授柴田 碧

新幹線など高速集屯用パンタグラフ架線系の振動学的研究を分布定数系と集中定数系の

結合系という観点から行なっている．

2・82 多自由度系の不規則振動に関する研究（継続）
-Study on Random Response of a Multi-Degree-of-Freedom System 

助教授柴田 碧・助手重田逹也

多自由度系および分布定数系の不規則外乱に対する応答についての研究を行なっている．

またそのための悲礎となるこれらの系の過渡正弦波応答についても調査を行なっている．

なおここで多自由度系というのは，おおむね5自由度以上で，いくつかの接近した固有振

動数の振勁型を有するものである．本研究は次項の研究の砧礎となるものでもある．

（一部文部省科学試験研究費）

2・83 地震時における配管系の振動性状に関する研究（継続）
-Study on Dynamic Behavior of Pipe ¥Vorks under Earthquake 

Conditions— 
助教授柴田 碧・助教授佐藤寿芳

助手直田逹也•技官大槻 茂

原子力発心所，火力発電所および化学工学プラントなどで使用される，大寸法の配管の

振勁特性および地震時における挙動とその各部応力についての研究を行なっている．

2・84 配管における集中減衰要素の効果に関する研究
-Study on Effect of Damping Elements on Complex Shaped Pipe \lvorks— 

助教授柴田 碧•技官大槻 茂

44 



複雑な形状をした配管にダンパ（集中減衰要素）を付加したさいの系全体の固有振動数，

制振度の変化を理論的に検討し，実際の設計に際し利用できるような計罫機プログラムを

開発せんとするものである．

第 3 部

3・1 交流這化回路における異常電圧と絶縁協調（継続）
-Abnormal Voltages and Insulation Co-Ordinationin in the Electric Circuit 

of A. C. Electrified Railway— 

教投藤高周平• 助手田代文之助

わが国の鉄道では東海遊新幹線をはじめ， 20-30kVの交流電化が広く取り入れられ

てきたが，一般の雷力系統と異なり，レー）レ接地の単相回路であること，頻繁な開閉，制

御が行なわれること，付随的に波形歪の生ずることなどを考應し，種々の異常現象の究明

を行なうとともに機関車や電車の空間的制約からくる高電圧回路絶緑設計の合理化につき

検討を行ない，避雷器の適用を含め全般的な絶緑協調の研究を進めた．

3・2 碍子汚損面の閃絡現象の研究（継続）
-Flash-Over Phenomena on Polluted Insulator Surfaces— 

教授藤高周平・助手藤田良雄

高電圧設備の外部絶緑の塩塵埃による汚損閃絡危険度の一検定法として，汚損コロナに

伴う超音波を観測する超音波受信器を試作し，汚損紐と超音波出力との関連を明らかにし

たまた，その実用化のため横浜磯子地区の変電所で他の測定法とともに実測を行なって

いる． この方法は実使用の課屯碍子そのものの閃絡危険度を遠隔測定できる特長がある．

また相対湿度を考えれば温度に殆んど無関係に汚損度を判定できる．

3・3 超高圧送電線の雷害に関する研究（継続）
-Research on the Lightning Damages in Extra-High-Voltage Lines— 

教授藤高周平・助教授河村逹雄・助手田代文之助

超高圧線路はわが国の電力系統の根幹であって，その事故が影菩する範囲は大きい．従

来からこのような送軍系統の絶緑協調に関する諸問題，落雷による雷電圧の進入と伝播，

発変電所の避雷器，鉄塔のアース等について検討を進めている．本年度は超高圧鉄塔での

落雷現象を把握する目的で下記の実測を行なったが雷撃の発生は見られなかった．

期間：昭和 40年 7月-s月
場所：栃木県軍力中央研究所塩原 600kV試険送電線

測定器： (1) ; レープを使用する鉄塔雷霞流峻度測定用クリドノグラフ

(2) 鉄塔雷電流積算記録計器
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(3) 鉄塔突針雷屯流測定用高速度プラウン管オシログラフ

3・4 雷放屯カウンタの研究（継続）
-Research on the Lightning Flash Counter一

教授藤高周平・助教授河村逹雄・ 助手田代文之助

送屯線における耐雷設計の蔽本的資料を得る目的で雷放電カウンタによる測定を各国で

行ない，従来の統計資料の再検討を行なうことが国際送電網会議 (CIGRE)で提案されて

いる．当研究室では昭和 40年夏期に本所千葉実験場，栃木県の塩原および般田の 3カ所

で実測を行なった．わが国としては電気試験所，電力会社等の協力で全国約 70カ所にカ

ウンタを設四し，結果を取りまとめて CIGREの関係国際会議 (June1966, Paris)に報

告の予定である．

3・5 超高圧系統におけるサージ閃絡現象に関する研究（継続）
-Research on Flash Over Phenomena due to Surges in 

Extra-High-Voltage Systems— 
教授膝高周平・助手北条準ー・助手熊波克明

超高圧送屯線における異常閃絡事故の原因として急峻波頭雷サージあるいは開閉サージ

などが世界的に問題となっており，その早急な解決が要望されている． このため従来実系

統ならびに実険室において電力系統のサージ現象に関する研究を推進してきたが，さらに

このような異常閃絡の様相を把握する一つの方法として実鉄塔の縮尺モデルを作り，その

高周波特性，サージ特性ならびに鉄塔各部材の屯流分流の状態などの解明を行なっている．

3・6 霞磁ボンプの応用に関する研究
-Studies on the Application of Electromagnetic Pumps— 
教授沢井善三郎・助手稲葉 博・大学院学生川瀬太郎

屯磁誘尊の原理により，溶融液体金属を可動部分を用いずに駆動する，屯磁ボンプの応

用について研究している．本研究では特に高温溶融金屈用を目的とし，といと進行磁界発

生装閻とを組合せた電磁誘郡といの設計聞発を行なっている．

3・7 サーボモータの新駆動方式
-New Method of Servomotor Drive一

教授沢井善三郎・大学院学生原島文雄

サーボモータの制御特性は，それを駆動する電力増幅器に大きく依存する．本研究は，

サーボモータと電力増輻器との相互干渉に考察を加え，その結果に某づいて高性能，高効

率の新らしい駆動用電力増幅器の開発を行なっているものである．
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3・8 2相サーボモータのアナコンによるシミュレーション
ー Simulationof 2-Phase Servomotor by Analog Computer一

教授沢井善三郎・大学院学生原島文雄

2相サーボモータの特性は，駆動電圧波形，増幅器の出カインビーダンスなどにより変

化するが，現象の複雑さのため，解析的手段で制御特性を求めることは困難である．本研

究では，アナコンによるシミュレーションにより， モータの速度ート Jレク特性， 起動時の

過渡現象などを求め， 2相サーボモータの制御特性を詳しく検討しようというものである．

3・9 カラー写真焼付の最適露光の決定
-The Optimum Exposure of the Color Film Printingー

教授沢井善三郎・助教授山口楠雄・研究嘱託大川明治

助手横田和丸・大学院学生斎藤森生

カラー写真の焼付の際の最適露光の決定は，従来人間（プリントマン）の勘と経険に頼

ってきた，本研究はネガフィルムのパタンを統計的に処理することにより最適露光を決定

する方法ならびにその自動化に関するものである．

3・10 予測修正制御方式による精製糖工程の計罪制御の研究（継続）
-Study on Computing Control System of Sugar Plant by means of 

Correcting Prediction Control Method— 
助教授山口楠雄・教授沢井善三郎

粘製紡工程を総合的に自動管理するための韮礎方式の研究を行ない，さらにこの方式に

より結晶および硝浄の多数の工程に指令を与え，製粧工程中の多種類の材料の流れを最適

に管理する方法の開発を行なった． この計罫制御方式を実際の工程に適用して連転を行な

い，研究を巡めている．

3・11 工程管理用ディジタ）レ電子計卵機に閃する是礎研究（継続）
ー Studyon Digital Electronic Computer for Automatic Production 

Controlー

助教授山口楠雄

工程の計復店制御あるいは自動管理用の on-line電子計邸機について品礎的研究を行なう

とともに，計邸機―人間系における情報伝逹の高能率化のために技術計邸あるいは計舘制

御にとくに適した直視用 display装四の研究を行なっている． （一部受託研究喪）

3・12 溶液の色価自動測定装置の開発に関する研究（継続）
-Study on Automatic Color-Value Meter for Solutionー

助教授山口楠雄・技術員桜井正郎

糖液などの溶液中の色価すなわち着色の大きさは特定の波長の透過光の減衰率でほぼ表
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示することができる.100℃ 程度までの衷境において工業計器として十分使用にたえる減

衰率測定器の開発を目的として脆弱な索子および機構を排除した装iTIの原形を開発し実用

器について設計研究を行なっている．

3・13 ハイブリッド・エレクトロニク・タイマーの開発に関する研究
ーStudyon Hybrid Electronic Timerー

助教授山口楠雄・技術員鈴木俊光

プロセス制御その他の目的のために使用するタイマーとして設定値を電気信号により自

由に変更できること，極めて広範囲の時間に使用できること，高い安定性および純アナロ

グ方式以上の高精度を目椋としてディジタ｝レーアナログ併用方式によるタイマーの開発研

究を行なっている．

3・14 無線 PCMテレメータのフレーム同期に関する研究
-A  Study on Frame Synchronization of Radio PCM Telemetry— 
教授野村民也・助教授安田靖彦・大学院学生神子宣雄

PCM通話のフレーム同期に関する研究はすでにわが国でも二，三の研究が行なわれて

いるが， これらは比較的回線の安定した電話伝送を目的する有線伝送を目的としたもので

ある．無線テレメータにおいては回線状態が極めて悪い場合を考磁する必要があり， ビッ

卜誤り率 0.1以下という悪条件でも安定な同期がとれることが望ましい．

筆者等はグループ同期方式を採用し，最適な同期パターンを計邸により求め，多フレー

ム監視により，同期回複時間をそれほど増さずに，全体のデータ損失を著しく少なくでき

る方式を開発，その解析および実際の装置の組立による実験を合わせ行なって良好な結果

を得た．

3・15 宇宙飛しょう体用遠距離コマンド方式に関する研究
-Development of a Long Range Command System for Space Vehicles— 

教授野村民也・助教授安田靖彦・助教授高木幹雄

宇宙飛しょう体に地上から電波指令を送って搭載機器の制御を行なうコマンド方式は，

距離がきわめて大きいことと消費電力の制限がきびしいこと等から，特殊な考慰が必要に

なる．筆者等は擬似雑音符号をサイクリックに検出する手法により通信能率がきわめてよ

＜．同時に装置も比較的簡単な方式を提案し，理論的検討を行ない． さらに実験装四を組

み立ててその実現可能性を確かめた．

3・16 ディジタル・アナログ・ハイブリッド通信方式に関する研究
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教授野村民也・助教授安田 靖彦

助手横山茂士・大学院学生神子宮雄



ディジタル通信およびアナログ通信は一長一短がある．両者を適当に結合すればそれぞ

れの長所を生かし欠点を相補なう通話方式が可能になる． このような方式の一つとして著

者が提案した PCM-PAMハイプリッド通信の理論的，実験的研究が続けられ， これを無

線テレメータに応用した実験装置が完成した．

3・17 アナログ電子計卵機の研究（継続）
-Studies on the Electronic Analogue Computer一

教授野村民也

昭和 27• 30両年度の中間試験研究により実用規模の繰返し型を完成し，設計韮準や誤

差の問題を解明し，その後，各社で実用機を製品化する端紹を開いた．昭和 32・36年度

には中規校の低速度型コンピュータを設岡し，その性能向上の研究を進めるとともに，さ

らに，ハイプリッド計邸システムに関する開発研究を行なっている．

3・18 観測ロケットの飛しょう性能計邸（継続）
—Trajectory Computation of Sounding Rocket— 

教授野村民也・教授渡辺 勝

観測ロケットの設計に際し，適正な staging計画を行ない，また，実験データとの照合

を行なうことによって，計邸の悲1位毀料を確立することを目的としている．現在は本所の

アナログ電子計邸機 OKITAC 5090, 微分解折機などを利用して，実際の計邸を行なっ

ており，また，ロケット関係の各訊汁邸に関する吟味を行なうとともに，ハイブリッド叶

邸システムの開発を進めている．

3・19 軍子計領叶歳のプログラミング
-Programming of Electronic Digital Computerー

教授渡辺 勝・講師藤田長子・助手伯野通子

雹子計罪機の迎営上，各種の数学的サブルーチンやサービス）レーチンが必要であるが，

それらは前年度までにほほ完成した．本年度は応用プログラムの開発に菫点をおいた特

に人工衛星用ロケットのための 3次元 6自由度の連動方程式を解くプログラムによる計狩：

結果は，設計，性能上の問題点の解明に嵩与している．一方，軌道計卵プログラムを他l幾
種や大型機に書き換えて実施し，同時にその際の紡度の点も検討した．

3・20 霞子計卵機の故障診断の加礎研究
-Diagnosis of Logical Circuits of Electronic Computer― 

教授渡辺 勝・大学院学生杉本正勝

電子計邸機の故障の際，迅辿な修復が連営上，および高価な叶邸時間の損失を少なくす

る点で，きわめて重要であるが，従来の保守方法では，故障点の発見が系統的に行なわれ

ているとはいい難い．ある機能回路の一菜子が故障した場合，これを発見するには，いく

49 



つかのパターンを加えてやればよいが，そのパターンを作る手法と，これを計抑機自体で

作成させるプログラムの開発に関して研究を行なっている．

3・21 薄膜記憶装磁の試作研究
-Development of Thin Film Memory Device-

教授渡辺 勝・研究揺託渡部弘之

電子計邸機の高速化のために集積回路や薄膜装四が応用されつつあるが，とくに記悴装

置に用いられる薄膜織成メモリーも工法の容易さと高速性の故に，将来性のある素子であ

る．本試作ではこの点を考屈し，とくに周辺回路の設計，読出増幅器の改良などにつき研

究を進め，またいわゆるアソシエティプメモリー（連想記岱）への応用の可能性を検討し

ている．

3・22 開閉回路網の合成に関する研究（継続）
ー Studieson Synthesis of Switching Circuits— 

教授森脇義雄

与えられた開閉特性を有する接点回路紐を最小接点数で実現する最も経済的な接続を求

めるのに位相幾何学を応用することにより，従来経験に頼って行なわれていた設計法に代

わって，直接最小接点数の回路を求めることができるようになった．この計鍔を電子計邸

機で行なうためプログラムの作成，計算の筒略化，順序回路への拡張について引き続き研

究している．

3・23 波高分析器に関する研究（継続）
-Studies on Pulse Height Analyzers— 

教授森脇義雄・助教授高羽禎雄・助手嶽沢維徳

技官久保卓蔵• 技官生沼徳ニ・技官木下英実

多チャネル波高分析器の計数率の増大，計数損の減少につき，引きつづき研究試作を行

なった．パJレス分配式200チャネル波高分折器については，総合試験およびシミュレーシ

ョンによる計罫を行なって，所期の効果が得られることを確かめた. 3本の遅延線路を記

憶装箇とする方式および 2本の相異なる長さの遅延線路を使用する方式については，記憶

内容をプラウン管上に表示する筒単な回路を考案した． （一部科学試験研究喪）

3・24 パJレス回路とその測定への応用に関する研究（継続）
-Pulse Circuits and Their Application to Measurements— 

教授森脇義雄・助教授高羽禎雄・助手緑沢維徳

技官久保卓蔵•技官生沼徳二•技官木下英実

トランジスタおよびダイオードによるゲートなど基本回路の高速化を進めるとともに，

トンネルダイオードを使用した高速度論理回路などの研究も進行中である．電界効果トラ
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ンジスタを用いて，簡単でかつ特性がきわめてすぐ；！しているパ）レス伸長回路を完成した．

長さの異なる 2本以上の遅廷線を使用することにより，記区容鼠が大きく， しかもアクセ

ス・クイムの短い遅処線記岱装置も試作によりそのすぐれた特注を確認し，プラウン管上

に記岱内容を表示する回路も完成した．変役時間の短い A-D変換混その直線性の測定

方式についても研完を進めている． （一部科学試険研究毀）

3・25 ガス・レーザのマイクロ波変調
-Micro¥vave Modulation of Gas Laserー

教授斎藤成文

KDPという，霞気一光学効果をもった結晶体において，レーザ光とマイクロ波を進行

設的に相互作用させ，ひろい帯域のレーザ変謁器をえようとする．この装四を試作し，

0-46 Hzまでの過広帯域がえられることをたしかめた．また，位相変謁一振幅変調の変

換用の干渉計を試作し，その特性を測定した．

3・26 レーザ検波培幅進行波管（継続）
-Traveling'Wave Phototube and Multiplier Traveling Wave Phototube一

教授斎藤成文•助教授藤井 l陽一

光電子増倍管は，きわめて大きい屯流利得をもっている． これと，極めて大きい結合感

度を有する進行波管とをくみあわせて，高感度，広帯域の光検波器をえようとする． これ

に関する姑礎的計卵を行なった．

3・27 電子ビーム雄音
-Noise on Electron Beam一

教授斎藤成文•助教授藤井腸一

マイクロ彼周波数帯における，電位最小面のショット雑音の軽減効果を光電子放出によ

るプロープ法で測定した．その結果，雑音パラメータ Sおよび IIとの関係があきらかに

なったまた，各種のこの問題に関する計鍔結果とほぼ一致することがたしかめられた．

3・28 レーザ・レーダ
-Laser-Radar一

教授斎藤成文• 助教授藤井腸一

Qスイッチ・レーザを利用したJレビーレーザにより，約 lOMWのヒ°ーク出力を得， こ

れにより，レーザ光を利用したレーダとしての晶本的特性を利用する．

3・29 レーザ半遅体検波器
-High Speed Semiconductor Photodetectors for Laser Light— 

教授斎藤成文・助教授浜崎坦二
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シリコンのフォトダイオードについて， 3GHzまでの感度を測定し，また，電子なだ

れ域の特性を調べた．

3・30 レーザを用いた電力線 CT
-Current Transformer by using Laser Light for EHV Power Lines— 

教授斎籐成文・助教授藤井陽ー・助手横山幸嗣

50万Vのような超高圧送電流における電流の計測は絶縁協調の点で，非常に困難である．

レーザ光と，電流によるファラデー回転を利用すれば，電気的に無接触なので絶緑の困難

がないこのようなレーザCTシステムを開発している．

3・31 レーザ霞磁光学系素子（継続）
-Laser Electromagnetic Circuit Elements— 

教授斎藤成文• 助教授浜崎艇ニ・助教授藤井陽一

助手横山幸嗣• 助手野口 宏

前年度にひきつづき，光学的非可逆素子としてのアイレソータ，サーキュレータを試作

した．この材料としてセリウムを合有するガラスが良い性質をもっており，とくに低温に

冷却したときに良いことがわかった．また，精密可変移相器について，その高精度化の研

究を行なったまた，偏光測定装四を試作した．

3・32 レーザ光の低雑音検波増幅の研究
-Low Noise Detection and Amplification of Laser Light— 

助教授浜綺裏二

マイクロ波変謁を受けたレーザ光の受信感度を制限している検波増幅回路の雑音特性の

改善のため，低温に冷却したダイオードでレーザ光を検波増輻する研究を進めている．

3・33 超伝均マイクロ波回路の研究
-Application of Super-Conductive Metals to Microwave Circuits— 
助教授浜崎裏ニ・助手岡田三男・大学院学生岡本 紘

34GCにおいて鉛被膜の超伝等を利用した低損失伝送線路の試験を行ない， 数db/km

の伝送損失のものがかなり安定に得られるにいたったまた 4GC帯においても超伝甜鉛

を利用した極めてQの高い空胴共振器の測定を行ない，新らしい種類のものと息われる非

直線現象を確認した．目下その原因を検討中である．

3・34 低雑音パラメトリック増幅器の研究
ー Studyon Low Noise Parametric Amplifier— 

助教授浜崎製ニ・助手赤尾宗ー・所外2名

液体窒索冷却用の 4GC帯パラメトリック増幅器用回路の改良型の試作を行ない，これ
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を利用した実用機器の開発を行なったまた，サーキュレータを用いない単方向性のパラ

メトリック増幅器も開発中である．

3・35 マイクロ波フ゜リント回路の研究

-Study on Microwave Printed Circuits— 
助教授浜崎裏ニ・助手岡田三男・助手赤尾宗一

研究員角 翌三・所外1名

マイクロ波回路の広帯域化，小型怪紐化を行なうため，プリント方式によるマイクロ波

回路の研究を行なっている．本年度は，広帯域トランジスタ回路の試作， ロケット搭戟ア

ンテナ用の電力分配回路， 3db方向性結合器の試作を行なった．

3・36 ガンダイオードのマイクロ波特性の研究
-Study on Microwave Characteristics of Gunn-Effect Diodes— 

助教授浜崎製ニ・大学院学生塚田俊久

ガンダイオードのマイクロ波インビーダンスの測定を行ない，その発振，増幅機構に関

述した良さの指数を求めている．

3・37 半迎体レーザの超高速度変調
-High Speed Modulation of Semiconductor Laser― 

助教授藤井陽一

GaAs半導体レーザを，約 2GHzで直接変調できることがわかった． さらに， 35GHz

までの変調の可能性を研究している．

3・38 ガス・レーザの回路的特性
-Equivalent Circuit for Gar Laser一

助教授藤井陽一

ガス・レーザ発振器について，その特性を，宙気的等価回路で近似的に表現する方法が，

ガス・レーザの実際の応用に便利であることを示し，その等価回路のパラメータを測定し

た．

3・39 出力の安定なガス・レーザ
ーPowerStabilized Gas Laser一

助教授藤井囮―

ガス・レーザ発振器の出力が，安定していることは，応用上きわめて望ましいことなの

で，ガス・レーザの出力安定度を測定し，密閉かつ真空にすることにより， 10-4の安定

度がえられることがわかった．
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3・40 レーザ共振器
-Laser Resonatorー

助教授麻井陽一

レーザ共振器の共振条件，および，その応用法について研究している． レーザ共振揺を

含む光学系において従来の没何光学を拡張した“幾何”光学の簡単な関係が成立すること

がわかった．

3・41 ロケットアンテナ（継続）
-Rocket Borne Antenna一

教授高木 昇・助教授浜崎襄二

助手長谷部望・助手市）II 満

ロケットの進歩大型化にともない，それぞれ特殊な目的で使用される搭帆アンテナをそ

の都度目的に合致した特性のものを開発しなければならない．

4・42 円偏波放射器に関する研究（継続）
- Research on Circularly Polarized Radiatorー

教授高木 昇・助手長谷部望

VHF,UHF帯の電磁放射体の研究を主体とし，自動追尾レーダの円偏波放射器につい

ての研究を行ない，これを鹿児島宇宙空間観測所のロケット自動追尾レーダに実用化した．

また金屈平面に直交したスロットを切り，励振方法を適当にすることにより円偏波放射器

とする研究を行ないその設計手順を得た．現在，パラボラ反射鏡との組合せの研究を進め

ている．

4・43 高性能無線テレメータ技術の開発に関する研究（継続）
—Studier on the High Quality Radio Telemetry for Space Research一

主任教授高木 昇・教授斎藤成文・教授野村民也

教授窯永五郎・助教授安田靖彦・所外 17名

宇宙観測の内容が高度化するにつれて，無線テレメータの技術はますます重要なものに

なりつつある．本研究は宇宙空間物理学の関係者と協同で，高度の内容をもった観測の実

施に寄与することを目的としたものである．宇宙物理学の各分野の将来の観測の内容とそ

れに必要な技術的問題を検討するとともに，宇宙線観測用のパルス波高分析器，観測用テ

レビジョン装骰，符号変調テレメータ装置の開発を進めつつある．（文部省総合研究費）

3・44 ロケットアンテナ
-Rocket Borne Antenna— 
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ロケットの大型化にともない搭絨されろ VHF,UHF幣の霞子機諮のアンテナ系につい

ては，多素子化または移相走四による儒射パターンの改苔を行なう必要がある．多素化を

行なう手初めとして，ストリップラインによるハイプリッド 8分岐回路 (l,680Mc), 4 

分岐回路 (298Mc)の試作研完を行ない現在 32分岐回路の開発を進めつつあろ．

3・45 トランジスタ用半均体の表面現象（継続）
ー SurfaceProperties of Semiconductor Materials used in Various 

Transistors— 
敦長安逹芳夫• 技官市川勝男

トランジスタに用いる半遅体の表面鼠子状態の性質を知るために，成長形接合トランジ

スタを用いて雰囲気を真空• 水蒸気・ア）レコールと変化したり， MOS形電界効果トラン

ジスタを用いて半甜体表面の霞界分布を変化して， slow statesや faststatesがトランジ

スタの霞気的性質（例：チャネル伝消度）に及ぼす彩曹を調べている．

3; 46 トランジスタの超高周波特性（継続）

―UHF /VHF Characteristics of Various Transistors— 

教授安逹芳夫•技官栗原由紀子

0.5Mcから 1.5 Geまでの周波数域について各種トランジスタの高周波四端子定数を

測定し，その動作機構や等価回路などの解折，考察を行なっている．現在は主としてエビ

タキシャルプレーナトランジスタと MOS形電界効果トランジスタを対象としているま

た寄生索子の影態を知るために各種トランジスタヘッダの等価回路定数を測定より求め，

電子計邸機用プログラムを作製して得生素子の除去計邸の簡便化をはかった．

3・47 トランジスタおよびダイオードのパルス特性（継続）

-Pulse Response of Various Transistors/Diodes— 
教授安逹芳夫・技官市川勝房

各種接合トランジスタに適用できるスイッチ時間（立上り時間，少数キャリア密積時間，

減衰時間）の一般理論式を等出し実験と比校した．現在は MOS形トランジスタに屯点

をおいている．また裏関数に拡張誤差関数を合むラプラス変換表も作った．

3・48 小形霞子回路の抽礎研究（継続）
ー Studieson Solid-State Integrated Circuits— 

教授高木 昇・教授安逹芳夫

助教授後川昭雄・技官栗原由紀子

わが国の超小形電子回路のI姐発に寄与するため所外の協力も得て文献調査を行ないつつ

あるが，半尊体集積回路については回路素子間の分離方法や寄生索子の影密軽減法を研究

中である．また薄膜回路索子 (Al-AhOrM系）の試作も行なった．
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3・49 エレクトロ・メカニカルフィルタおよびジャイレータ（継続）
-Electromechanical Filters and Gyrators— 

教授尾上守夫

3個の圧電および磁わい変換子を組み合せる新しい型のジャイレータを考案したまた

多重モード共振子を使用した新しいメカニカル・フィルタを開発中である．

（一部文部省科学試験研究費）

3・50 圧電セラミック振動子の研究（継続）
ーStudyon Piezoelectric Ceramic Vibrators— 

教授尾上守夫

最近，電気機械結合の非常に大きいセラミック材料が出現した． このような材料でつく

った振動子の振動は，純弾性体の振動といちじるしく異なるのでその実体を明らかにしつ

つある．また，測定法についても検討を加えつつある． （文部省科学試験研究毀）

3・51 エネルギーとじこめ形振動子およびフィルタ
-Piezoelectric Resonators Vibrating in a Trapped Energy Mode一

教授尾上守夫

エネルギーとじこめという新しい原理1こ柚づく水品およびセラミック振動子の研究を行

なっている． この振動子は副共振が少ないため高周波フィルタ用に適している．

（一部文部省科学試験研究喪）

3・52 多動モード圧電振動子
-Multiple Mode Piezoelectric Resonators— 

教授尾上守夫

従来の圧電振動子はただ一筒の固有振動を利用するのみであったが，複数筒の固有振動

を利用することによって，フィルターに必要な振動子数をいちじるしくへらすことができ

る．たて一屈曲，および屈曲一屈曲多璽モードの利用を研究している．

3・53 高安定水晶発振器の研究（継続）
-Study on High Stable Crystal Oscillators— 

教授尾上守夫

エサキ・ダイオードを使用した低電力，高安定水晶発振器の研究を行なっている．非直

線理論を適用して発振振幅などのバイアス依存性を明らかにした．

3・54 温度補償水晶発振器
-Study on Temperature Compensated Crystal Oscillators— 

教授尾上守夫
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水品発振器の周波数温度特性を電子的に補償する方法について研究を進めているまた

サーミスタにより補償直流電圧を発生し，それで周波数をバラクタ制御する方式をとりあ

げ，便利な自動測定回路を作成した．

3・55 水晶薄膜回路
-Thin Film Circuits on Quartz Plate一

教授尾上守夫

発振子の水品板が同時に薄膜回路の述盤であるような発振器を考案し，従来の発振子の

容器 (HC-6U および HC-18U)に回路全体が収まるような小型化に成功した．

3・56 超音波遅延回路の研究（継続）
-Study on Ultrasonic Delay Lines— 

教授尾上守夫

超音波起延線路の伝送理論を展開している．板および丸棒内を伝ばんする超音波の特性

を明らかにしたまた，変換子としてセラミック，遅延媒体としてガラスを使用する遅延

回路について研究を行ない，温度特性を精密に測定した． （文部省科学試験研究毀）

3・57 結合振動理論の拡張に関する研究（継続）
-An Extension of Coupling Theory in Elastic Vibrationー

教授尾上守夫

実際に使われる矩形板，有限円筒のような形状の振動子の周波数スペクトラムを解析す

ることは非常な手間を要するが，結合振動理論はこのような場合に大局的によい近似を与

える．従来は純粋性振動にのみ適用されていたが，これを圧屯性の影密を考磁した場合，

反共振周波数を求めたい場合，高次振動を考磁した場合に拡張した．

3・58 板彼による超音波探傷法の研究（継続）
-Ultrasonic Flaw Detection by Guided Waves— 

教授尾上守夫・助手山田 1専臨

ラム波その他の特種な波を使った超音波探傷法を開発中である．減衰定数の周波数特性，

探触子の特性などを測定し，また減衰補帆装岡を閲発した．

3・59 電磁的非破壊検査の研究（継続）
-Electromagnetic Non-Destructive Testingー

教授尾上守夫•技官市川初男

渦流を利用した金屈管の検査法を研究しているとくに自動探似に関連して有限長ソレ

ノイド・コイルの軸方向特性を明らかにしつつある．
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3・60 無線テレメータの応用に関する研究
...:_Research on the Application of Radio Telemeter一

助教授安田靖彦・助手横山茂士・技官村田悠紀夫

最近送電線霞流，雷圧の測定，碍子の汚染状態の測定，高温炉体に閃する諸測定あるい

は迎勁体に関する諸測定等々危険であったり，有線で直接測定するのが困難である対象を

無線テレメータの技術を用いて測定する方法が注目を浴びている． この方面の研究として

本年度は回転数変動の無接触測定装置の開発と，電力線の電流測定装置の研究を手がけた．

3・61 無線テレメータ送信システムにおける消費霞力低減化に関する研究
-Study on the Methods of Decreasing Power Consumption of a Radio 

Telemetering Transmitting System-

助教授安田靖彦

長期間の寿命を有する人工衛星において，搭叔霊子機器の霞源としては現在のところ太

賜電池が用いられているため利用しうる電力は著しく制限される．そのため各機器の消費

電力をできるだけ節減する必要がある．一般に使用する索子がきまるとシステムの動作速

度と消喪電力との間にはほぽ直線的関係があるが，素子自体のパラメータも関係する． こ

の間の理論的検討が行なわれた．

3・62 情報伝送における歪補正方式の研究
-Equalization of Intersymbol Interference in Digital Information 

Transmissionー

助教授高木幹雄・技術員藤本 洋

ディジタ）レ梢報の伝送において伝送速度を高速化することが望まれているが，現状では

符号間の干渉により速度を上げることができない． この点に許目し符号間の干渉を除去し，

伝送速度を上げるための研究を行なっている．

3・63 情報伝送におけるフレーム同期方式の研究
-Study on Frame Synchronization in Digital Information Transmissionー

助教授高木幹雄・技術員藤本 洋

時分割多重ディジタル通信方式では送信側と受信側でフレーム同期をとることが必要で

あるが，フレーム同期をとるための方式としてフレーム相関による同期方式を聞発した．

この方式に関し符号誤り率をパラメータとして最適な方式を求める研究を行なっている．
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第 4 部

4・1 イオン交換l炭の透過性に関する研完（継続）
-Studies on the Permeability across Ion-Exchange Membranes— 
教技山辺武郎・助手（特別研究員）妹尾 学・技官高井信治

イオン交換膜の透過性を系統的に理解するために，無機および有機イオン，無機錯イオ

ンの透過性を，通常の方法およびトレイサー法によって測定し，また濃度分極現象の実験

的検討を行ない，同時に不可逆過程の熱力学による解折を進めている．

4・2 リン酸およびリン酸塩に関する研究
-Studies on Phosphoric Acids and Phosphates— 

教投山辺武郎・技官高井信治

リン鉱石から湿式法により種々のリン酸およびリン酸塩を製造し，その性質を検討する

ため， リン鉱石のH形I楊イオン交換樹脂による溶解， リン鉱石をリン酸で溶解して得たリ

ン酸二水索カルシウム溶液をイオン交換膜屯気透折によりリン酸およびリン酸塩の製造な

どの研究を行なった．

4・3 イオン交換体の利用に関する研究（継続）
ー Studieson the Utilization of Ion-Exchangers— 

教授山辺武郎・助手（特別研究員）妹尾 学・大学院学生鈴木 喬：

イオン交換樹脂およびイオン交換膜の新しい利用方式を見出すために，イオン排除を利

用する辿心法脱塩の検討を進め，またエステルの加水分解，エステル交換に対するイオン

交換体の触媒作用の研究に許手した．

4・4 ガラス化範囲の研究（継続）
-Studies on Glass-Formation Range一

助教授今岡 稔・技官山崎敏子

新種ガラスIJIJ発の韮礎研究として，珪酸塩，硼酸塩，ゲルマネート，テ）レライト系など，

広くガラス化範囲を調べ，同時にガラス化条件，ガラス構造との関係を追求するものであ

る．

4・5 カ）レコゲナイドガラスの研究（継続）
-Studies on Chalcogenide Glass— 

助教授今岡 稔：

硫化ゲルマニウムを中心としたカルコゲナイドガラスについて，そのガラス化範囲， 性

質を調べ，最近注目を集めているこの系統のガラスの用途，ならびに構造を明らかにしよ
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うとするものである．

4・6 光学ガラスの研究（継続）
-Studies on Optical Glasses— 

助教授今岡 稔

低屈折率の弗化物ガラス，低屈折高分散のチタン系ガラス，高屈折率の鉛・ビスマス系

など，従来の光学ガラスの領域の拡大を目椋に，各種ガラスの光学的性質の測定ならびに

その組成との関係を潤べている．

4・7 感光性樹脂の研究（継続）
-Study on Photosensitive Resins— 

老父 i受 身厨也 n-
ソウル大学副教授沈貞変の新しくつくった重縮合性樹脂無水フタル酸グリエリンおよび

イソフタール酸グリセリンの桂皮酸エステル，フルフラールアセトンなどの写真特性を調

ベ，また PVA桂皮酸の電子励起準位を計罫した．

4・8 ハロゲン銀乳剤の理論的感度の研究（継続）
-Study on the Theoretical Sensitivity of Silver Halide Emulsions— 

教授菊池真ー・研究員浜野裕司

臭化銀の単屈乳剤をつくり，これに既知の光鼠を照射することにより， i替像の形成に必

要な最小光子数を求めんとする研究である．

4・9 ジアゾ写真法の増感の研究（継続）
-Study on the Sensitization of Diazo Process— 
教授菊池真ー・助教授本多健一・大学院学生鋤柄光則

ジアゾ写真法は安価であるために広く用いられているが，この感度を増すことがその用

途をますためにも至上命令である．まずジアゾ化合物のモデルにつき光による励起電子準

位を計罫した．

4・10 ジアニン色素の光による励起準位（継続）
-Study on the Excitaton Level of Cyanines by Light一
教授菊池真一・助教授本多健一・大学院学生谷 忠昭

シアニン色索がハロゲン銀に吸管して分光増感を行なう時の光による電子励起準位の叶

罪を分子軌道法と電子計罫機により行ない，またポーラログラフによる値と比較した．
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4・11 重クロム酸塩の感光に関する研究（継続）
-Study on the Photochemistry of Bichromates— 

教授菊池真ー・技官佐々木政子

重クロム酸に露光して三価のクロムになることはすでに判っているが， これとゼラチン

との作用，またこの反応を起電的に追及する．

4・12 有機化合物の光毒解の研究
-Photo-Electrolysis of Organic Compounds— 

助教授本多健一

有機化合物の雷解製造において屯極面にその吸収波長の光を照射して，電極反応におよ

ぽす彩膀を検討したまたジアゾ化合物の光照射下におけるポーラログラフィーを行ない

光分解速度を決定し，また励起状態の屯極反応を究明する．

4・13 光起電力の研究
-Study of Photo-Induced Potential— 

助教授本多健一

金屈および半甜体電極の光照射における起露力の機構を追求した．金属の場合，光起屯

力は表面酸化物肘の光分解および表面吸許ガスの光脱離に焔づくと考えられ，光解媒と関

連する．半甜体の場合は光吸収により生成する空孔の挙動が霞位を決定した．

4・14 酸化チタンの物性ならびにその応用に関する研究（継続）
-Semiconductive Properties and Applications of Titanium Dioxide一

教授野i崎 弘・大学院掌生飯田武揚

酸化チタンを電子写真用感光材として用いる研究をなした．従来酸化亜鉛がこの方面の

用途に供せられているが，これよりも酸化チクンが砥光材としてまた回像形成体としてす

ぐれた物性を保有している．たとえば同一条件では解像力とか写真濃度が後者が艇れてい

る．ただし酸化チタンと組合わさって感度を高めるための増感色素とか樹脂ドーヒ°ング剤

について決定的なものが見出されていないので，これらについて研究をし， かなりの成呆

を得た．

4・15 結晶の気相成長と気相研磨に関する研究（継続）
-Crystal Growth from Vapor Phase and Vapor Polishingー

教授野崎 弘•技官児島尚子・大学院学生岡崎重光

気相から析出して得られる結晶には他の方法では見られない特異な性質が付与されるこ

とがある．また通常法では不可能とされる結晶をうることがある．メクンやエタンの熱分

解でダイヤモンドの気相成長が可能とされているのもこの例である．本研究は四塩化チタ
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ンを原料として Ti◎ を気相から生成せしめ，これによって得られた粉体にすぐれた顔料

的性質を付与せしめ，これとはまた別に半迎体シリコンの表面を HCI気相で研磨する研

究を行ない，研摩機構を求めた．

4・16 アスファルトエマ）レジョンの機械的性質
-Mechanical Properties of Asphalt Emulsionー

教授野崎 弘・助手（特別研究員）藤代光雄

道路材としてのアスファルトエマルジョンの改買改良を研究した．安定度が大であり，

しかも使用時に分解述度の大なるエマルジョンが望まれる．ところがエマルジョンとくに

カチオン性エマルジョンは衝撃などの機械力の作用で簡単に分散媒の水とわかれてしまう

ことがある．その機構を求め耐機械力の向上をはかったまたその性質を逆に利用する研

究を行なった． （受託研究既）

4・17 液状ガスケットの耐圧機構の研究
-Pressure Resistant Mechanism of Fluidable Gasket— 

教授野崎 弘

液状ガスケットは車輌，股機具化学機械などのパッキング剤として用途が拡大している．

ところが液状物打がなぜ耐圧作用をおよぽすかという問題となると全くわかっていない．

これを研究した結果細隙を通じて物質の透過性および力の変換の問題として興味ある結果

を得た． （受託研究費）

4・18 金屈表面における有機物の電気化学的特性に関する研究（継続）
-Study on the Electrochemical Behaviors of Organic Compounds on the 

Metal Surface一

助手（特別研究員）藤代光雄

有機化合物はしばしば金屈表面に対し独特の作用を示すものである．特に電解研摩およ

び鍍金には添加剤として用いられ，光沢性，均一性，密着性等を増すといわれている． こ

のような有機化物合の金属表面に対する作用について特に野崎研究室で開拓したステンレ

ス鋼の‘這解研｝辛液について有機化合物の作用効果とその構造との関係について研究するも

のである．

4・19 脂肪族過酸物の研究
ーStudiesof Aliphatic Peroxide一

教授浅原照三・研究員石黒鉄郎

研究員山田富司・大学院学生雑賀大弐

脂肪族過酸化物とハロゲンおよびハロゲン化合物を反応させ，原料脂肪酸より炭素数の

一個少ないハロゲン化アルキルを好収率で合成し，あわせてその反応機構についても研究
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を行なったまた企スルホ脂肪酸については，その合成法を確立し，さらにその過酸化

物を合成し，その物性について研究した．一方不飽和脂肪酸と過酸との反応によって得ら

れるエボキシドとアンモニアおよび各種アミンとの反応について研究中である．

4・20 、ンクロプロパン誘郡体の反応性（継続）
-Reactivity of Cyclopropane Derivative一

教授浅原照三・大学院学生小野勝迫

シクロプロパン環は，脂環式化合物でありながら，特異な結合角のため，比較的大きな

反応性が期待される． シクロヘキセン，スチレンシクロヘキサシエンなどの不飽和化合物

にジクロロカルベンを付加させジクロロシクロプロパン類を合成し，求電子試薬との反応

性を検討したその結果ジクロロシクロプロパン類は環開裂をおこし低重合体を与えた．

現在，開環による高重合体合成の可能性およびシクロプロパン環をもつポリマーの合成に

ついて検討中である．

4・21 テロメリゼーションに関する研究（継続）

-Studies on Telomerizationー

教授浅原照三・研究員高木行雄

研究嘱託平野二郎・技官佐藤 瑞

アミンまたはアミンと金属塩が四塩化炭索と反応してトリクロルメチ｝レラジカルを生成

することを利用して， これを開始剤とするエチレンおよび酢酸ビニルと四塩化炭索のテロ

メリゼーションを行なわせ，テロマーの組成と収紐におよぼすアミンの構造，金属塩の種

類の効果を研究しているまた，プチルリチウムー3級アミン系，および過酸化物を開始

剤とした芳香族炭化水索とエチレンとのテロメリゼーションを行なっている．

4・22 ジエン化合物のイオンテロメリゼーション（継続）

-The Ionic Telomerization of Diene Compounds— 
教授浅原照三・大学院学生木瀬秀夫

イソプレンやプタジエンなどのジエン化合物はある種の酸触媒で重合し高分子物質を与

えるが，重合を適当な連鎖移動剤（テローゲン）の存在下で行ない，低重合体（テロマ

ー）を得る反応について，その二，三誠体から十数鼠体を得る目的で研究を行なっている．

触媒に）レイス酸を，テローゲンにはアリル型のハロゲン化合物を用いている．生成するテ

ロマーの重合度および構造に影密を与える因子として触媒の種類，テローゲンの種類， モ

ノマー（タクソーゲン）とテローゲンの濃度比，反応率，反応温度等の効果について，ま

た生成テロマーの分離，用途について研究を行なっている．

4・23 立体規則性低重合体に関する研究（継続）
ー Studieson the Stereoregular Oligomers— 

教授浅原照三・大学院田中貞良
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極性茄をもったビニJレ単景体の低重合体の合成について研究している．現在ビニJレ単最

体としてアクリロニトリルを用いており，その高分子生成反応を適当に制御して低重合体

を合成している．一方，通常の有機合成の方法でアクリロニトリ Jレの二罰体，三鯖体，四

蘇体等に相当するものを合成し，得られた低重合体と比校し，その構造を研究している．

4・24 電解重合に関する研究
-:-On the Electrolytic Polymerizationー

教授浅原照三・助教授早野茂夫・大学院学生土屋 満

高分子合成反応の素反応に関する知見は比較的乏しい． このため供給エネルギーとして

取り扱いの容易な電気エネルギーをとり上げ，電極界而での電子のやりとりにより生ずる

化学種の挙動を ESRを用いて研究した．また電極電位を変化させて， この際生ずる化学

種の均一相中での反応中間体に関する知見を得ようとしている．

4・25 高分子合成に関する研究
-Synthesis of High Polymers— 

教授浅原照三・研究員三栂啓了

大学院学生市川洋祐•大学院学生福井却雄

霞気的，磁気的物性に興昧あるフェロセンタイプの有機金屈化合物を対照とし，これよ

り郡かれるボリマーとくに有機高分子半尊体の合成化学的研究を行ない，その半羽性につ

いて検討する．また種々の脂肪属テトラカルボン酸に無水物と種々のジアミンよりポリイ

ミドを合成し，その耐熱性を検討した．つぎにジプロモージオキシベンゼン，ジブロモー

ジアミノベンゼンなどの縮合によりラダーポリマーを合成し，すぐれた耐熱性高分子を

合成した．

2・26 脂肪族ボリエステルの研究
ー Studieson Aliphatic Polyester一

教授浅原 照三

ベンズアルデヒドまたはフルフラールとジケテンの熱分解によって生成するケテンから，

モノカルボン酸のバリウム塩などを触媒として， それぞれ f3ー置換—/3ープロビオラクトン

を合成し，その反応条件などを検討する．

さらに f3ー慨換—/3ープロビオラクトンから，酸，アルカリ触媒などをもちいて，それぞれ

ボリ―/3ープロピオラクトンを合成し，触媒，反応条件，重合におよほす四換基効果，生成

ポリマーの物性，構造について検討する。

4・27 金属表面処理に関する研究

ー Studieson Metal Finishingー
教授浅原照三・助教授西川梢一
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金屈表面上における化成被膜生成過程を電子回折， X線マイクロアナライザー等にて追

跡しその生成機構について研究したまた樹脂鋼板に関する研究を進め，メラミン系，ァ

クリル酸系樹脂の結晶状態におよぽす化成被屈の影曹を検討し，有機皮膜附の機械的性質

との関連性を研究している．さらに界面活性剤の併用による薄鉄板の軍解研磨の迅速化に

つき研究を進めている．

4・28 陰イオン界面活性剤のクロマトグラフ的研究（継続）
-Ch;ornatography of Anionic Surface Active Agents— 
教授汲原照三・教授山辺武郎・助教授早野茂夫

助手（特別研究員）妹尾 学・ 技官高井信治・技官佐藤和子

近年河川水，工業廃水の汚染問題に関連して注目を浴びている陰イオン界而活性剤に関

し，イオン交換クロマトグラフならびに炉紙電気泳動クロマトグラフによる分離条件を検

討したまた薄陪クロマトグラフによってソフト型 ABSとハード型 ABSの吸舒性の相

迩を検討した．

4・29 染料・顔料の合成に関する研究（継続）
-Studies on Synthesis of Dyestuffs— 

教授永井芳男・助教授後藤信行・助手西 久夫

研究員君島二郎・研究員安倍義人

われわれはスレン・プリウ RSの世界公認収率を 10%上回る画期的な成呆をあげ，

また，ポリプロヒ°レン用染料の研究としては耐光堅牢度8級を有する p-ジスアゾベンゼ

ン類を見出したが，これは斯界における画期的な事がらであり，難染色性といわれるボリ

オレフィン系の染色機構へも大きな鍵を与えている． なお， スレン・ダークプリウ BO

（学名ビオラントロン）の新合成法を見出し 85%の収率を得，従来の文献の 61%を上回

る 24%の成果をあげた．また，これまで合成された多環芳香族中，最も森数の多い 15個

の環を有する縮合多環芳香族キノン型化合物 ViolongthroneCs1H2.02, および Isoviolong-

throne (いずれも青黒色結品粉末，名前は永井教授の命名による）. 13環の縮合芳香環イヒ

合物の灰色建染，染料ならびにこれらの遠元による Violongthreneなど炭化水素型化合物

を合成した. Violonthroneは DPPHの3倍の ESR吸収を示し，極めて安定であると

共に 2.1Xl080cmの電気比抵抗を有する有機半甜体である．

4・30 高分子合成に関する研究（継続）
-Studies on Synthesis of Polymers— 

教授永井芳男・助教授後藤信行

助手（特別研究員） 中島利誡・研究員佐藤久男

ボリスチレン系ならびにポリカルバゾールエステル系その他の高分子を合成している．

前者ではレドックス性のアントラキノン系高分子を，後者では耐熱性のカルバゾール系ボ
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リエステルがある．また，ポリメタアクリル酸メチ｝レのカルボキシル化，メタクロレンの

重合とその感光性樹脂への応用研究を行なっているが， これは新型の優秀なものとなろう．

また，オキセタン・ジオールとテレフタル酸より新型ポリエステルを作った．極めて注目

すべき特性をもっている．

4・31 低分子放射線化学の研究（継続）
-Studies on Radiation Chemistry of Lower Molecular Compounds— 

教授永井芳男・助教授後藤信行

染料の放射線効果については，まだ世界的に研究が極めて少ない， Co601万キューリー

線源を用い諸種染料について実験を行ない赤外線吸収スペクトル，核磁気共鳴吸収，常磁

性共鳴吸収，染色試験，堅ロウ度試験などにより効果を求めつつある．現在までに新物質

の生成，新合成法の開発の外に，染料の改質，染料凝集力の変化などの結果がもたらされ

ている．

4・32 キナクリドン誘甜体の合成に関する研究（継続）
-Synthesis of Quinacridone and its Derivatives— 

教授永井芳男・助教授後藤信行

助手西 久夫•技官長谷川日吉

世界最高の顔料銘柄であるキナクリドンの mesoージクロル誘甜休（赤色）の新合成法，

すなわち，ベンゾキノンとアニリン誘甜体より高収率，比較的簡単な装四で合成すること

を発明し， DuPont, Bayerに対抗しつつあるが， 外国がこの合成系に注目したのは大分

あとのことである. mesoージクロル・キナクリドンのジメチ）レー，ジクロ Jレー誘迎体も作ら

れた．また，塩索の代りに水索を四き換えたキナクリドン自身も高収率，低価格で作られ

つつあり，別に直接遠元法も研究されている． この方而の研究では批界をリードしている．

4・33 Hofmann反応に関する研究
ー Studieson the Hofmann Reaction-

教授永井芳男・助教授後藤信行

研究嘱託松尾昌平・研究嘱託上野恒明

従来の Hofmann反応を永井・松尾が改良し，臭索自身を用いる代りにそのアルコー

Jレ溶液を用いるという，簡単で且つ広汎な使用範囲の操作を確立した これにより，ジー

m-tertープチ Jレ• 安息香酸アミドよりジ→n-tertープチルアニリンを 0%→85%に， p-トリ

Jレ酸アミドより p-トルイジンを 61→81%に収率をおのおの向上させた． もっか諸例を

つみかさねているがその効果は極めて大きい．

4・34 糊料のレオロジー（継続）
-Rheology of the Paste一

教授中村亦夫・助手黒岩城雄
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糊料にはデンプン糊を始めとして，海草糊，セルロース誘芍体そして合成高分子糊など

種類が多く，またその用途も食用，洗たく仕上用，接若用，製紙用および捺染用など非常

に広い，そしてその物性はレオロジー的にみて種類ごとにいちじるしく異なるとともに，

その用途もまた特異なものを要求する． こうしたことから糊料の分子構造とそのレオロジ

ーの関係を追求することは，用途に応じた新しい糊料の開発に誠に大切である．

こうした研究のために，改良型B型粘度計，ストーマ枯度計，定常流弾性測定機，電磁

変換型レオメータおよび回転振動型レオメータを購入または試作することで整備し，既存

および新合成の糊料についてレオロジー的物性を徹底的に究明している．

4・35 特種糊料の製造研究（継続）
-Production of the Special Paste一

教授中村亦夫・研究員渡辺鋼市郎

水溶性の糊料は洗剤，洗濯仕上剤，石油井戸の泥水用，捺染および食品用などと広い用

途があり，その用途用途に応じてその要求するレオロジー的性質はおのおの異なっている．

カルボキシ・メチルセルローズ (CMC)は服価でしかも腐敗せず，無混性であるなど極

めて良い糊料ではあるが， しかし捺染などに使用するとア）レギン酸にくらべて，はなはだ

しく劣る点がある．さて CMCのような繊維素誘甜体をとってみると，その原料の重合度，

その郡入砧の屈および種類によっていちじるしくその性質を異にするので，まずこの点に

ついて統計的に研究を進め，用途に応じた特種糊料の作製研究を行なっている．

4・36 炉内のフローパタンに関する研究（継続）
-Studies on the Flow Pattern in a Furnace一

教授福田義民• 助教授河添邦太朗

各種のヒ°トー管による炉内における流速分布の測定，圧力分布の測定，ア）レミニウム粉

末による直接観察などを行なっている．

4・37 多孔性物質ならびに粉体の微細構造に関する研究（継続）
-On the Structure and Properties of Porous Materials and Fine Particles— 

教授福田義民・ 助教授河添邦太朗

水銀ポロシメークによる不滲透質炭索材料，吸許剤，カーボンプラックビード，触媒担

休，粉休充瑣屈などの細孔孔径分布の測定，測定結呆の poremodelによる解折，空気透

過法および凶吸管法による比表面砧測定などを行なっている．

4・38 反応工学に関する研究（継続）
ー Studieson the Chemical Reactin Engineeringー

教授福田義民• 助教授河添邦太朗

固体熱分解の述礎研究として，熱天秤を用いて，窒素気流中で炭酸石灰の熱分解を行な
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った．粒径，粒子陪の形状，ガス流速，温度などの条件を変えて，分解速度に対する分解

反応速度，粒子内あるいは粒子層における伝熱，物質移動などの影菩を明らかにした．

4・39 83Krの吸着分離法に関する研究（継続）
ー Separationof 85Kr by Adsorptionー

教授山本 克

ssKrを同伴する気体から分離する研究で，各種活性炭を使用して， 常温加圧下，低温

加圧下における吹舒性能ならびにそれらの条件の下における固定屈，吸着庖の操作条件に

ついて研究している．

4・40 ガス分離用拡散隔膜の研究（継続）
ー Studieson the Gaseous Diffusion Barrier一

教授山本 寃・ 研究員池田憲治

いろいろな方法によって各種隔膜を試作し，水銀ボロシメータによって孔径およびその

分布を測定して，ガス分離用に適した膜の製造法を追求している．（一部科学試験研究費）

4・41 新しい有機試薬による工業分析法（継続）
ー Studieson Technical Analysis by New Organic Reagents— 

助教授武藤義一・助手和田芳裕

従来からキレート試薬をはじめ新しい有機試薬を工業分折法に応用する方法について研

究を行ない，工業塩などに応用して良好な結果を得ているが，特にアルセナゾ皿スルホ

ナゾ皿などのビスアゾ色素を用いる硫酸イオンの肛接滴定法について種々の条件の検討を

行なって実用化を計った．

4・42 定電位クーロメトリーの研究（継続）
ー Studieson Coulometry by Controlled Potential Electrolysis一・

助教授武藤義ー・大学院学生高田芳矩

定電位電解法による電解電流を測定して行なうクーロメトリーについて柚礎的研究を行

なった．特に極微盈元索に応用する方法や，水銀陽極を利用する二次定電位クーロメトリ

ーも研究して良好な成果を得た．さらに定電位クーロメトリーを検出器とする自動液体ク

ロマトグラフィーの研究を行ない，試作したセルを用いて各種の成分の分離定凪法や検出

限界について検討した． （一部総合研究費）

4・43 薄肘クロマトグラブ法の改良に関する研究
ー Improvementof Thin Layer Chromatography— 

助教授早野茂夫•技官佐藤和子
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薄屈クロマトグラフ法の再現性を向上し，定箪化を行なうために，試料の自動塗布装四

を試作し，濃度計によって定批を行なった．

4・44 有機過酸化物の工業分析的研究（継続）
-Technical Analysis of Organic Peroxides— 

助教授早野茂夫

有機過酸化物は高分子重合反応の開始剤として重要な原料の一つであるが，前年度に引

き続き，薄陪クロマトグラフ法によって主要な工業用過酸化物にたいする分析を行ない，

新しい方法を確立した． （一部科学研究費）

4・45 有機化合物のボーラログラフ的研究
-Polarography of Organic Compounds— 

助教授早野茂夫

直流ならびに交流ポーラログラフにより，テトラクロルアルカン類，アルキJレヒド， ロ

パーオキシド，アミノアントラキノン系化合物の電気化学的性質を調べ，電解機構を検討

した． （一部科学研究骰）

4・46 400-900℃における鉄鉱石の遠元に関する研究（継続）
ー Studieson the Reduction of Iron Ore at the Temperatures between 

400-900℃― 

教授雀部高雄・技官江本房利

鉄鉱石の遠元辿度は， 700℃ 付近の異常点で遠元度速が遅くなり，低温直接遠元法の妨

げになっている．異常点において遠元率が 80%をこえると遠元速度が遅くなる．その際

の未遠元物について研究し，この異常現象を回避するための科学的根拠を追究した．

4・47 1000-1300℃ におけるペレットの還元に関する研究（継続）

-Studies on the Reduction of Iron Ore Pellets at the Tempratures 

between 1000-1300℃一

教授雀部高雄・技官江本房利

鉄鉱石ペレットを 1000-1300℃ で 80%以上遠すると，遠元辿度が不連続的に怠激に

低下する異常点の存在することを認めた． この異常点の生ずる原因を究明する研究を行な

った．

4・48 固液共存温度付近における銑鉄中の黒鉛の析出についての研究
ー Studyon the Precipitation of Graphite in Cast Iron at the Temperatures 

nearby the Solidus— 
教授雀部高雄・助手大蔵明光
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融点よりあまり高くない温度範囲における溶融金属の構造は，固体結晶構造に近い準結

晶構造をもっている．本研究においては，銑鉄の固液共存温度付近の溶融鉄の構造が固体

結晶に近い準結晶構造をもつものと考え，この準結晶構造と固体結晶との間の相の変態の

際に銑鉄中の黒鉛はどのような挙勁を示しうるかを研究し新しい，知見を得ることができ

た．

4・49 鉄 whiskerの製造に関する研究

-Studies on the Pro如ctionof Iron-Whisker一

教授雀部高雄・助手）＜蔵明光

結晶構造的に欠陥のない鉄の「せんい状微小単結晶」すなわち Whiskerは理論的最大

強度に近く，しかも高温に強く，耐蝕性がよく，疲労にも強い. FeCh・Fe2切系原料から

各種の大きさの鉄 Whiskerを歩留りよくつくることを研究し， それらの超強力無欠陥鉄

の基本的性質，特に Whiskerの成長機構と Whiskerの諸性質との関係を解明し，工業

的応ク用の可能性を拡大するための研究を行なっている．

4・50 連続ガス分析による高炉の特性の研究
-Studies of the Characteristics of Blast Furnace by Continuous Analysis 

of Top Gas— 
助教授館 充・ 技官桑野芳ー・技術凪山村 武

試険高炉と大型高炉の炉頂ガス組成および温度の連続測定による両者の典型的な特徴の

把握さらに連続測定可能鼠のみをもちいたガスの利用率と直接還元領域における寵接， Iii]

接遥元率の連続的計節，ならびにこれと銑鉄組成との対応関係などを調べた．

4・51 製鉄用シャフト炉におけるコークスの燃焼特性にかんする研究
-Studies on the Combustion Characteristics of Coke in Iron-Making 

Shaft Furnace一

助教授館 充・助手中根千富• 技官鈴木吉哉

製鉄用シャフト炉におけるコークスの燃焼は送風の酸索によって行なわれるという点で

共通性を持つが，高炉とキュボラとではその燃焼特性に基本的な相迩がある． このような

燃焼特性の相迩を規定する法則性を確かめるために，小型モデル炉によりコークスの燃焼

実験を行なっている．

4・52 製鉄過程における珪素の遠元に関する研究

ーStudyon the Reduction of Silicon in Iron Making Process— 
助教授館 充•技官金 鉄祐•技術員上田一消

高炉の原燃料中にある Si02が還元されて metal中に吸収されて行く過程を調べるため，

電解鉄と黒鉛を用いて 1200-1500℃ における還元実験を実施し， Siの還元機構と律速要
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因などを研究した．

4・53 高炉の送風限界に閲する研究
-Studies on the Limit of Driving Rate of Blast Furnace-

助教授館 充• 助手中根千富• ほか 15名

試験高炉の第 16次操業のさい，送風箪を通常の 4Nm3/minから 6Nm刃minまで増

加させて，出銑批，コークス比および銑鉄組成の推移などを調べるとともに，炉内各部の

ガス組成，温度を測定して，試険炉の送風限界が 6-7m可minにあること， かつこの限

界が主として熱的要因によって決定されることを知ることができた．さらに進んでこの結

果を大型高炉にスケー）レ・アップする方法を研究している．

4・54 鉄の科学と技術の相互作用の歴史的研究（継続）
-Historical Approach on the Interaction between Science and Technology 

of Metalー

技官中沢蔑人

金屈の科学は冶金技術との深い相互作用のもとに発展してきた．この相互作用は歴史的

にきわめて複雑である. 18世紀以来，金属材料学，金属組織学および金属物理と金屈の

科学が発展してきた跡を明らかにすることによって，冶金技術の発展との内的連関を解明

し，鉄鋼技術の将来の発展を支配する諸契機を検討している．

4・55 酸化物・炭素陽極ならびに炭化物陽極による溶融塩電解製樟!i法に

関する研究（継続）

-Studies on Fmed Salt Electrolysis by Oxide-Carbon Anode and 

Carbide Anode一

教授江上一郎・助教授明石和夫

助手大島忠男・技官鈴木鉄也

金屈酸化物と炭索質あるいは金屈炭化物から成る特殊l湯極を成形焼結し， これを用いて

溶融ハライド浴を電解し，陰極で目的金屈を採取すると同時に， l陽極に含まれる金屈をハ

ライドとして回収するか，陽極的に浴に溶解させる新製錬方式に関する研究を行なってい

る．

4・56 特殊金属の製錬に関する研究（継続）
-Study on Extractive Metallurgy of Less Common Metals— 

教授江上一郎・助教授明石和夫

助手大島忠男•技官鈴木鉄也

新金属稀金屈などと呼ばれる一群の金屈の採取法と梢製法の基礎的研究を，乾式製錬

の立場から行なっている．とくにチタニウム，ジルコニウム，タンタル，ボロンなどの屯
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解採取に関連し，フッ化物を主体として，酸化物，塩化物を添加した溶融塩の物性を，電

気化学的測定手段を中心に検討している．

4・57 溶融塩の特性とその利用に関する研究
ー Studieson Properties and Utilization of Fused Salt— 

教授江上一郎・ 助教授明石和夫

溶融塩の特性を生かして，電解浴以外に広く工業的に利用するための基礎的研究を行な

っている．たとえば溶融塩の酸・ 塩基度の尺度を考慰しつつ酸性塩，塩基性塩の反応を利

用する方法，溶融塩中での活性金属による還元反応を応用した有用金屈の析出法などにつ

いて検討している．

4・58 金属ホウ化物の製造に関する研究
ー Studyon Production of Metal Borides— 

教授江上一郎・助教授明石和夫•技官鈴木鉄也

溶融塩電解法，酸化物遠元法，焼結法などを応用して高融点の金屈ホウ化物の製造法を

中心にその物理的化学的性質と応用面の検討を行なっている．（一部科学試険研究費）

4・59 プラズマ炉による超高温冶金反応に関する研究
ー Studyon High Temperature Metallurgical Reaction in Plasmarc 

Furnace一

・ ・・助教授明石和夫• 技官鈴木鉄也

移送式直流プラズマトーチより発生する高温のフレーム下における酸化物の炭索遠元反

応，ハロゲン化物の水索遠元反応，炭化物，窒化物，ホウ化物などの合成反応，高融点合

金試料の謁製など種々の冶金反応に関する某礎的研究を行なっている．

4・60 鉄粉の抵抗焼結（継続）

-Resistance Sintering of Iron Powder-

助教授原善四郎・研究員坂井徹郎・技官• 板橋正雄

鉄粉の瞬間抵抗焼結において焼結ふん囲気，通電シーケンス，パンチ形状が試料の物理

的，組織的性質に与える影密を検討した．

4・61 金屈液滴共存の流動屈（継続）
-Fluidized Bed involving Fused Metal Drops— 

助教授原善四郎・技官板橋正雄

鉄鉱石高温流動遮元の茄礎的研究として，アルミニウム粉，ア）レミナ粉を用い， これを

各種の混合比として，アルミニウムの融点以上の温度で流動を行なわせ，混合比およびガ

ス流量変化の流動層における金屈液滴の挙動に及ぽす影密を検討した．
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4・62 銅粉の直接析出の研究（継続）
ー Studyon Precipittoion of Copper Powder一

助教授原善四郎・助手~ 阿部照衛

銅塩水溶液の有機遠元剤による遠元で析出する銅粉の結晶構造に及ぼす温度の影曹を検

討し，針状，足形，箔状など各種形状の銅結晶の生成する温度範囲を確認した・

4・63 瞬間抵抗焼結法の連続化に関する研究（継続）
ー Studyon Successive Resistance Sinteringー

助教授原善四郎・研究員坂井徹郎・技官板橋正雄

くりかえし抵抗焼結を行ないうるダイス連動式抵抗焼結機によって，アルミナ微拉子を

混合した鉄粉を用い，分散強化型合金の長尺体製造を試みた．鉄粉単時のときと異なり，

述続化が困難であることが判明したが，なお通霞および粉末条件を検討している．

4・64 析出硬化性銅合金の研究（継続）

ー Studieson Precipitation Hardening Cu Alloys— 
助教授西川精ー・助可こ長田和雄

従来 Cu-Be系および Cu-Cr系， Cu-Co系などについて，その初期時効を霞気抵抗変

化，かたさ変化，透過電顕などにより研究を行ない，成呆を発表してきた．現在は Cu-Be

系の低温時効および Cu-Fe系の初期時効の研究を進めている．

4・65 アルミニゥムージルコニゥム合金の再結晶に関する研究（継続）
-Studies on Recrystallization Behavior of Al—Zr Alloy— 

助教授西川梢ー・助手長田和雄・技官馳小林繁美

高純地金を使用した Al-0.3% Zr合金の冷間加工材について，これを加熱した場合の

回復硬化および再結品特性を研究した．その結果鋳造条件，加熱屈歴がその再結品軟化特

性に大きい影惣を及ぽすことがわかった．

また一次再結品と平行して起こる Zr相の同時折出が，その耐熱性に最も有効であるこ

とも透過箪顕により確認された．

4・66 金屈材料の水索ぜい性に関する研究（継続）
ーStudieson Hydrogen Embrittlement of Metallic Materials— 

教助授西川精ー・技官• 小林繁美

現在までは主として湿式電解メッキによる鋼材（ピアノ線， SK-5ばね板など）のぜい

化試験を行なってきた．（一部文部省試験研究）今後この方面の研究の拡大を計ると同時

に，水来に敏！必なチタンおよびチタンマンガン合金 ((:J相安定系），ジ）レコニウムなどに

ついても実験を進める．
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4・67 低溶融合金の状態図に関する研究

-Studies on Constitutional Diagram of Low Melting Alloys— 
助教授西川籾ー・助手長田和雄・技官小林繁美

断熱型比熱測定装間により，鉛合金，すず合金， ビスマス合金などの状態図の再検討を

行なっている．現在は超高純金屈を使用して， Sn-Cd系の全域の熱分析を進めている．

4・68 放射化トレーサ法および放射化分析法による金属の腐食の

研究（継続）

-Study on Corrosion of Metals and Alloys using Radioactivation or 

Radioactive Tracer Analysis— 
教授加藤正夫・研究員小林昌敏・助手井上 健

金属の腐蝕機構を RI利用によって解明する研究であり，一般のトレーサ利用によって

試料を標識する方法をさけて，直接試料を放射化し (n,r) (d, n)などの反応で生ずる多

菫標識成分を 400チャネル波高分析器によって追跡するものである．本年度は純アルミニ

ウムおよび耐蝕アルミニウム合金について放射化分折法または放射化トレーサ法によって，

材質中の Al,Cu,Mnなどの腐蝕挙動を研究した．

4・69 スカンジゥムー46放射性ガラス砂による漂砂の追跡実験（継続）

-Tracer Technique of Littoral Drift using Sc-46 Radioactive Glass Sand— 
教授加藤正夫・助手佐藤乙丸

HTRを用いてスカンジウムガラス砂の照射を行ない，福島県双葉郡大熊町海岸におい

て6月末から 3日かけ数回の追跡実険を行なった．使用した放射能数最が少なかったため，

台風期の漂砂を正確に追跡し得なかったが，冬季には海岸線に向ってほぼ直角に移動して

いることがわかった．

4・70 河川における汚濁水の拡散について

-On an Application of Isotope Technique to Pollution Problem of River一
教授加藤正夫・助手井上 健• 助手佐藤乙丸

河川に農業用廃水を放流した場合，いかに拡散して下流の浄水場に取水されるかを，非

放射性トレーサを河水中に注入し，下流で採水した試料の一部を放射化分析してトレーサ

の含有絨を測定することによって調べた．その結果河水の拡散状況と稀釈度について有意

義なデータを得ることができた．

4・71 ア）レミニゥムおよびその合金の腐食に関する研究（継続）

-Study on Corrosion of Aluminium Alloys— 
教授加藤正夫・ 研究嘱託島 宏・助手井上 健
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アルミニウム合金が水との環境のもとに用いられる場合が非常に多い． しかもそれが流

動水のもとに用いられる場合が多く． このときの腐食は静水時と異なる特異な挙動を示す．

そこでアルミニウム合金の各種流動水に対する腐食機構を明らかにし，流動水のもとにお

けるアルミニウム合金の利用を確実にすることを目的として，本年度は昨年度に引続き各

柾イオンを添加した溶液で動水腐食試験を行ない，多くの顕著な結果が得られた．

4・72 壁材による散乱ガンマ線の研究（継続）
-Behavior of Scatterd r-Rays affectad by Some Wall Materials— 
教授加藤正夫・ 助手佐藤乙丸・委託研究生山本征五郎

6°Co 150 meおよびX線発生装四を用いて， 135度方向の散乱線が，墜材物質の組み合

わせによっていかに変るかを研究したとくにX線の場合， 2-4物質を混ぜ合わした貯

に照射したとき，かなり散乱効果に差があることがわかった．壁材を混合したものと刑状

に煎ね合わしたものとの散乱効果の比較も行なった．

4; 73 鉄鉱石の遠元機構に関する研究
-Reduction Mechanisms of Iron Ores— 

教授加藤正夫・教授雀部高雄・研究生杉江辻也

14Cで椋識した一酸化炭索を用い，温度との関連において遠元率をトレーサ法により，

またオートラジオグラフによって析出炭索の位附を測定し， さらに硫黄が析出炭索を抑制

する働きがあることを，硫化第一鉄・硫化水索を用いてたしかめた．

4・74 吸着塔の動特性に関する研究（継続）
-Studies on Dynamic Characteristics of Adsorl:er― 

助教授河添邦太朗

吸着塔の自動制御ならびに短時間サイクルの吸若塔の設計に関連して吸舒塔の動特性に

ついて研究を行なった．その際 ssKrガス（直線型吸許平衡）および有機溶剤蒸気（曲線

型吸舒平衡）の活性炭吸着における過渡特性を求め，活性炭粒子内の拡散機構について

ssKrにおいては細孔内拡散，溶剤吸若においては表面拡散が支配的であることを明らか

にした．また，隔膜法によって向流定常拡散を行ない細孔内拡散係数，表面拡散係数を求

めた． （一部試験研究狭）

4・75 辿続向流吸着装置に関する研究（継続）
-Studies on the Continuous Countercurrent Adsorl:er一

助教授河添邦太朗・研究嘱託浅井宗一

溶液の精製などにおける粒状吸着剤，とくに粒状活性炭の使用は最近いちじるしく増加

している． この場合吸若剤の移動屑あるいは流動層による連続向流吸普が効果的である．

移動屈による連続向流吸着装四を試作し，糖液の脱色を行ない， HTUについて目下検討
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中である．また RI標識粒子により粒子の混合について測定した．

4・76 RI利用によるイオン交換操作の研究（継続）

-Studies on Ion Exchange Operation by the Utilization of Radioisotopes— 
助教授河添邦太朗・助手竹肉 症

22Na, 24Nilを含む NaCl水溶液を Na型陽イオン交換樹脂屈に通して同位体交換を行

なわせ，流出液の放射能強度の変化を液浸型 GM管によって測定して， 液境膜物質移動

係数，粒内拡散係数などを求めた．

4・77 モレキュラー・シーブスによる空気の炭酸ガス除去に関する研究

—Studies on Removing Carbon Dioxide from Air by Molecular-Sieve一
助教授河添邦太朗・研究眠託川井利長

空気深冷分離の前処理としての脱炭酸ガス操作に関連してモレキュラー・シーブの炭酸

ガス吸舒特性について研究を行なった．モレキュラー・シープの種類により常圧と高圧に

おける吸将特性に著しい差が認められた． これは高圧における共存空気の影密に某づくも

のであって，さらにその詳細な機構を明らかにするためトレーサ 14cを用いた高圧吸許の

実険を行なっている．

第 5 部

5・1 原位罹土の性質の試験法（継続）
-Method of Test for In-Situ Soils— 

ふf・
助教授三木五三郎

原位四土の性質を各種のサウンディング方法その他で試験する方法を比較研究してお

り，本年度も千葉実験場に設四した原地盤状態再現モールドなどを用いて腿本的および応

用的研究を実施した．

5・2 工学的土性図作製に関する基本的研究（継続）
-Fundamental Study on preparing Engineering Soil Maps— 

助教授三木五三郎

工学的土性図の作業地域として本年度は横浜根岸湾の前面海域を選び，第三紀屈台地お

よびチュウ柄低地とその下に伏在する第三紀陪の岩について，地盤としての工学的な性質

を多角的に調査し， これらの結果を工学的土性図として表記する方法について研究を進め

た．
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5・3 チュウ積土へのグラウチングに関する韮礎的研究（継続）
-Fundamental Study on Alluvial Groutingー

助教授 三木五三郎

砂レキからシルトにいたる各種土屈にグラウトを注入して地盤改良をはかろうとするグ

ラウチングエ法について，千葉実験場に設四した原地盤状態再現モールドと新たに試作し

た可変緩速2液等批配合式注入ボンプとを用いて土質力学的な述礎的研究を行ない，また

アミド系のグラウト 1種の開発を試みた．

5・4 アスファルト混合物の安定性（継続）
-Stability of Asphaltic Mixtures— 

教授星埜 和

骨材粒度の異なる 3前のアスファルト混合物について圧裂試験とコヒジョメータ試験を

行なって比較し，安定性試験としての適性を検討した． （科学研究費）

5・5 道路線形の研究（継続）
ーStudyon Highway Alinements— 

教授星埜 和

クロソイド曲線を線形要索として用いるときの道路線形設計法につき研究した．

5・6 ペーパードレーンエ法
-Paper Drain Method― 
教授星埜 和・助手榎本歳勝・受託研究員佐倉孝一

軟粘弱土層の圧密を促進するペーパードレーンエ法につき述礎的実険研究を行なった．

5・7 交通流および交通容羅に関する研究
ー Studyon Traffic Flow and Capacity— 

講師越 正毅

路面霞車左折車と歩行者など，信号交差点の交通容蟄に影密する因子について，実交

通現象の観測資料から定紐的分析を行なった．インターチェンジにおける合流現象の観測

資料を分析し，また車両の到舒分布の解折を行なって，合流部の交通容蟄算定のための幽

礎資料を得た． （一部科学研究費）

5・8 交通信号の系統制御に関する研究
-Study on Traffic Signal Coordinations— 

講師越 正毅
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系統制御の信号設定解を求める手法について研究した．通過帯を測度とする単一路線に

ついては，サイクルおよびオフセットの組み合わせの最適解を簡便に求める方法を開発し

た．交通の遅れおよび停止回数を測度とする任意の信号系の設定解については，数学的取

扱いが困難なので，電子計節機による漸近計邸から近似解を得るための手法およびプログ

ラムを開発した． （一部科学研究曹）

5・9 河床変動の特性に関する （継続）

ーStudyon Significant Features of Stream-Bed Evolutionー

教授井口昌平•技官蝕川 登

改修区間の河川のように，河床が可動な河川では，流れと河床物質との間の相互作用の

結果，河床の形が砂れきたいの発逹によって特徴づけられることに注目して，その相互作

用を明らかにすることを目的としてこの研究が行なわれている．そのために実験室内の直

線聞水路の中に砂を敷き，流れによって砂れきたいを発生させ，その流れの水理要索と河

床形状とを求め，それによって上記の相互作用の解明につとめる． （一部総合研究費）

5・10 水文学の国際協力による研究の発展経過に関する調査
-Research into the Historical Devolopment of Hydrological Studies in the 

Framework of Activities of International Scientific organizations— 
教授井口昌平

水文学の研究の，国際的学術機関の活動を通じての， 1920年代以来の発展の経過を文

吾的に調査する．その際それらの活動と日本の水文学界との間の関係に注意する．これに

よって水文学の自然科学上および産業上の意義の明確化に寄与しようとする．

（一部総合研究費）

5・11 実体写真測量を利用した精密測定（継続）
-Application of the Stereophotograrnrnerty for Precise Three-Dimensional 

Measurement— 
教授丸安隆和・ 助手大鳥太市

実体写真測量の方法を用いて精密な三次元的測定を行なう方法を開発し，自動車の車体

の線図化，構造物の偏位最測定などに広く応用することを研究しているなお，本年度は

動く物体の測定を試みた．

5・12 解析航空写真測量の工学への利用（継続）
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Purposes— 
教授丸安隆和・助手中村英夫



地図を用いることなく，航空写真と電子計算機との組合せによって，解析的に道路その

他の計画，設計を行ない，また道路交通流などの研究を行なっているなお道路に付屈し

た構造物の自動設計，製図も開発中である．

5・13 航究写真による雪の研究（継続）
-Snow Survey by Photogrammetric Technique— 

教授丸安隆和・助手大島太市・助手中村英夫

航空写真を用いて，雪崩れの研究，および積雪絨測定を行なっている． これは生産施設

の雪害防止におよび水力発電用の包蔵水力を知る上に重要な意味を持っている．

5・14 高炉セメントを用いたコンクリートの研究（継続）
-Experimental Studies on Portland Blast-Furnace Slag Cement Concrete一

教授丸安隆和・助教授小林一輔

高炉セメントを用いたコンクリートの性質およびその使用方法についての研究を行なっ

ている．

5・15 高張力異形鉄筋に関する研究（継続）
ー Studieson High-Strengh Reinforcing Bars— 

教投丸安隆和・助教授小林一輔

裔張力異形鉄筋を用いた鉄筋コンクリート部材の疲労性状に関する研究を行なっている．

5・16 軽絨骨材を用いたコンクリートに関する研究（継続）
ー Studieson Lightweight Aggregate Concretes— 

教授丸安隆和・助教授小林一輔

軽凪骨材を用いたコンクリートの諸特性とくに局部荷直を受けた場合の支圧強度につい

て研究を行なっている．

5・17 ロケット飛しょう実験に伴う地上施設の計画および研究
-Planning and Study of Ground System in Space Engineeringー

教授丸安隆和

東京大学鹿児島宇宙空間観測所の地上施設について，その当初から闊査，計画，設計の

分野を担当し， ロケットが大型化するにつれ，その飛しょうに伴なって生ずる地上施設の

問題点を解決し，近代的な実験場の完成を進めている．

5・18 高炉セメントを用いたコンクリートの研究（継続）
—Experimental Studies on Portland Blast-Furnace Slag Cement Concrete一

教授丸安隆和・助教授小林一輔・ 研究嘱託阪本好~
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高炉セメントを用いたコンクリートの性質およびその使用方法についての研究を行なっ

ている．

5・19 構造用軽量コンクリートに関する研究
-Studies on Structural Lightweight Aggregate Concrete一

助教授小林一輔• 技官伊藤利治

工場生産による軽盈 PC部材を対象とした高強度軽羅コンクリートに関する研究を行な

っている．現在は出来得る限り短期間に，高強度（圧縮強度で 400kg/cm2以上）が得ら

れるような軽絨コンクリートの製造条件について検討を進めている．

5・20 土木構造物の耐震性に関する研究
-Studies on Asseismicity of Civil Engineering Structures— 

教授久保腹三郎

発電所サージタンク，高い栂脚の大スパン栢梁等の地震波による動的応答について計算

し，地震時の挙動を明らかにした．軟弱地盤上の構造物甚礎の耐震設計を研究するため，

土のモデル化による振動解折を行なっている．栂の減衰性に関する研究もこれに含まれる．

（一部科学研究戟）

5・21 鋼床版の耐力，変形に関する研究
-Studies on Ultimate Strength and Deformation of Steel Slabs— 

教授久保度三郎・助手吉田 裕

リプ付き床版の有効幅および塑性領域における荷重変形曲線の理論的究明および数種類

の小型鋼床版の実験を床版試険機を用いて行なったまた点支承および集中荷璽をうける

矩形版，連続版について，理論的ならびに実険的研究を行ない．理論式の適用限界の解明

を行なった．

5・22 吊屋根構造に関する理論的研究
Theoretical Study on Hanging Roofs— 

教授坪井善勝・研究員川口 衛

吊屋根構造では，曲面の種類によっては引張応力のみでは形成できない曲面もある．そ

の場合，曲げ抵抗性能を導入して half-rigidな吊屋根構造として曲面を形成することが可

能である．本研究では half-rigid吊屋根構造の基礎理論の研究を行なっている．

5・23 曲面板構造に関する研究（継続）
-Theoretical and Experimental Studies on Shell Structures— 

教授坪井善勝・講師川股重也・助手名須川良平
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曲而板（シェル）構造の弾性理論，破壊性状に関し，次の各項の研究を行なっている．

1) 円筒シェルの弾性解折

円筒シェルの特解としての膜理論解の適用性に関する研究を行なっている．

2) 非閉頷形円鎚シェルの弾性解折

妻壁，裾梁側両捺界が固定条件のシェルに関する解析法を研究した．

3) H.P. シェルの弾性解折

i)フーリェ解折における間点の特異性について研究した．

ii)坪井一角野の韮礎方程式とウラソフ式の解を比絞吟味している．

iii)平而板ならびに平而応力問題により 2点支持灼型 H.P.シェルの力学的性状の把握

ならびに解析法の検討をした．

4) H.P. シェルの実験的研究

鉛直等分布荷重をうける 2点支持 H.P.シェルの破壊機構を究明した．

5) 偏平球形シェルの弾性解折

部分荷璽下の利々の境界条件に対する解法の比校を行なった．

6) 局部荷重，局部モーメントおよび集中荷重が推動2次曲而に加えられた場合の応力

解折，面外せん断力の影密をみるために精密式を郡き，フーリェ級数解を示した．

5・24 高刑建物の耐震に閃する研究（継続）

-The Studies on the High Rise Building subjected to Earthquake 
Loadingー

教授坪井善勝・研究旦田治見宏

地上 15I他（高さ約 70m)地下3階程度の高屈建物について， いろいろな地震 (El-

Centro地震， Taft地震，その他）の設形を仮定した時の応答を求めて耐震性を検討した．，

またこの建物が実際に東京都内に建てられることを想定してその安全性を確かめた．

5・25 立体骨組の応力解析
-Stress Analysis Space Frames— 

教授坪井善勝・請師川股重也

マトリクス変位法による任意形状立体骨組の応力解折法の研究で，計邸過程における係

数行列作成の合理化と，大規模構造の分割解法に新しい方法を採用した. IBMの構造解

析プログラム FRANと比較して記憶容鼠の縮小と計卵時間の短縮が期待される．

5・26 構造物の弾塑性安定に関する研究
-Study on Theory of Stability in the Elastic-Plastic Structures— 

助教授田中 尚

鋼板の塑性座屈実験を行ない，辺長比，輻厚比によって面内圧縮力を受けた鋼板の座屈

限界および安定限界がどのように変化するかを調ぺ，幅厚比の制限値を求めた．
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5・27 鋼構造仕口に関する実験的研究
-Study on the Elastic-Plastic Behavior of Connections in Steel Structures— 

助教授田中 尚

実験によって弾性域塑性域における仕口の性状を調べ，実験解折と比校検討するため

の資料を得た．

5・28 室内空気分布の相似性に関する研究
ー Similarityon Air Distributionー

教授勝田高司• 助手寺沢逹ニ・技官金国正太郎

空気調和および換気に伴なう室内空気の温度および気流速度について校型実験を行なっ

て，とくに居住域に関する相似則を理論ならび実験的に明らかにする．

5・29 サッシおよび外壁の気密• 水密（継続）
-Air-Water-Tight of Sashes and Wall Panels— 

教授勝田高司・助手寺沢逹二

サッシおよびカーテンウォールの構成材につき，気密・水密性能と風圧変勁との関係を

明らかにするための晶促実険を行なっている．

5・30 建築パネルの断熱および熱変形に関する研究
-Thermal Insulation and Distortion of Building Components— 

教授勝田高司・助手寺沢述二

建築パネルについて，保設箱法による熱貫流率測定に関して問題となる表面熱伝辻，水

分移動および日射その他による熱変形などに関しての実験的研究を行ない，構成材の性能

向上，標準試険法の確立を目椋としている．

5・31 空中超音波を利用した板型実験による室内音密の研究（継続）
-Study on Room Acoustics by Scale Model Experiments— 

助教授石井聖光・技官平野興彦

プラスチック膜を振動膜とする空中超音波用マイクロホン，スピーカを利用して1/10-

1/20の3次元校型による建築音籾の模型実験を行ない，ェコーの研究， 拡散体の寸法と

その効果に関する研究，その他室内音密全般についての研究を行なっている．

5・32 音密材料の残密室法吸音率の測定法に関する研究
-Measurements of Sound Absorption Coefficient in Reverberation Room— 

助教授石井聖光・技官朝生周二
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残密室内に実際の建築現場と同様な方法で試料を取り付けて測定する残密定法吸音率測

定の方法について試料の面狐残特空内の音の拡散状況などと測定結果の関係について調

べた．

5・33 電気音密装置による室内音苦特性の制御に関する研究
-Control of Acoustics of Room by Electro-Acoustical Apparatus— 

助教授石井聖光・技官平野興彦

残想時間のみでなく，広く部屋の音愕特性を軍気音特装岡の利用によって制御する方法

を検討し，簡単な予備実験を行なった．

5・34 都市騒音の防止に関する研究
-Study on Reduction of City Noise一

助教授石井聖光・技官平野興彦・技官朝生周二

広い自動車道路に面した建物に逹する騒音のレベルを，道路幅，交通鼠，平均速度，道

路の反対側の建物の状況等から計邸によって求める方法を検討し，交通頻繁な道路に面し

た 10階建のビルについて交通紐，平均車辿と各階の窓面に逹する騒音レベルを測定し，

叶節によって求めることが可能である見通しを得た．また同じビルについて 1重窓， 2直

窓の遮音の程度を測定し，同じ窓サッシの透過損失の実験定における測定結果と比較検討

した．

5・35 軽金属およびプラスチック材の建築への応用（継続）
-Application Research of Light Metals and Plastic Building Materials— 

教授足野昌一

怪合金およびプラスチック材の建築への応用は，ようやく軌道にのってきたが，まだ適

切な工法が採られていない場合が多く，各種材質，用途に応じた椋準仕様の研究を行ない

これら新材料の進むぺき途を指等している．

5・36 軽鼠不燃構造の実用化試作（継続）
-Application Test of Light Non心CombustibleConstructionー

教授星野昌ー・助手田村 直

鋼板折曲材を枠とするパネル構造により，住宅，事務所，車庫，アパート，病院，船室

などを試作し，その居住性，温湿度，耐候性，経済性，防火性などの研究を重ねてきた

が，公岱住宅，公庫住宅などの不燃化の線に沿い，経済的に実用化する設計を進め，試作

をつづけている. 39年度は特に軽鼠鉄骨間仕切パネルの実用化研究をとりまとめ怪砒不

燃化の実用的な工法を試作試験している．

83 



5・37 建築材料の防火増強に関する研究（継続）
-A  Study to Increase Fire Protection of Various Building Materials— 

教授星野昌ー・助手田村 直

各種の新材料に対して一定の火災条件の焔および輻射を加えて， その必要防火処理方

法，被覆厚，取付方法，下地および裏面断熱材などのエ法を明らかにし，辿準法改正に伴

う種々の難燃材料，工法の可否の判定を下すべき資料をつくっている．

39年度は特にプラスチック製品，石腎製品，石綿製品などの防火性能の向上について

試験研究を行なった．

5・38 築建部品の軽砿不燃化に閲する研究（継続）
-Studies on the Light and Non-Combustible Building Elements— 

教授星野昌ー・技官有村 興

建築の高屈化に伴って軽最で耐火性のよい材料・エ法の確立が要請されているので，ス

テンレス，アルミ，ホーロー鉄板，着色鉄板，石綿板などを外装とし，吹付石綿，岩綿板，

石こう耐火板，珪カル耐火板，気泡コンクリート，軽鼠コンクリートなどを哀打材とする

カーテンウォーJレ，間仕切壁などを設計，試作し，その強度，耐火性能，断熱性，遮音性

経済性などを比絞研究し，また床の軽鼠化をはかるためデッキププ・レート，打込みコンク

リート床，中空補強コンクリート中空床，気泡コンクリート床などについて，その耐火性

を試験している．

5・39 住居設計脳礎理論（継続）
-Fundamental Theory for House Designー

教授池辺 陽

従来の日本の住居は生活様式，生庄方法その他の面に欠陥があり，その解決は重要な課

賑である． この研究はその一部として，住居デザインの理論化を目椋として進められてい

るものである．方法として資料分折，実験，実験住宅の設計実施などを併用し，現在まで

に組織理論をほぼ終了し，現在動的組綴，スペースユニットの試作分折を行なっている．

これによって住居の後良度の測定が可能となると思う．

5・40 建築屈準化の研究（継続）
-A  Modular System in the Architectural Design-

教授池辺 陽

建築の工業化の辿展は建築各部品の椋準化を必要としている．椋準化の前提条件ともい

うべきモデューJレ（晶準尺度）について理論および実験研究を行なってきたが， ふ＝

2•+z<n-l)p+2 は一2>q+2圧3'r(pqr は 0 または 1) によってあらわされる数列を完成し，そ
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の展開を行なっている．このモデュールは建築部材断面より，部屋の大きさ，建築プロッ

クから都市計画にまで適用されるものである．

5・41 居住環境の設計方法
-Design Method of Human Environments— 

教投池辺 陽・研究揺託茂木信明

居住環境をシステムエンジニャリング的に把握し，工学的生産組織による環境造成を行

なうことを目的として行なう研究であり，現在人口 10万を述本単位とする環境について

検討し，モデル設計を人口 2,000人のユニットを中心として行なった この研究に関連

して建築の工業生産の定批的計画を進めている．

5・42 建築部品の工業化に関する実験研究（継続）
-Research for Prefabricated Building Components— 

教授池辺 腸• 助手岩井一幸

建築を部品化し，そのおのおのを工業化することは現在必然的な動向である．これに対

してあらかじめモデュールを利用し，部品化を行ない各部品の性能，費用などをチェック

することにより，建築部品工業化の前提条件を設定するものであり，現在主として，壁，

建具などの部分についてその実験を進めている．今後構造体にも実験を進める予定である．

なお金属材料を主とする建築について宇宙観測研究所への実施を対象として各種試験，材

料，試作を行なった．

5・43 宇宙研究のための建築施設の設計研究
ー Studiesand Design on Buildings for the Space Researchー

教授池辺 I陽・教授坪井善n券
教授勝田高司・助教授田中 尚•助手渡辺健一

宇宙研究用建築施設による研究は数年間にわたって行なっており，その結果を設計に応

用し，鹿児島スペースセンター，能代実験揚の設計を行なってきたが，本年は姿紡制御セ

ンターおよびMロケット用施設などを中心に研究を行なった．研究は一般を池辺，構造を

坪井，田中，環境を勝田が分担した．研究の中心課題は，鋼構造を中心とした工業生朋的

方法，建築空間のフレキシビリティなどを主として進めている．

5・44 建築の発逹の技術史的研究（継続）
-Historical Development of Architecture from the Technical Point of 

View一

教授関野 克・助教授村松貞次郎

建築も一般技術と同様に原始手工業の段階から現代の機械生産の段階への発展をたどっ

てきた． この過程を技術史的に分析し，建築技術の本質と発逹の法則を明らかにすること
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は，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を全体的に把握するためには不可欠のも

のである．従来の建築史は例外なく芸術史であって，現代の建築技術者の要求にほとんど

無力であった．本研究は建築技術者に対して有用かつ積極的な示唆を与えるような建築史

の体系を新しく作りあげることを目的としているものである．

5・45 日本近代建築成立過程の技術史的研究（継続）
-Historical Development of Japanese Modern Architectures from the 

Technical Point of View一

助教授村松貞次郎

器末・維新初期において埒入された西欧建築技術の摂取の過程と，明治時代における発

展の事惜とを，工場建築その他において検討し，木造建築技術の近代化の実惜• 煉瓦造建

築の技法の実際，鉄骨や鉄筋コンクリート建築技術迎入に伴う二三の問題点などを研究し

たその成果は「生産技術研究所報告」第 10咎第7号として刊行され，さらに具体的罪

例の調査研究および資料の収集を行なっている．

5・46 日本における建築設計組織の歴史的研究（継続）
-Historical Studies on Architectural Design Organizations in Japanー

助教授村松貞次郎

日本における建築設計組織を主要なグ）レープに別け，民間建築家，官公庁営繕，建設業

設計部などとし，その歴史と組織の特質を究明するものである． これによってわが国にお

ける建築生産の特質の一半が明らかになり，将来に資するところが大きいと考えられる．

D. 受託研究

本所の受託研究は，昭和 24年度から開始し， 40年度においては次のような数字を示

している．

受理件数 44件

歳入額 2,230万円

委託者は主として工業生産に関係ある事業機関と官公庁などの研究機関である. 40年

度中に受理した分につき，題目などを挙げれば次の通りである．
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＇ 

号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
 

番 受 託 題 目

高炉セメントコンクリートに関する研究

アルミニウムおよびその合金の成形加工に関する研究

金属の表面処理に関する研究

廃液からの塩酸回収方法

自動車の性能向上の研究

スチール製シールドセグメントのスキン部の強度試験および曲げ加
工の材底に及ぼす彩膀に関する試験研究

超音波遅延索子の研究

光通信の基礎研究

福島地点海岸の涼砂現象の淵査研究

油脂の迅速分析法

内燃機関用添加剤の試作研究

ストラミットの建材としての研究

プレーキに関する研究

クロム・アルファダイズド鋼の熱伝遅度率測定

仙受／腐食の屯子回折的研究

深絞りの速度効呆の研究

レーザに関する研究

自動車の線図に関する研究

自転車用バイプ構造の疲労試験法に関する研究

対震列車防設装i性に関する研究ならびに湖査
放射線の吸収散乱に関する研究

特殊金属メッキに関する研究

レーザ光の光学機械への応用の可能性についての研究

精酸塩類のコンクリート混和剤としての開発研究

神奈川県立青少年センターの行密効果と騒音および遮音に1月する，;J.'J
査研究

マイクロ波回路構成法の研究

計邸制御の応用面の研究

アルコール系融剤の合成に閲する研究

嗚門海峡における地震波の解折

鉄塔防食に関する基礎的研究

信濃川流出水の混合拡散謁在

顔料並びに関連物買の＇屯気化学的物性の研究

宮殿空謁設備の消音に関する研究

イオン交換膜による燐酸塩の製造にI見する研究
立体骨紐構造物の解折

写真測批による施設の設計毀料の測定方法の研究

液状ガスケットの婦洩防止機構に関する研究

自動車の性能向上研究

極細リポン圧延に1周する研究

道路舗装材の研究

配管の振動解析にI対する，謁在と研究
鋼板の有機無機混合系による表面処理方法の品査

RI利用による鉄鉱石の遠元に1見する研究

這磁波による高屯圧系無接触無等体変流器の開発に閃する研究

和

夫

郎

収

郎

夫

文

夫

一
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久

昭

文
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安

井

崎

井
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井
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3. 主要な研究施設

A. 特殊研究施設

1. 材料実験室

-Material Testing Laboratory-

材料実験室は， 面積 354m2, 主な共通設備は容呈 300kg, 2 t, 5 t, 10 t, 20 t, 100 t 

の万能試験機のほか，ねじり，衝撃，かたさ，圧力計試験機などである．設備は本所の共

通施設の一つとして，所内各部の研究に広く利用されており，特別な試険として，長柱の

座屈試験，圧力容器の試験，落下衝撃試験，高速度引張り試験なども行なわれている．設

備の更新・近代化および計測装置の充実は不断の課題であり，とくに動的な負荷に対する

材料強度の研究を課題として，各種の計画が進められている．

2. 微小部X線分析装置
—Electron Probe X-Ray Microanalyserー

この装四は直径 lミクロン程度の屯子ビームを試料に照射し，発生した特性X線を分光

して，顕徽鍛組織の各微小部分について定比ならびに定鼠分析を行なうことを主目的とし

たものである．分光器は結品格子を利用する分散型と波高分析器を利用する非分散型の 2

利を具え，前者は 12Mg以上の諸元索，後者は 6C,,Nおよび心の分析を行なうことが

できる．また試料が吸収した電子諮を測定することが可能で， X線分折の補助手段として

用いる． さらにプラウン管によるスキャンニング装岡を備えており，特定元索の分布状況

を顕徴絞組織と対比して観察することもできる．

3. 電子顕微鏡室

-Laboratory for Electron Microscopy— 

本所における＇遥子顕徽鏡は JEM5Y型を主体とするものである． この型の電子顕徽鐙

は分解能 8A,直接倍率 800-200,000倍（写真引伸 1,000,000倍）の性能を有するも

のであり，アタッチメント・ミクロトームなども完備した．その外に科学試験研究費によ

って表面放出型金相電子顕徽鐙を新製した． これらの屯子顕徴鐙は広く所内外の要求に応

じて微粉体または化学反応生成物，金屈組繊，金屈表而，薄膜，写真材料，電気材料，潤

滑機構などの研究に利用されている．

4. 高速度写真撮影装置
-High-Speed Photographic Instruments— 

主要な装置としては 16mm Fastax高速度カメラ（米国 Wollensak Optical Co製，
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回転プリズム式最高撮影速度毎秒 7,000コマ，付屈レンズ7種）， 16mm日立高辿度カ

メラ（日立工機製，最高毎秒 1万コマ）， MLD-3型カメラ（最高毎秒 50万コマ， 200コ

マ辿続， 1コマの露出時間 0.1μ 秒）， MLD-7型カメラ（最高毎秒 600万コマ， 連続撮

彩コマ数 1,800コマ，明るさ f:10. 5, 画面寸法 4.5X8mm)SP-1型超高速度流し写真

振影装四（最高掃引速度毎秒 5,000m, 8面体反射鏡を使用し，現象との同期を必要とし

ない），瞬間写真撮影用電気的超高速度シャッタ装醤 (Faraday効果利用，露出時間 1-5

マイクロ秒），各種閃光放軍管式瞬間写真撮影装四（閃光継続時間 1,10, 100, 200, 1, 000 

マイクロ秒の数種類）がある．またこれらの装四用各種照明設備，解折用装骰など完備し，

普通程度の高速度現象から超高速度の現象に至るまで撮影解折が可能である． これらの装

附は，本所写真委員会ならびに第2部植村研究室により管理連営されており，所外からの

委託研究にも応じられるようになっている．

5. 高圧空気源装置
-High Pressure Air Source for Gas Turbine Testingー

特に小型ガスタービン研究用の高圧空気源装四であって，実険用タービンの駆動， ガス

タービン用圧縮機の実験，亜音速および超音速におけるタービンおよび圧縮機の流休力学

的研究，燃焼器や熱交換器などの研究に必要な多砿の高圧空気を供給する装四である．吐

出圧力 3.1 kg/cm2abs, 吸込容紐 1kg/sec, 駆動馬力 180kWの2段ターボ圧紐i機を主体

とするものである．小型ガスタービン研究用として，わが国唯一のもので，圧力比が高い

にもかかわらず駆動馬力が少なく，またサージング防止装訊各種の安全装四，自動起勁

および停止装四などをもち，実険の栢度および能率の増進をはかったものである．

6. 風路付水槽
ーShipModel Basin wind Tunnelー

本水槽は長さ 20.84 m, 幅 1.80 m, 深さ 1.35mの極めて小型の鋼板製水槽であるが，

一端に新方式の辿波装四を有し，周期 0.6 sec以上の波を発生することができ，他端には

効率のよい祁j/皮装骰を備えている． この水槽上部に高さ 1.10m, 幅 2.40mの風路が設

けられ， 2台の送風機により最高 8m/secの風速がえられる．波と風速との組合わせを変

えることにより，柾々の海面状態における船の横安定性を知ることができる．また若干の

ィヽJ閤設仙をおぎなうことによって，縦安定性，海水打込現象など船体運動学上重要な問題

の実険研究にも大いに役立つものである．本設備は， 38年度特別研究費によって設i匹さ

れたものである．

7. 微分解析機
-Mechanical Differential Analyser一

この機咸は純機械的計邸方式による大型自動計卵機で，その主な用途は常微分方栢呈式を
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解くことにある．いわゆるアナログ計算機の一種であるが電子管式のものに比べて，計算

辿度は劣るが，精度・信頼度が高く，動作中，解の進行の有様が目に見えるなどの特長を

もっている．構成要素は茄分機8台，入力卓3' 出力卓 1,加窟機9'連結装置，配電盤

などから成り，また速度の遠隔制御装岡が付屈している．

8. レーザ・ミリ波実験設備
-Laboratory for Laser and Millimeter Wave Propagationー

安定な環境のもとで， レーザ光，およびミリ波の伝送の実験をおこなうための設備であ

る．温度を一定にし，空気の流動を避けるために，約 100mの長さの地下洞道となって

いる．一端に実験宰が付屈している．

9. 電子計算機

-Electronic Digital Computer一

本研究所の各研究分野の技術計邸やデータ処理のために共同利用することを目的に設備

されたものであるが，大学院学生などに対する計卵機の実地教育の役割も果している．

設備されている機前は OKITAC 5090 C型で，記憶容最は 4000語，浮動小数演鍔装置

が付加されている．入出力機器は光霞リーダ 1, ラインプリンタ 1, 班気テープ装骰(A

2型） 2, 電動タイプライタ 5 (オンライン 1, オフライン 4) となっている．

10. 碍子汚損閃絡試験室
-Test Room of Polluted Insulators— 

各種の温度，湿度において，汚損状態の碍子類の閃絡電圧低下現象を究明するための試

験室である．塩分その他の汚損を人工的に付与した場合，あるいは自然曝露により汚損さ

れたものについて湿度温，度を自由に謁節して高軍圧での閃絡試険を実施できる．

温度範囲 4℃-so℃，湿度範囲 20%-95%,試験電i姐 60kV-300kVA

11. 放射性同位元素実験室
-Radioisotope Laboratory— 

本所の共同利用施設として，設笠以来 10余年を経過した千葉実験場 RI実験室 (92.4 

mりおよび r線ラジオグラフィー室 (13.2 mりのほか，放射性同位元索実験室 (179.7 
mりが麻布庁舎敷地内に新営された新営実験室は事務室・汚染検査室・測定室・賠室・

低レベル放射化学実験室• 高レベル放射化学実験室・化学実験室・物理実験室.r線ラジ
オグラフィー室・貯蔵室・機械室(2階）とからなり，フード 4悲グロープボックス 1柚を

とりつけて化学操作が安全に行なえるほか， ビニー）レ製カーテン壁によって局部的に仕切

り，その内部で磨耗実験その他汚染の拡がりやすい実験ができるよう工夫してある．測定

器としては，シンチレーションカウンタ 1台，ウェル型シンチレーションカウンタ 1台，
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GMカウンタ 3台， レートメータレコーダ3台の一般的なものおよびマ）レチ 400チャネル

波高分析器・シングルチャネル波高分析器・ 2TCおよび 4TC計数ヘッド・低バックグラン

ド放射能測定器・ 振動容凪型屯離箱・ローリツェン検電器も使用できる状態にある．サー

ベイメークとしては GM管式のもの 3台・シンチレーション式のもの 1台・雷離箱式の

もの 1台がありレントゲンメータも 3台備えてある， このほか防渡用品として遠隔摘作把

手 3 本遠隔採作ヒ°ペックー 1 台をはじめとして合鉛ゴム手袋・防設眼絞• しゃへい用プロ

ックなどを備えてある．

12. 分析器機室
-Analytical Apparatuses and Equipments Room-

この分析器機室は，下記の器機類を備え各種実験に利用されている

1) 質砿分析計—Hitachi Mass Mass Spectrometer, Model RMU-6D-

日立製RMU-6D型質紐分析叶は，高性能で安定に作動する装四として，一般の気体だけ

でなく，液体や一部の固体試料の分折を対象として設計されており，採作が容易で各種の

研究に有用である．本装骰は 40年度文部省科学研究毀の機関研究費によって設けられた．

2) 核磁気共嗚装附—Nuclear Magnetic Resonance Apparatus— 

日本‘這子製 JNM-3H-60型装置を空調付特別室に設四してある. 60 Mc, 14, 000 gauss 

の高分解能型であり，ケミカルシフト，スビンースビンデカップリングの測定により分子構

造の決定の上に有用な知見をあたえ，また特定原子団の検出や定虻が可能である．本装岡

を用い，有機光化学反応における不安定中間体の構造決定，反応機構の決定などの研究を

行なっている．

3) パーキンーエルマ赤外分光光度叶（恒温• 恒湿装罰付）ーPerkin-ElmerModel 125 

Grating Infrared Spectrophotometer with Air-Conditioning Equipments— 
ドイツ・パーキンエルマー社の 125型赤外分光光度計は回折格子型の二菫分光力式で，

分解能がとくに高く，波数粘度も高く，各種の有機化合物の研究に利用されている．本装

四は昭和 38年度研究用器機臨時更新費で購入されたもので，本装i性を設附するための但

温恒湿装骰は昭和 39年度選定研究（設備）によって設けられた．

13. 試験高炉および付帯設備

-Testing Blast Furnace and Accessories— 

製銑技術に関する姑礎的，理論的諸問題を研究するためのもので，次の各設備から成る．

炉本体（内容積約 0.5m凡全鉄皮式）および炉頂金物 (2重鐘式：旋回ホッパ），送風機

(; レーツ式： 1. 2 kg/cm叫 lONm刃min, 回転数制御）， 送風加熱装置（復熱式熱風炉： 1 

次および2次電熱器），自動秤益装入装置（貯槽およびスケールホッパ， RI検尺計， スキ

ップ捲揚機，横送ベルトコンベヤ），ガス処理設備（除塵器：オリクロンスクラッバ，圧

力調節弁および均圧弁），半自動原料処理・貯蔵設備（砕砕機，振動締，貯鉱槽ー30m3 6 

述ーならびに付帯コンベヤ系），中性子水分計，赤外線ガス分析計など諸計器，出銑口開
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閉機，ガス試料自勁採取ゾンデ

14. 150 kV高周波誘導電気炉
-High Frequency Electric Induction Furnace一

溶銑，溶鋼などの処理に関する研究のため設四したもので，高周波発電機を有し，周波

数は 1000サイク）レである．銑鉄の場合には 100kgを 35分で溶解することができ． 出

力を自由に加減できるので温度調節も自由である．

15. 高周波誘導加熱装置

-High Frequency Induction Furnace一

出力 15kW

周波数 30 kcおよび 2Mc

溶解屈 3 kg真空溶解および大気溶解

鉄・非鉄金屈を問わず金屈材料の性能はあらゆる製造条件に左右されるが，そのなかで

溶解条件は最も大切なものの一つである．本溶解設備により特に精度の高い高真空溶解，

および帯域溶解において溶解条件を自由に変化させて，溶解条件の影菩を拡礎的に研究す

る．さらに溶融金属中における各種元索の拡散および固液共存状態における金屈の晶出反

応を研究する．また金属材料研究に必要な各種試料の作成を行なう．

16. 大型高性能真空焼鈍炉
-Large Size High-Performance Vacuum Annealing Furnace一

この炉は文部省からの別途予罫の配付により設備されたものであって，本所の共通設備

の一つとして，各教官によって共通に利用されるものである．その性能および特長は下記

のとおりである．

最高使用温度は 1400℃，真空度は最高 10-smmHg,炉内有効内容積は 25cmかX30cm,

炉の下に真空の冷却室を備え空冷程度の急冷も可能．また高温焼結が行なえるような改造

も考慮中である．

17. 土およびアスファルト混合物の三軸圧縮試験機
-Triaxial Compression Machines for Testing Soils and Bituminous Mixtures— 
土の圧縮，変形，破壊の経過を試験し，体積変化と間隙圧の影密を調べるため数種の三

軸圧縮試険機を試作し実用化したまた舗装用アスファルト混合物の三軸圧縮試験機は混

合物の粘許力と朋擦角を測定し，舗装設計および施工の悲準値を求める研究に使用されて

いる．
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18. 定温室の設備

-Constant Temperature Room一

定温室は本室と前室の 2室からなり，その広さは本室が 27.9 m2, 前室が 7.5m2. であ

る．温度は一10℃ から +30℃ までの範囲において土1℃の紡度で，湿度は 80%以上

に調節することができる．

この定温室設備を用いて，長期荷重の下における土およびアスファルト混合物の変形，

流動および破壊に関する諸現象を中心とした研究が行なわれる．

19. 写真測量精密図化機 AutographA 7 
-Stereoplotting Instrument of Photogrammetry Autograph A 7ー

実体写真を用いて測定する方法は非常に広い利用範囲をもっている．しかし， この場合

高精度の結果を得ようとすれば，カメラの性能，撮彩の諸元，図化機の機能などが重要な

要索となる．

本所は地上写真測屈用カメラとして Zeiss製 C]IBおよび Wild製 P20を， 図化機

として Wild製 AutographA 7を備え，地図作製ばかりでなく各種の三次元測定に利用

している. A7は現在実休写真図化機としては最高の精度を有するもので， これに座椋印

字装匹テープ穿孔機，断面図作成装置などが付屈している．

さらに新しく小型図化機および実体カメラも備え近距離物体の測定，図化に供してい

る．

20. 床版試験機
ー SlabTesterー

この試験機は相の床組，舗装版および建築構造物などの強さの実験を行なう目的で設骰

されたものである．従来の試験機では平面的な拡がりをもっている供試体の強度試験は不

可能であったが，本試験機では 5.5rnx10rnの床版の試験が可能になり， しかも試験機

の最大荷重が 1台で 100tであるので， 2台の床版試機験で 200tまでの荷重を構造物に

作用させることができる． このため従来弾性範囲，微小変位でしかわからなかった床版な

どの強度が破壊付近まで究明できるようになったまた荷重を任意の位岡でかけるので，

捩り，曲げをうける時の構造物の強度，変形の研究が可能になった．

21. 多目的音響実験室
-Multi-Purpose Acoustic Laboratory— 

この実験室は 2つの残曹室，無密室，無音送風装四，測定室からなっている．無密室は

壁，床，天井ともすべて吸音用クサビが取り付けてあり，音唇機器の較正，模型実験など

に用いられる．残唇室の 1つは建築材料の吸音率測定用のもので 25cm厚のコンクリー

卜壁に囲まれ，内部は総タイル張りで室容積は約 200m凡500c/sで約 16秒の残密時問
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を持っている．もう一つの残密室は無音送風装岡からダクトを経てこの残膀室に送風した

とき，ダクト内，吹出口などのダクト系で発生する騒音を測定する室で空気の給排気孔を

有している．送風機は 600X600mm角ダクトに 20m/sの風速を出せる能力を持ち， 送

風機の音を SOdB消音する消音器が取り付けてある．

22. 室内空気分布実験室
-Air Conditioning Laboratory-

本実険室は，約 5.5 m X 7. 8 m X 2. 7 m の測定室， 5.5 m X 1. 4 m X 2. 7 m の冷却加熱室

および機械室よりなる．測定室および冷却加熱室は屋外の影密を少なくするため，外壁か

ら隔離して二璽間仕切によって構成されている．また，測定室と冷却加熱室の間は，各種

の外欧に相当した材料に取換えられる．測定室は室温 20-27℃， 冷却加熱室は暖房実験

時ー5℃，冷房実験時 40-50℃ に保たれるよう，プロワ・コイルおよび電熱コイルを備

ぇ，サーモスタットにより制御される．機械室には， これらの冷暖房運転のできる能力の

5 1-P・ヒートボンプ・ユニットおよび送風機，循環水ボンプ，電熱ボイラなどが設四さ

れ，給気温度を一定に保つ制御装骰を有している．この実験室を使用して，空気吹出口の

特性，室内気流分布および屋外負荷の室内への伝播問題などについて実験研究を行なって

しヽる．

23. 気密水密および風圧強度試験装置
-Pressure Chamber for Testing Strength and Air-Water-Tight 

of Building Elements— 

実物大サッシ，カーテン・ウォール部品などをとりつけうる (2.5x3. 0 mり圧力室に

加圧および送風装附，スプレー装四，空気流鼠測定装罰を付属せしめたもので，圧力は最

大 400kg/記程度である．流批測定は，一般にピトー管および熱線風速計を用いるが，

とくに微薗の場合にはトレーサー (CO2)ガス法による．スプレーと同時に加圧をして水

密性を検討する．また，風圧に相当する圧力をかけ，ひずみおよび撓みを測定する．

24. 海岸工学実験用平面水そう
—Installation of a Wave Basin for Studies in Coastal Engineeringー

千葉実険場内に設けたもので，幅約 40m, 長さ約 70m, 深さ約 20cmの長方形水槽

である．そこに周期 0.6秒以上， 波高数 cm以下の波を発生させるような，幅 40mの

造波機および付屈装骰が備えてある．波による海浜流に関する研究，浩や川口の形状と波

との関係に関する研究などがこの装岡によって行なわれる．
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25. 津波高潮実験水槽
ー ExperimentalWave Basin for Studies of Tsunami and Storm Surge一

幅 25m,長さ 40m, 深さ 60m(ただし造波部分は 90cm) の平面水槽は上屋内に納

められ，長周期波ならびに短周期波の造波装四が設置されている．長周期波の発生装四は，

プログラム設定自動制御方式を採用した空気式（プロワ 20I:-P) であり， 発生波の周期は

lminから 30minまでである． また短周期波造波機は 20I:-Pフラップ型，延長 20m

であり，発生しうる波の周期は 0.6 secから 9.6 secまでである．

26. 風洞付二次元造波動水槽
-Two-dimensional Wave Flume with'Wind Tunnel― 

輻 60cm,高さ 90cm,延長 36m (近い将来 54m)のガラス張り二次元水槽であり，

風浪発生装四 (7.5 l:-P, 最大風速 25m/sec)ならびに規則波発生装置 (2.0 l:-P, 発生し得

る波の周期は 0.8 secから 2.8 sec)が取りつけてあり，独立に連転することも，また同

時連転も可能である．

B. 試作工場

所内各研究室の研究活動や大学院学生の教育上必要な実験用機械・罪具• 試険材料など

の工作を担当する．当研究所の使命が廂業界と直結した研究の推進にあることを反映して

本工場の工作内容もまた最新の生産技術と密接な関係を持つ斬新な装置の試作が多く，設

び工作技衛の良否が研究成果に及ぽす影朽も大きい点がこの工場の特色である．

昭和 40年 5月竣工した 200坪の新エ楊の他，本庁舎内に 5宝総叶 270坪の面紐に

広範囲の作業能力を持つ金工工場を主力として設計室• 木工室・ガラス工作室・精密工作

室が付屈し，さらに昭和 41年 1月から電子機盟工作室を開設して研究者の便利を図っ

ている．現在の人員は工場長以下 32名である．

主な設備機械は次のとおりである．

旋錦 10, フライス盤 5,平削盤 1,立て削蓋 1,形削盤 5, 研削盤 4, ボール盤 3,

歯切盤 2, シャー 2, 折曲機 1, 3本ロー）レ 1,電弧溶接機 1, 電気炉1, 鋸盤 3, 超音

設加工機 1, 放電加工機 1, 木工機械各莉 7,工臭顕微鐙 1, 卓上機械類 10.
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C. 図書室

本所開設以来千葉においては中央図書室および5部の分室に別れていたが，麻布移転に

当たりこれを一個所にまとめることになった．すなわち本餡 2階に下記のごとく総面横

618. 21 m2における場所を書庫ならびに閲買室にあてている．

本図書室の特長は本所の研究が理工学の広い分野に亘っていることを反映してこの広い

部門に亘る図古を有し， ことに外国雑誌とそのバックナンバー完備に力をそそいだ．また

研究者の希望に応じてコピーを得るのに便利なようにしてある．図書の分類はU.D.C.の

分頻法などを参照した本所の研究に便宜な分類法によって統一されている．

1) 建物延面積（昭和 41年 3月 31日現在）

鸞：庫 413.25 m2 

教官閲悶室 16. 53 m2 

洋雑誌閲悶室 72. 73 m2 

和雑誌閲覧室 56. 20 m2 

一般閲買室 19. 83 m2 

事 務 全C7  39. 67 m2 

計 618. 21 m2 

2) 蔵書数

洋 .司El• ,, • 36,745 

和 ゴ臼比 39,843 

計 76,588 

3) 外国学術雑誌

バックナンバーおよび現在予約購読中のものは次のとおりである．

略 語 表

I 第 1部購入雑誌 D 第5部（土木）購入雑誌
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TI 第 2部 ’’ ” 
K 第 5部（建築） ，， 

皿 第 3部 I/ II C 共通 ” 
II 

IV 第 4部 I/ ／ヽ

備考 本目録は原則として 1965年までのものを登載する．

＊印は 1965年以降ひきつづき購読のものを， 〔 〕は欠巻・号（イタリ

ック）・年を示す．



A 

1 Acta Crystallographica 
*(I) 

2 Acta Metallurgica 
*(IV) 4(1956)-13(1965) 
(C) 1(1953)-3(1955) 

3 Acustica 
*(I) 7(1957)-15(1965) 〔7,1-4〕
*(K) 3(1953)-15(1965) 〔7,1-2,6〕

4 Advances in Physics 
*(C) 1(1952)-14(1965) 

5 AEG-Mitteilungen 
*(C) 1930-'38, 
41(1951)-55(1965) 

6 A E G Progress 
(C) 1(1925)-14(1938) 

7 Aero Digest 
(I) 69(1954)-72(1956) 〔69,1(1954)〕

S Aeroplane and Commercial 

Aviation News 
(formerly: Aeroplane and aeronautics) 
(I) 94(1958)-108(1964) 

AFIPS Conference Proceedings 
(see: Joint computer conJerence) 

9 A I A A Journal 
*(C) 1(1963)-3(1965) 

A.I.Ch.E. Journal 
(see: Journal of A. I. Ch. E.) 

10 Air Conditioning, Heating and 

Ventilating 

*(K) 55(1958)-62(1965) 

11 Aircraft Engineering 
*(C) 31(1959)-37(1965) 

12 All the Worlds Fighting Ships 
(C) 1901,'03-'08,'17,'19—'22,'26 

13 Allgemeine Vermessungs-Nachri-

chten 
*(C) 1950-1965 

14 Allgemeine Wiirmetechnik 
*(II) 2(1951)-13(1364) 〔6,3(1955)〕

15 American City 
(C) 40(1929)-52(1937) 

16 American Dyestuff Reporter 
*(IV) 43(1954)-54(1965) 

17 American Gas Journal 
(IV) 119(1923)-133(1930) 〔121-122,126 

ー131〕

18 American Institute of Chemical 

Engineers 

(N) 7(1914)-33(1937) 〔12-32(1919
-1936)〕

19 Arnu:can Journal of Physics 
(I) 22(1954) 

20 American Journal of Science 
(C) 41(1916)-46(1918) 

21 American 1¥-I,achinist 
*(JI) 94(1950)-109(1965) 〔94,1-17(1950)〕

〔97,2(1953)〕
(C) 56(1922), 89(1945) 

-94(1950) 〔56apr. -dee. 

22 Analyst 
*(N) 79(1954)-90(1965) 
(C) 66(1941)-78(1953) 
analytical abstracts 
*(N) 1(1954)-12(1965) 

23 Analytica Chirnica Acta 
*(C) 11(1954 july)-33(1965) 

('22)〕

〔12,5(1955)〕
〔25(1961)〕

24 Analytical Chemistry 
*(I¥') 21(1949)-36(1965) 
(C) 20(1948) 

25 Angewandte Chemie 
(N) 1(1888)-41(1931) 
*(C) 45(1932)-46(1933) 
62(1950)-77(1965) 

26 Annalen der Chemie 
(see :Liebigs annalen der chemie) 
(I¥') 169(1873)-474(1929) 

〔182,190-267, 
320, 327 -420, 430 
-435, 44 7-450〕

27 Annales de l'Institut d'Hydro 

logie et de Clirnatologie 
(D) 21(1950) 

28 Annales de Physique 
(I) 9(1954)-10(1955) 
(C) 11(1956) 

29 Annals of the C I R P 
*(JI) 

30 Annual Review of Nuclear 

Science 
(I) 2(1952)-6(1956) 

31 Annual Review of Physical 

Chemistry 
(I¥') 4(1953)-7(1956) 

32 Annual Survey of American 

Chemistry 
(N) 3(1927)-10(1935) 〔6-9(1931-1934)〕

33 Applications and Industry 
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*(II) 13(1954)-70(1964) (29(1957)〕
＊（皿） 4(1953)-70(1964) 

34 Applied Chemistry Reports 
(IV) 1(1916)-24(1939) 〔5-22(1920ー1937)〕

35 Appllied Materials Research 
*(C) 3(1964)-4(1965) 

36 Applied Mechanics Reviews 
*(C) 5(1952)-18(1965) 〔5,1, 6(1952) 

37 Applied Optics 
*(C) 

38 Applied Physics Letters 
(C) 1(1962)-3(1963) 
*(C) 1(1962)-6(1965) 

39 Applied Scientific Research 
section A 
(C) 4(1954)-14(1965) 
section B 
(C) 4(1955)-12(1965) 

40 Apotheker-Zeitung 
(C) 1(1886)-50(1935) 〔9,14, 32-44〕

41 Architects Journal 
*(K) 137(1963)-142(1965) 

42 Architectural Forum 
(K) 92(1950)-121(1964) 〔93,2-6(1950)〕

〔97,1, 6(1952)〕
〔98,1, 2(1953)〕
〔100,6(1954)〕
〔lCl,1-6(1954)〕

(C) 76(1942)-89(1942) 

43 Architectural Record 
*(K) 106(1949)- 〔107,6(1950)〕
126(1959) 〔109(1951)〕

44 Architectural Review 

〔112,1-3, 6 
(1952)〕
〔113,1 (1953)〕
〔115,2-6(1954)〕
〔118,1, 4-5 
(1955)〕
(123, 5, 6(1958)〕
〔124,7, 8, 10-12 
('58)〕

*(K) 114(1952)-137(1965) 〔118,707(1955)〕

45 Architecture d'Aujourd'hui 
*(K) 1950-1965 

46 Archiv fiir das Eisenhiittenwesen 
*(C) 21(1950)-36(1965) 

47 Archiv der Elektrischen Ubertragung 
*(C) 1(1947)-19(1965) 

48 Archiv fiir Elektrotechnik 
（皿） 2(1914)-27(1933) 
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(C) 11(1922)-23(1930) 〔12-16,18, 20, 22〕

49 Archiv fiir Experimentalle 
Pathologie und Pharmakologie 
(C) 1(1873)-34(1894) 

50 Archives Internationales d'Histoire 
des Sciences 
*(K) 1(1947)-9(1956) 
11(1958)-18(1965) 

51 Arms and Explosives 
(C) 2(1893)-26(1918) 

52 AR  S Journal 
(formerly: Jet propulsion) 

(merged into AIAA journal) 
(II) 29(1959)-32(1962) 
(II) 31(1961)-32(1962) 
(C) 29(1959)-32(1962) 

53 Artilleristische Monatshefte 
(C) 1911-1913 

54 Artilleristische Rundschau 
(C) 1936-1939 

55 Arts and Architecture 
*(K) 69(1952), 72(1955) 
-82(1965) 

56 ASE A Journal 
(C) 6(1929)-16(1939) 

57 ASHRAE Journal (American Society 
of Heating, Refrigerating and 
Air-Conditioning Engineers) 
*(K) 1(1959)-7(1965) 

58 A S L E Transactions (American 
Society of Lubrication Engineers) 
*(JJ) 2(1960)-8(1965) 〔2,1 (1960), 3, 

2(1960)〕

59 ATM (Archiv fur Technisches 
Messen) 
(C) 1945-1965 

60 Atomic Energy Newsletter 
(I) 1956-1958 

61 Atomics (see: Chemical and r,,ocer 
engmeenng) 
(C) 7 (1956)-10(1959 june) 

62 Atomics and Atomic Technology 
(I) 6(1955)-7(1956) 

63 AT  Z (AutomoLiltechnische Zeitschrift) 
*(II) 57(1955)-67(1965) 
(C) 44(1941)-50(1948) 

64 Audio 
*(C) 35(1951)-49(1965) 

65 Automation and Remote Control 
-Avtomatika i Telemekhanika-USSR 



English Translation 
*(TI) 25(1964)-26(1965) 

66 Automobile Engineer 
*(C) 42(1952)-55(1965) 〔45,1(1955)〕

67 Automotive Safety Foundation 
*(D) 

68 Aviation Week 
*(JIT) 68(1958)-83(1965) 〔68,2-3, 9, 23〕

B 

69 Bauen + W ohnen 
*(K) 15(1961)-19(1965) 

70 Bauingenieur 
(D) 17(1936)-32(1957) 〔18,20-25(1937-

1950)〕
*(K) 2玖1950)-,10(1965)

(C) 11(1930)-25(1950) 〔11,43(1930)〕
〔13,49-50(1932)〕
〔14,15-16(1933)〕
〔19-23(1938-
1942)〕

71 Bauplannung und Bautechnik 
* (D) 8(1954)-19 (1965) 

72 Bautechnik-Archiv 
(D) 1947-1954 

73 Bautechnik 
*(D) 27(1950)-42(1965) 〔28(1951)〕
(K) 29(1952)-35(1958) 
(C) 1(1923)-9(1931) 
24(1947)-29(1952) 〔24,4-12(1947)〕

74 Bauwelt 
*(K) 1962-1965 

75 B B C Mitteilungen 
(C) 12(1925)-15(1928) 

76 Bell Laboratories Record 
*(JIT) 19(1940)-43(1965) 〔20-21(1942-

1943)〕
〔23(1944)〕
〔26-28(1948-
1950)〕

77 Bell System Technical Journal 
*(JIT) 10(1931)-36(1957) 〔21-27(1942-
44(1965)- 1948)〕

(C) 20(19,11)-25(1946) 〔21(1942)〕

78 Berg-und Hiittenmiinnische Zeitung 
(C) 39(1880)-60(1901) 〔40-41(1881-

1882)〕
〔57(1898)〕

79 Berichte der Deutschen Keramischen 
Gesellschaf t 
(N) 29(1896), 48(1915), 

50(1917), 54(1921)-
59(1926), 13(1932) 

80 Beton und Eisen 
(D) 21(1922)-38(1939) 
(C) 39(1940)-41(1942) 

81 Beton-und Stahlbetonbau 
*(D) 46(1951)-60(1965) 〔47(1952))
(K) 46(1951)-60(1965) 

82 Betonstein Zeitung 
*CD) 30(1964)-31(1965) 

83 Biochemische Zeitschrift 
(I¥') 130 (1922)-275 (1935) 

〔131,142-143, 
150-151, 157, 166-
167,169,185, 202, 
239, 257-266〕

84 Blast Furnace and Steel Plant 
(IV) 7(1919)-24(1939) 〔13-20(1925-

1932)〕

*(C) 38(1950)-53(1965) 〔38,3(1950)〕

85 Brassey's Naval and Shipping Annual 
(C) 1923, 1926-1939 

86 Brennstoff-Chemie 
¥(IV) 6(1925)-12(1931) 〔11(1930)〕
37 (1956)-46(1965) 

(C) 23(1942)-24(1943) not pub. 〔25-29〕
30(1949)-(1954) 

87 B WK  (Brennstoff-Wame-Kraft) 
(JI) 4(1952) 
(C) 1(1949) 
3(1951)ー17(1965) 〔1,10-12(1949)〕

88 British Chemical Abstracts 
(IV) 1927-1938 

89 British Journal of Applied Physics 
* (C) 1 (1950)-16(1965) 
90 British Journal of Photographic 
Almanac 
(IV) 1915-1937 

91 British Journal of Photography 
(IV) 73(1926)-84(1937) 〔76-77(1929-

1930)〕

92 British Welding Journal 
*(C) 1(1954)-12(1965) 

93 Brown Boveri Review 
'(C) 12(1925)-52(1965) 〔15(1928)〕

〔21(1934)〕
[ 24—34(1937-
1947)〕
(37, 7〕

94 Bulletin of the American Institute 
of Mining and Metallurgical 
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Engineers 
(N) 1914-1919 □ 917-1918〕
95 Bulletin of the American Railway 

Engineering Association 
(D) 13(1912)-33(1932) 

96 Bulletin de I'Association des Gaziers 
Beiges 
(C) 61 (1939) 

97 Bulletin de I'Association Inter-

nationale d'Hydrologie Scienlifique 
*(D) 7(1962)-10(1965) 

98 Bulletin de I'Association Suisse des 

Electriciens 
* (ill) 45(1954)-56(1965) 

99 Bulletin de I'Association Technique 

Maritime et Aeronautique 
*(C) 3(1892)-42(1938) 〔13(1902)〕

〔30(1926)〕
〔33-34(1929-
1930)〕
〔38(1934)〕
〔40(1936)〕

100 Bulletin of A S T M (see: Materials 

research & standards) 
(I) 1953-1961 
(D) 1949-1961 

101 Bulletin of the Atomic Scientists 
(I) 10(1954)-11(1955) 
*(C) 12(1956)-21(1965) 

102 Bulletin of the International 

Institute of Refrigeration 
(N) 1934-1936 

103 Bulletin of the Seismological 

Society of America 
*(I) 46(1956)-55(1965) 
*(JI) 55(1965) 
*(Iく） 50(1960)-55(1965) 
(C) 31 (1941)-40(1950) 〔31,1-2(1941)〕

〔36,4(1946)〕
〔37,2(1947)〕
〔38,1-2(1948)〕

104 Bulletin de la Societe Chimique de 

Belgique 
(IV) 44(1935)-44(1939) 〔44,7〕

105 Bulletin de la Societe Chimique de 

Farance 
(IV) 1929-1939 

106 Bus Transportation 
(D) 29(1950) 

100 

C 

107 Canadian Journal of Chemical 

Engineering 
*(IV) 42(1964)-43(1965) 

108 Canadian Journal of Physics 
*(I) 

109 Carnalls Berg-, Hiitten-und 

Salinenwesen 
(C) 1(1854)-12(1864) 

llO Casabella 
*(K) 1961-1965 

lll Cement and Cement Manufacture 
(C) 5(1932)-11(1938) 

ll2 Cereal Chemistry 
(C) 29(1952)-41(1964) 

ll3 Chartered Mechanical Engineers 
(see: Proc. IME) 

*(C) 1(1954)-12(1965) 

114 Chemical Abstracts 
*(IIり 1(1907)-63(1965) 〔10-11(1916-

1917)〕
(C) 20(1926)-27(1933) 
32(1938)-35(1941) 

115 Chemical Engineering 
* (C) 56(1949)-72(1965) 

116 Chemical Engineering News 
*(C) 29(1951)-43(1965) 

117 Chemical Engineering Progress 
*(JI) 47(1951) 
49(1953)-61 (1965) 

(IV) 44(1948)-51 (1955) 

*(C) 43(1947)-48(1952) 
52(1956)-61 (1965) 

〔47,2, 11-12 
(1951)〕
〔51,5(1955)〕
〔52(1956)〕
〔47-48(1951-
1952)〕
〔51,6(1955)〕
〔47(1951)〕

118 Chemical Engineering Science 
* (C) 1 (1951)-20(1965) 

119 Chemical Markets 
(IV) 1929-1932 

120 Chemical and Metallurgical 

Engineering 
(1¥「) 19(1918)-39(1932) 〔37〕
(C) 19(1918)-27(1922) 〔19Pt. I〕
30(1924) Pt. I ⑫ 7 Pt. II〕

121 Chemical News 
(1¥り 1(1860)-88(1904) 

(C) 29(1874), 34(1876) 

〔6-7,35, 65-75, 
80-84〕



38(1878)-48(1881) 
85 (1902), 87 (1903) 

122 Chemical and Process Engineering 
*(IV) 36(1955)-46(1965) 

123 Chemical Reviews 

*(C) 28(1941)-45(1949) 〔44(1949)〕
48(1951)-65(1965) 〔57Pt. ]I (1957)〕

124 Chemical Society Annual Reports 

(IV) 1904-1937 『 05-'13,'23—'25,
'27,'31—'32,'34-
'36〕

125 Chemical Titles 
*(IV) 1961-1965 

126 Chemical Trade Journal and 

Chemical Engineers 
(IV) 76(1925)-87 (1930) 
98(1936)-106(1940) 

127 Chemie et Industrie 

(IV) 12(1924)-14(1925) 〔12,1〕
17-18(1927) 〔13,6〕
20(1928)-30(1933) 〔14,6〕

128 Chemie-Ingenieur-Technik 
*(C) 14(1941)-37(1965) 

129 Chemiker-Zeitung 

(IV) 2(1878)-65(1941) 
(C) 22(1898)-38(1914) 

130 Chemische Berichte 

(IV) 8(1875)-73(1940) 〔29,44, 48-59, 65〕
*(C) 40(1907) Pt. IV, 
46(1913) Pt. I -ill, 
47(1914) Pt. I-JI, 
61 (1928) Pt. I -JI, 
62 (1929) Pt. I -JI, 
63(1930) Pt. I -JI, 
68(1935) Pt. I 
83(1950)-98(1965) 

131 Chemische Industrie 

(IV) 1880-1939 〔1883-1920,
'26—'38]

132 Chemisch-Technisches Repertorium 
(IV) 1911-1914 

133 Chemisches Zentralblatt 

(IV) 1830-1941 口897-1898〕
127(1956)-
136(1965) 

(C) 1907 Pt. JI (2)-
1914 Pt. I (2) 
123(1952)- 〔126,51,52
126(1955) (1955)〕

134 Chemistry and Industry 
(IV) 1952 
*(C) 1950, 1952-1965 

135 Chimica e l'Industria 

(N) 17 (1935), 21 (1939) 

136 Civil Engineering 
*CD) 1(1931)-11(1941) 
19 (1949)-35 (1965) 

(C) 1(1931)-4(1934) 
11(1941)-19(1949) 
Pt. 1 

137 Civil Engineering and Public Works 

Review 

*(D) 44(1949)-60(1965) 〔45,526-7('50)〕
〔45,529-30('50)〕
〔46,543,546('51)) 

138 Coal Age 

(IIり 1(1911)-43(1928) 〔2-4,11-16, 
23-37〕

139 Coal Merchant and Shipper 

(C) 46 (1923) 〔46,jan.-apr. 

48(1924)-77 (1938) 

140 Colliery Engineering 
(C) 36(1915) 

141 Colliery Guardian 
(IV) 1930-1941 

('23)〕

(C) 115(1918)-118(1919), 
143(1931), 148(1934)-155(1937), 
156(1938) Pt. I, 157(1938)Pt. II. 
158(1939) Pt. I 

142 Communication of the Association 

for Computing Machinery 
*(I) 8(1965) 

143 Communication and Electronics 
(II) 1959-1960 
(III) 1954-1964 

144 C ommumcation News 

(see: Philips telecommunication review) 
(III) 15(1955)-16(1956) no. 4 

145 Comptes Rendus Hebdomadaires des 

Seances de I'Academie des Sciences 
*(C) 234(1952)-
261(1965) 

146 Computer Design 

*(III) 3(1964)-4(1965) 
147 Computer Journal 

*(III) 1(1958)-8(1965) 

148 Computers and Automation 
*CC) 4(1955)-14(1965) 

149 Concrete 

(IV) 1918-1938 国 19-1928〕
(C) 38(1931)-46(1938) 

150 Concrete and Constructional 

Engineering 

(C) 26(1931)-33(1938), 
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35(1940) 

151 Construction Methods and Equipment 
*(D) 43(1961)-47(1965) 

152 Contractor 
*(C) 1962-1965 

153 Control Engineering 
*(II) 1(1954)-12(1965) 
*(JI[) 3(1956)-12(1965) 

154 Corrosion with Materials Protection 
*(IV) 10(1954)-21(1965) 

155 Datamation 
*(C) 

D 

*(JII) 5(1959)-11(1965) 

156 Dautsche Bauzeitschrift 
* (K) 10(1962)-13(1965) 

157 Deutscher Ferein von Gas-und 
W asserf achmiinnern 
(N) 1907-1910 

167 Electrical Review 
(C) 62 Pt. I (1908) 

168 Electrical World 
*(][) 132(1949)-
164(1965) 

(C) 51(1908)-101(1933) 〔51Pt. 11 (1908)-
58(1912)〕
〔70(1917)〕
〔85(1925)〕
〔101Pt. 11 (1933)〕

169 Electiician 
(C) 67(1911)-99(1927) 〔75(1915)〕

170 Electrochemical Society Preprint 
(1'り 1922-1939

171 Electronic Design 
*(j][) 

172 Electronic Engineering 
*(C) 23(1951)-37 (1,965) 

173 Electronic and Radio Engineer 
(see: Electronic technology) 

158 Dingler's Politechnisches Journal i 
(JIT) 36(1959) 

, 17 4 Electronic Technology 
(C) 119-293(1894) 〔174,235-245, 

247,267,269,280, , (formerly: Electronic & radio engineer 
282, 284, 2s6, 288, I 
290,292〕

159 Direct Current 
*(ll[) 2(1955)-10(1965) 〔2,1-3(1955)〕

160 Dock and Harbour Authority 
*(D) 4(1924)-20(1940) 
30(1949)-45 (1965) 

161 Draht-W elt 
(JI) 47(1961) 

162 Dyer 
(IV) 1932-1934 

E 

163 Electric Journal 
(C) 3 (1906)-35(1938) 

164 Electric Light and Power 
＊（皿） 33(1955)-43 (1965) 

165 Electrical Communication 
*(][) 4(1925)-40(1965) 〔12-19(1933-

1941)〕

166 Electrical Engineering 
（皿） 50(1931)-82(1963) 〔60-68(1941-

1948)〕
(C) 50(1931)-82(1963) 〔56(1937)〕

〔68Pt. JI (1949)〕
〔69-70(1950-
1951)〕
〔79,7(1960)〕

Electrical Engineering Abstracts 
(see: Science abstracts; section B) 
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mcorporating Wireless engineer ,)  
(see: Industnal electromcs) 
(JIT) 37 (1960)-39(1962) 

175 Electronics 
*(][) 1(1930)-38(1965) 〔10-11(1937-

1938)〕
〔14-21(1941-
1948)〕

*(C) 13(1940)-38(1965) 〔23(1950)〕

Electonics Reliability & 
Microminiaturization 
(see: Microelectronics and reliability) 

176 Electroplating aud Metal Finishing 
*(C) 16(1963)-18(1965) 

, 177 Elektrische Bahnen 
: *(C) 35(1964)-36(1965) 

: 178 Elektronische Rechenanlagen 
（皿） 3(1961)-6(1964) 

179 Elektro-Technische Zeitschrift 
(C) 34(1913)-65(1944) 〔36-43(1915-

1922)〕

ausg. A 

〔46(1925)〕
〔60-62(1939-
1941)〕

*(][) 34(1913)-86(1965) 〔36-41(1915-
1920)〕
〔63-68(1942-
1947)〕



ausg. B 
* (]][) 6(1954)-17 (1965) 
180 Engine Design and Application 
*(II) 1(1964)-1(1965) 

181 Engineer 
* (C) 56(1883)-220(1965) 〔57-62(1884

-1886)〕

182 Engineering 
(I¥「) 109(1920)-154(1937) 
(D) 79(1905)-81(1906) 
85(1908)-98(1914) 

〔64-66(1887-
1888)〕
〔68(1889)〕
〔73-75(1892-
1893)〕
〔79-80(1895)〕
〔87(1899)〕
〔103(1903)〕
〔119-121(1914-
1916)〕
〔131(1921)〕
〔139(1925)〕
〔142(1926)〕
〔148(1929)〕
〔159-160(1936)
〔165-192(1938-
1951)〕

*(C) 34(1882)-200(1965) 〔35-37(1883-
1884)〕

183 Engineering Index 
*(C) 1962-1964 

〔39-41(1885-
1886)〕
〔43-44 (1887)〕
〔47(1889)〕
〔52(1891)〕
〔56(1893)〕
〔71(1901)〕
〔147(1939)〕
〔152-170(1941-
1950)〕
(185, 4799〕

184 Engineering Magazine 
(IV) 1910-1917 

185 Engineering and Mining Journal 
(C) 50(1890)-134(1933) 〔129-132(1930-

1931)〕

186 Engineering and Mining World 
(IV) 1930-1931 

187 Engineering News 
(D) 41(1899)-77(1917) 〔66(1911)

188 Engineering-News Record 
*(D) 78(1617)-127(1941) (128-142(1941-

1948〕
143(1949)-
175(1965) 

(Iく） 148(1952)-157 (1956) 

(C) 45(1901)-143(1949) 〔49-50(1903)〕
〔57(1907)〕

189 Engineering Practice 
(C) 1-4 

190 Engineering Progress 
(C) 2(1921)-4(1923) 

191 Engineering World 
(C) 13(1918)-18(1921) 

192 Escher-wyss News 
(C) 3(1930)-5(1932) 

〔111-126(1933-
1941)〕
〔128(1942)〕
〔132(1944)〕

193 ET M (Electrotechnik und Maschinen-
bau) 
(C) 38(1920)-42(1924) 

194 Experimental Mechanics 
*(II) 3(1963)-5(1965) 

F 

195 Factory: the magazine of manag::ment 
(C) 37(1926)-39(1927) 

196 Factory and Industrial Management 
(C) 75(1928)-83(1932) 

197 Factory Management and Mainte-
nance 
(IV) 1936-1939 

198 Felsmechanik und Ingenieurgeologie 
*(I) 1 (1963)-3(1965) 

199 Fette und Seifen 
*(I¥「) 54(1952)-67 (1965) 

200 Flight 
(I) 65(1954)-66(1954) 

201 Fonderie 
(II) 1954-1955 

202 Food Engineering 
(IV) 30(1958) 

203 Food Industries 
(I¥り） 1936-1940 

204 Food Technology 
(I¥り 13(1959)-17(1963) 

205 Forschung 
* (C) 11 (1940)-31 (1965) 〔15(1944)〕
-forschungsheft 
*(C) 11(1940)-31(1955) 〔15(1944)〕

206 Foundry 
*(C) 78(1950)-93(1965) 〔78,1(1950)〕

207 Foundry Trade Journal 
(C) 40(1929)-119(1965) 〔42-91(1930-

1951)〕
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208 Frequenz 

*(C) 1(1947)-19(1965) 〔4,2-3(1950)〕
〔5,1(1951)〕

FTZ (see: NTZ) 

209 Fuel: journal of fuel science with 

combustion & flame 
*(IV) 35(1956)-44(1965) 

G 

210 Gas Age 

(IV) 81 (1939)-84(1939) 
(C) 85(1940) 

211 Gas Industry 

(IV) 9(1928)-18(1937) 〔14-17(1933-
1936)〕

212 Gas Journal 
(N) 1930-1931 

213 Gas and Oil Power 
(N) 1937-1938 

214 Gas Salesman 
(N) 13(1934)-18(1939) 

215 Gas-Teknikeren 
(N) 1936-1940 

216 Gas Times 
(N) 1938-1939 

217 Gas Turbine 
*(IT) 4(1963)-6(1965) 

218 Gas-und W asserfach 

*(I¥「) 1924-1941 日929-1930〕
97 (1956)-106(1965) 

(C) 80(1937)-81(1938) 

219 Gas World 
(N) 1915-1919 

220 Gaz 
(I¥「) 1935-1938 

221 General Electric Review 
(lll) 44(1941)-60(1957) 〔56may, july, 

(C) 13(1910)-41(1938) 

222 Genie Civil 
*(D) 76(1920)-97(1930) 

sept., nov. (1953)〕
〔57may(1954)〕
〔58may(l955)〕
〔60may(l957)〕

127(1950)- 〔137,11〕
142(1965) 

(C) 1(1880)-128(1951) 〔62(1912-1913)〕
〔76-91(1920-
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1927)〕
〔96-97〕
〔99-111(1931-
1937)〕
〔115-117〕

〔122,123, 125〕

223 Geologie und Bauwesen 
(now: Felsmechanik und 

ingenieurgeologie) 
(I) 25(1960)-28(1962) 〔25,1〕

224 Geophysical Magazine 
(C) 1(1926)-12(1939) 〔11(1937)〕

225 Geotechnique 
*(I) 11(1961)-15(1965) 
*(D) 3(1953)-15(1965) 
(C) 1(1948)-3(1953) 

226 Gesundheits-Ingenieur 
(JI) 73(1952)-76(1955) 
*(C) 77(1956)-86(1965) 

227 Get Gas 
(N) 1937-1939 

228 Giesserei 
(JI) 37(1950)-42(1955) 
(C) 25(1938)-36(1949) 〔29,25(1942)〕

229 Glass Technology (formerly: Journal 

of society of glass technology) 
*(N) 1(1960)-6(1965) 

230 Gliickauf 
(N) 1905-1941 □ 915-1923〕
231 Gliickauf Berg-und Hiittenman-

nische Zeitschrift 
(C) 41 (1905)-46(1910) 〔43(1907)〕

232 Grinding and Finishing 
* (JI) 4(1959)-11 (1965) 

233 Gummizeitung 
(C) 19(1904)-27 (1913) 〔23-26(1908-

1912)〕

H 

234 Heating, Piping and Aircondi-
tioning 
*(K) 24(1952)-37(1965) 
(C) 3(1931)-25(1953) 〔14-16(1642-

1944)〕
〔7,1, 4(1935)〕
〔23,2) (1951)〕

235 Heating and Ventilating 
(see: Air conditioning, heating 
and ventilating) 

(K) 47(1950)-54(1957) 〔47jan.-june 
('51)〕
〔51mar. (1954)〕

(C) 22(1925)-27(1930) 〔46,1-6(1949)〕
46(1949)-47(1950) 〔47,7-12(1950)〕

236 Heating and Ventilating Engineer 
(C) 23(1949)-24(1950) 〔23jan.-july 

('49)〕



〔24aug.-dec.
('50)〕

237 Heizun:g, Liiftung, Haustechnik 
*(C) 1(1950)-15(1965) 

238 Helvetica Chimica Acta 
(IV) 1928-1938 (1935-1936〕
*(C) 25(1942)-49(1965) 〔38,8(1955)〕

239 Highway Research Abstracts 
*(D) 33(1963)-35(1965) 

240 Highway Research News 
*(D) 1963-1965 

241 Highway Research Record 
*(D) 1963-1965 

242 Highways and Bridges and 

Engineering Works 

*(D) 1956-33(1965) 

243 Horological Journal 
(II) 95(1953)-106(1965) 

244 Houille Blanche 
*(D) 7(1952)-20(1965) 

245 House and Home 
(K) 3(1953)-8(1957) 

n゚.3 〔4(1953)〕

246 H.T.E.A. (Hochfrequenztechnik und 

elektroakustik) 
*(C) 72(1963)-74(1965) 

247 Hydraulic Pneumatic Power & 
Control 
*(II) 9(1963)-11(1965) 

248 Hydraulics and Pneumatics 
*(II) 15(1962)-18(1965) 

I 

249 IEEE International Convention 

Record 
* (Ill) 1955-1957 
6(1958)-13(1965) 

(C) Pt. 1-6, 9, 10(1953) 

250 I E E E Spectrum 
*(C) 2(1965) 

I EE  E Transactions 
(see: Transaction IEEE) 

251 IEEE W escon Convention Record 
*(C) 3(1959)-9(1965) 

252 Illuminating Engineering 
(Iく） 45(1950)-57 (1962) 〔45,1, 7(1950)〕

〔46,7-10(1951)〕
*(C) 47(1952)-60(1965) 

253 India-Rubber Journal 
(I¥り 1929-1936 〔193。―1933〕

254 Indian Rubber World 
(lV) 1922-1926 

255 Industrial Chemist 
(lV) 1937-1940 

256 Industrial Electronics 
(incorporating Electronic technology) 
*(C) 1(1962, oct.)-2(1964) 

257 Industrial and Engineering 
Chemistry 
*(II) 45(1953)-57(1965) 
*(lV) 9(1917)-57 (1965) 〔29(1937)〕

〔32-39(1940-
1947)〕
〔47,11 (1955)〕

(C) 8(1916)-44(1952) 〔16(1924)〕

analytical edition 
(lV) 1 (1929) 
10(1938)-11 (1939) 

〔22-32(1939-
1940)〕
〔39Pt.1(1947)〕
〔41-43(1949-
1951)〕

(C) 1(1929)-19(1947) 〔5-11(1933-
1939)〕

news edition 
(C) 1(1923)-7(1929) 〔2-3(1924-1925))

258 Industrial Finishing 
*(C) 15(1963)-17(1965) 

259 Industrial Heating Engineer 
(C) 11(1949)-12(1950) 〔11jan.-june 

(1949)〕
〔12feb. mar. 
aug.-dec. 
(1950)〕

260 Industrial Laboratories 
(C) 6(1955)-7(1956) 

261 Industrial Management 
(C) 58(1919)-61 (1921) 

262 Industrie Anzeiger 

*(II) 

263 lngenieur-Archiv 

*(II) 
(D) 18(1950)-19(1951) 
(K) 27(1959)-33(1964) 
*(C) 12(1941)-34(1965) 

264 Institution of Engineers and Ship 

Builders in Scotland 
(C) 64(1920)-83(1940) 〔67-68(1923-

1924)〕
〔73-74(1930-
1931)〕

265 Instruments and Automation 
(see: Instruments and control systems) 
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(C) 6(1933)-22(1949) 
27(1954)no. 7-11 
28(1955)-32(1959)no. l 

266 Instruments and Control Systems 
*(C) 32(1959)no.2-38 
(1965) 

267 Instrument Practice 
*(C) 6(1952)-19(1965) 〔7(1953)〕

268 Interavia 
(C) 1(1946)-19(1964) 

269 International Association for 

Testing Materials 
(C) 1912 

270 International Civil Engineer and 

Contractor 
(now: Contractor) 
(D) 13(1961)-14(1962) mar. 

271 International Journal of Applied 

Radiation and Isotops 
*(IV) 2(1957)-16(1965) 

272 International Journal of Control 
*(C) 

273 International Journal of Fracture 

Mechanics 
*CC) 

274 International Journal of Mechani-

cal Science 
*(I) 1 (1960)-7 (1965) 

275 International Journal of Production 

Research 
*(JI) 3(1964)-4(1965) 

276 International Shipbuilding Progress 
(JI) 1(1954)-6(1959) 

277 International Solid State Circuit 

Conference 
*(C) 2(1959)-8(1965) 

278 lron Age 
(IV) 93(1914)-140(1938) 〔109-131,133-

138〕
*CC) 165(1950)-196(1965) 

279 Iron and Coal Trade Review 
(C) 84(1912)-130(1935) 〔122Pt. JI 

(1931)〕

280 Iron and Steel 

〔104-121(1922-
1930)〕
〔123-127Pt. I 
(1931-1933)〕

(IV) 25(1952)-36(1963) 〔28,7(1955)〕

1 Iron and Steel Engineer 
*(JI) 37 (1960)-42(1965) 
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*(N) 41(1964)-42(1965) 

282 Iron and Steel Industry 
(N) 1931-1933 

283 Iron Trade Review 
(C) 54(1914)-69(1921) 

284 IS I S : An international review devoted 

to the history of science and its 

cultural influence 
*(Iく） 48(1957)-56(1965) 

J 

285 Jahr-Berichte der Chemishen 

Technologie 
(IV) 1870-1910 口874-1877〕
286 Jahrbuch der Schiffbautechnischen 

Gesellschaft 
(JI) 6(1906)-50(1956) 

*(C) 1(1900)-42(1941) 
51 (1957)-58(1964) 

: 287 Jet Propulsion 
(see: ARS journal) 
(I) 25(1955)-28(1958) 
(llI) 28(1958) 
(C) 1(1930)-22(1952) 

〔22-28(1921-
1927)〕
〔31-36(1930-
1935)〕
〔38(1937)〕
〔22-26(1921-
1925)〕
〔36(1935)〕
〔38(1937)〕

288 Joint Computer Conference 
*(C) 20(1961)-27 (1965) 〔22(1962)〕

289 Journal ot the Acoustical Society 

of America 
*(I) 22(1950)-38(1965) 〔22,1-3(1950)〕
*(II) 37(1965) 
(llI) 22(1950)-35(1964) 
(K) 24(1952)-34(1962) 
(C) 11 (1940)-21 (1949) 

290 Journal of the Aero-space Science 

(fomerly: Journal of the aeronautical 

science) (merged into AIAA journal) 
(C) 7(1940)-24(1957) 
25 (1958)-29 (1962) 

291 Journal of Agricultural and Food 

Chemistry 
(IV) 4(1956)-11 (1963) 

292 Journal of American Cerami~ 
Society 
*(I¥り 17(1934)-23(1940) 
24(1941) no. 2-7, 
37 (1954)-48(1965) 

bulletin 



*(I¥') 12(1933)-20(1941) 〔12-20many 
33(1954)-44(1965) lacks〕

〔34,10-11 (1955)〕

293 Journal of the American Chemical 
Society 
*(I¥') 1(1879)-87(1965) 〔14(1892)〕

(C) 33 Pt. I (1911), 
48(1926)-52(1930) 
61 Pt. JI (1939), 
63(1941)-71 (1949) 

〔60Pt. I (1938)〕
〔62,3(1940)〕
〔64-71(1942-
1949)〕

294 Journal of the American Concrete 
Institute 
*(D) 1949-1965 
(K) 1954-1964 

295 Journal of American Institute of 
Chemical Engineers 
(now: A. I. Ch. E. journal) 
*(JI) 5(1959)-11(1965) 〔5,2〕
*(IV) 2(1956)-11 (1965) 

.296 Journal of American Institute of 
Electrical Engineers 
(C) 39(1920)-49(1930) 

297 Journal of American Oil Chemists 
Society 
* (IV) 31 (1954)-42(1965) 
298 Journal of the American Rocket 
Society 
(I) 1943 feb. -1952 □ 946, 68-69〕

〔1947,75-76〕

299 Journal of the American Society 
of Mechanical Engineers 
(C) 38(1931) 

300 Journal of the American Society 
of Naval Engineers 
(C) 26(1914)-67(1955) 〔33(1921)

〔36-38(1924-
1926)〕
〔40-41(1928-
1929)〕
〔45-48(1933-
1936)〕
〔51-61(1939-
1949)〕

301 Journal of American Water Works 
Association 
* (IV) 46(1954)-57 (1965) 
302 Journal of the American Welding 

Society 

(see: Welding journal) 
(IV) 10(1931)-11(1932) 
(C) 3(1924)-10(1931) 

303 Journal of Applied Chemistry 
(IV) 1(1951)-2(1952) 
*(C) 2(1952)-15(1965) 

304 Journal of Applied Mathematics 
and Mechanics 
*(C) 22(1958)-28(1965) 〔26(1962)〕

305 Journal of Applied Mechanics 
(now: Trans. ASME, ser. E) 
*(I) 17(1950)-32(1965) 
* (II) 17 (1950)-22(1955) 
25(1958)-32(1965) 

(D) 16(1949)-24(1957) 〔16,1-2(1949)) 
(K) 21(1954)-29(1962) 〔27,1-2〕
*(C) 1(1933)-24(1957) 〔15-17(1948-

1952)〕
〔18,2〕
〔19(1952)〕

26(1959)-32(1965) 

306 Journal of Applied Physics 
(I) 21(1950)-33(1962) 
(II) 25(1954)-26(1955) 
*(lll) 20(1949)-36(1965) 〔20Pt. I (1949)〕

〔21Pt. II (1950)〕
(IV) 1939-1941 
*(C) 13(1942)-36(1965) 〔21-22(1950-

1951)〕
〔20Pt. II (19,19)〕

307 Journal of Applied Polymer Science 
*(IV) 1(1959)-9(1965) 〔3,1-6〕

308 Journal of Association for 
Computing Machinery 

"(I) 12(1965) 

309 Journal of Astronautical Science 
(I) 7 (1960)-11 (1964) 

Journal of Basic Engineering 
(see: Trans. of ASME; ser. D) 

310 Journal of Biological Chemistry 
(IV) 35(1918)-95(1932) 〔36-49,55-84, 

89-94〕
218(1956)-
229(1957) 

311 Journal of the British Institution 
of Radio Engineers 
*(C) 3(1942)-30(1965) 〔10(1950)〕

312 Journal of British Nuclear Energy 
Conference 
(II) 3(1958)-6(1961) 

313 Journal of British Nuclear Energy 
Society 
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*(JI) 1(1962)-4(1965) 

314 Journal of Chemical Education 
* (IV) 1930-1938 
41 (1964)-42(1965) 

315 Journal of Chemical and Engineer・ 

ing Data 
*(IV) 7(1962)-10(1965) 

316 Journal of Chemical Physics 

*CC) 8(1940) 
18(1950)-43(1965) 〔8Pt. I (1940)〕

〔27.1 (1957)〕

317 Journal of Chemical Society 
(IV) 1914-1925 『15-'21,'23-'24〕
*(C) 1932-1965 日936-1945〕

318 Journal of Electroanalytical 
Chemistry 
*(IV) 1(1959/60)-10(1965) 

'319 Journal of the Electrochemical 

Society 
*(C) 93(1948)-112(1965) 〔98(1951)〕

320 Journal of Electronics and Control 
(lli) 1 (1955) july-
2(1955) 
4(1958)-17 (1964) 

Journal of Engineering for Industry 

(see: Trans. of ASME; ser. B) 

Journal of Engineering for Power 
(see: Trans. of ASME; ser. A) 

321 Journal of Fluid Mechanics 
*(I) (1965) 
* (JI) 1 (1956)-23 (1965) 

322 Journal de Four Electrique et des 

Industries Electrochimiques 

* (IV) 1956-1965 
323 Journal of the Franklin Institute 
(IV) (1938) 
*(C) 233(1942)-
280(1965) 

324 Journal of General Chemistry of 

the USSR 
*(IV) 32(1963)-34(1965) 

325 Journal of Geophysical Research 
*(D) 64(1959)-70(1965) 

Journal of Heat Transfer 
(see: Trans. of ASME; ser. C) 

326 Journal of Inorganic and Nuclear 

Chemistry 
*(IV) 13(1960)-27(1965) 

327 Journal of the Institute of Metals 
*(IV) 14(1915)-94(1965) 〔44,48, 51-53, 
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(C) 38(1927)-76(1950) 

56-61, 66-70, 
72-75〕
〔38Pt. I (1927)〕
〔39Pt. II (1928)〕
〔40-65(1929-
1939)〕
〔75(1949)〕

328 Journal of Institute of Navigation 
(II) 14(1961) 

329 Journal of the Institute of 

Petroleum 
*(N) 41(1955)-51(1965) 
(C) 32(1946)-40(1954) 

330 Journal of the Institution of Civil 

Engineers 
(C) 13(1939)-36(1951) 〔15,3(1941)〕

〔18,18(1942)〕
〔19,4(1943)〕
〔20,7(1943)〕
〔23,1(1944)〕
〔24,6-8(1945)〕
〔25,2(1945)〕
〔26,5-7(1946)〕
〔27,3(1947)〕
〔28,7-8(1947)〕
〔31,2-3(1948-9)〕
〔32,7(1949)〕
〔34,7(1950)〕
〔36,6(1950)〕

331 Journal of Institution of Electrical 

Engineers 
(C) 1(1913)-4(1958) 

332 Journal of the Institution of 

Heating and Ventilating Engineers 

*(C) 1955-1957 
25(1958)-33(1965) 

333 Journal of the Iron and Steel 

Institute 
*(II) 197(1961)-203(1965) 
*(N) 63(1903)-203(1965) 〔64-75,77-78, 94 

-96, 98-101, 103-
124, 126-127, 129 
ー135,137-169〕

(C) 141(1940)-
169(1951) 

334 Journal of Mathematics and 

Physics 
*(C) 38(1959)-44(1965) 

335 Jounal of the Mechanics and 

Physics of Solids 
*(I) 1(1952)-13(1965) 
*(II) 1(1952)-2(1954), 
11(1963)-13(1965) 

*(Iく） 7(1958)-13(1965) 



336 Journal of Metals 
*(N) 3(1952)-17(1965) 

337 Journal of Nuclear Energy, Pt. "A 
& B". Reactor Science and Techno-
logy 
*(C) 1(1954)-19(1965) 

338 Journal of Nuclear Materials 
*(N) 2(1960)-17(1965) 

339 Journal of the Optical Society of 
America 
*(I) 14(1927)-55(1965) 〔25,4(1938)〕

〔26,4(1939)〕
〔31,8-12(1944)〕

(N) 20(1930)-24(1934) 
(C) 11(1925)-39(1949) 〔17-19(1928-

1929)〕
〔26-30(1936-
1940)〕

340 Journal of Organic Chemistry 
*(C) 13(1948)-30(1965) 〔15(1950)〕

341 Journal of Photographic Science 
*(N) 1(1953)-13(1965) 

342 Journal of Physical Chemistry 
*(C) 45(1941)-69(1965) 〔53-54,1-2 

(1949ー1950)〕

343 Journal de Physique 
(C) 1(1911)-4(1914) 〔3(1913)〕

344 Journal de Physique et le Radium 
(I) 15(1954)-16(1955) 

345 Jonrnal of Polymer Science 
*(N) 8(1952)-56(1962) 〔8,3(1952)〕
Pt. A; General Paper 
1(1963)-3(1965) 

Pt. B ; Polymer Letter 
1(1963)-3(1965) 

Pt. C; Polymer Symposia 
1963-1965 

(C) 1(1946)-7(1951) 

346 Journal fiir Praktische Chemie 
(N) 31(1885)-123(1929) 〔35-36,97-120〕

347 Journal of Prestressed Concrete 
Institute 
*(D) 8(1963)-10(1965) 

348 Journal of Research of the 
National Bureau of Standards 

Section A; Physics and Chemistry 
B; Mathematics and Mathematical 
Physics 

C; Engineering and Instrumentation 
D; Radio Propagation 

*(C) 28(1942)-69(1965) 

349 Journal of the Royal Aeronautical 

Society 
(I) 58(1954)-59(1955) 
(C) 45(1941)-54(1950) 
60(1956)-69(1965) 

350 Journal of the Royal Institute of 
British Architects 
*CK) 58(1951)-72(1965) 

351 Journal of Royal Society of Arts 
(C) 74(1926)-81(1933) 

352 Journal of Scientific Instruments 
*(C) 18(1941)-42(1965) 

353 Journal of Ship Research 
*(II) 4(1960)-9(1965) 

354 Journal of the Society of Archi-
tectural Historians 
*(K) 18(1959)-24(1965) 

355 Jonrnal of the Society of Dyers 
and Colourists 

*(IV) 39(1923)-81(1965) 〔40(1924)〕
〔49-68(1933-
1952)〕
〔69Pt. I (1953)〕

356 Journal of Society of Glass 
底 hnology
(see: Physics and chemistry of glasses; 
Glass technology) 
(IV) 38(1954)-43(1959) 

357 Journal of the Society of Motion 
Picture 
(C) 37 (1941)-53(1949) 〔37jan. -oct.〕

〔43july-dec. 
(1944)〕

358 Journal of the Society of Motion 
Picture and Television Engineer 
*(II) 58(1952)-74(1965) 

Jounal of Society for Non-
Destrucive Testing (see: Non-
destructive testing) 

359 Journal of Sound and Vibration 
*(C) 1(1964)-2(1965) 

360 Journal of the United States 
Artillery 
(II) 50(1919)-56(1922) 
(C) 38(1912)-40(1913) 

K 

361 Kolloid Zeitschrift mit Kolloid 
chem. Beiheft 
*(IV) 145(1956)-206(1965) 
(C) 96(1941)-124(1951) 
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L 

362 Laboratory Practice 
*(IV) 11(1962)-14(1965) 

363 Liebigs Annalen der Chemie (Justus) 
*(IV) 671-690(1965) 

364 Light Metals 
(C) 13(1950)-27(1964) 〔20,1-3, 6 
(1957)〕

365 Light Metals & Metal Industry 

(incorporating: Light metal, Metal 
industry) 
*(C) 28(1965) 

366 Lublication. Engineering 
*(C) 13(1957)-21(1965) 

367 Liiftfahrt-forschung 
(C) 11(1934)-18(1941) 

M 

368 Machinery (A) 

(II) 56(1949) no. 3-10 匝8,9(1952)〕
58(1952) no. 6-10 

*(C) 65(1959)-71(1965) 

369 Machinery (E) 
*(II) 79(1959)-107(1965) 

370 Magazine of Concrete Research 
*(K) 6(1954)-17(1965) 

371 Makromolekulare Chemie 
*(IV) 1(1945)-90(1965) 

372 Marconi Review 
*(C) 8(1945)-28(1965) 〔12(1949)〕

373 Marine Engineer 

(C) 12(1907)-13(1908), 
36(1913-191,1) 
aug.-july 
41(1917)-49(1927) 〔'27june-dec.〕 , 

374 Marine Engineering 

(C) 8(1903)-27(1922) 〔11-13(1906-
1908)〕

375 Marine Engineering and Shipping 
Age 
(C) 27(1922)-38(1933) 

376 Marine Engineering and Shipping 

Review 
(C) 56(1951)-57(1952) 

377 Materialpriifung 
*(C) 3(1961)-7(1965) 

378 Materials Evalution 
(formerly: Non-destructive testing) 
*(I) 22(1964) 
*(lll) 22(1964)-23(1965) 
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379 Materials Research & Standards 
(superseded Bulletin of ASTM) 
(I) 1(1961)-5(1965) 
*(D) 1(1961)-5(1965) 

380 Mathematical Tables and other 

Aids to Computation 
(see: Mathematics of computation) 
(C) 1(1943)-13(1959) 

381 Mathematics of Computation 
*(C) 14(1960)-19(1965) 

382 Mathematische Zeitschrift 

(C) 35(1932)-41(1936) 

383 McGraw-Hill Digest 
cc) 8(1953) 
384 Measures et Control Industriel 
(TI) 17(1952)-21(1956) 〔19,211(1954)〕

385 Mechanical Engineer 
(C) 30(1912)-37(1916) 〔30-I (1912)〕

〔37-TI(1916)〕

386 Mechanical Engineering 
*(C) 44(1922) no. 1-11 
mar.-nov. 
45 no. 3-4 mar. 
apr. (1922) 
46(1923)-47(1924) 
49(1927)-51(1929) 
53(1931)-59(1937) 
63(1941)-66(1944) 
71(1949)-no. 7-72 
(1950) no. 5 
74 no. 14(1952)-
87(1965) 

387 Mechanical World 
(TI) 77(1925)-84(1928) 
june 

(C) 61(1917)-84(1928) 

388 Mechanization 
(C) 1949-1950 many lacks 

389 Melliand Textileberichte 
*(I¥ご） 37(1956)-46(1965) 

390 Memoires Scientifiques de la 

Revue de Metallurgie 
*(I¥り） 56(1956)-62(1965) 

391 Messtechnik 
(C) 6(1930)-9(1933) 

392 Metal Finishing 
*(C) 49(1951)-63(1965) (49 feb. (1951)) 

〔58.1-3,5-6 
(1960)〕

393 Metal Finishing Abstracts 
*(TI) 6(1964)-7(1965) 

394 Metal Finishing Journal 
*(C) 9(1963)-10(1964) 



395 Mei al Industry 

(see: Light met_al & Metal industry) 
(C) 76(1950)-105(1964) 

396 Metal Progress 
*(C) 57(1950)-88(1965) 〔77,5〕

397 Metal Technology 
(IV) 6(1939) 

398 Metall 
*(IV) 10(1956)-19(1965) 
399 Metall und Erz. 
(IV) 24(1927)-34(1937) 〔26(1929),

33(1936)〕

400 Metalloberfliiche 
*(II) 8(1954),12(1958)-
19(1965) 

(IV) 6(1952)-11(1957) 〔9,8(1955)〕

401 Metallurgia 
(IV) 4(1907)-8(1911) 
*(C) 41(1949)-72(1965) 〔41jan.-nov. 

(1949)〕
〔42july-dec. 
(1950)〕
〔53apr. (1956)〕

402 Metallurgical Abstracts 
*(IV) 

403 Metallurgical and Chemical 

Engineering 
(IV) 9(1911)-18(1918) 〔1914〕
(C) 13(1915)-18(1918) 
Pt. I 

404 Metallurgical Reviews 
(II) 3(1958) 〔1-8〕

405 Metropolitan Vickers Gazette 
(C) 9(1925)-11(1929) 
14(1933)-17(1938) 

406 Microelectronics & Reliability 
(formerly: Electronics reliability & 
microminiaturization) 
(III) 1(1962)-3(1964) 
*(C) 3(1964)-4(1965) 

407 Microtechnic 
*(II) 12(1958)-19(1965) 

408 Mining Engineering 
(II) 5(1953) 〔1-3(1953)〕

409 Mining and Metallurgy 
(IV) 1(1920)-15(1934) 〔6(1925)〕
(C) 1920-1921 

410 Mining Press 
(C) 110(1915) 

411 Mining and Scientific Press 
(C) 100(1910)-
123(1921) 〔104(1912)〕

412 Minutes of Proceedings of t.he 

Institution of Civil Engineers 
(D) 47(1876)-223(1927) 〔75(1883,-4)〕

(C) 119(1894)-
170(1907) (subject 
index) 
153(1902)-
198(1914) 
154 supplement 

413 Modern Plastics 
*(C) 31(1954)-43(1965) 

414 Modular Quarterly 

*(K) 1960-1965 

415 Motor Ship 
(JI) 1(1921)-18(1938) 
32(1951) no. 378, 
380-383 

33(1952) no. 385, 
387-389 

(C) 1(1920)-21(1941) 
35(1950)-36(1951) 

[ 126(189~-6))
〔147(1901-2)〕
〔153(1902-3)〕
〔158(1903-4)〕
〔170(1906-7)〕
〔177(1908-9)〕
〔181(1909-10))
〔182(1909-10))
〔187(1911-2)〕
〔197(1913-4)〕
〔218(1923-4))

〔manylack〕

〔2-4(1922-24))
〔6(1926)〕
〔8-17(1928-
1937)〕
〔32,379(1951)〕
〔33,384(1952)〕
〔'50jan.-june) 

416 MT  Z (Motortechnische Zeitschrift) 

*(C) 14(1953)-26(1965) 

N 

417 Nachrichtentechnik 
*(C) 14(1964)-15(1965) 

418 NASA Annual Report 
(formerly: NACA annual report) 
(C) 1930-1934, 1936-
1937, 1939-19団〔1944〕
1953-1962 □ 959-'62〕

419 N A SA  Technical Report 

(C) 1952, 1954-1962 

420 NASA's Scientific and Technical 

Aerospace Reports 
(I) 1(1963)-2(1964) 
*(C) 1(1963)-3(1965) 

421 National Geographic Magazine 
(C) 41(1922)-73(1938) 〔62ju]y-dec. 

('32)) 
〔73・july-dec.
('38)〕
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422 Nations Busine.ss 
(C) 16(1928)-17(1929) 

423 Nature (F) 
(IV)・1922-1929 

424 Nature (E) 

(I¥り 31(1885)-164(1949)〔41,57-60, 76-
124, 129-134, 

*(C) 147(1941)ー
137-162〕

208(1965) 〔151-154(1943-
1945)〕
〔163(1949)〕

425 Naturwissenschaften 

*(C) 19(1931)-52(1965) 〔21-32(1933-
1945)〕

426 Naval Annual by Lord Brassey's 
(C) 1886-1902, 1904, 
1909-1916, 1919 

427 Naval and Military Record 
(IT) 16(1901)-54(1936) 〔18-35(1902-

1918)〕

428 N E L A Bulletin 
(C) 13(1931) 

429 Noise Control 

〔38-44(1920-
1926)〕
〔50(1932)〕
〔53(1935)〕

(see: Sound-its uses and control) 
(K) 1957 july-7(1962) 
(C) 1(1955)-2(1956) 

430 Non-Destructive Testing 
(now: Materials evalution) 
(I) 15(1957)-21(1963) 
(JI) 20(1962)-21(1963) 

431 N T Z (Nachrichtentechnische Zeit-
schrift) 
*(C) 1(1948)-18(1965) 

432 Nuclear Data Sheet 
(I) 1958-1965 

433 Nuclear Engineering 
*(JI) 4(1959)-10(1965) 

434 Nuclear Instruments and Methods 
(IV) 4(1959) 
*(C) 4(1959)-37(1965) 

435 Nuclear Physics 
*(I) 1(1956)-73(1965) 

436 Nuclear Science Abstracts 
(I) 1(1948)-8(1954) 
12(1958)-16(1962) 

*(C) 1(1948)-8(1954) 〔1949uncomp.〕
12(1958)-19(1965) 〔12,1-12〕

437 Nuclear Science and Engineering 
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(I) 1(1956)-2(1957) 
*(JI) 3(1958)-23(1965) 
(IV) 15(1963) 

438 N ucleonics 
(I) 1(1947)-9(1951) 
*(JI) 17(1959)-23(1965) 
*(C) 10(1952)-23(1965) 〔13,9(1955)〕
(IV) 21(1963) 

439 Numerische Mathematik 
*(I) 1(1959)-3(1961) 
7(1965) 

*(ill) 4(1962)-7(1965) 

440 Nuovo Cimento 
*(I) 3(1956)-40(1965) 
(C) 1(1955)-2(1955) 〔1,1(1955)〕

゜441 Oelhydraulik und Pneumatik 
*(JI) 6(1962)-9(1965) 

442 Oesterreichische W asserwirtschaft 
*(D) 11(1959)-17(1965) 

443 Oesterreichische Zeitschrift fiir 

Berg-und Hiittenwessen 
(C) 4(1856)-62(1914) 〔9-26(1861-

1878)〕
〔46-52(1898-
1904)〕
〔60-61(1912-
1913)〕

444 Oesterreichisches Berg-und Hutten-
miinnisches Jahrbuch 
(C) 16(1867)-59(1911) 〔17(1868)〕

〔20-27(1871-
1879)〕
[ 45-52(1897—
1904)〕
〔55(1907)〕

445 Oil and Colour Trade Journal 
(I¥り 75(1929)-91(1937) (79-90(1931-

1936)〕
446 Oil Engine and Gas Turbine 
(JI) 17(1949) no. 196-
19(1950) no. 207 
21(1954)-32(1964) 

447 Oil and Gas Journal 

*(I¥り 53(1955)-63(1965) 〔55,10(1957)〕

448 Onde Electrique 
*(ill) 34(1954)-45(1965) 〔35,337(] 955)〕

449 Operations Research 
*(K) 7(1959)-13(1965) 

450 Optica Acta 
*(I) 1(1954) 
3(1956)-12(1965) 〔3,4(1956)〕

(C) 1-2(1955) 



451 Optics and Spectroscopy 
*(I) 6(1956)-19(1965) 

p 

452 Paper Trade Journal 
(C) 103(1936)-
105(1937) 

453 Papier-Fabrikant 
(IV) 25(1927)-38(1940) 〔26-35(1928-

1937)〕
454 Petroleum 
(IV) 1(1905)-35(1939) 

455 Petroleum Refiner 
*(IV) 35(1956)-44(1965) 

456 Philips Research Reports 
*(][) 8(1953)-20(1965) 
(C) 1(1946)-7(1952) 

457 Philips Technical Review 
*(C) 13(1952)-26(1965) 

458 Philips Telecommunication Review 

(formerly: Communication news) 
*(lIT) 17(1965) no. 1-
25(1964)-26(1965) 

459 Philosophical Magazine 
(C) 31(1941)-46(1955) 〔42(1951)〕
eighth series 
*(C) 1(1956)-12(1965) 

460 Photogrammetria 
*(D) 14(1957)-20(1965) 

461 Photogrammetric Engineering 
*(D) 12(1946) 
14-19(1948-1953) 〔15,1〕
20(1954)-31(1965) 〔16,2〕

〔18,2〕
462 Photogrammetric Record 
*(D) 1961 apr.-1965 

463 Photographic Engineering 

(C) 1(1950)-7(1956) 〔7,3(1956)〕

464 Photographic Journal 
*(IV) 92(1952)-105(1965) 
(C) 81(1941)-90(1950) 

465 Photographic Science and 

Engineering 
*(IV) 1(1957)-9(1965) 

466 Phototechnik und Wirtschaft 
*SYASHIN 
5(1954)-16(1965) 

467 Physica 
*(C) 10(1943)-14(1949) 
27(1961)-31 (1965) 

468 Physical Review 

*(I) 22(1923)-60(1941) 〔75jan.-june. 
76(1949)-140(1965) (1948)〕

(IV) 13(1919)-59(1941) 〔17(1921)〕
〔21-22(1923)〕
〔51(1937),
58(1940)〕

(C) 17(1921)-75(1949) 〔18-21(1921-
1923)〕
〔27(1926)〕
〔28pt. I (1926)〕

469 Physical Review Letter 
*(I) 1(1958)-15(1965) 

Physics Abstracts 

（ see : Science a ostracts ; section A) 
470 Physics and Chemistry of Glasses 

(former! y : Journal of society of glass 
techn.) 
*(IV) 1(1960)-6(1965) 

471 Physics of Fluids 
*(I) 3(1960)-8(1965) 

472 Physics Letters 
*(C) 

473 Physics of Metals and Metal-

lography 
*(IV) 6(1958)-19(1965) 

474 Physikalische Zeitschrift 
(C) 25(1924)-31(1930) 

475 Physiological Abstracts 
(IV) 7(1922)-12(1927) 

476 Planseelberichte fiir Pulvermetal・・

lurgie 
*(IV) 7(1959)-13(1965) 

477 POE E Jonrnal 
*(1II) 34(1941)-58(1965) 〔42(1949)〕

〔44(1951)〕

478 Popular Mechanics Magazine 
(C) 26(1916)-72(1939) 〔28-30(1917-

1918)〕
〔32(1919)〕
〔65(1936)〕

479 Popular Science Monthly 
(IV) 1925-1938 国 31,'36-'37〕

480 Power 
(C) 51(1920)-85(1941) 〔51jan. (1920)〕

〔55-56apr. -dec. 
(1922)〕

481 Power Apparatus and Systems 

*(1II) 1954-1965 

482 Power Plant Engineering 
(C) 39(1935)-40(1936) 

483 Power and Work Engineer 
(C) 32(1937)-33(1938) 

484 Principia Mathematics 
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(C) 1-3 

485 Proceedings of the American 

Concrete Institute 
(C) 19(1923)-45(1949) 〔20-22(1924-

1926)〕
〔24-35(1928-
1939)〕

486 Proceedings of the American Rail-

way Engineering Association 
(D) 14(1913)-37(1936) 〔31(1930)〕

〔36(1935)〕

487 Proceedings of the American Rail-

way Engineering and Maintena-
nce of Way Association 
(C) 1(1900)-12(1911) 
Pt. I 

488 Proceedings of the American 

Society of Civil Engineers 
*(I) 78(1952)-81(1955) 
87(1961)-91(1965) 

*(K) 77(1951)-91(1965) 〔78(1952)〕
(D) 36(1910)-66(1940) 〔64(1938)〕
75(1949)-83(1957) 

(C) 65(1941)-75(1949) 〔65,1-6(1941)〕
81(1955) 〔75,6-12(1949)〕

489 Proceedings of the American 
Society for Testing Materials 
(IV) 16(1916)-26(1926) 
*(C) 10(1910)-18(1918) 〔15(1915)pt.I〕
20(1920)-65(1965) 〔18(1918)pt.II〕

〔19(1919)〕
〔33(1933)〕
〔34pt. II (1934)〕
〔35(1935)〕
〔37(1937)pt.n〕

490 Proceedings of the Association of 

Asphalt Paving Technologists 
*(C) 16(1947)-34(1965) 

491 Proceedings of Blast Furnace and 

Coke Oven 

(see: Proceedings of ironmaking) 
(IV) 13(1954) 
16(1957)-21(1962) 

492 Proceedings of the Cambridge 

Philosophical Society 

*(C) 48(1952)-61(1965) 

493 Proceedings of the Chemical Society 
(C) 1959-1964 

494 Proceedings of Electric Furnace 
*(IV) 15(1957)-22(1965) 

495 Proceedings of the Highway 
Research Board 

(see: Highway research adstracts; 
Highway research news; Highway 
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research record) 
(C) 24(1944)-41(1962) 〔25-26〕

496 Proceedings of the Imperial 

Academy 
(C) 2(1926)-46(1940) 

497 Proceedings of the Institute of 

Electrical and Electronic3 

Engineers 
(formerly: Proceedings of the IRE) 
*(][) 18(1930)-23(1935) 〔23(1935)pt. I〕
26(2938)-53(1965) 〔37,7-12(1949)) 

〔27-36(1939-
1948)〕

(C) 27(1939)-38(1949) 〔38(1949)pt.]I〕

498 Proceedings of the Institute of 

Municipal and County Engineers 
(C) 37(1910)-54(1928) [ 47-50(1920—

1924)〕
〔53(1926-1927)〕

499 Proceedings of the Institution of 

Civil Engineers 
(D) 2(1953)-6(1957) 
*(K) 5(1956)-32(1965) 
(C) 1(1952) 〔1pt. II, 1('52)) 

〔1pt.][, 2('52):r 

500 Proceedings of the Institution of 
Electrical Engineers 
(][) 98(1951)-109(1962) 
*(C) 88(1941)-112(1965) 

supplement 
*(C) Pt. A no. 1, 2, 3 
(1956, 1959, 1962) 
Pt. B no. 1-18 
(1956-1959) 
Pt. C no. 1(1958) 

501 Proceedings of the Institution of 
Mechanical Engineers 
(see: Chartered mechanical engineer) 
(C) 145(1941)-168(1954) 
WEP'S 
153(1945) 2, 4-8, 12 
155(1946) 14, 18-24 
157(1947) 28-34, 36 
159(1948) 37, 40 

43-45 
161(1949) 51, 52, 54 
163(1950) 59-61 
165(1951) 63-69 

502 Proceedings of Ironmaking 
(formerly: Proceedings of blast furnace 
and coke oven) 
*(N) 22(1963)-24(1965) 

503 Proceedings of Open Hearth 
*(I¥「) 40(1957)-48(1965) 

504 Proceedings of the Physical Society 
*(C) 49(1937)-70(1957) 



sect. A & B 
71(1958)-86(1965) 

505 Proceedings of the Royal Society 
of London, series A 
*(I) 114(1927)-
177(1941) 
205(1951)-
288(1965) 

(C) 177(1940)-
192(1948) 

506 Proceedings of the Society for 
Experimental Stress Analysis 
(I) 7(1949)-
19(1962) 

*(JI) 13(1956)-22(1965) 

(C) 1(1943)-6(1948) 

507 Product Engineering 
(I) 14(1953)-35(1964) 
(JI) 22(1951)-23(1952) 〔22(1951)1-6〕

〔23(1952)7〕
*(C) 29(1953)-36(1965) 〔24mar. (1953)〕

508 Product Finishing (A) 
*(JI) 28(1964)-30(1965) 

509 Product Finishing (E) 
*(II) 12(1959)-18(1965) 

510 Progressive Architecture 
*(K) 1955 sept.-1956 
aug. 1957-1958 
1961-1965 

511 Public Roads 
*(D) 1952-33(1965) 

512 Public Works 
(D) 的 (1949)-83(1952)

513 Pulp and Paper Magazine of Canada 
(I¥り 29(1930),31(1931) 〔29(1930)many

Q 

514 QS T 

(C) 21(1937), 35(1951) 

lack〕

515 Quarterly of Applied Mathematics 
*(K) 13(1955)-20(1962), 
23(1965) 

*(C) 1(1943)-23(1965) 

516 Quarterly Journal of Mechanics 
and Applied Mathematics 
*(C) 1(1948)-18(1965) 

R 

517 Radio Export 
(C) 3(1926)-5(1928) 

518 Radio Television News 
(Til) 43(1950)-52(1954) 

・Radio Electronic Engineering ed. 
(llI) 23(1954)-24(1955) 

n゚.5 〔23,1-2(1954)〕

519 Railway Age 

(D) 70(1921)-136(1954) 〔74,75, 80, 86-
129〕

520 Railway Engineering and Mainte-

nance 
(D) 47(1951) 
(C) 21(1925)-23(1929) 

521 Railway Engineering Review 
(D) 43(1903)-45(1905) 

522 Railway Gazette 

(C) 1915-1916 〔4かI(1924刃
41(1924)-46(1927) 〔47-II (1927)〕
49(1928) 〔48-I (1928)〕

523 Railway Mechanical and Electrical 

Engineer 
(D) 125(1951) 

524 Railway Track and Structures 
(D) 48(1952)-50(1954) 

525 Rayon 

(IV) 8(1929)-14(1933) 〔11-13(1931-
1932)〕

526 Rayon and Melliand Textile 
Monthly 

(IV) 17(1936)-19(1938) 

527 Rayon Textile Monthly 
(C) 18(1937) 

528 R CA  Review 
*(C) 1(1936)-26(1965) 

Reactor Science and Technology 
(see: Journal of nuclear energy) 

529 Refrigerating Engineering 
(II) 61(1953)-66(1958) 
(C) 57(1949)-60(1952) 〔59(1951)〕
530 Regelungstechnik 
*(II) 1(1953)-13(1965) 
(C) 1(1953) 

531 Review of Scientific Instruments 
(I) 1(1930)-35(1964) 〔13-20(1942-

1949)〕
(llI) 3(1932)-33(1962) 〔8-9(1937-1938)〕

[ 11-20(1940—
1949)〕

*(C) 1(1930)-36(1965) 〔8-12(1937-
1941)〕

532 Reviews of Modern Physics 
*(I) 22(1950)-37(1965) 
(C) 1(1929)-21(1949) 〔11-12(1939-

1940)〕
〔18(1946)〕
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533 Revue de Artillerie 
(C) 117(1936)-
129(1937) 

534 Revue Generale des Chemins de Fer 
(D) 69(1950) 
73(1954)-79(1960) 

535 Ravue Generale de l'Electricite 
*(][) 63(1954)-7 4(1965) 

536 Revue Generale de l'Hydraulique 
(D) 73(1956)-78(1957) 

537 Revue Maritime 
(C) 1928,'33-'35, 
'38-'39 

538 Revue de Metallurgie 
*(N) 27(1930)-62(1965) 〔29-48(1932-

1951)〕

539 Revue Nautique 
(C) 1951 

540 Revue d'Optique 
*(C) 32(1953)-44(1965) 

541 Road International 
*(D) 56(1965) 

542 Road and Road Construction 
*(D) 28(1949)-43(1965) 

543 Roads and Streets 
*(D) 92(1929)-108(1965) 〔98,8(1955)〕

544 Rock Products 
(N) 29(1926)-32(1929) 〔32,1(1929)〕
(D) 55(1952)-57(1954) 
(C) 30(1927)-35(1932) 

545 Rudder 
(II) 11(1900)-57(1941) [13(1902)〕

〔18(1907)〕
〔24(1910)〕

s 

〔33-51(1918-
1935)〕

546 Siichsisches Jahrhuch fiir das 
Berg-und Hiittenwessen 
(C) 1879-1880, 1882, 
1911 

547 SAE Journal 
(II) 69(1961)-73(1965) 
*(C) 60(1952)-73(1965). .. 

548 S A E Transactions 
*(C) 1(1947)-6(1952) 
61(1953)-73(1965) 

549 Schiff und Hafen 
(lI) 2(1950)-7(1955) 〔3(1951)〕
*(C) 8(1956)-17(1965) 

550 Schiffbau 
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(C) 5(1903)-32(1931) 〔7-9,12-15, 17 
21〕

551 Schiffstechnik 
*(JI) 2(1955)-12(1965) 

552 Schrifttumkartei Bauwesen 
*(K) 4(1957)-12(1965) 

553 Schweizerische Bauzeitung 
*(C) 70(1952)-83(1965) 

554 Schweiz. Elektrotechnische Verein 

Bulletin 
(C) 16(1925)-27(1936) 

555 Schweizerische Zeitshrift fiir 

Vermessung, Kulturtechnik und 

Photogrammetrie 
*(C) 60(1962)-63(1965) 

556 Science 
*(C) 111(1950)-
150(1965) 

557 Science Abstracts,:sect. A; Physics 

Abstracts 
(I) 1(1898)-41(1939) 
（皿） 56(1953)-65(1962) 〔60,710(1957)〕
(IV) 24(1921)-38(1935) 
*(C) 26(1923)-68(1965) 〔27-28(1924-

1925)〕
〔41-43(1938-
1940)〕
〔56(1953)〕

558 Science Abstracts, sect. B; 

Electrical Engineering Abstracts 
*(lll) 54(1951)-68(1965) 〔60,710(1957)〕
(IV) 27(1924)-40(1937) 〔30(1927)〕

〔38(1935)〕
(C) 23(1920)-53(1950) 〔24,29, 34-43〕

559 Science Progress 
(C) 2(1907)-27(1932) 

560 Scientific American 
*(I¥") 210(1964)-213(1965) 
(C) 137(1927)-
157(1937) 〔142(1930)〕

〔147-155(1932-
1936)〕

561 Scientific Lubrication 
*(JI) 13(1961)-17(1965) 

562 Scientific Papers of the Institute 
of Physical & Chemical Research 
(IV) 1(1922)-38(1941) 

563 Seifensieder-Zeitung 
(IV) 56(1929) 

564 Semiconductor Products 
(lll) 6(1963) june-,(1964) 
*(C) 2(1959)-8(1965) 〔2,2-4) 

565 Sheet Metal Industries 



*(JI) 26(1949)-42(1965) 〔26ian.-july 
(1949)〕

*(C) 32(1955)-42(1965) 

566 Shipbuilder 
(II) 1905-1930 

〔27aug. -sept. 
('50)〕

(C) 4(1911)-47(1940) 〔14-19(1916-
1918) ]—
〔24(1921)〕

567 Shipbuilder and Marine Engine 
Builder 
(II) 3(1907)-47(1940) 〔5-9(1911-1913)〕

〔15-17(1916-

(C) 59(1952)-62(1955) 

1917)〕
〔19(1918)〕
〔21(1919)〕
〔28(1923)〕
〔31-32(1925)〕
〔36(1929)〕

568 Shipbuilding and Shipping Record 
(II) 1(1913)-63(1944) 〔jan.-feb. (1913)〕

〔63may-dee. 
(1944)〕

(C) 3(1914)-55(1940) 〔43II -45(1934-
1935)〕

569 Siemens Review 
(IV) 6(1930)-7(1931) 
(C) 7(1931)-15(1950) 

570 Siemens Zeitschrift 
(IV) 17(1937)-19(1938) 

51-52(1938)〕

*(C) 2(1924)-39(1965) 〔3(1924)〕
〔20-24(1940-
1950)〕

571 Soap and Chemical Specialties 
*(IV) 31(1955)-41(1965) 〔36,5〕

572 Soil Conservation 
*(D) 16(1951)-31(1965) 

573 Soil Science 
*(D) 69(1950)-100(1965) 

574 Solid State Electronics 
＊（皿） 1(1960)-8(1965) 

575 Sound-Its Uses and Control 
(Superseded Noise Control) 
(C) 1(1962)-2(1963) 

576 Soviet Physics-Acoustics 
*(I) 5(1959)-10(1965) 
*(C) 9(1964)-10(1965) 

577 Soviet Physics-JETP 
*(C) 1(1955)-21(1965) 〔2,5-6) 

578 Space Science Review 
(JI[) 1(1962)-3(1964) 

579 Stahlbau (see: Bautechnik) 
*(D) 22(1953)-34(1965) 
(Iく） 21(1952)-27(1958) 
(C) 21(1952) 

580 Stal 
*(TI) 1959-1965 
*(IV) 1962-1965 

581 Stahl und Eisen 
*(IV) 1898-85(1965) 

(C) 24(1904)-69(1949) 

582 Starke 
*(N) 9(1958)-17(1965) 

583 Stearn Engineer 
(C) 1(1931)-10(1940) 

584 Steel 
(JI) 146(1960) 
(N) 1951 

〔35-40(1915-
1920)〕
〔47(1927)〕
〔53(1933)〕
〔55-58(1936-
1938)〕
〔60-69(1940ー
1949)〕
〔32II (1912)〕
〔33(1913)〕
〔34II (1914)〕
〔35-60(1915-
1940)〕
〔65(1945)〕

〔9,1-9〕

585 Strassen Verkehrs Technik 
*(D) 

586 Street Railway Journal 
(C) 23(1904)-25(1905) 

587 Structural Concrete 
*(D) 2(1964)-2(1965) 

588 Structural Engineers 
(JI) 36(1958)-40(1962) 
*(D) 37(1959)-43(1965) 

589 Surface Science 
*(I) 1(1964)-3(1965) 
*(I¥り 1(1964)-3(1965)

590 Surveyor 
(C) 69(1926)-76(1929) 

T 

591 Talanta 
*(I¥り 1(1958)-12(1965)

592 Technical Bulletin 
(I¥「) 3(1923)-18(1938) 

593 Telefunken-Zeitung 
*(C) 24(1941)-38(1965) 

594 Tele-Tech 
(C). 1(1942)-15(1906) 〔1feb. (1942)〕

117 



595 Tenside 
*(IV) 1(1964)-2(1965) 

596 Textile Colorist 

(13, 5, 8, 12 
(1954)〕

(IV) 1907-1934 (1910,'11,'15-

597 Textile Manufacture 

(IV) 1932-1938 

598 Textile Mercury 

(IV) 1937-1940 

'31〕

599 Textile Research Journal 
*(C) 20(1950)-35(1965) 

600 Textile World 
(IV) 66(1924)-90(1940) 〔80-83(1932-

1934)〕

(C) 84(1934)-88(1938) 

601 Textileberichte 
(IV) 1921-1925 □ 923〕

602 Tiefbau 
*(D) 3(1961)-7(1965) 

603 Tool Engineer 
*(C) 8(1940)-55(1965) 〔24(1950)〕

604 Traffic Engineering 
(C) 22(1952)-30(1960) 
*(D) 33(1963)-35(1965) 〔33,1-3〕

605 Traffic Engineering and Control 

*(D) 6(1965) 

606 Traffic Quartery 

*(D) 19(1965) 

607 Traffic Safety 
*(D) 68(1965) 

608 Transactions of the American 

Electrochemical Society 
(IV) 8(1905)-79(1941) 〔10-28(1907-

1915)]•
(C) 25(1914)-74(1938) 〔29(1914)〕

〔34(1918)〕
〔40(1921)〕
〔43-44(1923)〕
〔47(1925)〕
〔61-71(1932-
1937)〕

609 Transactions of the American 
Geophysical Union 

(D) 31(1950)-39(1960) 
(C) 21(1940)-30(1949) 〔1942-1943〕

610 Transactions of the American 

Institute of Chemical Engineers 

(C) 37(1941)-42(1946) 

611 Transactions of the American 
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Institute of Electrical Engineers 

(DI) 10(1893)-72(1953) 〔60-70(1941-
1951)〕

(C) 10(1893)-72(1953) 〔17-18(1900-
'01)〕
〔20-21(1902)〕`
〔41pt.11-42 
(1922ゴ23)〕
〔47-59(1924-
1940)〕
〔61-63(1942-
'44)〕
〔65-67(1946-
'48)〕
〔69(1950)〕

612 Transactions of the American 

Institute of Mining Engineer 

(C) 1(1871)-59(1918) 〔31(1901-2)〕
〔58(1917-8)〕

613 Transactions of the American 

Institute of Mining and Metal-

lurgical Engineers 

(IV) 58(1918)-76(1928) 〔59(1918)〕
1929-1950 口00-101(1932)〕

〔103(1933)〕
〔105(1933)〕
〔107-109(1933-
'34)〕
〔111-120(1934-
'35)〕
〔122-123(1936)〕
〔126-128(1937)〕
〔130-133(1938-
'39)〕
〔135(1939)〕
〔137(1940)〕
〔139-148(1941-
'42)〕
〔150-162(1942-
'45)〕
〔165-175(1945-
'47)〕
〔179(1948)〕
〔184-187(1949)〕

(C) 60(1919)-138(1940) 〔61-63(1919)〕
〔65(1921)〕
〔77-95(1929-
'30)〕
〔98-101(1931-
'33)〕
〔103-137(1933-
'39)〕

614 Transactions of the American 

Society of Civil Engineers 

(D) 51(1903)-118(1953) 
〔116(1951)〕
〔117(1952)〕



*(Iく） 120(1955)-
130(1965) 

(C) 66(1910)-99(1934) 〔95-96(1931-
'32)〕

106(1941)-
114(1949) 
116(1951)-
117(1952) 

615 Transactions of American Society 
of Beating, Refrigerating and 
Air-Conditioning Engineer 
(formerly: Transactions of american 
society of heating and ventilating 
engineers) 
*(K) 39(1933) 
44(1938)-45(1939) 
47(1941) 
61(1955)-71(1965) 

(C) 48(1942)-60(1954) 〔59(1953)〕

616 Transactions of the American 
Society of Mechanical Engineers 

series A; Journal of Engineering for Power 
11 B; Journal of Engineering for 
Industry 

11 C; Journal of Heat Transfer 
11 D; Journal of Basic Engineering 
11 E; Journal of Applied Mechanics 
*(JI) 80(1958)-87(1965) 
*(C) 62(1940)-87(1965) 〔70june-sept. 

(1948)〕
〔71,1-2(1949)〕

617 Transactions of American Society 
for Metals 
*(N) 48(1956)-58(1965) 
(C) 32(1944)-47(1955) 

618 Transactions of the Faraday 
Society 
*(C) 16(1921)-61(1965) 〔38-42(1942-

1946)〕
discussion 
*(C) 9(1950)-39(1965) 
619 Transactions IEEE 
(formerly: Transactions IRE) 
*(C) 1953-1965 (1954 uncomp.〕
620 Transactions of the Institute of 
Metal Finishing 
*(C) 40(1963)-42(1965) 

621 Transactions of the Institution of 
Chemical Engineers 
(II) 31(1953)-32(1954) 
*(C) 31(1953)-43(1965) 

622 Transactions of the Institution of 
Mining Engineers 
(C) 1(1892)-39(1910) 

623 Transactions of・the Institution of 
Welding 

(C) 19(1953) 〔5〕

624 Transactions of Metallurgical 
Society of AIME 
*(N) 212(1958)-
233(1965) 

625 Transactions of the North-East 
Coast Institution of Engineers 
and Shipbuilders 
*(C) 35(1918)-56(1940) [ 36(1919—'20) ]
80(1964)-81(1965) 〔40-41(1923-

'25)〕
〔46-47(1928-
'31)〕

626 Transactions of the Royal 
Institution of Naval Architects 
(II) 1(1860)-97(1955) 〔10(1869)〕

〔15(1874)〕
〔30(1889)〕

*(C) 1(1860)-91(1949) 〔15(1874)〕
97(1956)-107(1965) 

627 Transactions of the Society of 
Instruments Technolgy 
(II) 5(1953)-8(1956) 

628 Transactions of the Society of Na-
val Architects and Marine Engineer 
(II) 26(1918)-65(1957) 〔30(1922)〕

〔32-33(1924-
'25)〕
〔36-57(1928-
'49)〕

*(C) 1(1893)-73(1965) 〔3-7(1896-1900)〕

629 Travaux 
*(D) 45(1961)-48(1965)〕

u 
630 Ultrasonic News 

〔24(1916)〕
〔43(1935)〕
〔45-46(1937-
'38)〕

(I) 5(1961) no. 4-7(1963) 

631 Ultrasonics 
*(IIT) 1(1963)-3(1965) 

632 Urbanisrne 
*(K) 31(1962)-33(1965) 

633 US Naval Institute 
(C) 45(1919)-67(1941) 〔51(1925)〕

〔55(1929)〕
〔58(1932)〕
〔61(1935)〕
〔66jan.-nov. 
('40)〕

V 

634 Vacuum 
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*(I) 3(1953) no. 3-4-
14(1964)-15(1965) 

635 Vakuum-Technik 
*(I) 4(1955)-14(1965) 

636 VDE-fachberichte 
(C) 31(1926) 

VDI-Zeitschrift (see: Zeitschrift 
des verein deutscher ingenieur) 

637 Veroffentlichungen aus dem 
Gebiete der Nachrichtentechnik 
(C) 1(1931)-6(1936) 

638 Vide 
*(I) 15(1961)-20(1965) 

w 
639 Wiirme 
(C) 58(1935)-61(1938) 〔58I (1935)〕

〔61II (1938)〕

640 Wasser-und Energiewirtschaft 
(I) 52(1960) nr. 4-56(1964) 

641 W asserwirtschaft 
(D) 40(1950)-52(1962) 〔40jan. (1950)〕

642 Water Power 
(I) 1955 may-dee. 
*(C) 1956-17(1965) 
643 Water and Water Engineering 
(C) 24(1922)-38(1936) 

644 Way Ahead with CIB bulletin 
*(D) 7(1957)-9(1961) 
1962-1965 

651 W erkstoffe und Korrosion 
*(IV) 3(1952)-16(1965) 

652 Westinghouse. Engineer 
*(Irr) 1(1941)-25(1965) 〔11-12(1951-

'52)〕
(C) 12(1952)-14(1954) 〔manylacks〕
653 Wire Industry 
*(II) 22(1955)-32(1965) 

654 Wire Production 
(see: Wire-world international) 
(JI) 5(1956)-7(1959) 

655 Wire and Wire Products 
* (JI) 27 (1952)-40(1965) 〔'52jan.-may〕
(C) 20(1945)-26(1951) 〔'54jan.〕
656 Wire-world International 
* (JI) 1 (1959)-7 (1965) 〔1,1〕
657 Wireless Engineer 
(see: Electronic and radio engineer) 
(ill) 28(1951)-35(1958) 

658 World Petroleum 
(IV) 1933-1941 
(C) 8(1937)-10(1939) 〔9〕

659 World Power 
(C) 7(1927)-27(1937) 〔8〕

660 Yacht 
(II) 1897-191°1, 
1927-1928, 
1930-1932, 
1937-II, 1938 

y 

645 Wear I z 
*(II) 1(1957)-8(1965) 

646 Welding Engineers 661 Zeitschrift fiir Analytische Chemie 

*(C) 15(1930)-50(1965) 〔19-21(1934- *(IV) 19(1880)-29(1890) 〔30-129(1891-

'36)〕 130(1949)- 1948)〕

〔27-35(1942- 214(1965) 
'50)〕 Zeitschrift fiir Angewandte Chemie 

647 Welding Journal (formerly: Journal I (see: Angewandte chemie) 
ot american welding society) 662 Zeitschrift fiir Angewandte 
(II) 13(1934)-34(1955) 〔17(1938)〕

〔19(1940)〕
Mathematik und Mechanik 

〔21-28(1942- (I) 1 (1921)-17 (1937) 〔14-15(1934-

'49)〕 1935)〕

*(C) 13(1934)-44(1965) 〔14-16(1935-
*(C) 10(1930)-45(1965) 〔11(1931)〕

1937)〕 〔13-17(1933-

〔18(1939)〕 1937)〕
〔20(1941)〕 663 Zeitschrift fiir Ange,vandte 
〔25,1の Mathematikuud Physik 

648 Welding and Metal Fabrication *(C) 1(1950)-6(1955) 
(I) 30(1962)-32(1964) 〔30,1〕訳1956)-16(1965)

649 Werk 664 Zeitschrift fiir Angewandte Physik 
*(K) 49(1962)-52(1965) *(C) 1(1948)-20(1965) 
650 W erkstattstechnik 665 Zeitschrift fiir Anorganische uud 
*(C) 44(1954)-55(1965) . All gememe Chemie 
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(IV) 121(1922)-
222(1935) 

〔128-172口924-
'27)〕
〔176(1928)〕
〔181(1929)〕
〔183(1929)〕
〔186-216('30-
'31)〕
〔218-221('32-
'34)〕

666 Zeitschrift fiir Bauwesen 
(D) 57(1907) 

667 Zeitschrift fiir das Berg-Hiitten und 
Salinenwesen im Preussischen 

Staate 
(C) 13(1865)-59(1911) 〔15(1867)〕

〔45-52(1897-
1904)〕

668 Zeitschrift fiir Electrochemie 
(IV) 1(1894)-47(1941) 
*(C) 5(1898)-69(1965) 〔6(1899-1900)〕

〔14-25(1908-
'29)〕
〔38-55(1932-
1951)〕

669 Zeitschrift fiir Kristallographie 
*(C) 110(1958)-
122(1965) 

670 Zeitschrift fiir Metallkunde 
*(IV) 17(1925)-56(1965) 〔20-21(1928-

1929)〕
〔34-40(1942-

ausg. A 
*(C) 16(1961)-20(1965) 
672 Zeitschrift fiir Physik 
(I) 47 (1928)-143(1955) 〔116-123(1941-

1946)〕
* (C) 144(1956)-
189(1965) 

673 Zeitschrift fiir Physikalische Chemie 
(IV) 33(1900)-65(1909) 〔51(1905)-

64(1909)〕

67 4 Zeitschrift fiir Physikalische 
Chemie, Neue Folge 
*(IV) 31(1962)-47(1965) 
675 Zeitschrift fiir Physiologische 

Chemie 
(IV) 1(1877)-264(1940) 〔29(1900)〕

〔107ー172('20-
'27)〕
〔178-263('29-
'39)〕

676 Zeitschrift fiir Technische Physik 
(I) 1(1920)-14(1933) 〔5(1924)〕
(C) 11(1930) 
677 Zeitschrift des Verein Deutscher 
Ingenieur 

~cc) 44(1900)-101c195s) 〔45(1901)〕
〔49-50(1905-6)〕
〔77(1933)〕
〔68I (1924)〕

1949)〕 678 Zement 
(C) 34(1942) 
39(1948)-40(1949) 

(IV) 14(1925)-26(1937) 〔22-25(1933-
'36)〕

671 Zeitschrift fiir N aturforschung (C) 11 (1922)-28(1939) 〔19II (1930)〕

-U.S. S. R. ― 
1 Akusticheskii Zhurnal 
*(I) 7(1961)-10(1965) 〔7,1(1961)〕

〔8,3(1962)〕
2 Avtornatika i Telemekhanika 

(exch. pub.) 
*(C) 17(1957)-26(1965) 

3 Beton i Zhelezobeton 
*(K) 1958-1965 
4 Byulleten'Stroitel'noi Tekhniki 
*(K) 1958-1965 
5 Doklady Akademij nauk SSSR 
*(C) 94(1954)-165(1965) 

6 Izvestija Akademij nauk SSSR 
serija Fizicheskaja 
(I) 18(1954)-20(1956) 
* (C) 21 (1957)-28(1965) 
7 Izvestija Akademij nauk SSSR, 
Otedelenie Tekhnicheskikh nauk 
(exch. pub.) 
*(C) 1954-1965 
8 Metallovedenie i Termicheskaja 
Obrabotka Metallov 

璧

* (IV) 1961-1965 
9 Montazhnje Raboty v Stroitel'stve 
*(K) 20(1958)-26(1965) 〔1962〕
10 Prikladnaja Matematika i 
Mekhanika 
(exch. pu:i.) 
*(I) 
(K) 17(1953)-20(1956) 〔19,3(1955)〕
*(C) 18(1954)-29(1965) 〔19,3(1955)〕

〔20,3(1956)) 

11 Promyshlennoe Stroitel'stovo 
* (K) 1958 july-1965 

12 Radiotekhnika i Elektronika 
*(C) 3(1958)-9(1965) 〔3,1-7〕

〔5,3〕
〔7,9-11〕
〔8,3〕

13 Stroitel'naja Mekhanika i Raschet 
Sooruzhenii 
*(K) 1958-1965 
14 Stroitel'stvo i A.rchitektura 
(K) 1961-1964 
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D. 写真室

写真室は普通写真室 72m汽高辿度写真室 92面から成り，普通写真室は文献複写およ

びゼロックスによる複写，白焼，撮影，現像，焼付，引伸などの一般写真作業を行ない，

高速度写真室は 16mm Fastax高辿度カメラ，閃光放電管式瞬間写真撮影装汎 16mm

Cine Kodakカメラ， Eell& Hawell 16mm映写機（磁気録音付き）， 35mm幻灯機など

を設備し，高速度写真関係の作業を行なっている．連窃は本所写真委員会の管理のもとに

行なわれ，月平均 395件の作業を行なっている．
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m. 機構・職員・予算

1. 機構

A. 機構の概要

生産技術研究所は日常の業務遂行の面から，研究部と事務部とに大別される．

研究部は，運営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，必要によりそれ以上会議

を開催している．研究部は研究室から成り立っており，また，その部の恵門を適当に分類

した恵門分野表は 1ページ「沿革」の項に掲げたとおりである．

中間試験部は，却礎部の砧礎研究として完成したもので，これを工業化へ移すための中

間規校の試験研究を行なうところで，毎年各部から 2名ずつ選出した委員の組織する特別

研究審議委員会で研究課題を審譲選定し，特別の予邸をつぎこんで実施している．また受

託研究の一部には中間試険研究になるものがある．

本所の重要事項は教授総会で決議する．教技総会は教授・助教授によって組織され，師

月 1回定期に聞催している．ほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が旬月 1回行なわ

れる．

協力機関には宇宙航空研• 生研連絡会議がある．

そのほかに所旦がそれぞれの導門的立場から組織する各種委且会，連営関係を担当する

諸委員会がある． これらは各部から選出する教授・助教授または講師が委員となって構成

されるもので，委員長は教授総会で選出されるものと互選によるものとがある．その種類

は次ページB.機構図にあるとおりで，内容は咎末の委員会諸規定を参照されたい．

大学院

本所で現在教育を受けている大学院学生は新制 143名である．新制大学院は昭和 28年

4月から開始され，本所の関係する大学院コースは，工学系研究科中の土木・建築・機械・

精密•船舶・電気・応用物理・電子・冶金· 工業化学・合成化学・化学工学：および理学系

研究科中の数学である．

外に会社，官公庁，その他一般からの申出により，一定期間，ある事項について研究を

指尊する研究生の制度がある．その規定は巻末 176ページにある．
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::B. 機構図

教授総会 ー一部主任ー事務室一事務主任

—第 1 部ー（応礎）—-—|専門分野（各研究室） 1 
――研究班ー主任研究員

—第 2 部ー（機械・船舶） 同 上

部-1一ー第3部ー（電カ・通信）＿同 上

—第 4 部ー（化学・冶金）＿同 上

第5部ー（土木・建築）一ー同 上

総合研究班ー主任研究員

—庶

—庶務主任―――一人

厚

司

用
一ー事務部ー事務長——|—ー会計主任―~

――ー出

管

—出

研
業務主任＿

—写

事務室 —図

I—事務室
—試作工場＿工場長――――設 計 室

—エ作室

—特別研究審議委員会

―エ作委員会

出版委員会

—図書委員会

-―写真委員会

—常置連営関係委員会――I
—営繕委員会

-―厚生委員会

千葉実験場管理連営委員会

――講習会委員会

—放射性同位元索委員会
—試険溶鉱炉委員会
-—計卵機委員会

—予罫委員会
—将来計画委員会

記念行事委員会

会 |―一発明特許制度審議委員会

—整備委員会

（協力機関）＿宇宙航空研•生研連絡会議

常務委員会

—研 ヒ
し
名
ノ

中間試険部

所長―|—一千菜実験場

務

事

生

叶

度

納

理

版

究

真

書

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

—臨 時 委 員
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2. 職員

A. 現員表 (41.4. 1現在）

a. 職種別戦員数

区 分 1教授 1助教長I,;, 立師 1 助手 1 叔官 111迂；務官1技術員1事務員 1技能叫用務員し~
39 35 8 81 106 77 58 21 29 23 477 

戦員数 *12 / I *12 

＊印併任

b. 諸系統別戦員数

区分 1 研究系統 I下務系統 1技術系統 1技能労務系統Iその他 人
I i I . 

_I,, 
教助畠胃研助技i ! 事事肢技 技技用 日

職 I I I究i i : I I I 
I 

I 

雇

稲 教 Ii担戸i I計務 1喜計 術計 能務'「夏 at
別授授 1剛当員□叶官i官員 官員 官員旦 已 I叶

>\*:: 35 7 11 50, 82 12,236 77 21 98170 57127125 29 23177 43 43 :~~ 

＊印併任

B. 職員名簿

第 1 部
＊薪制による学位

官職 1氏 名 卒学業学科~15 II卒業年月日1学年位月取得日 1学位 1

教授 岡本舜三 京工， 土大木 昭 7.3.31 昭23.2.19 工

II 久保田広 理，物理 II 9, 3. 31 II 18. 2, 26 ” 

‘’ 一色貞文 工，冶金 ,, 11. 3. 31 // 24. 2.14 ” 

” 大井光四郎 II 数学 II 14. 3. 31 ,, 37. 3. 31 ” 

” 鳥飼安生 工，物理 II 18. 9. 25 II 30, 4. 4 理

” 宮永五郎
// // ,,17_ 9. 30 II 40. 1. 11 II 

II 山田嘉昭 ニエ機械 1120. 9. 25 II 37. 1. 22 工

併授 任教 熊谷寛夫 II 物理 II 9. 3. 31 II 14. 7. 31 物

II 玉木章夫 理，物理 "14. 3. 31 ,, 26. 4.11 工

” 森大吉郎 ニエ航機 "19. 9. 5 II 36. 9. 5 ’’ 
助教授 小瀬輝次 II 梢密 "22. 9. 301 "36. 7. 27 " 
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助教授I北川

” 

成瀬

辻

根岸

栂''" "" 

II 

師I伯野

本間

教 授I小川

鈴木

平尾

亘迎

水町

田宮

松永

英夫

文雄

泰

勝雄

元彦

禎一

正義

弘

収

厚

長生

真

正久

大島康次郎

児健岩

原

中

々

餘

村

板

石

竹

栢

千

安

植

高

,

<

9

:

 

任

授

授

”

教併
教

助

智男

規鮒

藤雄

” 良夫

恒義

‘’ 幸伯

” 

II 

柴田

森

) ,, 井

佐藤

棚沢

大野

碧

政弘

忠彦

宇ヂ舌寺 J 

一郎

進一

東大
ニエ物理

昭21.9. 30昭37.2. 3エ
” 航原,,20. 9. 25 ,, 37. 2. 20理， 

II 

物理

工，土木

千葉工大
金屈

,, 25. 3. 281,, 37. 3. 271 ,, 

II 26. 3. 281 "37• 2. 20 

11 31. 3. 2s 11 36. 3. 311*エ
” 

II 33. 3. 31111 41. 1. 201 II 
I 

第 2 部

功プ-I I I 
工，造兵 I
、¥.:昭13.3.31昭25.10. 25: エ

” 機械 I,, 15. 3. 31! ,, 26. 4. 111 ,, 
I I I 

// 14. 3. 31,,, 29. 3.171 ,, 
I : 

,, 16. 3. 31:,, 27. 4. 41: ,, I 
I I I 

,, 15. 3. 311 ,, 33. s. 6; ,, I 
I I I 

,, 16. 12. 25 // 33. 5. 2',, 
I 

造兵 i// 16. 12. 271 // 32. 8. 1: // 
vl7. 9.25,,32. 7. 8;,, 

I 
,, 21. 9. 30'.,, 30. 5. 27 ,, 

I I I 
工，機械 I,,11. 3. 31.,, 26. 5. 26',, 

I I 
,, 11. 3. 31:,, 28. 1. 29; ,, 

I 

// 19. 9. 251,, 32. 1. 13; ,, 
I 
I ! 

,, 20. 9. 251,, 35. 8. 13 ,, I I // 19. 9. 25,,, 37. 1. 22, ,, 
I 

I 
,, 21. 9. 30 // 36. 12. 22 // 

I I 
工，機械,,28. 3. 28, ,, 33. 3. 29:*エ

I 

名大 1 I 
工，電気

// 25. 3. 171 // 34. 4. 271エ
東大 i I 
工，船舶//27. 3. 281 // 37. 3. 311 // 

” 機械 // 33. 3. 28. ,, 38. 3. 29ぎエ
I I ,, 33. 3. 28• // 38. 3. 29',, 

! I 
,, 36. 3. 28'// 41. 3. 29 ,, 

I I 

II 

II 

II 

／／ 

II 

I/ 

II 

航空

機械

船舶

ニエ機械

ニエ機械

船舶

造兵

船舶

II 
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督1-ipl 
師梅谷

荒木

授藤高

森脇

沢井善三郎

！斎蘇

渡辺

尾上
I 

,, I安逹
併任
教授

高木

” 野村

教

” 義雄

成文

” 勝

守夫

芳夫

昇

民也

助教授I浜l裔

II 

河村

山口

” 

階そiii

教

” 

” 

羽

田

井

木

田

高

安

麻

高

株

~i~·99~•j 

i
 
BI 

叫菊池

江上

浅原

加藤

野綺

雀部

附二

献次

周平

裏二

逹雄

楠雄

禎雄

靖彦

四一

幹雄

長子

,'「一
ンゞ

ーn~

照三

正夫

弘

高雄

京ナ
工，機械
‘昭31.9. 30 

横浜国大
機械

// 33. 3. 20 

で第 3 部

東大 I I I 
工，電気

昭 5.3.31昭17.12.24エ
I ,, ,, ,, 8. 3. 31 // 22. 6. 23 // 

I 
// 10. 3. 311 // 25. 5. 311 // 

,, 16. 12. 25',, 26. 8. 20: // 

I 
6. 12. 25 ,, 34. 12. 

I ニエ電気¥// 22. 9. 301 // 30. 6. 301エ
// 19. 9. 25'// 39. 3. 16エ
,, 6. 3. 31 ,, 17. 5. 15 // 

I I 
,, 20. 9. 25; // 34. 11. 20 ,, 

I I 
I/ 28. 3. 281 I/ 33. 9. 151*エ
// 29. 3. 28 ,, 34. 3. 30 ,, 

I 
,, 32. 3. 28 ,, 37. 3. 31 ,, 

I 
// 33. 3. 28 // 38. 3. 29 // I 

I/ 33. 3. 28: // 38. 3. 29! // 
I 

,, 34. 3. 28,,, 39. 3. 311 ,, ! 

,, ,, ,, ss. ,. si ,, ,o. s. 311 ,, : 
東京文理 I I I I 
大，物理

,, 25. 3. 15 ,, 36. 6. 5, Ph.D' 
I I I 

工

” 

I/ 

第 4
 
部

東ナ
工，応化
＼昭 8.3.29昭23.6. 31工

II 冶金 II10, 3. 31 // 24. 2. 141 // 

” 応化 I,,14. 3. 311,, 29. s. 191 ,, 

冶金

応化 I11 14. 3. 311 II 32. 11. 151 II 

冶金

"15. 3. 311" 27. 7. 71 " 

I/ 11. 3. 31111 36. 5. 181 // 
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II 中村亦夫 II II II 16. 12. 2 II 39. 1. 1 II 

併教任授 山本 究 II II II 13. 3. 3 II 27. 4. II 

助教授武藤義ー II II II 16. 12. 2 II 37. 3. II 

" 今岡 稔，I II II 16, 12, 2 II 36. 6. 30J II 

,, I西川桁ーニエ冶金 II19, 9, 2 II 36. 7, 311 II 

" I原善四郎 II II II 19, 9, 2 II 37, 3. 191 II 

" I後藤信行 ” 応化 II19. 9. 2 II 36. 10. 261 II 

II I河添邦太朗 II I/ I/ 19. 9. 2 

,, I館 充／／冶金,,20. 9. 2 ,, 36. 11. 11 ,, 

” ＇早野茂夫 ”応化，，23.3.3 ,,39.1.16 3;,, 

,, I明石和夫 ／／ 冶金,,26. 3. 3 

" I本多健一 II 応化 II24. 3. 3 II 36. 10. 2 II 

第 5 部

東ナ I 
教授足野昌一

工，建築
＼昭 6.3.31昭20.9. 241工

II 坪井善勝 II II II 7. 3. 31 II 16. 11. 291 II 

II I星埜 和 II 土木 II 9. 3. 31 II 22. 8. 211 II 

II I丸安隆和 II II II 14. 3. 31 II 26. 11. 261 II 

II I勝田高司 II 建築 II15. 3. 31 II 27. 1. 251 II 

" I久保慶三郎 ニエ土木 II20. 9. 25 II 37. 2. 201 II 

II I池辺 陽工，建築 1117.9.251137. 3.271 II 

II 井口 昌平 II 土木 II16, 12, 25 II 40. 9, 221 II 

併 任
教授

関野 克 II 建築 II 8, 3, 31 II 20, 9, 241 II 

II 高 山英華 II II I/ 9. 3. 31 // 24. 7. 301 // 

助教授三木五三郎ニエ土木 II19, 9, 25 

I/ 田中 尚 I/ 建築

‘’ 
／ヽ

石井聖光 I ,, 

村松貞次郎 I ,, 

”
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助教授＼小林

講、師越

川股

事務長

庶務主任

会計主任

業務主任

庶務掛長

人事掛長

厚生掛長

司計掛長

用度掛長

出納掛長

管理掛長

一輔

正毅

重也

方

藤

内

田

見

下

島

松

塚

村

井

白

須

竹

黒

浅

山

福

小

飯

島

石

出版掛長

研究掛長

写真掛長

図：；！［掛長

千葉実験場
事務掛長

第 1 部
事務主任心得I大内

第 2 部
事務主任

第 3 部
事務主任

第 4 部
事務主任

第 5 部
事務主任

水野

滝本

安田

林

窟岡

満田

三郎

睛明

良雄

良平

良夫

為彦

行雄

茂

石田菫太郎

士｀ロ氷

吉永

東大・
工，土木昭29. 3.31 

II II 1/32. 3. 28 

東北ナ
工，建築

¥. II 30. 3. 24 II 38. 3. 26 *エ

之次

諮義

消

英克

高春

重

璽雄

正幸

岩雄

試作鈴木正吾
工場長 （第 2部講師）
（併任）

忠司

博文

事 務 部

（事務系役付職員）

試作

塁，機立 1昭14.3. 311 

工 場
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年間異動

官 職 I氏 名 I発令年月日 I 備 考

教 授 後藤以紀 40. 3.31 停年，本所併任終了
II 糸川英夫 ” 本所併任任期満了

／／ 松下幸雄 ” ’’ ” 

‘’ 玉木章夫 40. 4. 1 宇宙航空研に配置換，本所併任

II 野村民也 ’’ 
,, 

” 
講 師 明石和夫 I/ 助教授に昇任

高木幹雄 II I/ に採用

助教授 山田嘉昭 40. 6. 1 教授に昇任

助 手 川股重也 II 講師 ” 

助教授 井口昌平 40. 8. 1 教授 ，＇ 

助 手 本間禎一 II 講師 ” 

’’ 辻 泰 40. 10. 1 助教授”

根岸勝雄 ” 
,, に採用

ぎ,,1lk; 師 本多健一 41. 2. 1 助教授に昇任

教 授 福田義民 41. 3. 31 停年

” 永井芳男
II 

” 
II 平田森三 II ”本所併任終了

C. 旧 職 員

名管教授 故井口常雄， 瀬応象二，故友田宜孝， 谷 安生， 足合正治

岡宗次郎， 渡辺 要， ネ屈田 武雄， 高橋武雄

元教投 故森田三郎，故茂木武雄，故吉川睛十， 菱川万三郎， 吉原英夫

松本良一，故釘宮 磐，故岩崎富久，故竹中二郎， 清水菊平

浅岡勝彦， 石川政吉， 山県昌夫， 福田節雄， 南波松太郎

故増野 夫竺了， ノ/ ロ‘ ヽ 一郎， 河村正弥， 沼田政矩，故小野 煎
高桐安人，故宮津 純， 兼重寛九郎， 金森九郎，故末岡消市

平田森三， 松下幸雄， 糸川英夫， 永井芳男， 福田義民

元助教授 故原 正人，故吉村度丸， 堀 武男， 渡辺 印思Cヽ9 佐藤正彦

故内田祥文， 渡辺正雄， 高木 坦早19 沢田正二， 高月竜男

盟田利幸，故青木 洋，~".!:高尾一郎， 田中一彦， 元良誠三

中西邦雄， 原田正道，故桑井源禎， 小川岩雄， 江口雅彦

石井義郎， 久松敬弘， 仁木栄次， 浜口隆一， 丹羽 登

黒川兼行

匹ェ技講官師 佐藤敬夫， 中村康治， 藤森栄二， 橘爪 伸， 富成 裏

元事務長 岩倉武嗣， 伊藤亀吉， 岡本律平， 鈴木弥孝
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3. 決算と予算

A. 昭和39年度歳出決算

金 額 百分率

祁如ムe＼ ヽ 額 526,457,131円 100. 00% 

職員給与 293,169,771 55.69 

校 費 185,287,100 35.20 100. 00% 

各研究部研究費 75,579,900 14. 35 40. 79 

特別研究費 22,615,000 4. 30 12.21 

大学院学生経費 3,001,000 0.57 1. 62 

研究生経費 88,000 0.02 0.05 

施設迎転経費 8,104,640 1. 54 4.37 

設 備 費 36,000,000 6.84 19.43 

図沓購入既 5,765,670 1. 10 3.11 

出 版 費 3,129,771 0.59 1. 69 

試作工場経費 3,900,000 0. 74 2. 10 

戦員厚生経費 460,600 0.09 0.25 

試作工場移転費 2,741,000 El. 52 1. 48 

共通経費 23,901,519 4.54 12.90 

受託研究費 15,640,000 2.97 

受託研究員費 2,900,000 0.55 

職員旅費 3,404,700 0.65 

各所修繕 6,130,000 1. 16 

ヅし 森{¥ J]< 席斗 16,320,000 3.10 

又託研究旅費 1,100,000 0.21 

各所新営 2,230,000 0.42 

諸 謝 ＾ ュI,: 211,000 0.04 

留学生研究旅費 25,000 

l 講師等旅費 6,960 0.01 

庁 .!LJ〔• 32,400 

B. 昭和40年度歳出予算額

金 額 百分率

和々9,ムe, ヽ 額 568,007,500円 100. 00% 

職員給与 309,174,000 54.43 

校 費 217,004,600 38.20 100. 00% 

各研究部研究費 70,785,000 12.46 32.62 
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特別研究費

大学院学生経費

研究生経費

設備喪

施設運転経賢

図書購入費

出版費

試作工場経費

職員厚生経費

試作工場移転毀

共通経喪

受託研究喪

受託研究員喪

職員旅費

各所修繕

各所新営

受託研究旅毀

諸謝金

留学生研究旅費

謡師等旅費

22,800,000 

4,377,000 

85,200 

38,250,000 

8,192,716 

6,844,800 

4,790,000 

3,138,000 

512,800 

1,500,000 

55,729,084 

20,300,000 

3,320,000 

3,227,900 

12,369,000 

390,000 

2,000,000 

190,100 

25,000 

6,900 

4.02 

0. 77 

0.01 

6. 74 

1. 44 

1. 21 

0.84 

0.55 

0.09 

0.26 

9.81 

3.57 

0.59 

0.57 

2. 18 

0.07 

0.35 

0.034 

0.006 

10.51 

2.02 

0.04 

17.63 

3. 77 

3.15 

2.21 

1. 44 

0.24 

0.69 

25.68 

c
 

文部省科学研究費関係（昭和 40年度）

公ハ々ポ

究

究

究

究

究

機

各

総

試

特

研

研

研

・

研

研

額

関

個

合

験

定

47,492,000円

29,960,000 

1,809,000 

3,132,000 

11,241,000 

1,350,000 

D. その他の研究費（昭和 40年度）

額
文部省科学研
究毀分担金
奨学交付金
その他の団体，
機関より受けた
研究費

(B+C+D) 

公ぃ―
女
小 32,476,617円

778,500 

24,210, 117 

7,488,000 

647,976,117 
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VI. 昭和40年度の研究成果発表の状況

出 版 物

本所発行の研究発表，紹介の出版物としては次の 3種がある．そのほかには生研案内

（和文・英文）と年次要魏（いずれも年刊）がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称：生研報告）

所員のまとまった研究成呆を発表する本文は和文または欧文とし，不定期発行で年間

10種前後を刊行している・

生産研究

研究の解説的紹介と速報的紹介とをかね，月刊で発行している・

以上は，本所の発行の分で，その他，随時に学会誌，協会誌その他の学誌』こ研究を発表し

ている・

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引とするため，写真中心に簡略に編集したもので，現

在まで 100種を発行している．

A. 東京大学生産技術研究所報告（不定期刊・研究発表誌）

昭和 40年度 (40年4月-41年 3月）に発表したものを次表に示す．

巻号 題 目 著 者 発行年月

14・3 自動車の迎動に関する研究 亘理 厚 40. 7 

14・4 屯子ビーム雑音の研究（英文） 藤井阻一 40. 8 

14・5 砂礫堆の形成に関する水理学的考察 井口昌平 40. 10 

15・1 機械構造物の耐震設計に関する研究 佐藤壽芳 40. 11 

15・2 吊り屋根構造の設計とその問題点（英文） 坪井善勝・川口 ¥!Ii 40. 11 

ー東京オリンビック水泳場一

15・3 金属の高温陵化における酸化刑の微視的および

巨視的構造の役割 本間禎一 40・12 

15・4 高炉セメントコンクリートの研究 丸安隆和・小林一輔 41・2
阪本好史

16• 1 多環化合物の合成に関する研究 永井芳男 41・3 

B. 生産研究

（発巻行年号月） 坦 目 著 者

17巻 4号
(40年4月） 本地堂の“嗚き竜”復元に関する研究（研究解説） 石井聖光•平野興彦
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「水文学」の定義と命名の経緯について（研究解説） 井口昌平

一国際水文学十年計画の発足にちなんで一

薄肉開断而材の弾性力学 (VI)(研究解説） 川井忠彦

アメリカでの研究所生活（海外事情） 合田周平

一生体工学研究の現状一

流体継手の実験研究（第2報）（研究速報） 石原智男•森 恒

伊藤誠一

17巻5号 材料の表而と疲れ (1)(研究解説） 北川英夫

(40年5月） 棒の縦衝撃と塑性波の伝ぱ (2)(研究解説） 山田嘉昭

苅肉開断而材の弾性力学 (¥Ill)(研究解説） 川井忠彦

5孔トピー管における圧縮性の彩密（研究速報） 北野正夫

17巻6号 船舶実験用水槽について（研究解説） 田宮 真

(40年6月） 組合せ応力をうける鉄筋コンクリートはり部材の終局せん 坪井善勝・未永 保炎

断耐力理論および実険（研究解説）

その 2 せん断力をうける鉄筋コンクリートはり部材のコ

ンクリート部分の挙動についての韮礎的な実験 No. 1 

測定値を結んで曲線を描くときに便利な放物線の性買 大井光四郎

（技術メモ）

低サイクル疲労試験装i匹（研究速報） 商栂幸伯• 小畑和彦

佐野謙ー・能努義昭

無方向性磁束計の試作（研究速報） 沢井善三郎•森 c｛,口J, ― 
上村昌司

17巻7号 キナクリドンの化学（研完解説） 西 久夫

(40年7月） 振幅フィルターを用いた回折実険（研究解説） 朝倉利光・菊池恭孝

円筒形織成薄膜記憶素子を用いた高速記憶装府 (1) 渡部弘之•松下 昭

（研究解説）

Cu-Cr合金の復元現象について（研完速報） 西川梢ー• 長田和雄

小林繁美

建築音密の校型実験に用いる (50Oc/s-100 kc) 石井聖光•朝生周二
1/3オクタープバンドパスフィルクーの試作（研究速報） 伊藤 筍男

17姪8号 超音波鋳造（研究解説） 朴 鎮黙・，烏飼安生

(40年8月） 円筒形織成薄膜記憶索子を用いた高速記憶装骰 (2) 渡部弘之• 松下 昭

（研究解説）

う．な．り． をともなう減衰波形の解折法（研究速報） 柴田 珀•原 ,,c; ~ — 
カオリン鉱物の水蒸気吸酋（研究速報） 福田 義民・翡橋 .-｛,はi,~ 

西村囮一

鋼管ダクト分岐部の狙失圧力および発生騒音について 勝田高司・ 寺沢逹二

（研究速報） 板本守正

17巻 9号 レーザー光の顕微鍛への応用（研究解説） 永井呂平• 朝倉利光
(40年9月） ディジタル閏報伝送における同期の一方式（研究解説） 猪瀬 博• 高木幹堆

グレノープル大学の制御学科（海外罪梢） 高橋安人

試験溶鉱炉第 16次操業について (1)(研究速報） 館 充• 中根千富
ー送風限界について一 館研空室員

試験溶鉱炉第 16次操業について (JI)(研究速報） 館 充• 桑野芳一
ー主として炉頂ガスの連続分析について一 山村 武

17巻10号 PCMテレメータにおけるフレーム同期（研究解説） 神子富雄•安田靖彦
(40年10月） 野村民也

最近の吸杵装四（研究解説） 河添邦太朗

ガンタンネルによる極超音速気流の実験（研究速報） 雛田元紀•玉木翠夫

高周波焼入れした鋼中空試験片の腐食疲れ強さ（研究速報） 北川 英夫•堀内 正明
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一高周波焼入れ銅の疲れ強さの一検討一 細井清忠

微動による工作機械の動的特性の測定（研究速報） 佐藤壽芳•武藤敏昭
定常流停止後の応力緩和 Na-Po!yacrylate溶液の最長緩 黒岩城雄・中村亦夫

和機構（研究速報）

17巻11号 公害研究会について（牲頭言） 岡本舜三

(40年11月） 耐裳工学研究の現況（特集） 岡本舜三

機械系構造物の耐虚設計（特集） 柴田 恐•佐藤褥芳

防災•公 ー原子力発電所に関する研究を中心として一

害特集 高屈および地下建築の防災対策（特集） 星野昌一

公害に関する法的規制の現状と問題点（特集） 潮見俊隆

水質汚染について（特集） 木村恒行

大気汚染問題の現状（特集） 菊池真一• 鈴木 伸

17巻12号 回転速度変動の無接触測定装四（研究解説） 江守一郎• 横山茂士
(40年12月） 斎藤治彦

芳香族ジアゾニュウム塩の光分解（研究解説） 菊池真一・鋤柄光則

地裳動の非定常性の一取扱法について（研究速報） 佐藤席芳•武藤敏昭

4-〔4ーオキシナフチルー(1)〕ーベンゾアントロンの合成， 永井芳男•長沢孝太郎
およびリンモリプデン酸アンモニウムによる多環縮合フ

エノールの呈色（研究速報）

ジエン化合物のイオンテロメル化反応（研究速報） 浅原照三•木瀬秀夫

郊 東静

18巻 1号 年頭にあたって（巻頭言） 岡本舜三

(41年 1月） 材料の表而と疲れ (2)(研究解説） 北川英夫

MHD発軍について（研究解説） 棚沢一郎

第2回実験力学国際会談のことなど（悔外罪梢） 大井光四郎

ニッケルメッキ陪の組織と再紘椙（研究辿報） 西川精ー• 長田和雄

小林繁美

アクリロニトリルのオリゴマー（研究速報） 浅原照三• 田中貞良
藤崎善耀

バリウムースルホナゾllIキレートを指示薬とする第4アン 武藤 義ー・和田 芳裕

モニュウム塩滴定法（研究速報） 正岡秀夫

新しい化合物の合成（研究速報） 永井芳男•松尾昌季
18迭2号 スボット・ダイアグラムを用いた解像力の計邸（研究解説） 高島 松雄

(41年2月） 瞬間抵抗焼結法の研空（研究解説） 坂井徹郎・板橋正雄

原善四郎

サウジアラビア（海外事梢） 坪井善勝

東京カテドラル聖マリア大型堂の構造設計（研究速報） 坪井善勝・名須川良平

pートリール酸アミドのホフマン分解（研究速報） 永井芳男・後藤信行

上野恒明

Thermal Desorptionによる残留気体の分折（研究速報） 斎藤恒成・上満信男

富永五郎

B-A型屯離真空計と水索の反応（研究速報） 斎藤恒成・辻 泰
18巻3号 クーロメトリーの液体クロマトグラフヘの応用（研究解説） 武藤 筏ー・高田 芳矩

(41年3月） 遠心バレル研磨法（研究解説） 松永正久

信号系の最適オフセットパタンの近似解（研究速報） 越 正毅

シアニン系写真増感色索の励起エネルギーの計邸 谷 忠昭•菊池真一
（研究速報）
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第 1 部

教 屈
又

~•

J 久保田 広 (Hiroshi KUBOTA, Professor) 

Measurement of Optical Transfer Functionーレスポンス関数の測定ー： Japanese. J. 

Appl. Phys. 4, 1, 137-145, 1965. 9. 

教 呼〈
L

↑
一 一色 貞文 (Sadabumi ISSIKI, Professor) 

Temperature Change of Specimens at the Beginning of Oxidation and its Kinetic 

Effects一酸化反応開始時の温度変化の測定とその反応速度への彩膀ー（本間禎ーと共

著）： Trans. JIM, 6, 3, 146-150, 1965. 

Rosenburg反応中断法による酸化屈内点欠陥濃度の測定ーMeasurementof the Point 

Defect in Oxide Layer by Means of the Rosenburg's Interrupted Reaction Method 

-(本間禎ーと共著）：第 56回日本金属学会講演概要， pp35-36, 1965. 

教 呼｛．＇ 
・

L

一
大井光四郎 (Koshiro OI, Professor) 

衝撃力の軍子計測ーElectronicMeasurement of Impulsive Forceー：精密機械， 31, 7, 

557-561, 1965, 7. 

Transient Response of Bondes Strain Gages —歪計の過渡応答性ー： Pre-print of the 

second international congress on experimental mechanics, Sep. 1965, vVashington 

D. C, U.S. A. 

教授鳥飼安生 (Yasuo,TORIKAI, Professor) 

超音波による応力解析について一Onthe Stress Analysis Utilizing Ultrasonic Waves 

-(李孝雄と共著）：音密学会研究発表会講演論文集， 167-168,1965. 5 
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超音波による応力ならびに異方性の測定ーMeasurementsof Stress and Anisotropy by 

Ultrasonic Waves一（李孝雄と共著）：音惣学会研究発表会講演論文集， 5-6, 1965. 

10. 

教授富永五郎 (Goroh,TOMINAGA, Professor) 

プループ法ーProbeMethodー：応用物理， 34, 11, 833, 1964. 

教授山田嘉昭 (Yoshiaki,YAMADA, Professor) 

引張り試験に関連して考えていること（とくに切欠き試験片と異方性について）ーTen-

sile Testing of Sheet Metals, with Particular Emphasis on the Use of Notched Strip 

for Evaluation of Anisotropyー：塑性と加工， 6,58, 666-673, 1965. 11. 

塑性不安定について一Onthe Tensile Plastic Instabilityー（胄木 至と共著）：第 16同

塑性加工連合講演会前副集， 109-112, 1965. 11. 

高辿引張り試験機（試作）と 1-2の実験結果についてーA High-Speed Tensile Testing 

Machine and Some Experimental Results一（綸竹千三闘I・ 御崎孝義と共著）：第16同

塑性加工連合講演会前刷集， 125-128, 1965. 11. 

塑性加工学 (I),(II) -Translation of W. Johnson and P.B. Mellor's'Theory of 

Plasticity for Mechanical Engineers'(清川堅吉・葉山益次郎と共訳）：培風館， 1965.

9および 10.

塑性加工性（板材の成形性）試険法ーTestingof Formability of Sheet Metals一：機械

工作， 13, 91, 9-13, 1966. 1. 

助教授小瀬輝次 (Teruji,OSE, Asrnciate Professor) 

Jレビーレーザの空間的コヒーレンスーSpatialCoherence of Ruby Laser Beam-(佐々木

秀行と共著）：応m物理. 34. 9, 642-647, 1965. 9, 
A Measuring Instrument for Optical Transfer Function. —By Means of Electrical 

Frequency Analysis Method—，ー電気的フーリエ分析法によるレスボンス関数測定

機ー（高島松雄，山口意颯男と共著）： JapaneミeApp. Phys. 4, Supplement 1, p. 154 

-159, 1965. 10. 

助教授北川英夫 (Hideo,KITAGAWA, Associate Professor) 

高周波焼入れ材のX線応力測定について一Onthe Stress Analysis by X-ray Method 

on the Steels Hardened by High-Frequency Induction Heating (高橋秀雄，掘内正明

と共著）：日本非殷壊検査協会， NDI資料 4204, 1965. 4. 

腐食性その他の環境中での疲れーFatiguein the Corrosive or other Circumstances—: 

日本学術振興会第 97委員会前刷， 1965.7および 1965.9. 

金屈材料疲れ強さの設計資料 (II)表面効呆ーTheStandard Design Data of Fatigue 

of Metals (II) Surface Effectsー（分担執筆）：日本機械学会， 1965.9. 

Invariability, Hesitation or Restoration of Damage in Wet-Dry Fatigue Process -Effect 
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of Corrosion on the Progress of Fatigue Fracture, studied in Relation to the 

Behaviors of Corrosion Fatigue Cracks-Wet-Dry 2段階疲れ過程における疲れ被

害の不変，停留および回復一疲れ破壊過程への腐食の影密に関する，腐食疲れき裂の

挙動を考磁した研究ー： Preprint for the 2 nd International Congress on Experimental 

Mechanics in Washington, D._ C., 1965. 9. 

レー）レ溶接部の疲れ強さーFatigueStrength of Welds of Rail, (大井一郎， 堀内正明，

sion Fatigue Cracksー（堀内正明と共著）：日本機械学会第43期全国大会講演前刷集，

No. 141, p. 193, 1965. 10. 

腐食疲れき裂をもつ鋼材の疲れ強さ—Fatigue Strength of the Steel Containing Carro-

sion Fatigue Cracksー（堀内正明と共著）：溶接学会第 1回溶接構造の疲労に関するシ

ンボジウム論文集， 1966. 2. 

耐食アルミニウム合金 5083溶接部の疲れ強さおよび腐食疲れ強さーFatigueStrength 

and Corrosion Fatigue Strength of the・welds of Anti-corrosive Aluminum Alloy 

5083ー（筵田和之，西垣辻雄と共著）：沿接学会第 1回溶接構造の疲労’に関するシンボ

ジウム論文集， 1966.2. 

助教授成瀬文雄 (FumioNARUSE, Associate Professor) 

Rm/Re. 1/Rmが小さく，砧場が強いときの MHDAligned Flow-Magnetohydrody-

namic Aligned Flow with Very Strong Field一：日本物理学会第10回応用数学・カ

学講演会予稿集， 45, 1965. 7. 

Hall効果があるときのよどみ点付近の流れーMagnetohydrodynamicFlow near a Stag-

nation Point., with Hall Effectー：第 15回応用力学連合講演会論文抄録集， 33-34,

1965. 9. 

助教授辻 泰 (Yutala TUZI, Associate Professor) 

Determination of Thermal Accommodation of Translational Energy of Vapors at a 

Glass Surfaceーガラス表面における蒸気分子の並進迎勁のエネルギーに関する熱的適応

係数の測定ー(J.A Morrisonと共著）： J. Vac. Sci. and Tech., 2, 3, 109-112, 1965. 

助教授根岸勝雄 (Katsuo, NEGISHI, Associate Professor) 

Diffraction of Light by Ultrasonic Waves of Finite Amplitudes—有限振幅の超音波に

よる光の回折ー（能本乙彦と共著）： Acustica 15, 4, 223-235, 1965. 

請師伯野元彦 (MotohikoHAKUNO, Lecturer) 

Response of a Multi-Story Frame Structure to Random Excitation一多自由度振動系

のランダム振動ー（篠塚正宣，板垣浩と共著）： Technical Report No. 29, Dep't of 

Civil Engineering, Columbia University, New York, 1966. 2. 

講師本間頴ー (TeiichiHOMMA, Lecturer) 

Temperature Change of Specimens at the Beginning of Oxidation and its Kinetic 

Effects一酸化反応開始時の温度変化の測定とその反応速度への影菩ー（一色貞文と共
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著）： Trans. JIM, 6, 3, 146-150, 1965. 

Rosenburg反応中断法による酸化尼内点欠陥濃度の測定ーMeasurementof the Point 

Defect'in Oxide Layer by Means of the Rosenburg's Interrupted Reaction Method 

ー（一色貞文と共著）：第 56回日本金属学会講演概要， pp35-36, 1965. 

助手朝倉利光 (ToshimitusASAKURA, Assistant) 

切断したJレビーのレーザー発光状態—Ruby Laser Rod; Its Quality and Radiation 

Pattern-(藤原裕文と共著）：応用物理， 34,5, 343-349, 1965. 5. 

ホログラフィーの誕生—Development in Holographyー：自然， 20,6, 38-50, 1965. 6. 

ホログラムの実験―Experimentsin Hologramー：自然， 20,8, 50-52, 1965. 8. 

Quasi-Optics (社［光学）とその周辺—Quasi-Optics and Its Related Fieldー：光学技術コ

ンタクト， 3,3, 2-8, 1965. 7. 

光学情報の処理 (JI)' コヒーレント・ビームの役割—Processing of Optical Information 

(JI), Properties of Coherent Beamー：第4回サマースクール論文集（応用物理学会・

光学懇話会主催）， 1-40, 1965. 8. 

A Bibliography in Coherence and Its Related Fieldsーコヒーレンス関係文献題目集ー：

物理学論文選集「コヒーレンス」（日本物理学会発行） 209-234, 1965. 9. 

Diffraction Anomaly of Various Types of Extended Source, By Polarizing Microscope 

with Crossed Nicols一色々な形の有限な光源の異常回折像（肛交ニコルをもつ偏光顕

微鐙）ー（鈴木恒子と共著）： Japanese. J. Appl. Phys. 4, Suppl. 1, 287-293, 1965. 

9. ホログラムの光学—Optics of Hologramー：光学ニュース No.81, 2-10, 1965. 10. 

不均ーな位相，振幅分布をもつ開口による回折像， (V)振幅フィルターを用いた回折

実験ーDiffractionPatterns by Non-Uniform Phase and Amplitude Aperture Illumi-

nation, V. Diffraction Experiment with Amplitude Filterー（菊池恭孝と共著）：応用

物理 34,11, 795-801, 1965. 11. 

光の回折実険―DiffractionExperiments in Opticsー（菊池恭孝と共著）：科学の実険 17,

1, 39-44, 1966. 1. 

光のゆらぎの相関一Correlationof Intensity Fluctuationー：日本物理学会誌， 21,1, 

36-39, 1966. 1. 

Marechal収差許容最の応用ーApplicationsof Marechal Method of Aberration Tolerance 

Values一：応用物理， 35,3, 1966. 3. 

助手高島松雄 (MatsuoTAKASHIMA, Assistant) 

A Measuring Instrument for Optical Transfer Function by means of Electrical 

Frequency Analysis Methodーレスボンス関数測定装筐ー（小瀬，山口と共著）：

Japan. J. Appl. Phys. 4, Suppl. 1, 154-159, 1965. 9. 

The Aberration Synthesizerー可変収差レンズー（松居吉哉と共著）： Japanese. J. Appl. 

Phys. 4, Suppl. 1, 234-237, 1965. 9. 
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第 2部

教 授 鈴木 弘 (Hiromu SUZUKI, Professor) 

高炭索鋼線材の捻回試験について一OnTorsion Tests of High Carbon Steel Wire一

（木内学と共著）：第 16回塑性加工連合溝演会前刷， p.201, 1965, 11. 

教 授 平尾 収 (Osamu HIRAO, Professor) 

操舵系の動特性の改善—Improvement of the Handling Characteristics of Vehicleー（山

田尚之と共著）：自動車技術会昭和 40年度在季講演会前刷集．

自動車の運転車が安全を保つメカニズムについて—Mechanism for Maintaining Safety 

of Auto-drivers一：自動車技術， 19,6, 1965. 

自動車に関する研究問題ーProblemsyet to ce researched on Motor Vehicle一：日本機

械学会第247回講演会教材， 1966. 1. 

自動車用機関性能論ーTheoryof Engine Performances for Automobile一：内燃機関，

1966, 1, 2, 3月号，山海謳

工学者からみた交通災害の要素ーAnalyticalStudies on Traffc Accidents Considering 

as Engineering Problems: 人と車，全日本交通安全協会， 1965.7. 

教 授 亘理 厚 (Atsushi WAT ARI, Professor) 

肝擦による振動ーVibrationsCaused by Dry Frictionー（第5報，

会定時総会講演会前刷， 1965.4. 

自動車の操縦性安定性に関する研究（第 5殴）ーStudyon the Stability of Automobiles—: 

自動車技術会総会講演会前刷， 1965.5. 

自動車の振動，騒音および乗心地—Vibration, Noise and Riding Quality of Automo-

bilesー：機械学会第247回講普会教材， 1966. 1. 

杉本と共著）：機械学

教 授 水町 長生 (Nagao MIZUMACHI, Professor) 

ラジアルガスタービンの研究 (No.2)-Researches on the Radial Gas Turbine(No. 2) 

ー：日本機械学会ガスタービン研究分科会研究成果報告書， 日本機械学：会， 1966. 3. 

教 授 田宮 真 (Shin TAMIYA, Professor) 

非対称横揺れの性質について（その 1)-On the Characteristics of Unsymmetrical 

Rolling of Ships一：造船協会論文集， 118,pp 57-65, 造船協会， 1965. 12. 

船の安全運行に関する 2-3の問題ーConsiderationson the Safety of Ship Navigation 

ー：船の科学， 18,7, 149-154, 船祖技術協会， 1965.7. 

教 授 松永 正久 (Masahisa MATSUNAGA, Professor) 

二硫化モリプデンの二重電子回折像—Double Electron Diffraction Pattern on Moly-

bdenum Disulfideー（星本健ーと共著）：第 12回応用物理学連合講演会予稿，7p-E-8, 
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p. 144, 1965. 4. 

加工面の性質ーPropertiesof Polished Surfacesー：砥粒加工技術便買， p.744, 日刊工

業 1965. 6. 

振動式バレル研限のバレル内における動圧力について一OnDynamic Force in a Tub 

During Vibratory Barrel Finishingー（萩生田善明・内藤敏と共著）：金屈表面技術協

会第 31回学術講演会前刷， p.53, 1965. 6. 

Vibratory Finishing-Fundamental Research—振動式バレル研座に関する拡礎研究ー（萩

生田善明と共著）： Metal Finishing (A) 63, 9, 52, 1965. 9; 63, 10, 88, 1965. 10. 

教授大島康次郎 (YasujiroOSHIMA, Proessor 

Control System for Automatic Automobile Drivingー自動車運転の自動制御ー(Co-

authors : E. Kikuchi, M. Kimura & S. Matsumoto) : Preprint of IFAC Tokyo 

Symposium, 1965. 8. 

ねじ利用精密直動形検出器についてーAFine Linear Motion Detector Utilizing Screw. 

-(木村浩哉と共著）：第8回自動制御連合講演会前刷， 1965. 11. 

サーボ機構ーServomechanism-(流木献次と共著）：オーム社， 1965. 9. 

教授石原智男 (TomooISHIHARA, Professor) 

流体継手の研究（第 3報）ーExperimentalStudies on Fluid Couplings (3rd Report) 

- (森 恒・外 1名と共著）：日本機械学会第42期通常総会学術講演会前刷， 1965.4. 

ターボ式流体伝動装 i性の非定常特性（第 1 報）—Nonsteady Characteristics of Hydrody-

namic Drive (1st Report)-(江守一郎と共著）：日本機械学会・精機学会東海支部講

演会前副， 1965. 9および日本機械学会論文集， 32,235, 1966. 3. 

教授橘 藤雄 (FujioT ACHIBANA, Professor) 

伝熱論ーHeatTransmission-(秋山 守•岡本芳三・森下輝夫と共著）：コロナ社， 1965.

10. 

助教授植村恒義 (TsuneyoshiUYEMURA, Associate Profesrnn) 

超高速度カメラの試作研究（第9報）ーRe,earchon New Ultra High-Speed Camera (珊）

-MLD-4 型カメラの製作ー伊籐寮治・北原時雄・日本光学工業 KK 高須芳雄• 吉

田庄一郎・浜 実と共著）：第 12回応用物理学会関係連合講演会予稿集， p.17-18, 

1965. 4. 

超高速度カメラの試作研究（第 10報）ーResearchon New Ultra High-Speed Camera 

(X)-MLD-4型カメラ用超高速小型タービンの開発ー伊藤寛治・北原時雄・日本光

学工業 KK 高須芳雄•吉田庄一郎· 浜 実と共著）：第 12回応用物理学関係連合講

演会予稿集， p.19-20, 1965. 4. 

高速度写真によるJレビーレーザ加工機構の解折（第 2報）ーTheDrilling Mechanism 

of Ruby Laser by High-Speed Photography (IT)-(山本芳孝• 宮崎俊行・日本電気
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K.K. 韮礎研究所，林 一雄・猪脇秀ー・丸山光弘と共著）：第 12回応用物理学関係

連合講演会予稿集， p.27-28, 1965. 4. 

高速度写真による金屈切削機構の解折研究（第3報）ーResearchon the Mechanism of 

Metal Cutting by High-Speed Photography (]I)-(山本芳孝• 三菱金屈鉱業 K.K. 

中村裕道・永岡義雄と共著）：第 12回応用物理学関係連合講演会予稿集， p.30-31, 

1965. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第 12報）ーResearchon Optical Tracking for 

Sounding Rockets (XII)ー（田中勝也• 金沢和夫・喜久里 翌と共著）ー：第 12回応用

物理学関係連合講演会予稿集， p.32-33, 1965. 4. 

高速度写真による）レビーレーザ加工機構の解折研究（第 1報）ーReseachon the Drill-

ing Mechanism of Ruby Laser by High-Speed Photography (I)-(山本芳孝• 宮

綺俊行・日本電気 K.K.茄礎研究所・林 一雄・猪脇秀ー・丸山光弘と共著）ー：昭

和 40年度籾機学会春期大会講演会予稿集， p.79-80, 1965. 4. 

超高速度カメラの試作研究（第9報）ーResearchon New Ultra High-Speed Camera 

(VIIII)-MLD-4型および MLD-7型カメラの製作ー（伊藤寛治・金沢和夫・北原時

雄・日本光学工業 K.K. 高須芳雄• 吉田庄一郎・浜実と共著）ー：昭和 40年度精

機学会春期大会講演会予稿集， p.145-146, 1965. 4. 

超高速度カメラの試作研究（第 10報）ーResearchon New Ultra High-Speed Camera 

(X)-MLD-4型カメラ用超高速小型タービンの開発ー（伊藤買治・北原時雄・日本

光学工業 K.K. 高須芳雄・ 吉田庄一郎・浜 実と共著）ー：昭和 40年度精機学会春

期大会講演会予稿集， p.147-148, 1965. 4. 

超高速回転体に関する研究（第 3報）ーResearchon Ultra High-Speed Rotators (ill)-

（吉沢徹と共著）ー：昭和 40年度精機学会春期大会講演会予稿集， 149-150, 1965. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第 7 報）—Research on Optical Tracking for 

2ounding Rockets (VH)-(田中 11肱也• 金沢和夫・喜久里 翡と共著）ー：昭和 40年度

精機学会春期大会講演会予稿集， p.151-152, 1965. 4. 

閻速度写真による金屈切削機構の解析研究（第4報）ーResearchon the Mechanism of 

Metal Cutting by High-Speed Photography (IV)-(山本芳孝・ 三菱金屈鉱業 K.K. 

中村裕道・永岡義雄と共著）：昭和 40年度紡機学会春期大会講演会予稿集， p.61-

62, 1965. 4. 

コマ撮りカメラ—High-Speed Framing Camerasー：応用物理， 34, 3, 218, 1965. 3. 

高辿度写真による電子ビーム加工機構の解析研究—Research on the Drilling Mechan-

ism of Electron Beam by High-Speed Photographyー（山本芳孝• 日本電気KK.黒

田秀郎・高田 允と共著）：昭和 40年度精機学会秋期大会講演予稿集， p. 211-212, 

1965. 11. 

高速度カメラ—High-Speed Framing Camerasー：光学技術コンタクト， 3,7,. p2-7, 

1965. 11. 
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• 高速度写真技術と応用—High-Speed Photography and Applications一：日刊工業新聞社

主催，新しい印写技術と応用講習会テキスト， 1965. 12. 

助教授柴田 碧 (HekiSHIBATA, Associate Professor) 

部分境界，分岐を有する梁の振動特性計算法（藤井澄二ほかと共著）：日本機械学会第

43期通常総会学術講演会前刷， No.132, 9, 1965. 4. 

連続体の振動・衝撃（分担）：機械工学年鑑， p.39, 1965. 7. 

配管系耐震設汁法の総合ほか（日本機械学会耐震設計法研究分科会にて分担）：原子炉

配管系の耐震設計法に関する研究成果報告書（昭和 38年度）： p. 196ほか， 1965.11. 

助教授森 政弘 (MasahiroMORI, Associate Professor) 

スラリー用レベルスイッチの使用例についてーExampleon Applications of Level 

Switches for Slurryー（渡辺金之助と共著）：第8回自動制御連合講演会， 1956. 11. 

助教授川井忠彦 (TadahikoKA WAI, Associate Professor) 

平板の曲げ，振動および座屈問題に対するエネルギー法の一般的適用法について (I)

および (Il)-Onthe Method of Application of Energy Principles to Problems of 

Elastic Plates (I) & (Il)ー：造船協会論文集， Vol.117, 1965. 6, Vol. 118, 

1965. 12. 

平板の影惣函数とその工学的応用に関する研究， (I),(Il)-Studics on the Influevce 

Functions of Elastic Plateis and their Application to Engineering Problems (I) & 

(Il)ー：造船協会論文集， Vol.117, 1965. 6, Vol. 118, 1965. 12. 

辿続梁の自由振動について（第 1報）ーOnthe Natural Vibration of Continuous Beams 

(I)-(航空宇宙技研多田林と共著）：日本機械学会講演前刷集， No.141, 1965. 10. 

有孔板の振動について—On the Lateral Vibration of a Perforated Plateー（航空宇宙技

研・泉と共著）：日本機械学会講演前刷集， No.145, 1965. 10. 

Platic Analysis and Minimum Weight Design of Multi-Story Frames一高層骨組の塑

特設計および最小重羅設計ー： 1965 Summer Conference on Plastic Design of Multi-

Story Frames, Lehigh University, Bethlehem Pennsylvania, U.S. A., Ang. 24-Sept. 

2, 1965. 電子計算機による骨組構造の最小重量設計ーMinimumWeight Design of 

Framed Structvres by Means of Electronic Digital Computersー：第283回工経連講

座「最近の塑特設計とその応用」テキスト， 1965. 12. 

助教授佐藤壽芳 (HisayoshiSATO, Associate Professor) 

建築機械構造物系の地震時応答について一Onthe Response of a Building・Machine 

Structure Systems to Strong Motion Earthquakeー：日本機械学会第 42期通常総会

前刷， 1965.4. 

上記と同名論文：日本機械学会論文集， p.29, 32, 233, 1966. 1. 

原子炉配管系の耐霞設計法に関する研究成果報告書（昭和 38年度）（柴田碧他数名と分
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担）： p 18-34, 105-162, 188-195, 210-215. 日本槻械学会， 1965. 11. 

Report of a Study on a Mether of Aseismic Design for the Piping System of 

Atomic Power Plant. 

憐至a 師 梅谷 陽二 (Yoji UMETANI, Lecturer) 

General Method for the Analysis of Complicated Plant Characteristics—複雑なプラソ

ト性特解折の一般的方法ー： Preprint for IEAC Tokyo Symp., VI-5, ¥71-45-56, 

1965. 8. 

品折装四の制御ーAutomaticControl of a Crystallizerー：化学工学， 29, 9, 727-732, 

1965. 

助 手 合田 周平 (Shuhei AIDA, Assistant) 

がん患者の最適治療決定の一方法ーDiscssionon Cecision of Optincil Medical Treatnent・ 

for Cancer (R. S. Ledleyと共箸）ー：汁測と制御， 4,5, 332-339, 計測自動制御

学会， 1965.5. 

神経細胞モデル IMICTRONの解折ーI-Analysisof A~tificial Neuron, IMICTRON . 

ー：叶測自動制御学会学術講演会前刷， No.524, 1965. 7. 

A Dynamic Visual-Pattern-Recognition Network of Artificial Neurons一神経細胞モデ

ルによるダイナミックなパターン認識 (G.C'. Cheng と共著）一： Proc. of the 6 th 

Int. Conf. on Medical Electronics & Biological Eng. 24-9, 1965. 8. 

神経細胞モデル IMICTRONの解折ーIlーAnalysisof Artficial Neuron, IMICTRON 

ー：計測自動制御学会連合謡演会前刷， No.319, 1965. 11. 
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西山 正一 (Masakazu NISHIYAMA, Technician) 

フェシング材料などの）李擦特性ーCharacteristicsof Friction of Facing Materials一（田

村和久，西村与志夫，高田保郎と共著）：自動車技術会総合講演会前刷， 1965.5. 

第 3 部

教 成
人
・
L
』 藤高 周平 (Shuhei FUJITAKA, Professor) 

慮力系統の信頓度ーReliabitityof Electric Power Systemー：日立評論， 47, 10, 1965. 

10. 

教 授 森脇 義雄 (Y oshio MORIWAKI, Professor) 

並列遅延線路式多チャネル波高分折器ーA Multichannel Pulse Height Analyzer with 

Delay Line Memoriesー（高羽禎雄• 生沼徳二• 木下英実と共著）：昭和 40年電気4学

会連合大会論文集， 351,1965. 4. 
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トンネルダイオードを用いたタイムアナライザーA Time Analyzer with Tunnel Diodes 

as Circuit Elements-(高羽禎雄• 宮岡幹雄と共著）：昭和 40年電気4学会連合大会

論文集， 352, 1965. 4. 

原子核実験におけるオンライン計算機―OnLine Computers in Nuclear faiperiments: 

エレクトロニクス・ダイジェスト， 81,55, 1965. 9. 

記憶容星が大きくアクセスタイムが短い遅延線路記憶装置とその設高分析器への応用一

A Delay Line Memory with Large Memory Capacity and Short Access Time and 

its Application to Pulse Height Analyzers一（高羽禎雄• 木下英実と共著）：昭和 40

年度電気通信学会論文集， 129, 1965. 11. 

電気回路—Electric Circuitsー（斎藤正男と共著）：朝倉書店応用数学力学講座， 13,1965. 

11, 10. 発行．

日米一次刊行物編集者会議に出席して一Onthe U.S. —Japan Primary Editors'Mee-

ting: 電気学会雉誌， 86, 1, 3, 1966. 1. 

日米一次刊行物編集者会議に出席して一Onthe U.S. —Japan Primary Editors'Meeting: 

電気通信学会雑誌， 49, 1, 51, 1966拿 1.

日米学術情報交換とテレビジョン学会誌—Exchange of Primary Information between 

U.S. and Japan and the Status of the Jour. Inst. Television Eng. of Japan: テレ

ビジョン学会雑誌， 20, 1, 2, 1966. 1. 

教授沢井善三郎 (ZenzaburoSA WAI, Professor) 

SCR を用いた抵抗溶接機用周波数変換器—Frequency Changer for Resistance Welding 

using SCRー（原島文雄と共著）：電気四学会連合大会講演論文集〔J[〕， 1290, 1965. 

4. 

試作霞琺誘迎樋についてーElectromagneticRunner Constructed for Experiment一（稲葉

博，川瀬太郎と共著）：霞気四学会連合大会講演論文集， 1965.4. 

リレー要索の線形化による 2相サーボモータの駆勁ーTwo-phaseServomotor Drive by 

Linearization of Relay Element一（原島文雄・内田克己と共著）：計測自動制御学会第

4回学術請演会予稿集， 241, 1965. 7. 

スイッチ索子によって駆動された 2相サーボモータの特性について一OperatingCharac-

teristics of Two-phase Servomotor Driven by Switching Devices一（原島文雄と共著）：

第8回自動制御連合講演会前刷， 1965. 11. 

教授斎藤成文 (ShigebumiSAITO, Professor) 

光エレクトロニクスーOpto-Electronicsー（藤井陽ーと共著）：電気学会誌 85, 7, 922, 

1965. 7. 

フォト・ダイオードの Req—Equivalent Resistance of Photodiodeー（水村睛治と共著）：

昭和 40年度電気通信学会全国大会， 1965. 11. 

レーザ用ねずみのす電力計の試作ーRat'sNest Type Power Meter for Laser Light— 
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（川上友暉•藤井陽ーと共著）：昭和 40 年度電気通信学会全国大会， 1965. 11. 

レーザの通信および惰報処理への応用—Laser Communication and Information Proces-

singー：レーザ入門，電気通信学会， 1965. 10. 

宇宙空間の利用―Utilizingthe Spaceー：宇宙，東大出版会， 1965.10. 

Giant Pulse Laserージャイアント・パルス・レーザー(T.Kurashige, S. Fukushima, T. 

Oguchi, Y. Fujiiと共著）：第6回ロケットシンポジウム (ISTS), 1965. 11. 

・136-137 Mc/s Tracking Antenna Mounted on the Surface of Cassegraian Sub-dishー

カセグレン・アンテナのサプ・デイシュ上にマウントした 136-137Mc/sのトラッキ

ングアンテナー(N.Hasebe, S. Saito, T. Namuraと共著）：第6回ロケットシンポジ

ウム，同上．

教授渡辺 勝 (MasaruWATANABE, Professor) 

OKITAC によるロケットの性能計卵—OKITAC and Rocket Development—沖屯気時

報， 32,2, 1-9, 1965. 4. 

教授尾上守夫 (Morio,ONOE, Professor) 

高次振動を考えに入れた結合振動理論ーCouplingTheory Including the Effect of 

Higher Modes of Vibrationー（倉地正と共著）：昭和 40年霊気四学会連合大会講演論

文集， No.1346, 1965. 4. 

相並んだエネルギーとじこめ共振子間の結合ーElasticCoupling Between Two Resona-

tors Vibrating in Energy Trapped Modeーc+文字弘道と共著）：昭和 40年電気四学
会連合大会講演論文集， No.1345, 1965. 4. 

板波の減衰の周波数特性—Frequeney Dependence of Attenuation of Ptlae Waves— 

（山田拇章と共著）：音唇学会講演論文集， No.2-1-14, 1965. 5. 

超音波遅延回路における遅れエコーの解祈ーAnalysisof Secondary Echoes in Ultraso-

nic Delay Linesー（望月雄蔵と共著）：音唇学会講演論文集， No.2-1-15, 1965. 5. 

セラミック・フィルターCeramicFiltersー放送技術， 17,10, p. 67-72/97, 1964. 10. 

高結合セラミック振動子の測定法ーMethodfor Measuring Piezoelectric Ceramic Vib-

rators with High Electromechanical Coupling Factorーc+文字弘道と共著）：通信学
会電子回路部品材料研究会資料， 1965.8. 

エネルギとじこめ圧電共振子の解折ーAnalysisof Piezoelectric Resonators Vibrating in 

Trapped Energy Modes一(+文字弘道と共著）：電気通信学会雑誌， 48, 1574, 81, 

1965. 9. 

渦流検査用コイルの特性評価—Evaluation of Characteristics of Probe Coils for Eddy 

Current Testingー（市川初男・竹内久満と共著）：日本非破壊検査協会秋季学術講演

会， I[-1,1965. 10. 

分散型遅廷回路測定用パJレス発生器ーPulseGenerator for Measuring Dispersine Delay 

Lineー（高木幹雄，藤本洋と共著）：昭和 40年電気通信学会全国大会， No.592, 1965. 11 
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エネルギーとじこめ型圧電共振子における副共振の抑圧ーSuppressionof..Unwanted 

Modes in Piezoelectric Resonators Vibrating in Energy Trapped Modeー(+文字弘

道・小堀直正と共著）：昭和 40年電気通信学会全国大会， No.116, 1965. 11. 

エネルギーとじこめ型多重モード・フィルタの試作—Development of Multiple Mode 

Filters Employing Energy Trappes Res0natorsー（小堀直正・十文字弘道と共著）：昭

和 40年電気通信学会全国大会， No.117, 1965. 11. 

VLF標準電波用筒易受信機ーSimpleReceiver for the Reception of VLF Standard 

Frequencyー（江口征夫と共著）：昭和 40年電気通信全国大会， No.928, 1965. 11. 

超音波探似の幽礎ーIntroductionto Ultrasonic Flaw Detectionー：日本非破壊検査協会，

超音波検査技術講習会テキスト， 1965. 11. 

超音波に関する図書紹介—Books on Ultrasonics一：電気通信学会雑誌， 48,2047-2049, 

1965. 11. 

水晶振動子およびフィルタ—Quartz Crystal Units and Filtersー（高原靖• 小島弘と共

著）：電気通信学会雑誌， 48, 1820-1827, 1965. 11. 

教授安達芳夫 (YoshioADACHI, Professor) 

二重指数分布に辿づく部品故障の解折ーAnalysisof Electronic Component Failures by 

Double Exponential Distributionー（塚田俊久• 栗原由紀子と共著）：昭和 40年屯気四

学会連合大会講演論文集， 658,1965. 4. 

助教授浜崎襄二 (JajiHAMASAKI, Associate Professor) 

A Low-Noise and Wide-Band Esaki Diode Amplifier with a Comparatively High Ne-

gative Conductance Diode at 1. 3 Gc/s—負性コンダクタンスの大きなダイオードを用

いた低雑音広帯域エサキダイオード増幅器： IEEE Tronsaetions on Micwwane The-

ory and Techniques, MTT-13, No. 2, pp. 213-223, 1965. 3. 

誠子論的回路における儲報伝送ーTransmissionof Information in a Quantum Mechani-

cal Circuit一（野口宏と共著）：昭和 40年這気通信学会全国大会講演論文集， 410,

1965. 11. 

助教授河村達雄 (TatsuoKAWAMURA, Associate Professor) 

Theoretical Consideration on the Step Response in the Exponential Transmission・Line 

ー指数特性の送電線における直角波応答性に関する理論的考察ー： Report of the 

Electrical Engineering, EE-87, N紅ionalResearch Conncil (CANADA), 1966, 1. 

Theoretical Analysis of the Impulse Voltage Measuring Systemー衝撃電圧測定回路の

解折ー： Report of the Electrical Engineering, EE-88, National Research Council 

(CANADA), 1966. 1. 

助教授山口楠雄 (KusuoYAMAGUCHI, Associate Proffessor) 

特性パタンを用いたフィードフォワード制御によるシステムの自動化についてーSys-
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tern Automation by means of Feedforward Control using Characteristic Patterns 

ー：計測自動制御学会学術講演会予稿， 344,1965. 7. 

生産システムのオートメーションーAutomationof Production System一：電子科学，

15, 9, 103-107, 1965. 9. 

バッチと連続プロセスの混在する工程の制御ーControlSystem for the Plant Composed 

of Batch and Continuous Processesー：計測自動制御学会シンポジウム資料， 1965.11. 

助教授高羽禎雄 (SadaoT AKABA, Associate Professor) 

並列遅延線路式多チャネル波高分析器ーA Multichannel Pulse Height Analyzer with 

Delay Line Memoriesー（森脇義雄• 生沼徳ニ・木下英実と共著）：昭和 40年電気四

学会連合大会論文集， 351,1965. 4. 

トンネルダイオードを用いたタイムアナライザーA Time Analyzer .with Tunnel Diodes 

as Circuit Elementsー（森脇義雄• 宮岡幹雄と共著）：昭和 40年電気四学会連合大会

論文集， 352, 1965. 4. 

記樟容緻が大きくアクセスタイムが短い遅延線路記岱装四とその波高分析器への応用ー

-A  Delay Line Memory with Large Memory Capacity and Short Access Time 

and its Application to Pulse Height Analyzers一（森脇義雄・木下英実と共著）：昭和

40年度電気通信学会論文集， 129, 1965. 11. 

助教授藤井陽一 (YoichiFUJII, Associate Professor) 

光エレクトロニクスーOpto-Electronics一（斎藤成文と共著）：電気学会誌， 85, 7, 922, 

1965. 7. 

レーザ用ねずみのす電力計の試作ーRat'sNest Type Power Meter for Laser Light— 
（斎藤成文• 川上友暉と共著）：昭和 40年度電気通信学会講演論文集， 1965. 11. 

Giant Pulse Laserージャイアント・パルス・レーザ (T.Kurashigu, S. Saito, 他2名と

共著）：第6回ロケットシンポジウム， 1965. 11. 

ガスレーザ出力安定の一方法ーPowerStabilization of Gas Laserー（白石敏と共著）：昭

和 40年度電気通信学会全国大会， 1965. 11. 

二次電子初辿度による許陸点分布ーInitialVelocity Distribution of~econdary Electrons 

at Transverse Type Photomultipliers一（小川宏と共著）：昭和 40年度屯気通信学会全

国大会， 1965. 11. 

多周波入力のマンレー・ロウの関係式とその鼠子的な解釈ーManley-Rowe Theorem 

and Quantumー：昭和 40年度電気通信学会全国大会， 1965. 11, 

紐子エレクトロニクスーQuantumElectronics一：電子工学ボケットプック， オーム社，

1965. 10. 

マイクロ波で変調されたガス・レーザ光の光パラメトリック増幅器による受信ーPhoto-

parametric Amplifierー（亀尾要道・西本博信と共著）：昭和 40年度電気通信学会全国

大会， I965.4. 
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レーザ発振器の回路的特性ーAnEquivalent Circuit for Gas Laser Oscillatorー（白石

敏と共著）：電気通信学会羅子エレクトロニクス研究会， 1965. 12. 

ダイオード・レーザのマイクロ波変調—Microwave Modulation of Semiconductor Laser 

-(多村武雄と共著）：電気通信学会最子エレクトロニクス研究， 1965.4. 

助教授安田靖彦 (YasuhikoYASUDA, Associate Professor) 

PCM-PAM ハイプリッド通信における送信電力の最適配分—Optimum Power Alloca-

tion in a PCM-PAM Hybrid Telemetry System-(野村民也，神子宮雄と共著）：昭

和 40年度電気四学会連合大会， No.2112, 1965. 4. 

宇宙飛翔体用超遠距離コマンドの一方式ーA Long Range Command System for Space 

Vehicles. 一（野村民也，高木幹雄と共著）：昭和 40年度屯気通信学会全国大会， No.

889, 1965. 11. 

ヂィジタル通信のフレーム同期に関する一考察ーA Consideration on Frame Synchroni-

zation of Digital Communicationー（野村民也• 神子富雄と共著）：昭和 40年度屯気

通信学会全国大会， S11-18, 1965. 11. ・ 

テレメータ機器—Telemetry Equipmentsー：軍気学会誌， 85,12, 927, 1983, 1965. 12. 

テレメータ情報の伝送ーTransmissionof Telemetry Informationー（野村民也と共著）：

青H則と制御， 4,11, 732, 1965. 11. 

システム設計の手順ーProcedurcof System Designー（大野翌他 3名と共著）：計測と制

征n,4, 11, 739, 1965. 11. 

助教授高木幹雄 (MikioTAKAGI, Asso~iate Professor) 

位相記憶による短時間伝送妨害の測定方式ーMeasurementof Short Duration Transmis-

sion Interference by Means of a Phase Memoryー（猪瀬博，斎藤忠夫と共著）：電気

通信学会雑誌， 48,7, 1232-1239, 1965. 7. 

ディジタル情報伝送における同期の一方式ーA Method of Group Synchronization in 

Digital Information Transmssionー（猪瀬博• 今津敦志と共著）：電気通信学会雑誌，

48, 8, 1384-1393, 1965. 8. 

符号集線用蓄朋装四の容絨について一Onthe Storage Capacity of the Data Concentrator 

ー（猪瀬博と共著）：昭和 40年電気四学会連合大会溝演論文集， 1935,1965. 4. 

フレーム相関によるディジタル情報伝送同期方式ーA Method of Frame Synchroniza-

tion in Digital Information Transmission Featuring Frame Correlationー（今津敦志，

猪瀬博と共著）：昭和 40年電気四学会連合大会講演論文集， 2100,1965. 4. 

位相記憶による短時間伝送妨害記録測定装慨ーMeasurementand Recording System of 

Short Duration Transmission Interferenceー（猪瀬博，斎藤忠夫と共著）：東京大学工

学部総合試験所年報，第 24年第 1号， 1-8, 1965. ・9. 

，分散型遅延回路測定用パルス発生器—Palse Generator for Measuring Dispersive Delay 

Lineー（尾上守夫，藤本洋と共著）：昭和 40年度電気通信学会全国大会論文集， 592,
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1965. 11. 

小規模な符号集線装四一A Small Size Data Concentratorー（島直，

和 40年度電気通信学会全国大会論文集， 818,1965. 11. 

宇宙飛しょう体用超遠距離コマンドの一方式ーALong Range Command System for 

Space Vehicles一（安田靖彦・野村民也と共著）：昭和 40年度電気通信学会全国大会

論文集， 889,1965. 11. 

猪瀬博と共著）：昭

助 手 長谷部 望 (Nozomu HASEBE, Assistant) 

136-137 Mc Tracking Antenna Mounted on the Surface of a Cassegrainian Sub-dish 

ーカセグレインアンテナのサプディッシュ面を利用した 136-137Mc追尾アンテナー

(S. Saito, T. Nomuraと共著）： Proc. of 6th International Symp. on Space Tech-

nology. 1965. 

トラッキングとデータ取得—Tracking and Data Acquisition (斎藤成文と共著）：字宙

科学技術調査， 1965.11. 

助 手 山田 博章 (Hiroaki YAMADA, Assistant) 

板波の減衰の周波数特性ーFrequencyDependence of Attenuation of Plate waves一（尾

上守夫と共著）：音密学会講演論文集， No.2ー1-15, 1965. 5. 

技 官 市川 初男 (Hatsuo ICHIKAWA, Technician) 

渦流検査用コイルの特性評価—Evaluation of Characteristics of Probe Coils for Eddy 

Current Testingー（尾上守夫•竹内久満と共著）：日本非破壊検査協会秋季学術講演会，

皿ー1,1965. 10. 9. 

第 4 部

教 呼〈
•L-
福田 義民 (Y oshitami FUKUDA, Professor) 

活性炭による溶剤回収に関する研究ーStudieson Solvent Recovery by Activated Carbon 

-(河添邦太朗と共著）：化学工学， 29,6, 374-380, 1965. 6. 

Studies on Solvent Recovery by Activated Carbonー活性炭による溶剤回収に関する研

究ー(K.Kawazoeと共著）： Kagaku Kogaku (Abridged edition), 3, 2, 126-129, 

1966. 3. 

活性炭に対する有機溶剤の吸許平衡ーAdsorptionEquilibrium of Organic Solvents on 

Activated Carbons一（河添• 竹内と共著）：化学工業協会第 30年会講演前刷集， 409

-410, 1965. 4. 

教 授 永井 芳男 (Yoshio NAGAI, Professor) 

3, 3'ージベンゾアントロニ）レの合成ーSynthesisof 3, 3'-Dibenzanthronylー（長沢孝太郎
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と共著）：エ化誌 68, 1906, 1965. 10. 

3, 4 (CO) : 13 (CO), 14ージベンゾイレン・カテリレン（ビオロングトロン）の合成一

Synthesis of 3, 4 (CO): 13 (CO), 14-Dibenzoylen quaterryleneー（山本謙二と共

著）：エ化誌， 68,2257, 1965. 11. 

3 (CO), 4: 13 (CO), 14ージベンゾイレン・カテリレン（イソビオロングトロン）の合

成ーSynthesisof 3 (CO), 4 : 13 (CO), 14-Dibenzoylene quaterryleneー（長沢孝太郎

と共著）：日化誌， 87,284, 1966. 3. 

7, 8-ベンゾー3(CO), 4 : 11, 12 (CO)ージベンゾイレン・テリレンの合成ーSynthesis

of 7, 8-Benzo-3 (CO), 4: 11, 12 (CO)-Dibenzoylene terryleneー（長沢孝太郎と共

著）：日化誌， 87,281, 1966. 3. 

キナクリドンの新合成—New Synthesis of Quinacridoneー（西久夫• 長谷川日吉と共

著）：エ化誌， 68,321, 1965. 2. 

キナクリドンの合成ーSynthesisof Quinacridoneー（西久夫・長谷川日吉と共著）：エ化

誌， 68, 1717, 1965. 9. 

キナクリドン・キノン誘迎体の合成ーSynthesisof Quinacridone quinone-derivatives— 

（西久夫・長谷川日吉と共著）：エ化誌， 68, 1910, 1965. 10. 

キナクリドン誘群体の合成ーSynthesisof Quinacridone-derivatives一（西久夫• 長谷川

日吉と共著）：エ化誌， 68,2262, 1965. 11. 

アルキ Jレ柚を有する P—ジスアゾベンゼン誘祁体に関する研究ーStudies on the alkyl 

derivatives of p-disazobenzeneー（松尾昌季と共著）：エ化誌， 68,683, 1965. 4. 

Pージスアゾベンゼン誘尊体の染色性ーDyeabilitiesof p-disazobenzene derivatives一（松

尾昌季と共著）：エ化誌， 68,2282, 1965. 11. 

Pージスアゾベンゼンの OーアルキJレ誘遅体の合成ーSynthesisof o-alkylderivatives of p-

disazobenzeneー（松尾昌季と共著）：エ化誌 69,294, 1966. 2. 

Polyesrers Containing Carbazol Rings in the main Chain, I—主鎖にカルバゾール環を

有するボリエステル，第 1報 (C.C. Huangと共著）： Bull. Chem. Soc. Japan, 38, 

951, 1965. 6. 

Polyesters Containing Carbazol Rings in the main Chain, IT —主鎖にカルバゾー Jレ環

を有するボリエステル，第 2報ー(C.C. Huangと共著）， Bull.Chem Soc Japan, 38, 

1136, 1965, 7. 

アルデヒドの咽合，第4報ーPolymerisationof aldehyde, IVー（中島利誠• 八子忠敬と

共著）：日本化学会第18年会講演要旨集， 66, 1965. 4. 

カルバゾールジカルボン酸ジエチルとグリコールの重縮合ーPolycondensationbetween 

Ceubazol diethyldicarbonates and glycolsー（黄金川・石田穣と共著），同上， 8, 1965. 

4. 

3—ハロゲンベンゾアントロンの Ullmann 反応―Ullmann Reaction of 3-Halogenoben-

zanthroneー（長沢孝太郎と共著）：同上， 291,1965. 4. 
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3, 3'ージベンゾアントロニ）レの合成ーSynthesisof 3, 3'-Dibenzanthronylー（長沢孝太←

郎・岩山統• 長谷川日吉と共著）：同上， 291,1965. 4. 

脱アミノ 1こよる Pージスアゾベンゼン誘迎体の合成ーPreperation of p-Disazobenzene 

derivatives by Deaminationー（松尾昌季と共著）：同上， 291,1965. 4. 

ア）レキ）レを有するジスアゾベンゼン誘迎体の染色性ーDyeabilitiesof alkylderivatives of 

disazobenzeneー（松尾昌杢，谷川恭ーと共著）：同上， 291, 1965. 4. 

3, 4 (CO), 13 (CO), 14ージベンゾイレン・カテリレン（ビオロングトロン）の合成一

Synthesis of Violongthroneー（山本謙二• 岩山統と共著）：同上， 292, 1965. 4. 

キナクリドンの合成ーSynthesesof Quinacridoneー（西久夫・後藤信行・長谷川日吉と

共著）：同上， 294, 1965. 4. 

キナクリドン誘埒体の合成ーSynthesesof Quinacridone derivatives一（西久夫・後藤信

行・長谷川日吉• 三橋勝• 吉田浩ーと共著）：同上， 1965.4. 

ポリオレフィン用染料—Dyes for Polyolefinfiberー（松尾昌季と共著）：有合化誌：・ 23,

2, 1965. 1. 

キナクリドン系化合物についてーCompoundsof Quinacridone Series一（後藤信行• 西久

夫と共著）：有合化誌， 23,318, 1965. 4. 

多環化合物の特性についてーSelectiveProperties of Polycyclic Compounds—有合化誌，

23, 919, 1965. 11. 

布機工業色桑一新しい染料・顛料—Organic Industrial Colouring Matters・New Dyestuffs 

and Pigmentsー：新しい合成化学， 7, 1, 共立社， 1965. 7. 

染料物質の合成とその特性—On the Syntheses and the Characteristics of Dye-Subs・ 

tancesー：染料と業品， 11,9, 1966. 1. 

染料―Dyestuffs一：化学使豆応用編， p.799, 1965. 10. 

教授菊池真一 (ShinichiKIKUCHI, Professor) 

二，三の重縮合型感光性樹脂の合成ーSynthesesof Some Photosensitive Polycondensates 

-(沈貞悛と共著）：エ化誌， 68,387, 1965. 

重縮合型慇光性樹脂の感光性ーSensitivityof Photosensitive Polycondensates一（沈貞

疫・吉永忠司と共著）：エ化誌， 68,393, 1965. 

慇光性樹脂の増感と分光感度ーStudieson the Sensitization and Spectral Sensitivity of 

Photosensitive Polymersー（沈貞菱• 加此日出夫• 吉永忠司と共著）：エ化誌， 68,1002, 

1965. 

巫紹合型恙光性樹脂の光硬化反応—The Curing Reaction of Photosensitive Polycond・ 

ensatesー（沈貞菱• 吉永忠司と共著）：エ化誌， 68, 1009, 1965. 

玉縮合盟！必光性樹脂の製版への応用ーStudieson Plate-Making of Photosensitive Poly・ 

condensates一（沈貞婆• 角田隆弘と共著）：エ化誌， 68, 1013, 1965. 

低照度感光井の試作とその応用ーDesignof Low Intensity Sensitometer and its Appli・ 

cations. 一（吉永忠司・ 望月祐子と共著）：日本写真学会誌， 28,78, 1965. 
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Studies on the Activation Energy of Photographic Development一写真現像の活性化工

ネルギーの研究ー(Co-AuthorN. Sinozuka) : Bull. Soc. Sci. Phot. Japan, No, 14, 

13, 1964, 

水溶液中におけるアシドペンタアミンコバルト (ill)錯イオンの光分解反応ーPhotode-

composition of Acidpentamminecobalt (ill) Complex Ions in Aqueons Solutionー（篠

塚則子と共著）：日化誌， 87, 97, 1966. 

The Electronic States of Photographic Seusitizers. —写真増感剤の電子状態ー (Co­

Author T. Tani) : Collogue International de la Science Photographique, Paris, 1965. 

シアニン系感光色素のボーラログラフ半設電位と電子エネルギー準位—Relation bet・ 

ween the Polarographic Half-wave Potentials and the Electronic Energy Levels of 

Cyanine Dyesー（谷忠昭• 中井恭子• 本多健ーと共著）：霊気化学， 34, 149, 1966. 

教授江上一郎 (IchiroEGAMI, Professor) 

マグネシウムの特殊屯解製錬法に関する研究（第 5報，第6報）ーStudyon New Elect-

rolytic Production Process of Magnesiumー（明石和夫・鈴木鉄也と共著）：日本鉱業

会誌 81, 922, 248-250, 1965, 250-253, 1965 

教授浅原照三 (TeruzoASAHARA, Professor) 

テロマーとその誘遅体一主としてテトラクロ）レアルカンとその誘埒体について一Telo-

mers and their Derivatives一（平野二郎と共著）：油化学， 14, 153, 1965, 

無水硫酸による脂肪酸の aースルホン化に関する研究（第 3報） a-スルホ脂肪酸の分析

法—a-Sulfonation of Fatty Acids with Sulfur Trioxide. 皿—Quantitative Deter-

mination of a-Sulfofatty Acidsー（石黒鉄郎と共著）：油化学， 14, 237, 1965. 

無水硫酸による脂防酸の aースルホン化に関する研究（第 4 報）スルホン化反応—a­

Sulfonation of Fatty Acids with Sulfur Trioxide. N. —Sulfonation Reactionー（石

黒鉄郎と共著）：油化学， 14, 284, 1965, 

脂肪族過酸化物とハロゲンの反応に関する研究（第2報）ジオクタノイルパーオキシド

と四臭化炭索の反応ーStudieson the Reaction of. Aliphatic Peroxide with Halogen. 

]I. -Reaction of Dioctanoyl Peroxide with Carbontetrabromideー（雑賀大弐と共著）：

油化学， 14, 288, 1965. 

無水硫酸による脂肪酸の年ス）レホン化に関する研究（第 5報） a-スルホ脂肪酸のアリ

）レエステルの重合—a-Sulfonation of Fatty Acids with Sulfur Trioxide. V. — 

Polymerization of Allyl a-Sulfopalmitateー（石黒鉄郎・呉潤栄と共著）：油化学， 14,

500, 1965, 

脂肪族過酸化物とハロゲンの反応に関する研究（第 3報）四塩化炭桑溶媒中におけるジ

オクタノイ）レパーオキシドと四臭化炭素の反応ーStudieson the Reaction of Alipha-

tic Peroxide with Halogen. 皿ーReactionof Dioctanoyl Peroxide with Carbontet-

rabromide in Carbontetrachloride-(雑賀大弐と共著）：油化学， 14, 614, 1965. 
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ボリグリコリド， ラクチドの生成と生成物の性状—Studies on Aliphatic Polyesters. IV. 

The Synthesis and Properties of Polyglycolide-lactideー（片山志宮と共著）：エ化誌，

68, 983, 1965, 

aースルホパリレミチン酸塩水溶液の可溶化ーSolubilizationPhenomena of Aqueous Solu-

tions of a-Sulfopalmitatesー（石黒鉄郎と共著）：エ化誌， 68,2140, 1965. 

テロメリゼーションによるアルキルベンゼンの合成ーSynthesisof Alkylbenzene by 

Telomerizationー（佐藤珊と共著）：石油と石油化学， 9,40, 1965. 

シクロアルカン類の水索化分解ーHydrogenolysisof Cycloalkanesー（小野勝道と共著）：

有合化， 23, 1075, 1965, 

アミンを附始剤とするエチレンと四塩化炭索のテロメリゼーション—Telomerization of 

Ethylene and Carbon Tetrachloride Initiated by Amines一（平野二郎と共著）： Bull. 

of The Japan Petroleum Institute, 7, 35, 1965. 

企プロピオラクトンとアルコール類との共重合ーCopolymerizationof /3-Propiolac,tion 

and Alcohols. 一：日化第 18年会講演要旨集， 1308,p. 9, 1965. 

アクリロニトリル低菫合体の合成ーSynthesisof Acrylonitril Aligomerー：日化第18年

会講演要旨集， 3307,p. 56, 1965. 

イオンテロメリゼイションに関する研究ーStudieson Ionic Telomerizationー(I)イソ

プレン，ブタジエンをタクソーゲンとするイオンテロメル化反応， 日化第 18年会講

演要旨集， 3322,p. 60, 1965. 

無水硫酸による脂肪酸のaース）レホン化に関する研究—a-Sulfonation of Fatty Acid with 

Sulfur Trioxide. (¥rJII)ー（第8報） a-スルホパルミチン酸エタノー）レアンモニウム塩の

可溶化，日化第 18年会講演要旨集， 8322, p. 143, 1965, 

無水硫酸による脂肪酸の aースルホン化に閲する研究—a-Sulfonation of Fatty Acid 

with Sulfur Trioxide (lX)-(第9報） a-スルホパルミチン酸塩の名厨争性， 日化第 18

年会講演要旨集， 8323, p. 144, 1965. 

四塩化炭素またはシクロヘキサン溶媒中におけるジオクタノイルパーオキサイドと四臭

化炭索の反応—Study on the Reaction of Dioctanoly Peroxide with Carbon Tetrabro-

mide一日化第 18年会講演要旨集， 9425,p. 173, 1965. 

トリクロ）レメチル乱の反応ーReactivityof Trichlor Methyl Radical―日化第 18年会

講演要旨集， 9512,p. 177, 1965, 

ジケテンのハロゲン化ポリマーの合成ーSynthesisof Halogenized Polymer from Dike-

tene一日化第 18年会講演要旨集， 12402,p. 225, 1966. 

ヨウ化ア）レキルとエチレンの反応—Reaction between Ethylene and Alkyl Iodide一日

化第 18年会講演要旨集， 20320,p. 392, 1965. 

化学便豆（応用編）ーChemicalHandbook (Applied Chemistry)ー：編集および執筆分

担，丸善 KK, 1965. 10, 

教授加藤正夫 (MasaoKATO, Professor) 
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トレーサーの新らしい技術ーSomeNew Tracer Techniquesー：原子力工業， 11,7, 2, 

1965. 

放射化学分析法ーRadiochemicalMethods of Analysis一（佐藤乙丸と共著）：原子力工業，

11, 10, 49, 1965. 

放射線および放射性同位元索，その他の利用ーMiscellaneousApplications of Radiation 

and Isotopesー：電気工学年報， 40年度版， p.442-443, 1965. 11. 

Brief Review of Uses of Radioisotopes Instruments and Radiotracers in Mining and 

Processing Raw Materials in Japan. ―日本における選鉱精錬而へのアイソトープ応用

機器とトレーサー利用の概況ー： IAEA Panel on Uses of Radioisotopes in the 

Development of Natural Resources, Cracow, Poland, 25-29, 1965. 10. 

RI利用シンボジウムに出席して一Reportson IAEA Symposium on Radioisotopes 

Instruments in Industry and Geophysics. —：原子力産業新間， 339, p. 6, 1965. 12. 

ポーランドの原子力事情—Present Status of Polish Atomic Energyー：原子力産業祈

間， 338, p. 6, 1965. 12. 

放射化分析法ないしは放射化トレーサー法によるア）レミニウム合金の腐食に関する研究

-Study on Corrosion of Aluminium Alloys using Radioactivation or Radiotracer 

Analysisー：怪金屈協会，腐食研究グ）レープ報告訊 1966.3. 

教授野崎 弘 (HiroshiNOZAKI, Professor) 

電子写真用酸化チタンの研究ーStudiesof Titanium Oxide for Electrophotography— 

（飯田武揚と共著）：電子写真， 6, 2, 46, 1965. 

電子写真用酸化チタン感光紙—On the Electrophotographic Properties of Titanium 

Dioxide Fax-Paperー：エ化誌， 68,269, 1965. 

古典熱力学から新熱力学ヘーClassicaland New Thermodynamics一：学芸魯房発行，

1966. 3. 

教授雀部高雄 (TakaoSASABE, Professor) 

400℃ から 900℃ の間における鉄鋼石の遠元の際にあらわれる還元辿度の異常現象につ

いて一Onthe Irregularity of the Reduction Rate during the Iron Ore Reduction 

at the Temperatures between 400℃ -900℃一（福永弘ー• 吉越英之• 江本房利と共

著）：鉄と鋼， 51,4, 1965. 3. 

900℃ から 1300℃ の間における鉄鉱石還元の際にあらわれる遠元速度の急激に減少す

る点について—On the Cut off Point of the Reduction Rate during the Iron Ore 

Reduction at the Temperatures between 900℃ -1300℃一（吉越英之• 福永弘ー・江
本房利と共著）：鉄と鋼， 51,4, 1965. 3. 

1600℃ までの高温における含ニッケル・クロム鉄鉱石還元の際の選択遠元および鉄と

脈石の分離について（鉄鉱石の還元に関する研究ーII)-TheSelective Reduction and 

the Separation of Iron and Guangue Materials during Ni-Cr-Bearing Iron Ore 
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Reduction at High Temperature up to 1600℃ (Studies on reduction of Iron Ore-JI) 

-(江本房利• 吉越英之• 福永弘ーと共著）：鉄と鋼， 51,4, 1965. 3. 

教授山辺武郎 (TakeoYAMABE, Pr0fessor) 

解説無機工業化学—Text book of Industrial Inorganic Chemistryー：共立出版， p.191,

1965. 12. 

イオン排除による脱塩の研究—On the Desalting by Ion Exclusionー（鈴木喬，妹尾学

と共著）：日化誌， 86, 1278, 1965, 12. 

イオン交換膜応用 I 概説ーIon-ExchangeMembrane Application I General Discus-

sionー：電化， 33,599, 1965. 8, 

教授中村亦夫 (MataoNAKAMURA, Professor) 

電磁変換式レオメーターによる糊料の粘弾性ーViscoelasticProperties of Some Indus-

trial Pastes by Electro-Magnetic Transducer Methodー（黒岩城雄と共著）：高化誌，

22, 9, 1965. 

定常流停止後の弾性反動測定装四の試作と Na-PAA溶液の流動弾性ーFluidElasticity 

of Na-Polyacrylate Solutionsー（黒岩城雄と共著）：高化誌， 22,385, 1965. 

糊料の流動弾性と非ニュートン流—Non-Newtonian Flow and Fluid Elasticity of Pastes. 

ー（黒岩城雄と共著）：高化誌 22, 394, 1965. 

2ープロパノー）レ中におけるセルロースグリコール酸ナトリウムの製法ーPreparationof 

Sodium Cellulose Glycolate by Use of 2-Propanal Solution as Reaction Mediaー（渡

辺鋼市郎と共著）：エ化誌， 65, 1590, 1965. 

高粘度セルロースグリコール酸ナトリウムの製法に関する研究—Studie on the Prepara-

tion of High Viscous Sodium Cellulose-Glycolate by Use of Epichlorolydrinー（渡

辺鋼市郎と共著）：エ化法， 68, 1923, 1965. 

高エーテル化度セルロースグリコール酸ナトリウムの製造に関する研究ーStudieson 

the Preparation of Sodium Cellulose-Glycolate of High Degree of Substitutionー

（渡辺鋼市郎と共著）：エ化誌， 68, 1926, 1965. 

助教授武藤義一 (GiichiMUTO, Associate Professor) 

定電位クーロメトリーの自動液体クロマトグラフィーヘの応用ーApplicationof Cont-

rolled Potential Coulometry to the Automatic Recording of Liquid Chromatography 

ー（高田芳矩と共著）：分析化学， 14, 5, 453, 1965. 3. 

液体クロマトグラフにおける電鼠的検出法の検出限界—The Detection Limit of Coulo-

metric Method in Liquid Chromatographー（高田芳矩と共著）：分析化学， 15, 3, 

269, 1966. 3. 

海塩の分析ーChemicalAnalysis of Sea-Salt一（編集および分担執筆）：日本海水学会，

1966. 3. 
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助教授今岡 稔 (MinoruIMAOKA, Associate Professor) 

B20.-Ge③ 系ガラスの性質と構造—Properties and Structure of Glasses of B20,-Ge02 

Systemー（山崎敏子と共著）：窯協， 73,264-272, 1965. 12. 

ガラス化範囲と冷却速度ーGlass-FomationRange and Cooling Rateー（蔵方宏之• 田井

其ー• 野々村弘と共著）：窯協， 73,52-60, 1966. 2. 

助教授西川精ー (SeiichiNISHIKAWA, Associate Professor) 

折出硬化性合金材料—On Precipitation Hardening Alloysー：第3回生研講習会テキス

ト， 1965. 6. 

低融点金属のはなし一OnLow Melting Metals—: 100万人の金屈学，材料絹（三島他

24名と共著），第 15章，アグネ， 1965.9. 

Cu-Co 合金の時効について—On Ageing Characteristics of Cu-Co Alloysー（長田和雄・

小林繁美と共著）：日本金屈学会昭和 40年秋期講演会概要集， 1965. 10. 

Al-Zr合金に関する研究（第2報）ーStudieson Al—Zr Alloys (2nd Rept.)-(長島・沢

ロと共著）：軽金屈学会，昭和 40年 10月秋期講演会概要集， 1965. 11. 

メッキによる水索脆性について一OnHydrogen Embrittlement in Electroplatingー：

金屈表面技術， 16, 11, 1965. 32. 

Cu-Cr合金の時効過程について一Onthe Ageing Process of Cu-Cr Alloysー（長田和

雄・小林繁美と共著）：日本金屈学会誌， 5,3, 1966. 

助教授原善四郎 (ZenshiroHARA, Associate Professor) 

鉄粉の連続抵抗焼結法に関する研究ーStudyon Continuous Resistance Sintering of 

Iron Powder-(坂井徹郎・板梢正雄と共著）：粉体粉末冶金協会昭和 40年度春季大

会講演概要集， p.5, 1965. 4. 

鉄粉の瞬間抵抗焼結法に関する研究ーStudyon Flash Resistance Sintering of Iron 

Powderー（坂井徹郎・板栢正雄と共著）：粉体粉末冶金協会40年度秋季大会講演概要

身ミ， p. 5, 1965. 4. 

助教授後藤信行 (NobuyukiGOTOH, Associate Professor) 

キナクリドン系化合物について一Compoundsof Quinacridone Series一（永井芳男・西久

夫と共著）：有合化誌， 23,318, 1965. 4. 

キナクリドン顔料，化学と工業， 18, 1104, 1965. 9. 

キナクリドンの合成ーSynthesis of Quinacridoneー（永井芳男• 西久夫• 長谷川日吉と

共著）：日本化学会第 18年会請演要旨集， 294, 1965. 4. 

キナクリドン誘郡体の合成ーSynthesisof Quinacridone Derivatives一（永井芳男• 西久

夫• 長谷川日吉らと共著）：同上， 294, 1965. 4. 

染料中間物の問題点一新しい染料・顔料—New Survey of Dye Intermediates一新しい

合成化学7巻共立社， 1965.
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染料中間物一DyeIntermediates一化学便翌，応用編 799, 1965. 

助教授河添邦太朗 (Kunitaro, KA WAZOE, Associate Professor) 

「吸舒• イオン交換」特集号に寄せて—Preface to Symposium on Adsorption and Ion-

Exchangeー：化学工学， 29,6, 367, 1965. 6. 

活性炭による溶剤回収に関する研究ーStudieson Solvent Recovery by Activated Carbon 

-(福田義民と共著）：化学工学， 29,6, 374-380, 1965. 6. 

吸舒における物質移動ーMassTransfer in Adsorption Processー：化学工学， 29,6, 

404-409, 1965. 6. 

吸舒（レビュー）ーAdsorption(Review)-(竹内癖と共著）：化学工学， 29,6, 485-

490, 1965. 6. 

化学工業における RIのトレーサー利用（化学工学）ーApplicationof RI in Chemical 

Industry (Chemical Eng.)-(竹内症と共著）：原子力工業 11,7, 5-7, 1965. 7. 

固体吸着剤による脱湿操作—Dehumidification by Solid Adsorbentー：化学工学， 29,

10, 831-833, 1965. 10. 

吸許装四の性能特性ーCharacteristicPerformances of Adsorption Apparatusー：化学

工学， 29,10, 840-842, 1965. 10. 

流動刑の吸着・イオン交換装四への応用ーApplicationsof Fluidized Bed in Adsorption 

and I畑ExchangeApparatus—化学工学， 29, 11, 953-956, 1965. 11. 
ポロシメトリーについて（多孔性物質の細孔分布の測定法）一OnPorosimetry (Deter-

mination of Pore Size Distribution of Porous Material)-(川井利長と共著）：表面，

4, 2, 75-81, 1966. 2. 

Studies on Solvent Recovery by Activated Carbonー活性炭による恰剤回収に関する研

究ー(Y.Fukudaと共著）： Kagaku Kogaku (Abridged Edition), 3, 2, 126-129, 

1966. 3. 

活性炭に対する有機溶剤の吸若平衡ーAdsorptionEqulibrium of Organic Solvents on 

Activated Carbons一（福田・竹内と共著）：化学工学協会第 30年会講演前刷集， 409

-410, 1965. 4. 

イオン交換における物質移動の研究ーStudieson Masstransfer in Ion Exchangeー（竹

内・古沢・ 栢本と共著）：同上， 231-232, 1965. 4. 

助教授館 充 (MitsuruTA TE, Associate Professor) 

吹込燃料のコークス四換率の理論式とその適用限界について—On the Theoretical 

Equation of Coke Equivalent of Injected Fuel and Its Application Limit一（中根千富

• 金鉄祐• 鈴木吉哉と共著）：鉄と鋼， 8,51, 1543-1550, 日本鉄鋼協会， 1965.7. 

Experiments on Powdered Coal Injection into 0. 5面 BlastFurnaceー 0.3記試験高炉

における粉炭吹込み試験ー（同上）： TETSU-TO-HAGANE OVERSEAS, 3, 5, 

180-186, 1965. 9. 
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助教授早野茂夫 (ShigeoHA YANO, Associate Professor) 

メチレンブルーとドデシル硫酸ナトリウムの相互作用に関するボーラログラフ的所見一

Polarographic Studies on the Interaction between Methylene Blue and Sodium 

Dodecyl Sulfateー（影山宏• 鈴木孝男と共著）：エ化， 68,11, 2128-2132, 1965. 11. 

ポーラログラフ法ーPolarographicMethod一高栢武雄編「有機定紐分析」 p.135-174, 

日刊工業新聞社， 1965. 10. 

表而活性剤ーSurfaceActive Agents一日本化学会編「化学便覧」応用編， p.602-614, 

1965. 10. 

助教授明石和夫 (KazuoAKASHI, Associate Professor) 

溶融塩電解法によるボロンの製造に関する研究ーStudyon Production of Boron by 

Fused Salt Electrolysisー：日本鉱業会誌， 81,922, 246-248, 1965. 

窒化ホウ索の製造ーSynthesisof Boron Nitrideー：電気化学協会講演要旨集， C315,

1965. 4. 

助教授本多健一 (KenichiHONDA, Associate Professor) 

感光性ジアゾ化合物の光分解反応ーStudyof Photodecomposition of the Photo-Sensitive 

Diazonium Compounds: NHK技術研究， 17,73, 1965. 

シアニン系感光色素のボーラログラフ半波電位と電子エネルギー準位ーRelationbet・ 

ween the Polarographic Half-Wave Potentials and the Electronic Energy Levels of 

Cyanine Dyesー：電気化学， 34, 149, 1966. 

研究員小林昌敏 (MasatoshiKOBAYASHI, Researcher) 

ラジオアイソトープを利用した合金の腐食に関する基礎研究ーFundamentalStudy on 

the Corrosion of the Metals by using Radioisotopesー（堀口泰裕らと共著）：第 2回

理工学における同位元索研究発表会要旨集， p.46, 1965. 4. 

(t, n)反応を利用した粉体中の酸索の分析ーActivationAnalysis of Oxygen in Powder 

by means of (t, n) Reactionー（永塚澄子らと共著）：第 2回理工学における同位元索

研究発表会要旨集， p.99, 1965. 4. 

Application of Activation Analysis on Stream Flow Measurement一放射化分析を利用

した河川の流最測定ー（堀口泰裕らと共著）： Annual Report of the Tokyo Metropoli-

tan Isotope Research Center, 4, 1-9, 1965. 

L'Analyse par Activation Nondestructif des Elements d'Impuretes dans !'Aluminium 

au Moyen des Neutrons Thermiquesー熱中性子によるアルミニウム中の不純物の非

破壊放射化分折ー（永塚澄子らと共著）： Annual Report of the Tokyo Metropolitan 

Isotope Research Center, 4, 10-18, 1965. 9. 

助手妹尾 学 (ManabuSENO, Assistant) 

土壊水エネルギー指数 pFによる土壌楠造の考察ーA Study on the Soil Structure 
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極sedon the Energy Concept of the Soil Waterー：農土論集， 14, 11-15, 1965. 

12. 

助手竹内 薙 (YasushiTAKEUCHI, Assistant) 

連続吸許装 [l岱—Continuous Adsorption Apparatus一（浅井宗ーと共著）：化学工学， 29,

6, 415-420, 1965. 6. 

吸許（レビュー）ーAdsorption(Review)-(河添邦太朗と共著）：化学工学， 29,6, 485 

-490, 1965. 6. 

ビッチの蒸留による炭化歩留の向上ーImprovementof Coking Yield of Tar Pitch by 

Distillationー：エ化， 68,6, 1024-1026, 1965. 6. 

黒鉛化中の炭素材の寸法変化ーDimensionalChange of Carbon during Graphitizationー：

工化， 68,61, 1026-1031, 1965. 6. 

焼成工程におけるビッチの炭化歩留ーCokeYield of Binder Pitch in Baking Process 

of Carbon Products一：エ化， 68,6, 1031-1034, 1965. 6. 

焼成中の炭索材の菫紐および寸法変化ーWeightLoss and Dimensional Change of Car-

bon during Bakingー：エ化， 68,6, 1035-1038, 1965. 6. 

黒鉛材の物理特性におよぼす枯結剤の影惚—Effect of Binder Pitch on Physical Pro-

perties of Graphitized Carbonsーエ化， 68,7, 1188-1194, 1965. 7. 

化学工業における RIのトレーサー利用（化学工学）ーApplicationsof RI in Chemical 

Industry (Chemical Eng.)-(河添邦太朗と共著）：原子力工業， 11, 7, 5-7, 1965. 

7. 

助手佐藤乙丸 (OtomaruSA TO, Assistant) 

水理学における RIのトレーサ利用“表而水”ーApplicationof Radioactive Tracer Tec-

hniques in Hydrology on Surface Waterー：原子力工業 11,7, 27, 1965. 

放射化学分析法ーRadiochemicalMethods of Analysisー（加藤正夫と共著）：原子力工業，

11, 10, 49, 1965. 

放射線および放射性同位元索ーRadiationand Radioisotope on Industrial Applications 

ー：電気工学年報 40年度版， p.442-443, 1965. 11. 

助手長田和雄 (KazuoNAGATA, Assistant) 

Cu-Co合金の時効についてーOnAgeing Characteristics of Cu-Co Alloysー（西川・小

林と共著）：日本金屈学会昭和 40年秋期講演会概要集， 1965.10. 

Cu-Cr 合金の時効過程について—On the Ageing Process of Cu-Cr Alloysー（西川・

小林と共著）：日本金属学会誌， 5,3, 1966. 

助手大蔵明光 (AkemituOKURA, Assistant) 

遠元悔綿鉄粉の性質について一Onthe Properties of Reduced Sponge Iron Powders— 

（松下幸雄と共著）：鉄と鋼， 51,1, 1965. 1. 
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ペレットの還元組織について一Structureof Reduced Iron Pelletsー（松下幸雄と共著）：

鉄と鋼， 51,2, 1965. 2. 

還元進行過程の調査（小型高炉による製銑過程に関する述礎研究 I) —Investigations

of Ore Reduction Processes. 一(Basicstudy on the iron making by a miniature blast 

furnace I) (F. P : カルデロン，松下幸雄と共著）： 51, 10, 1965. 10. 

Structure of Reduced Iron Pellets—還元ペレットの組織について一（松下幸雄と共著）：

鉄と鋼（海外版）， 5,3, Panel discussion at the 68 th grand lecture meeting, 1965. 

9. 

第 5 部

教 授 星野 E3 
自ー (Shoichi HOSHINO, Professor) 

プレハプ建築の性能標準に関する研究ーStudyabout Functional Requirements Stadard 

of Prefabricated Buildings一：性能分類分科会研究報告，プレハプ建築協会， 1965. 

4. 

軽拡鉄骨による内装不燃パネルに関する研究ーStudyabout Non-Combustible Panels of 

Light Gauge for Interior Useー：内装不燃パネル委員会研究報告，軽鼠鉄骨協会，

1965. 12. 

教 授 坪井 善勝 (Yoshikatsu TSUBOI, Professor) 

墜式 RC構造の再検討（その 1.概説）ーReexaminationalStudies on the Aseismatic 

Property of Reinforced Concrete Shear-Wall Structures No. 1. Introductionー：日

本建築学会論文報告集， 1965.9. 

同上（その 2. アクリル模型実験）ーNo.2, Elastic Tests by Acrylic Resin Models. 

-(川股重也と共著）：同上．

同上（その 3.剪断変形する接合部をもつ長方形ラーメンの撓角法）ーNo.3. Slope・ 

Deflection Method for the Rectangular Frames with Shear-Deformable Connections. 

-(田中尚と共著）：同上．

同上（その 4.光弾性実険）ーNo.4 A Two dimensional Photoelastic Method-(松井

源吾と共著）：同上．

同上（その 5.組合せ応力 N,M,Q に対する耐力壁単体の耐力，闘性の検討）ーNo.5

Examination on Strength and Rigidity of Unit Main Wall under Combined Stresses 

M.N.Q. 一（末永保美と共著）：同上．

同上（その 6.接合部の配筋法に関する実験）ーNo.6. Experimental Study on the 

Design of the Jointsー（矢代秀雄と共著）：同上．

同上（その 7.準実大構面の水平加力実験概要）ーNo.7. Outline on Shear Tests of 

Semi Full Scale Reinforced Concrete Wall Constructionsー（富井政英と共著）：同上．
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同上（その 8.準実大構面の水平加力実験解折）ーNo.8. Studies on Shear Tests of 

Semi Full Scale Reinforced Concrete Wall Constructions. 一（徳広育夫と共著）：同上．

同上（その 9. ランダム地動に対する応答の統計的性質について）—No. 9 Statistical 

Properties of Response on Random Ground Motions. 一（田治見宏と共著）：同上．

組合せ応力による RC構造の破壊に関する研究（その 1.せん断と曲げをうけるはり

部材のせん断破壊性状およびコンクリート部の挙勁について）—No. 1. Study on 

Failure of Reinforced Concrete Structures under Combined Stresses—Part 1. Funda-

mental Experiments on Behavior of Concrete of Reinforced Concrete Beam under 

Shearing Forceー（重信恒雄と共著）：同上．

同上（その 2.軸力とせん断力をうける柱のせん断特性について）ーPart2. Load-

Deflection Characteristics of Columns under Combined Stresses due to Constant 

Axial Force and Repeated Bending Moment and Shearー（黒正消治と共著）：同上．

同上（その 3. 曲げと捩りをうけるはりの耐力について）ーStrengthof Reinforced 

Concrete Beams under the Combined Forces of Bending and Torsionー（狩野芳ーと

共著）：同上．

同上（その 4.せん断と曲げをうける PCばりの破壊性状について）ーPart4. A 

Study on the Rotation Limit of Plastic Hinge in Prestressed Concrete Members— 
（本岡順二郎と共著）：同上．

H.P. シェルの精密方程式の差分解法ーAnalysisof H.P. Shellー（角野晃ニ・登坂宣好

と共著）：同上．

H.P. シェルの破壊機構（二点支持 H.P.シェルの破壊性状）ーExperimentalStudies 

on the Failure Mode of Hyperbolic Paraboloidal Shellsー（名須川良平と共著）：同上．

周辺固定支持された円筒殻のフーリェ級数解折ーAnalysis of the Cylindrical Shell 

with the Clumped Edge by Fonrier Series Methodー（末岡禎佑と共著）：同上．

偏平推動殻の応力解折ーStudyon Shallow Translational Shellsー（中村輝界と共著）：同

上．

非閉鎖型円錐シェルの応力解析—Elastic Stresses in Unclosed Conical Shellsー（氏家浩

司と共著）：同上．

世界の大きな銅構造物 1.屋内野球場ーTheBig Steel Structure in the world-Domed 

Stadium U.S. A.-(名須川良平と共著）：日本鋼構造協会機関誌 (JSSC)1, 2. 

オリンピック屋内水泳場と幾何学ーSuspensionRoof Structures for Tokyo Olympic 

Swimming Pools, and Geometryー：数学セミナー， 1965.9. 

ミースとサーリネン；ネルヴィとウッツォン＋アロプーMiesVan der Rohe and E. 

Saarinen; P. L. Nervi and JゆrnUtzon+O. Arup. 一国際建築， 1月， 1966.

東京カテドラル聖マリア大聖棠の構造設計ーStructuralDesign of Tokyo Roman 

Catholic Cathedralー（名須川良平と共著）：建築， 6月， 1965.

Construction de la Cathedrale Sainte Marieー東京カトリックカテドラルの構造設叶
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（名須川良平と共著）： Techniques industrielles du Japan, 1965. 

教授星埜 和 (KanoHOSHINO, Professor) 

安全性と道路交通ーSafetyin Relation to Road Trafficー： 自動車技術， 19, 6, 

1965. 6. 

交通工学の現状—Traffic Engineering in Japanー：日本機械学会講演会， 1965.3. 蔽

礎の支持力について—On the Bearing Power of Foundationsー：土木施工， 6, 11. 

教授丸安隆和 (TakakazuMARUYASU, Professor) 

航空写真判読による地上り崩壊の統計的研究ーStatisticalAnalysis of Landslides and 

Related Phenomena on Aerial Photograp畑―：土木学会論文集， 116, 1965. 2. 

Photogrammetry in Precision Measurement of the Great Buddaha at Kamakura 

ー鎌倉大仏の精密測定に利用した写真測鼠ー： Conservation Journal of the Interna-

tional Institute for Conservation of Historic and Artistic Works, 10-2, 1965. 5. 

Quelques applications de la photogrammetrie au relateve precis des monuments et des 

tresors de la sculpture au Japon一日本において文化財の精密測定に利用した写真測

星の方法—Bulletin 19. Soceite Francaise de Photogrammetrie 1965. 7. 

教授勝田高司 (TakashiSHODA, Professor) 

スロット型吹出口からの気流特性に関する研究ーTheStudy of Air Motion Characteris-

tics of Slot Type Outlet一（寺沢逹ニ・土屋喬雄・近藤紀朗と共著）：日本建築学会論

文報告集， 413, 1965. 9. 

室内気流の実験的研究ーTheExperimental Study on Room Air Motionー（寺沢逹ニ・

今井隆雄・土屋将雄・近藤紀朗と共著）：日本建築学会論文報告集， 414, 1965. 9. 

箱型分岐チェンバの性能について一Onthe Performance of Box Plenums with Three 

Branch Outletsー（船橋明・寺沢逹ニ・千葉孝男・板本守正• 金国正太郎と共著）：日

本建築学会論文報告集， 425, 1965. 9. 

外壁接合部の鼎水に関する風雨の統計的考察ーA Statististical Consideration of Wind 

and Rain on Waterleakage of Wall Jointsー（寺沢逹ニ・片山忠久と共著）：日本建築

学会論文報告集， 434, 1965. 9. 

分岐チェンバの性能に関する研究ーA Study on the Performance of Box Plenums with 

Three Branch Outlets一（船栂明・寺沢逹ニ・千葉孝男・板本守正と共著）：空気調和・

衛生工学会研究論文， 39, 12, 1965. 1. 

教授久保慶三郎 (KeisaburoKUBO, Professor) 

構造物の耐震設計ーAuti-earthquakeDesign of Civil Engineering Structures一：土木学

会夏期講習会パンフレット（構造工学における最近の諸問題ー講習会題目） p. 230-

248, 土木学会， 1965.8. 

境川橋の動的解析ーDynamicAnalysis of Sakai-gawa Highway Bridgeー：第8回地震
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工学研究発表会前刷， 20-21,土木学会， 1965. 10. 

調圧水槽の耐震設計ーAseismicDesign of Surging Tanksー：第8回地震工学研究発表

会前刷， p.32-33, 土木学会， 1965.10. 

教授池辺 陽 (Kiyoshi!KEBE, Professor) 

住居のスペース・システムーSpaceSystems of Dwellingsー：建築文化， No.224, 

1965. 6. 

能代スペースセンターーSpaceCenter at Noshiroー：造， 1965.9. 

日本の ModularCo-ordinationの現状ーModularCo-ordination in Japanー：日本住宅

公団調査研究期報， No.14, 1965. 10. 

設計手法 (20年間の発展）ーDesignMethods (Development of 20 years) : 建築雑誌

1965. 12. 

住居をつくり，住居を使う，そして住居は人間を支え，人間を変える（住宅設計におけ

る私の方法）ーMyMethods in Dwelling Designー：新建築， 1966. 1. 

すまいに石綿スレートを（使い方のこつ）ーAsbestSlate for Housingー：波形石綿スレー

ト協会，石綿セメントボード協会テキスト．

教授井口昌平 (SyoheiINOKUTI, Professor) 

国際水文学 10年計画第 1回調整理事会ーTheFirst Session of the Co-ordinating 

Council of the International Hydrological Decadeー：水利科学， 44, 1965. 8. 

砂礫堆上の流れについて一Onthe Characteristics of the Stream Flow in Alluvial Chan-

nels with Developed Diagonal Barsー（蝕川登• 青木佑久• 紀陸嘗信と共著）：土木

学会第 20回年次学術講演会， 1965.5. 

助教授三木五三郎 (Gosaburo MIKI, Associate Professor) 

関東地方における土質事情一Onthe Engineering Soil Properties Occuring in the Kant6 

Districtー：土と基礎， 13,4, 1-2, 1965. 4. 

原地盤状態再現モールドを用いたグラウチングの基礎的研究ーFundamentalStudy on 

Grouting Methods Using Large Moldsー：土木学会第 20回年次学術謡演会講演概

要 1965.5. . 

新しい室内ベーン試験機の試作と，それを用いたきわめてやわらかい土のせん断特性の

試験結果について—On the New Laboratory Vane Shear Apparatusー（今村芳徳・

佐蘇剛司・.-後藤武夫と共著）：土質工学会第 10回シンボジウム， 161-164, 1965. 

11. 

助教授田中 尚 (HisashiTANAKA, Associate Professor) 

構造物の極限解析ーLimitAnalysis of Structures一：構造学大系，彰国社， 1966. 3~ 

平面板の解の唯一性の条件―UniquenessCriterion of Plates一（高梨晃ーと共著）：日本

建窟学会論文報告集，号外， p.171, 1965. 9. 
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H型鋼の仕口に関する実験的研究―ExperimentalAnalysis of Connectionsー（福邸暁男

林永全と共著）：同上， p.285, 1965. 9, 

助教授石井聖光 (KiyoteruISHII, Associate Professor) 

日光東照宮の“鳴き竜”復元に関する調査研究ーFundamentalStudy on Reconstruction 

of "Roaring Dragon" (a kind of flutter echoes) in Nikko Shrineー（平野興彦と共

著）：日本音密学会研究発表会講演論文集， 111, 1965. 5. 

隧道を吸音処理することによる地下鉄車内騒音防止に関する研究―ExperimentalStudy 

on Noise Reduction in the Train of Under Ground Railway by Sound Absorption 

Treatment on the wall of Tunnelー（風巻友治• 朝生周二と共著）：日本音密学会研

究発表会講演論文集， 227, 1965. 5. 

国立屋内総合競技場（代々木）の音琶について一Acousticsof National Gymnasium and 

its Annex in Yoyogi Tokyo. —（平野興彦• 朝生周二と共著）日本音密学会研究発表

会講演論文集， 113, 1965. 5. 

Acoustics of The National Gymnaium of Tokyo Olympiad (1964)一東京オリンビック

の屋内総合競技場の音密について一： 5th International Congress on Acoustics (Liege 

Belgium) G 14, Sept. 1965. 

東京カテドラル聖マリア大聖堂の音轡についてーAcousticsof St. Mary's Cathedral, 

Tokyoー（平野興彦と共著）：日本音唇学会研究発表会講演論文集， 177, 1965. 10. 

超音波計測（空中）ーApplicationof Ultrasonics Measurements in Airー：雹通学誌，

48, 11, 1857, 1965. 11. 

助教授村松貞次郎 (Teijiro MURAMATSU, Associate Professor) 

日本近代建築史ノートーA Note of the Japanese Modern Architectureー：世界贔院，

1965. 9. 

日本建築家山脈—Biographical Studies on Japanese modern Architects一：鹿島研究所

出版会， 1965. 10. 

助教授小林一輔 (KazusukeKOBAYASHI, Associate Professor) 

鉄筋コンクリート梁の疲労破壊についてーFatigueFailure of Reinforced Concrete 

Beams (丸安隆和• 伊藤利治・工藤幸紀と共著）：土木学会，第2回異形鉄筋に関する

シンボジウム講演概要， 1965.4. 

鉄筋コンクリート梁の重ね継手に関する実験ーLaboratoryTests of Lapped Bar Splices 

in Concrete Beams一（丸安隆和・伊藤利治と共著）：同上．

軽量コンクリートの支圧強度ーBearingStength of Lightweight Aggregate Concrete一

（伊藤利治・工藤幸紀と共著）：第 20回土木学会年次講演会概要， 1965. 5. 

軽量骨材コンクリートの乾燥状態における圧縮強度—Effect of Contineous Drying on 

the Compressive Strength of Lightweight Aggregate Concreteー（伊藤利治と共著）：

セメント・コンクリート， 227,p. 11-13, 1966. 1. 
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講師越 正毅 (MasakiKOSHI, Lecturer) 

交通信号の路線系統化についてーCycleand Offsets for Signal Coordinationsー：「道

路」 354-365,1965. 5. 

路面のすべり一SkidResistance of Road Surfaceー（市原煎と共著）：交通工学シリーズ

21 (2), 技術書院．

E. 研究発表会，講演会，講習会など

生研講習会

工業技術に関する新しい学理と技術，その応用などにつき広く産業界の研究者，技術

者を対象としたもので，今回は第3回で今後継続して行なわれる．

1. 主 催：財団法人生産技術研究奨励会

後 援：東京大学生産技術研究所

2. 場 所：所内大会議室

3. 日 時：昭和40年6月 24日-26日 10.00-16.00

4. 受講者： 63名

5. 講義内容：テーマ「近代材料についての諸問題一金屈を中心として一」題目は

下表のとおり．

""紆" 謡 内 容 諮 師 I摘 要

1. 袷論および軽金属材料 教授加藤正夫（エ1専） l第 1日
2. 粉末合金とその応用 助教授原善四郎 (I/)

3. 金属材料非破壊検査について 教授一色貞文 (II) ” 
4. 鉄鋼材料について 教授雀部裔雄(") 第 2日

5. 金属表面処理について 教授浅原照三(") ’’ 
6. 金属材料に対する有機材料について 教授永井芳男(") ’’ 
7. 時効性合金材料について 助教授西川精ー(") 第 3日

8. 最近の機器分析 助教授武藤義一(") II 
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付 録

1. 国立学校設置法抜幸

国立学校設四法昭和24年5月31日公布法律第150号

第 2章国立大学

第4条国立大学に，左表（下）の通り研究所を付四する．

大学の名称 I 研究所の名称 1位四 1 目

東京大学 I生産技術研究所 1東京都 I隻瓢瓢鰭謡問題の科学的総合研究並びに研

（注） 国立学校設置法一部改正法案により昭和37年 3月29日付の官報に 4月1日をもって位四の項が千莱
県より束京都に変更が公布された．

2. 生産技術研究所内の諸規程

目次
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2) 特別研究審議委員会規程抜幸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・170
3) 工作委員会規程抜宰・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・170
4) 図書委員会規程抜幸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・170
5) 写真委員会規程抜率.......................! ............................................. 171 
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A) 宇宙航空研究所•生産技術研究所連絡会議内規

第 1 条宇宙航空研究所•生産技術研究所は，その事業を行なうにあたり，互いに緊、密な連絡をとり，

事業の円滑な運営を目的として協同的に処理すべき問題について，連絡協議するため宇宙航空研究所・

生産技術研究所連絡会議（以下会議と称する）を設ける．

第 2条会談は，委員および幹事で組織する．

委員は，談事を協議決定し，幹事は庶務・会計の事務を行なう．

第 3条委員は，次の通とする．

1. 宇宙航空研究所長

2. 生産技術研究所長

3. 宇宙航空研究所所属の教授•助教授の中から選ばれた者 5 名以内

4. 生産技術研究所所属の教授・助教授の中から選ばれた者5名以内

所長でない委員の任期は， 2年とする．

幹事は宅宙航空研究所事務長および生産技術研究所事務長をこれに充てる．

第 4条 会議は，毎月 1回常例的に開催する．ただし必要があるときは，双方協議の上随時に会議を開

催することができる．

第 5条会議の議長は，交互にいずれかの所長がこれに当たる．

第 6条会議が必要と認めた場合は，委員以外のものを参加させ，その意見を聞くことができる．

付則

この内規は，昭和24年12月15日から実施する．

B) 生産技術研究所運営関係委員会設置規程

第 1条生産技術研究所長は，所内の運営上の諸問題について必要ある場合は，その目的別に委旦会を

設けることができる．

第 2条 前条の委員会は，所長の諮問に答え，所内の運営の向上，合理化，処理方針等の審議を行なう

ものとする．

第 3条 所長が必要と認めたときは，委員会の長に運営事務の一部を分掌させることができる．

第 4条 各委員会の目的，構成，任務等については別に定める規程による．

1) 常務委員会規程

第 1条東京大学生産技術研究所に常務委員会（以下委員会とする）を四＜．

第2条 委員会は所長の諮問に応じ所の連営に関する重要事項を審議企画し，かつ常~各の打合せをなす

外，次の事項を行なう．

1. 教授総会から委託された事項を処理すること

2. 生研報告発行に関する審議をすること

3. 委託研究の受諾の可否に関する審議をすること

4. その他所長が必要と認めた事項

第 3条 常務委員は各研究部 2 名をもって組織し，その部の教授•助教授の互選による．

第 4条 '/j¥・ 務委員の任期は 1年とし，補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．引き続き 2期在任し

た常務委員は任期満了後2年間は常務委員に選ばれることができないただし補欠委員として1年に

満たない期間は在任期間と見倣さない．

第 5条所長は委員会を招集し，その議長となる．

第 6条所長は委員会の議事を円滑にするため必要ある場合は常務委員を指名して事前調査または事前

審議等を行なわせることができる．

第7条 第3条により選出された常務委員の中 1名を部主任としその部を代表する．
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第 8条 委員会における各部2名の常務委員は全く同等の立楊に立つものとする．

第9条 委員会には代理者の出席を認めないただしその部所属の常務委員が2名ともに出席できない

場合は，その部の教授または助教授の中から 1名を出席させなければならない．

第10条 常務委員が病気その他海外出張等で長期にわたり出席できないときは臨時代理を四くものとす

る．

第11条所長が必要と認めたときは，常務委員以外のものを委員会に列席させ．意見をきくことができ

る．

付則

この規程は昭和 33年6月18日から実施する．

2) 特別研究審議委員会規程抜幸

第2条 委員会は，所長の諮問に答え，次の事項を審議する，

1. 特別研究費の配分に関すること

2. 特別研究費の予邸要求毀料の作成

3. 特別研究喪による事業の逹成1こ閃する事項

4. その他特別研究に閃し所長が必要と認めた事項

第3条 前条にいう特別研究喪とは，各部に径常的に配当される研究既以外で，研究所の使命逹成のた

め，特別に配付された研究費，または生研内で特別に考磁された研究喪等をいう．科学研究費・受託

研究股および常務委員会において特に除外したものは合まない．

ただし，科学研究骰の内，機関研究喪は，本委員会において取り扱うものとする．

第4条 委員会は，委員 10名で組緞し，内 1名を委員長とする．委員長は委員の互選とし，第7条に

よる改選の都度これを行なう．

第5条 委旦は，研究部の各部2名とし，その部の教授・助教授の互選による，

（以下略す）

3) 工作委員会規程抜幸

第2条 委員会は，試作工楊の業務連営を円附1こするため，次の事項について審議する．

1. 試作工場の迎営に関する重要事項の企両ならびに立案

2. 作業能率向上に関する事項

3. 業務実施に閲する連絡謁整

4. その他必要な事項

第3条 委員会は，委員長の他に委員若干名をもって組徽する．

第4条 委員長は，本教授の中から教授総会で選出する．委員は次の通りとする，

1. 研究部の各部ごとに，その部の教授• 助教授またはこれに準ずるものの互選によるもの各 1名

2. 所長が必要と認め，教授総会の承認を得た者若干名

（以下略す）

4) 図書委員会規程抜幸

第2条 委員会は，所内図書室の連営について次の市項を行なう．

1. 図書室迎営に関する事務監督

2. 図書運営に関する企画ならびに立案

3. 図書運営に関する連絡調整

4. 購入図書の選択

5. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は，委員長の外，委員 10名をもって組織する．
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第 4条 委員長は，本所教授中より教授総会において選出された者，また委員は，研f究部ごとに2名と

し，その部の教授•助教授またはこれに準ずる者の互選によった者がこれに当たる．

（以下略す）

5) 写真委員会規程抜幸

第2条 委員長は，写真室の業務連営を円滑にし，写真技術の向上を図るため下記の事項を行なう．

1. 写真室迎営に関する企業ならびに立案

2. 写哀業務の予定計画ならびに実施報告に対する検討

3. 写真業務実施に関する連絡調整

4. 材料の入手使用ならびに業務技術に関する助言

5. 一般写真および高速写真用設備・機械・器材の整備充実に関する企画

6. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は，委員 5 名および専門委員若干名で組織し，委員の中 1 名を委員~に他の 1 名を副委

員長とする．

委員長および副委員長は委員の互選による．

第4条 委員は，各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授•助教授ならびにこれに計Cずるものの互選に

よる．

第5条専門委員は，委員長の委既による．

第 6条 委員長，副委員長および委員の任期は 1年とする．

ただし，重任をさまたげない．

6) 出版委員会規程

第 1条東京大学生産技術研究所に出版委旦会（以下委員会という）を四＜．

第 2条 委員会は，下記出版物の出版に閃して必要な事項を処理する．

1. 生産研究

2. 東京大学生産技術研究所報告

3. 東大生研案内

4. 東京大学生陀技術研究所年次要邸

5. 生研リーフレット

6. その他必要な出版物

第3条 委員会は，委員長 1名，委旦 12名，専門委旦若干名で組織する．

第4条 委員長は，本所教授中から教授総会で送出する．任期は 1年とし毎年4月1日に改める．重任

をさまたげない．

委旦は教授，助教授，またはこれに準ずるものの中から， 1, 3, 5部から各2名， 2, 4部から

各3名をそれぞれの部で選出する．任期は 1年とし，毎年4月1日と 10月1日にその半数を改める．

重任をさまたげない．

専門委員は委員長が委揺する．

第 5条委員長は，委員会を招集してその議長とする．

第 6条 委員長が必要と認めたときは，特定の事項につき小委員会を設けること，また委員以外の者を

委員会に列席させて意見を聞くことができる．

付則

この規定は昭和33年10月1日から実施する．

昭和39年10月21日より一部改訂実施する．

7) 営繕委員会規程

第 1条東京大学生産技術研究所に営繕委員会（以下委員会という）を匝＜．
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第 2条 委員会は本所の施設の整備改善，合理的連用および将来計画に関し次の事項を行なう．

1. 土地，建物，工作物等の新営，ならびに維持管理に関する企画および立案

2. 屯気，通信，ガス，水道暖房等の合理的使用方法の検討ならびに助言

3. 構内警備に閲する企画ならびに助言

4. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員長 1名，幹事 1名，委員5名および専門委員若干名で組織する．

第 4条 委員長は本所教授中から教授総会で選出する．

幹事は委員長の要訥に応じて教授•助教授中より所長が委眼する

委員は各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授• 助教授の互選による

専門委員は委員長の要諮に応じて所長が委揺する

第 5条 委員長および委員の任期は2年とし煎任はさまたげない．

第 6条 委員長は委員会を招集しその議長となる．

第 7条 幹罪は委員長を補佐し委員会の業務に必要な企画，連絡，淵整に当たる．

第 8条 委員長は必要と認めたときは特定の事項につき小委員会を設けることができる．

第 9条 委員長が必要と認めたときは委員以外の者を委員会に列席させて意見をきくことができる．

付則

この規程は昭和33年6月18日から実施する．

8) 厚生委員会規程抜幸

第 2条 委員会は本所の肛生福祉に関する施設ならびに事業の円滑な迎営を図るため，下記事項を行な

う．

1. 職且およびこれに準ずる者（以下職員とよぶ）の保健，衛生，福祉ならびにレクリエーション等

に対する企画，迎営に関する事項

2. 原生事業部の企画，連営に対する助言

3. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員長および委員で組織する．委員長は所長が委揺する．

第 4条委員は下記に従い所長が委騒する．

1. 各研究部よりその部に属する教授• 助教授ならびにこれに準ずる者より選出された者1名，およ

び教授• 助教授ならびにこれに準ずる者を除く職員より選出された者1名

2. 事務部は事務長および事務職員より選出された者1名

3. 試作工楊および千葉実験場は，それぞれの所属戦員より選出された者 1名

4. 所長が必要と認めた職員4名以内

第5条 委員会は委員長の発議または委員総数の 1/3以上の要請によって招集される．

（以下略す）

9) 講習会委員会規程

第 1条本所に東京大学生産技術研究所講習会委員会を四＜．

第2条 この委員会は，財団法人生産技術研究奨励会から委託された講習会の企画並びにその実施をつ

かさどる．

第 3条 この委員会の委員は 5名とし，各研究部から選出された教授または助教授で構成し，委員長は

委員の互選によって定める．

委員長は，必要と認めた場合専門委員を委揺することができる．

第4条委員の任期は 1年とし，毎年 1月1日に更新する．

ただし，重任をさまたげない．

第 5条 この委員会の事務は，庶務掛が担当し，財団法人生産技術研究奨励会事務局が協力するものと

する．
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付則

この規程は昭和39年1月1日から施行する．

10) 生産技術研究所千葉実験場規程

第1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に千葉実験場を千葉市弥生町 1番地におく．

第2条 千変実験所は，本所勁務の教授•助教授およびこれに準ずる者が主体となって行なう研究で，

本所麻布庁舎ではできないものを行なうために使用するものとする．

第3条 千葉実験場の管理・ 迎営を行なうために千葉実験場管理迎営委員会（以下「委員会」という）

を設ける．

2. 委員会は，委員長・副委員長および委員若干名で組織する．

3. 委員長は，所長が当り，副委員長は本所教授中から所長が委屈する．

4. 委員は原則として各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授• 助教授およびこれに準ずるものの互

選による．

5. 副委員長および委員の任期は 2年とする．ただし，煎任をさまたげない．

6. 副委員長は，委員長を補佐し，必要な楊合には委員長の代理となる．

7. 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて意兄をきくことができる．

第4条千葉実験場に事務室を四＜．

2. 事務室に事務主任および蹴員若干名を四<.

3. 事務主任は上司の命をうけ本所事務部との連絡を図り，所管の職員および事務を総括，処理する．

第5条 千葉実験場を使用しようとするものは，原則として使用開始の 1カ月前までに， 1研究ごとに

害而によって部主任を通じて所長に申請するものとする．

2. 前項の申諮により承認をうけたものの使用期間は，長期使用の坦合以外は当該年度の 3月末を越

えることができない．

3. 研究が承認された期間を超過するときは，再び第 1項による申請を行なわなければならない．

第6条千葉実験場使用者は，その使用が終ったときは，その旨を書而をもって部主任を通じて所長に

届け出なければならない．

第7条千葉実験楊の管理・運営に関する細則は別にこれを定める．

付則

1. この規程は，昭和36年9月20日より実施する．

2. 第3条の最初の副委員長および委員の任期は，昭和37年12月31日までとする．

3. 千葉実験場敷地内所在の職員宿舎および職員寮の管理・迎営は，本所の定める他の機関で掌理す

る．

11) 生産技術研究所放射性元素委員会規程

第1条東京大学生産技術研究所に放射性同位元素委員会（以下「委員会」という）をおく．

第2条 委員会は，本所における放射性同位元素の管理および閤害防止に関する事項を審議し，また所

内の連絡調整にあたる．

第3条 委員会は，委員長および委員若干名で組織する．

2. 委員長は，本所教授の中から所長が委雌する．

3. 委員は，次のものに所長が委揺する．

(1) 各研究部ごとにその部の教授• 助教授またはこれに準ずるものの互選によるもの各1名

(2) 所長が必要と認めたもの

第4条 委員長および委員の任期は 2年とする．ただし，重任をさまたげない．

第5条 委員長は委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長1こ事故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代行する．
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第 6条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて意見をきくことができる．

第 7条委員会の庶務は，庶務掛が担当する．

付則

こが規程は，昭和36年6月7日より実施する．

12) 生産技術研究所試験溶鉱炉委員会規程

第1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に試験溶鉱炉委員会（以下「委員会」という）

をおく．

第2条 委員会は， iく所の試験溶鉱炉の研究と運営に関するつぎの事項を審議決定する．
(1) 試験溶鉱炉による研究の企画・立案に関する事項

(2) 試験溶鉱炉の経費に関する事項

(3) 試験溶鉱炉設備に関する事項

(4) その他必要と認めた事項

第3条 委員会は，委員長および委員若干名で組織する．

2. 委員長は，本所教授の中から，所長が委揺する．

3. 委員は，次のものに所長が委揺する．

(1) 本所勁務の教授•助教授またはこれに準ずるもの

(2) 所長が必要と認めたもの

第4条 委員長および委員の任期は2年とする．ただし，重任をさまたげない．

第 5条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代行する．

第 6条 委員会が必要と認めた事項を審議するために，専門委員会を設けることができる． ， 

2. 専門委員会の委員長および委員は，委員会の議を経て委員長が委雌する．

第 7条 委員会に幹事をおくことができる．

2. 幹事は，委員の巾から委員長が委説する．

第 8条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて，慈見をきくことができ

る．

付則

1. この規程は，昭和37年3月31日より実施する．

2. 初期の委員長および委員の任期は，昭和 39年3月31日までとする．

C) 生産技術研究所報告発行内規

第 1条 東京大学生産技術研究所報告（以下生研報告と称する）の発行はこの内規によって行なう．

第2条 生研報告は生産技術研究所（以下生研と称する）の研究業紐を学外に発表するを目的とする．

第3条 生研報告の発行に関する審議は，この内規に従って常務委員会が行なう．

第4条 生研報告に掲載する論文は生研戦員の研究成果または生研職員が中心となって行なった共同研

究成果でその部の推匹を経たものとする．

第 5条生研報告に掲載する論文は新しく発表する研究報告とするただし，学会誌等に概要を発表し

た研究報告を詳細にまとめたもの，または分割掲載した研究成果をまとめて発表する場合はこの限り

でない．

第 6条 生研報告に掲載する論文は 1篇，または 2篇以上を 1冊として発行する．

第7条前条については著者の希望を勘案してこれを決定する．

第8条 生研報告に用いる文は，欧文または和文とし，和文の場合は本文の 10%以内で2ページを越

えない範囲の欧文梗概を付することを原則とする．

第 6条 生研報告は不定期に発行し，およそ300ページを単位として巻を改める．発行部数はその都度
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定める．

備考

1) 第4条により論文を推煎する楊合は原則としてその内容につき部を中心とする関係者の間で十

分の討議を経ることを要する．

2) 大学浣学生および研究生の研究論文を第4条に準じて取り扱うことができる．

D) 生産技術研究所研究担当，研究員取扱内規

第1条 生産技術研究所において一定期間特殊な事項の研究に対し，所外の者に研究の協力を委咄する

必要ある均合，研究担当または研究員を四くことができる．

2. 前項による研究担当とは，本務が本学専任教官（教授•助教授・講師）であるものをいう．

第2条 研究員は，大学卒業または同程度の学力を有し，研究事項について相当の経験を有するもので

なければならない．

第3条 研究担当，研究員には予冥の範囲で手当を支給することができる．

第4条 研究担当，研究員は本所畷員に準じて取り扱う．

ただし，定められている事項についてはこの限りでない．

第5条 研究担当，研究員は，本所において研究した成果を発表するとき，または特許権等を申諮する

均合は予め所長に協議するものとする．

第6条 各部において研究担当，研究員を四こうとするときは，その部の主任は内申書を所長に提出し

なければならない．

第7条所長は，内申書が提出されたときは，常任委旦会に諮り総長に上申する．

第8条所長は研究委既の必要性が消減した楊合，またはその他の事由により委闘の取消しを総長に上

申することができる．

付則

この内規は昭和26年 10月 1日より実施する．

この内規は昭和37年 4月1日より適用する．

E) 生産技術研究所留学研究員採用内規

第1条生産技術に［月する事項につき一定期間研究に従事しようと希望する者があるときは，本所にお

いて支障のない楊合に限り，留学研究旦として入所を許可する．

第2条 留学研究旦として入所を許可する者は，大学卒業又は同程度以上の学力を有し，研究事項につ

いては相当の経験を有する者でなければならない． ~ 

第3条留学研究員を希望する者は願害（様式 1)に屈歴苫及び研究業絨謁杏を添え所長に提出するも

のとする．

第4条 留学研究旦は，本所が指定した教官の指導のもとに研究に従事するものとする．

第5条 留学研究員は，本所において研究した成呆を発表するとき，または特許椛等を申諮する場合は，

あらかじめ指祁教官に協議しなければならない．

第6条 留学研究旦の研究期間は， 1年以内とし，第 1条の許可があった日の屈する会計年度の末日を

もって終了するものとする．

2. 前項の期間満了後研究を継続しようとする場合は，研究期間更新顧（様式2)を所長に提出し，

許可を受けなければならない．

第7条所長：ま，疾病その他の事由により，研究に従事することが不遥当と認めたときは，その留学研

究員に対し，許可を取消すことがある．

第8条留学研究員が許可された期間の満了前に退所しようとするときは，退所願（様式3)を所長に

提出しなければならない．

付則
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この内規は昭和31年4月 1日より適用する．

F) 生産技術研究所研究生規程

第 1条 生産技術に関する事項につき研究を希望する者があるときは，本所において支障がない場合に

限り，研究生として入所を許可することがある．

第 2条 研究生として入所を許可する者は，大学学部を卒業した者もしくはこれと同等以上の学力を有

する者，または相当の径険を有する者で，本所において適当と認めた者とする．

第 3条 研究生を希望する者は，所定の顔苫1こ屈歴書を添えて所長に差し出さなければならない．

第 4条 研究生は，所長の指揮監甘を受け，本所が指定した教官の指郡の下に研究に従事しなければな

らない．

第 5条 研究生がその研究業績を発表しようとするときは，必ず指等教官の承忍を受けなければならな

しヽ．

第 6条 研完生は，入学料として金 750円を納入しなければならない．

第 7条 研究生は，研究料として月頷金800円を 3月または 6月分前納しなければならない．ただし，

特に多額の喪用を要する場合は，別に自弁させることがある．

2. 既納の研究料は，遠付しない．

第 8条 研究生の研究期間は， 1年以内とする．

2. 当初決定された研究期間を経てさらに研究を継続しようとするときは，その理由を具して所長に

願い出で，許可を受けなければならない．

第 9条 研究生は研究期間の終わりに，その研究状況および成果を記戟した報告書を指甜教官を経て所

長に出提しなければならない．

2. 研究生の研究期間が 1年以上にわたるときは， 1年の終わりにおいて，その研究状況の中間報告

苫を前項に準じ提出しなければならない．

第10条 所長は，炭病その他の事由により，研究を継続することが不適当と芯めるときは，その研究生

に対し，退所を命ずることがある．

第11条 研究生が期間満了前に退所しようとするときは，理由を具してその旨を所長に願い出なければ

ならない．

第12条 官公署または会社等より，依託研究生を入所させようとする楊合も，本規程により取り扱う．
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1. この規程は，昭和38年 7月13日から施行し，同年4月1日から適用する．

2. 昭和38年 4月1日前から引き続き在所している者で，研究期間（研究期間が延長されたちnj合，

その期間の始期が昭和38年4月1日以後のものを除く）が満了しない者の授業料の額および徴収

方法については，その期間が満了する日までは，なお従前の例による．

G) 生産技術研究所受託規程

第 1条東京大学生産技術研究所（以下本所という）に対し，生産技術に閃係がある学理的問阻または

物品等の研究・試作・試験·検定•製作調在等を委託しようとする者があるときは，本所で適当と認

めたときにこれを受託する．

第 2条 前条の委託をしようとする者は，別紙様式 (1)に定める申込害を提出しなければならない．

受託を承諾したものに対しては，別紙様式 (2)の受託承諾書を交付する．

第3条 受託の承諾を得た者は，第5条に定めた料金を，指定の期間内に，本所に前納しなければなら

ないただし，特別の事由があるときは，前項の料金の分納または後納を認めることがある．指定の

期間内に前項の料金を納付しないときは，委託を取り消したものとみなす．

第4条ーに納付した料金は，これを返逗しないただし，天災，その他やむを得ない事由によって委

託事項を送行し得ないときは，その全部または一部を委託者に遠付することがある．

第5条 第3条第 1項の料金は，委託事項に要する経費を算定してその都度これを定める．

第 6条本所は，受託事項実施中特に多額の費用を要し，納付された料金に不足を生じると認めたとき

は，改めて受託者と協議することができる．

第 7条下記の各号の坦合においては，委託者の受ける担害に対し，本所はその立を負わない．

1. 天災その他やむを得ない事由によって，受託事項を送行し得ない場合

2. 委託を受けた物品の試験・検定等の間に拍害を生じた坦合

3. 受託者が，その毀務を完全に屈行せずと本所が認めたときに執った処理に柚づく場合

椋式 (1)

交託申込害

昭和年月日

様式 (2)

父託承諾杏

昭和年月日

殿
東京大学生廂技術研究所長 □ 口□ 口殿
東京大学生競技術研究所受託規定により下記内容
をもって研究・ 試作・ 検定• 製作・調査を委託し
たくお願いします

昭和年月 日付申込の委託事項は本所交託規
定に基き下記の条件によってこれを承諾します

現住所 東京大学生疫技術研究所長 □ ロロロ
氏名 匝l

記（委託の内容） 記

1題 目 1. 題 目I
2目的および内容

2. 担当者氏名 主任担当者 分任担当者

3. 予算の範囲
3完了予定期日

4. 供器(麗具の有・門箕無料品恥等提
1i 4所要経費

5. 所要経行納期

5. 完成希望期限 6 ・提具供なをら要びすに箕る材器

6. 公表猶予期限
7. 発明特許の処置

7• 発た場明特合許の処のあ匹っ

8その他希望事項 8, そ の 他
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第8条受記JC項が完了したときは，その経過ならびに結果を委託者に報告するただし，受託実施中

において，委託者の希望によって中間報告をすることができる．

第9条受託事項に関する成果を公表するときは，本所がこれを行なぅ．

前項の公表が委託者の利益を害するおそれがあると認められるときは， 2年以内，その公表を猶予

することができる．

第10条 委託者は，本所が必要と認めたときは，補助者を一定の期間中派造することができる．

前項の補助者の勁務に関しては，本所戦員に準じて取り扱うが，給料・手当•旅既等は，これを支

弁しない．

第11条受託事項で本所職員が発明したときにおける発明特許等に関する規程は別にこれを定める．

付則

本規程は昭和25年3月11日から施行する．

H) 生産技術研究所勁務発明暫定規程

第1条東京大学生産技術研究所（以下本所という）に勁務する者（以下職員という）が，その勁務に

閃してなした発明（以下勁務発明という）の取り扱いについては，当分の間，この規定の定めるとこ

ろによる．

第2条 勤務発明のうち，その内容が本所の業務範囲に属し，またその発明をなすにいたった行為が，

その耽員の任務に属するもの（以下任務発明という）については，その発明者が特許を受けたとき，

東京大学はその実施権を受けるものとする．

第3条 職員は，自己の勁務発明の特許を受ける権利，または特許権，もしくは任務発明以外の勁務発

明の実施権を，東京大学に移該することを願い出ることができる．

第4条 本所所長は，東京大学学長の監仔のもとに，前2条に規程した特許を受ける権利，特許権また

は実旋権に関する事務をつかさどる．

第5条 本所受託規程に抵づく受託事項について，本所戦員が発明したときには，この規程に従う．

本所受託規程第10条に規定する柿助者が，受託事項について発明した場合には，この補助者を指等

する本所職員と共同して発明したものとみなして，この規程を適用する．

第6条 この規程は，実用新案および怠匠登録にもこれを掌用する．

付則

本規程は昭和24年9月22日から施行する．

付記：特許法が昭和35年4月 1日に改正施行され，研究所等における鼓務発明の取り扱いは第35条に規定されてい

る．この時期にかんがみ本所の現行哲定規程はその後の研究所の状態にもそうよう目下委貝会を粗織して検討

中である．

I) 東京大学受託研究員規程

第1条 この規程は，文部省受託研究員実施要項に基づき，民間会社等（以下「委託者」という）より

の委託に応じ，その現職技術者を受託研究員（以下「研究員」という）として本学に受け入れる場合

における必要な事項について定める．

第2条研究員として許可する者は，大学を卒業した者または本学がこれと同等以上の学力を有すると

認めた者とする．

第3条 受託者の代表者または長は，所定の申込書に推煎書および本人の屈歴書を添えて当該学部また

は研究所の長に願い出なければならない．

第4条 学部または研究所の長は，当該部局において適当と認め，かつ，支障のない場合に限り，総長

の認可を得て研究員の受入れを許可する．

第5条 研究員は，指甜教官の指等のもとに研究に従事しなければならない．

第6条研究員の研究期間は， 1年以内とし，第4条の規定による許可があった日の属する年度の末日

をもって終了するものとする．
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第7条 前条の期間満了後，研究を継続する必要があるときは，受託者は，理由を付して当該学部また

は研究の長に願い出なければならない．

第8条 学部または研究所の長は，前条による顔出があったときは，総長の認可を得て， 1年以内に限

り研究期間の更新を許可することができる．

第9条 第4条または第8条の規程による許可があったときは，委託者は，研究糾として金12万円をた

だちに納付しなければならない．

2. 既納の研究料は，遠付しない．

第10条 研究料は，研究期間が 1年未満の場合にも研究員 1人につき12万円とする．

第11条 受正者が，第4条または第8条の規定による許可があった後，ただちに研究料を納付しないと

きは，許可を取り消す．

付則

この規程は，昭和33年5月2日から適用する．

この改正は，昭和34年4月1日から遥用する．
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J) 生産技術研究所輪講会要項

1. 本会は生産技術研究所恰講会と称する．

2. 本会は生産技術研究所内における知識の交換を目的とする．

3. 本会の事務を迎営するため世話人を四＜．世話人は各研究部より 1名ずつ選出し内 1名を世話人

代表に互選する．

4. 本会は毎月第3水曜日午後 1時30分から 2時20分まで開催するのを原則とする．ただし教授総

会その他の都合により日時を変更することがある．

5. 講演者は 1回1名とし講演時間は 1名45分（外に質議討論5分）以内を原則とする．

6. 講演の順序は原則として順次各部より適当な講演者を選出し，講演の 2週間以前までに庶務掛に

申出講演要旨を 1週間前までに送付するものとする．

7. 庶務掛は当番部に講演の日から 1カ月以前に通知するものとする．

8. 世話人会は講演者の決定その他本所に関する事項を処理するものとする．
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9. 臨時聴講希望者は世話人に申し出て了解を得ることを要する．

10. 輪講会を司会するため当番幹事を担当部より選出する．

K) 財団法人生産技術研究奨励会育英奨学生取扱規程

第1条東京大学生産技術研究所における高級技術者旋成を目的とする，財団法人生産技術研究奨励会

（以下生産技術研究奨励会という）育英奨学生の取扱いは，この規程により行なう．

第2条 育英奨学生は生産技術研究奨励会の規定に従い，東京大学生産技術研究所教授•助教授の指導

を受ける者で，当該指導教官の所属する同研究部の推せんにより同常務委員会の選考を経た者であっ

て，次に該当する者を生産技術研究奨励会に推煎する．ただし育英奨学規程（以下規程という）第2

条の第2種の資金による事業の育英奨学生（以下第2種育英奨学生という）の選考については，上記

常務委員会に代り，当該指報教官の所属する研究部において，行なうことができる．

1. 東京大学修士または，博士課程大学院学生

2. 東京大学生産技術研究所研究生

3. その他東京大学生産技術研究所教官の適当と認める者

前項3号の推囲は，第2種育英奨学生に限る．

第3条規程第2条の第 1稲の資金により行なう事業の育英奨学生（以下第 1種奨学生という）に対

する育英奨学金は修士コース大学院に入学した者については， 1カ月 10,000円とし，毎年4月よ

り1,000円を増頷する．

第 1種育英奨学生のうち大学浣在学中育英奨学生となった者の育英奨学金は，前記韮準1こより邸定し

たものと同額とする．

第1種育英奨学生に対する育英奨学金のうち研究生に対する育英奨学金は，育英奨学生と決定された

時より 1カ年間， 1カ月 10,000円とし， 1カ年を超えるごとに月額1,000円を増頷する． ただし大

学院より引続き研究生となった者の育英奨学金は，通邸した額とする．

第2種育英奨学生に対する育英奨学金は，育英奨学生と決定された時より月頷を以て支給する．ただ

しその額については，その者の学歴，経験年数，その他の事情を勘案してその都度決定する．

なお第2種育英奨学生と決定された時より 1カ年を超えるごとに月額 1,000円を増頷することがで

きる．

育英奨学金は， 第1種育英奨学生に対しては 1人月額 15,000円， 第2種育英奨学生には， 同じく

20,000円を超えないものとする．

特別の事梢がある場合は，育英奨学金の頷を変更することができる．

第4条 育英奨学生に対し育英奨学金を交付する期間は，育英奨学生選考のときに定めるが， 5年以内

とする．

第5条 この規程に定められていない事柄の取扱いは常務委員会において決定する．

付則

この取扱規程は昭和40年6月16日より実施する．
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